
伊藤忠記念財団

50周ねん記念誌

1974から2024

記念誌表紙画像。5段の本棚に本がぎっしり並べられたイラスト。中央に「わいわいベア」が座って本を読んでいる。本のタイトルは左上から、1段目は『子ども文庫助成事業』、『電子図書普及事業』、『東京小中学生センター』、『調査研究事業』、『海外留学助成事業』、『日本留学助成事業』、『つどい』、『まなび』、『かたらい』、『あそぶ』。2段目は『センターまつり』、『納涼おばけ大会』、『サマースクール』、『ジュニアキャンプ』、『ジュニア文化祭』、『ファミリーハイキング』、『ウィンタースクール』。3段目は『新春ゲーム大会』、『スーパーカーレース』、『わなげ大会』、『水曜クラブ』、『ジュニア劇場』。4段目は『ジュニアバザール』、『工作クラブ』、『園芸クラブ』、『サバイバルスクール』、『わいわい』。5段目は『どんまい』、『やん・きゃん』、『すいんぐ』、『森の道場』、『しどういんすち』、『野外冒険じゅつ』、『未来につなぐ子どもの読書』。

記念誌裏表紙のイラスト。わいわい文庫のキャラクター、さんさん（笑顔の太陽。光輪が虹色になっている）が中央に掲載され、その上部に「50th」、下部に「公益財団法人伊藤忠記念財団」と文字がある。
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と本を読むことが大すきなくま。お気に
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財団法人 伊藤忠記念財団

設立趣意書

伊藤忠商事株式会社は1858年創業以来  社業の繁栄は国と社会
の発展と共にあるべきものという基本認識に立って  国と社会の発
展に寄与することを経営の理念として参りました。たまたま本年
は当社の戦後再発足25周年を迎えることになりましたが  此の記念
すべき年に当って上記の経営理念の一端なりとも具体化したいと
念願する次第であります。顧みると戦後  我が国は官民の努力によ
って  世界を瞠目させる程の急速な経済発展を遂げましたが  その
反面  深刻な自然環境の破壊と社会連帯意識の低下という歪みをも
たらしたことも認めざるを得ません。
特に此のような環境の変化は国と社会の次代を担うべき青少年に
強い影響を及ぼし  幾多の問題を発生している次第で  青少年の育
成のために  適切且つ広汎な施策を講じることは刻下の急務である
と考えます。
伊藤忠商事株式会社としては  以上の観点から  ここに  伊藤忠記
念財団を設立し広く有識者の絶大なご協力を得てしんに平和を愛
好し社会的公正と信義を重んじる自主的精神に満ちた  心身共に健
全な青少年を育成するため一臂の力を尽そうとするものでありま
す。
此の目的を達成するために伊藤忠記念財団は
　　　　青少年に関する諸問題の調査研究
　　　　青少年の育成に関する諸事業への助成　
　　　　青少年に対する諸施設の提供
　　　　其の他ほん財団の目的の達成に必要な事業
を遂行して参りますが  此のため伊藤忠商事株式会社としては初年
度5億円を出捐し  更に為し得る限り財団基礎の計画的拡充を行い  
10年後にはほぼ50億円の規模に到達せしめると共に事業内容もこ
れに即応して拡充せしめる決意であります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 以
上
　　昭和49年9月17日

ご挨拶
伊藤忠記念財団設立50周年を迎えて

公益財団法人 伊藤忠記念財団
理事長　鈴木 善久

伊藤忠記念財団　すずき よしひさ理事長の顔写真。

　平素より、当財団の活動にご理解とご支援を賜り、誠にありがとうございます。
　公益財団法人 伊藤忠記念財団は、2024年9月30日に設立50周年を迎えました。50周年
を迎えるにあたり、長年に亘り、ご支援、ご協力を賜りましたすべての関係者の皆様に、
深く感謝申し上げます。
　当財団は、1974年、伊藤忠商事の創業以来の経営理念である「社業の繁栄は国と社会の
発展と共にあるべきもの」という基本認識のもと、「青少年の健全育成」を掲げ、設立され
ました。
　50年のあゆみを振り返ると、当財団は、「青少年の健全育成」を念頭に、一貫して、子ど
もたちの読書活動えの支援を軸に活動してまいりました。
　設立翌年（1975年）より行っている「子ども文庫助成事業」は、当初、個人のボランティ
アの方が自宅を開放し、地域の子どもたちに読書の場を提供する家庭文庫への助成から
はじまりました。現在では、文庫（家庭文庫、地域文庫）だけでなく、特別支援学校や病院、
施設、子ども食堂などにも対象を広げています。引き続き、子どもが集まる場所にアンテ
ナを張り、子どもの読書環境の改善や地域交流の場の創出、活性化のお役に立ちたいと思
います。
　また、「すべての子どもたちに読書の喜びを」をテーマとして活動する当財団は、「子ど
も文庫助成事業」に加え、2010年より「電子図書普及事業」をはじめました。同事業では、
障害があるために通常の書籍では読むことが難しい子どもたちのための電子図書（「わい
わい文庫」）を製作し、学校や公共図書館等の団体に寄贈しています。近年では、関係者の
方々のご尽力により、徐々に認知度も高まってまいりました。引き続き、更なる周知によ
り、障害のある子どもたちの読書環境の改善へとつなげ、読書バリアフリー推進の一助に
なればと思います。
　今後、更なるデジタル化の進展など、社会環境のさまざまな変化が予想されますが、子
どもたちが本に触れ、読書を楽しむ環境を整えることは、変わらず非常に大切なことと思
います。未来を生きる子どもたちに読書の楽しさ、喜びを届けるために、これからも活動
を続けてまいりたいと思います。
　あらためまして、この50年間に亘りご支援・ご協力をいただいたすべての皆様に心か
ら感謝申し上げます。今後も変わらぬご支援・ご協力を賜りますよう、お願い申し上げま
す。
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伊藤忠商事株式会社は1858年創業以来  社業の繁栄は国と社会の発展
と共にあるべきものという基本認識に立つて  国と社会の発展に寄与する
ことを経営の理念として参りました。たまたま本年は当社の戦後再発足
25周年を迎えることになりましたが  此の記念すべき年に当つて
上記の経営理念の一端なりとも具体化したいと念願する次第であります。
顧みると戦後  我が国は官民の努力によつて  世界を瞠目させる程の急速
な経済発展を遂げましたが  その反面  深刻な自然環境の破壊と社会連帯
意識の低下という歪みをもたらしたことも認めざるを得ません。
特に此のような環境の変化は国と社会の次代を担うべき青少年に強い影響
を及ぼし  幾多の問題を発生している次第で  青少年の育成のために  適
切且つ広汎な施策を講じることは刻下の急務であると考えます。
伊藤忠商事株式会社としては  以上の観点から  ここに  伊藤忠記念財団
を設立し広く有識者の絶大なご協力を得て真に平和を愛好し社会的公正と
信義を重んじる自主的精神に満ちた  心身共に健全な青少年を育成するた
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臂の力を尽そうとするものであります。
此の目的を達成するために伊藤忠記念財団は
　　　　青少年に関する諸問題の調査研究
　　　　青少年の育成に関する諸事業への助成　
　　　　青少年に対する諸施設の提供
　　　　其の他本財団の目的の達成に必要な事業
を遂行して参りますが  此のため伊藤忠商事株式会社としては初年度5億円
を出捐し  更に為し得る限り財団基礎の計画的拡充を行い  10年後には
ほゞ50億円の規模に到達せしめると共に事業内容もこれに即応して拡充
せしめる決意であります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上
　　昭和49年9月17日
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伊藤忠記念財団設立50周年を迎えて

公益財団法人 伊藤忠記念財団
理事長　鈴木 善久

伊藤忠記念財団　すずき よしひさ理事長の顔写真。

　平素より、当財団の活動にご理解とご支援を賜り、誠にありがとうございます。
　公益財団法人 伊藤忠記念財団は、2024年9月30日に設立50周年を迎えました。50周年
を迎えるにあたり、長年に亘り、ご支援、ご協力を賜りましたすべての関係者の皆様に、
深く感謝申し上げます。
　当財団は、1974年、伊藤忠商事の創業以来の経営理念である「社業の繁栄は国と社会の
発展と共にあるべきもの」という基本認識のもと、「青少年の健全育成」を掲げ、設立され
ました。
　50年のあゆみを振り返ると、当財団は、「青少年の健全育成」を念頭に、一貫して、子ど
もたちの読書活動えの支援を軸に活動してまいりました。
　設立翌年（1975年）より行っている「子ども文庫助成事業」は、当初、個人のボランティ
アの方が自宅を開放し、地域の子どもたちに読書の場を提供する家庭文庫への助成から
はじまりました。現在では、文庫（家庭文庫、地域文庫）だけでなく、特別支援学校や病院、
施設、子ども食堂などにも対象を広げています。引き続き、子どもが集まる場所にアンテ
ナを張り、子どもの読書環境の改善や地域交流の場の創出、活性化のお役に立ちたいと思
います。
　また、「すべての子どもたちに読書の喜びを」をテーマとして活動する当財団は、「子ど
も文庫助成事業」に加え、2010年より「電子図書普及事業」をはじめました。同事業では、
障害があるために通常の書籍では読むことが難しい子どもたちのための電子図書（「わい
わい文庫」）を製作し、学校や公共図書館等の団体に寄贈しています。近年では、関係者の
方々のご尽力により、徐々に認知度も高まってまいりました。引き続き、更なる周知によ
り、障害のある子どもたちの読書環境の改善へとつなげ、読書バリアフリー推進の一助に
なればと思います。
　今後、更なるデジタル化の進展など、社会環境のさまざまな変化が予想されますが、子
どもたちが本に触れ、読書を楽しむ環境を整えることは、変わらず非常に大切なことと思
います。未来を生きる子どもたちに読書の楽しさ、喜びを届けるために、これからも活動
を続けてまいりたいと思います。
　あらためまして、この50年間に亘りご支援・ご協力をいただいたすべての皆様に心か
ら感謝申し上げます。今後も変わらぬご支援・ご協力を賜りますよう、お願い申し上げま
す。

　平素より、当財団の活動にご理解とご支援を
賜り、誠にありがとうございます。
　公益財団法人 伊藤忠記念財団は、2024年9月
30日に設立50周年を迎えました。50周年を迎
えるにあたり、長年に亘り、ご支援、ご協力を賜
りましたすべての関係者の皆様に、深く感謝申
し上げます。
　当財団は、1974年、伊藤忠商事の創業以来の
経営理念である「社業の繁栄は国と社会の発展
と共にあるべきもの」という基本認識のもと、「青
少年の健全育成」を掲げ、設立されました。
　50年のあゆみを振り返ると、当財団は、「青少
年の健全育成」を念頭に、一貫して、子どもたちの
読書活動ヘの支援を軸に活動してまいりました。
　設立翌年（1975年）より行っている「子ども
文庫助成事業」は、当初、個人のボランティアの
方が自宅を開放し、地域の子どもたちに読書の
場を提供する家庭文庫への助成からはじまりま
した。現在では、文庫（家庭文庫、地域文庫）だ
けでなく、特別支援学校や病院、施設、子ども食
堂などにも対象を広げています。引き続き、子
どもが集まる場所にアンテナを張り、子どもの
読書環境の改善や地域交流の場の創出、活性化
のお役に立ちたいと思います。

　また、「すべての子どもたちに読書の喜びを」
をテーマとして活動する当財団は、「子ども文庫
助成事業」に加え、2010年より「電子図書普及
事業」をはじめました。同事業では、障害がある
ために通常の書籍では読むことが難しい子ども
たちのための電子図書（「わいわい文庫」）を製
作し、学校や公共図書館等の団体に寄贈してい
ます。近年では、関係者の方々のご尽力により、
徐々に認知度も高まってまいりました。引き続
き、更なる周知により、障害のある子どもたちの
読書環境の改善へとつなげ、読書バリアフリー
推進の一助になればと思います。
　今後、更なるデジタル化の進展など、社会環
境のさまざまな変化が予想されますが、子ども
たちが本に触れ、読書を楽しむ環境を整えるこ
とは、変わらず非常に大切なことと思います。
未来を生きる子どもたちに読書の楽しさ、喜び
を届けるために、これからも活動を続けてまい
りたいと思います。
　あらためまして、この50年間に亘りご支援・
ご協力をいただいたすべての皆様に心から感謝
申し上げます。今後も変わらぬご支援・ご協力
を賜りますようお願い申し上げます。

公益財団法人 伊藤忠記念財団
理事長　鈴木 善久

ご挨拶

伊藤忠記念財団
設立50周年を迎えて
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祝辞

草の根の読書推進とともに歩まれた時間に敬意をひょうします

公益社団法人 読書推進運動協議会
会長　野間 よしのぶ

読書推進運動協議会　野間  よしのぶ会長の顔写真。
　公益財団法人 伊藤忠記念財団さまの設立50周年に際し、心よりお慶び申しあげま
す。設立以来継続されている「子ども文庫助成事業」では、子どもの読書推進において
各地の拠点となる「文庫」に、はやくから着目されて、子どもたちの健全育成に寄与す
る事業を展開してこられました。あらためて敬意をひょうします。
　わたくしども読書推進運動協議会は、貴財団が「子ども文庫助成事業」を開始され
て以来、募集告知や審査などでお手伝いをさせていただいております。子どもたちの
読書環境を支える全国の草の根の方たちを対象とするこの事業においては、2024年度
までに延べ2,925件の子ども文庫と実演グループなどが助成を受けております。その
息の長さと規模の大きさの両面において貴重な事業であり、読書推進を目指す私ども
にとっても大きな力です。
　これまで助成を受けた方々のなかには、小児病棟や、海外駐在の日本じんコミュニ
ティなどで読書啓発活動をされるかたなどもおられ、その視野の広さにも感服いたし
ます。貴財団担当者による応募者訪問と、助成2年後のフォローアップ訪問は、この事
業最大の特徴であり、貴財団と応募者、助成先との交流を生み出しております。ただ
本があるだけでは、子どもはなかなか手に取りません。子どもの読書推進には、本を
手渡す人の存在が必要です。交流の上での助成だからこそ、草の根で活動する方々の
心に響き、その支え、励ましとなってきたのだと感じております。
　この50年、社会は大きく変わり、事業開始時に比べて助成希望者のニーズも多様化
してきたとのことですが、「すべての子どもたちに読書の喜びを」届けたいという思
いには変わりはありません。当協議会は今後も、「子ども文庫助成事業」への協力の継
続、および「電子図書普及事業」の広報協力など、貴財団とともに、子どもたちの読書
推進、読書環境整備に手を取りあって歩んでまいりたいと存じます。
　あらためて、貴財団の50周年をお祝い申しあげます。

財団のテーマ「すべての子ど
もたちに読書の喜びを」の書

（毛筆）。落成かんしは「りょ
うすい」の「りょう」ひともじ
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　これまで助成を受けた方々のなかには、小児病棟や、海外駐在の日本じんコミュニ
ティなどで読書啓発活動をされるかたなどもおられ、その視野の広さにも感服いたし
ます。貴財団担当者による応募者訪問と、助成2年後のフォローアップ訪問は、この事
業最大の特徴であり、貴財団と応募者、助成先との交流を生み出しております。ただ
本があるだけでは、子どもはなかなか手に取りません。子どもの読書推進には、本を
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してきたとのことですが、「すべての子どもたちに読書の喜びを」届けたいという思
いには変わりはありません。当協議会は今後も、「子ども文庫助成事業」への協力の継
続、および「電子図書普及事業」の広報協力など、貴財団とともに、子どもたちの読書
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以来継続されている「子ども文庫助成事業」で
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知や審査などでお手伝いをさせていただいてお
ります。子どもたちの読書環境を支える全国の
草の根の方たちを対象とするこの事業において
は、2024年度までに延べ2,925件の子ども文
庫と実演グループなどが助成を受けておりま
す。その息の長さと規模の大きさの両面におい
て貴重な事業であり、読書推進を目指す私ども
にとっても大きな力です。
　これまで助成を受けた方々のなかには、小児
病棟や、海外駐在の日本人コミュニティなどで読
書啓発活動をされる方などもおられ、その視野
の広さにも感服いたします。貴財団担当者によ
る応募者訪問と、助成2年後のフォローアップ
訪問は、この事業最大の特徴であり、貴財団と
応募者、助成先との交流を生み出しております。

ただ本があるだけでは、子どもはなかなか手に
取りません。子どもの読書推進には、本を手渡す
人の存在が必要です。交流の上での助成だから
こそ、草の根で活動する方々の心に響き、その支
え、励ましとなってきたのだと感じております。
　この50年、社会は大きく変わり、事業開始時
に比べて助成希望者のニーズも多様化してきた
とのことですが、「すべての子どもたちに読書の
喜びを」届けたいという思いには変わりはあり
ません。当協議会は今後も、「子ども文庫助成事
業」への協力の継続、および「電子図書普及事業」
の広報協力など、貴財団とともに、子どもたち
の読書推進、読書環境整備に手を取りあって歩
んでまいりたいと存じます。
　あらためて、貴財団の50周年をお祝い申しあ
げます。

公益社団法人 読書推進運動協議会
会長　野間 省伸
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伊藤忠記念財団　設立までの流れ

はじまりは、伊藤忠商事再発足25周年の記念事業

　伊藤忠記念財団の母体である伊藤忠商事は1858（安政5）年
の創業以来、「三方よし」の精神のもと国と社会の発展に寄与
することを経営理念に掲げてきた。戦後の1949年には伊藤忠
商事株式会社として再発足。1974年は伊藤忠商事の戦後再発
足からちょうど25周年に当たる年であり、これを機に社会貢
献活動に力を入れようと、1970年頃から具体的な新規事業の
模索が進められた。
　1970年代初頭は、日本経済が急速に発展する中で、環境破
壊や社会連帯意識の低下などの問題が深刻化していた時期で
ある。こうした諸問題は次世代を担う青少年の生活にも影響
していた。伊藤忠記念財団設立の構想は、こうした社会の状
況下で進められた。はじめにせじまりゅうぞう社長（当時）が
青少年のための居場所づくりを構想。その案をもとに、1972
年12月14日、伊藤忠商事の業務部が「育英事業について」と
題する、いっつうの答申報告書を作成した。その報告書では、

「利益の社会還元の一環として、育英事業3案」が提案されてお
り、その案のうちのひとつが「財団法人伊藤忠育英協会を設立
し図書館経営を行う」というものであった。
　同年12月20日には、より具体的な「育英協会設立計画書」が
提出された。計画書には、「次代を担う小中学生の健全な成長
を促進する」目的で、「自宅で勉強する部屋のない小中学生の
ために、シー、アイ学習センターを設立する。場所は下町また
は小住宅の密集地域。当初は東京に1箇所。将来は大阪に1箇
所」の記述が残されている。

財団設立時に総理府より1974（昭和49）ねん9月28日付けでじ
ゅりょうした「財団法人伊藤忠記念財団の設立許可について」
の依命通知書の画像

とざき せいき初代理事長の顔写真。

財団の設立を案内する挨拶状の写真。1974（昭和49）ねん10月づけで、戸崎誠喜初
代理事長名にて発送されている。

1973年10月23日 「伊藤忠記念財団」事業を決裁

　1973年7月、すいたさぶろう常務を筆頭に「25周ねん記念事業対策委員会」（構成
員13名）が結成された。その後、同委員会の社会還元分科会において、「寄附」およ
び「財団設立」を通して伊藤忠商事の利益を社会に還元することを決定。さらに同
年8月13日には、総務部より「伊藤忠財団設立構想」が提出された。これは「次代を
担う青少年健全育成を目的として文化的なものを主体とする各種の事業と寄附を
行い、併せて、当時の社会に対する姿勢を明示する。体育面については、シー・アイ
グラウンドの一般開放等を持って行い、文化面に限定する」という主旨の構想であ
る。また事業内容についても、「施設は勉強室、図書室、実習室他、事業は設備を利
用する事業、設備を利用しない事業（例：社会見学会、野外実習、旅行クラブ）とし、
寄附行為も青少年関係の社会事業に対する寄附、海外への留学助成給費」と、いっ
そうの具体化が進んだ。
　趣旨と事業内容が明確に固まったことを受け、1973年10月23日、えちごまさかず
代表取締役社長（当時）が「伊藤忠記念財団」としての事業を正式に決裁。拠出目標
額を約10年間で50億円、主要事業として、①青少年の育成に関する公益事業への助
成、②学習施設の提供（当面、東京、大阪に学習ビルを建設、青少年一般に開放）、③
その他、本財団の目的達成に必要な事業と、大きくみっつのはしらを定めた。
　1974年9月17日、財団法人の設立認可申請が行われた。この申請書の添付資料に
は事業内容として以下の設立趣意が記されている。
①青少年に関する諸問題の調査研究
②青少年の育成に関する諸事業への助成
③青少年に対する諸施設の提供
④その他、本財団の目的の達成に必要な事業
　加えて、寄付行為についても以下が明文化された。
①青少年問題に関する調査研究
②青少年の健全育成に関する公益事業への資金援助
③青少年に対する諸施設の提供
④その他、本財団の目的の達成に必要な事業

　また、申請に際しては、とざきせいき代表取締役社長（当時）より総理府に対し、
「設立当初の理事長に伊藤忠商事株式会社代表取締役社長が就任するとしておりま
すが、本財団法人の設立が許可されました際には、伊藤忠商事株式会社とは全く別
個のものであるとして、公益法人本来の目的に沿った運営管理を行なってまいりま
す」との、いちぶんも添えられた。この申請を受け、総理府より、同年9月28日づけ
で「財団法人伊藤忠記念財団の設立許可について」の依命通知書をじゅりょうした。

財団法人伊藤忠記念財団の設立許可について（依命通知）

伊藤忠記念財団　設立までの流れ

はじまりは、伊藤忠商事再発足25周年の記念事業

　伊藤忠記念財団の母体である伊藤忠商事は1858（安政5）年の創業以来、「三方よし」の精神のもと
国と社会の発展に寄与することを経営理念に掲げてきた。戦後の1949年には伊藤忠商事株式会社と
して再発足。1974年は伊藤忠商事の戦後再発足からちょうど25周年に当たる年であり、これを機に
社会貢献活動に力を入れようと、1970年頃から具体的な新規事業の模索が進められた。
　1970年代初頭は、日本経済が急速に発展する中で、環境破壊や社会連帯意識の低下などの問題が
深刻化していた時期である。こうした諸問題は次世代を担う青少年の生活にも影響していた。伊藤忠
記念財団設立の構想は、こうした社会の状況下で進められた。はじめに瀬島龍三副社長（当時）が青少
年のための居場所づくりを構想。その案をもとに、1972年12月14日、伊藤忠商事の業務部が「育英
事業について」と題する一通の答申報告書を作成した。その報告書では、「利益の社会還元の一環とし
て、育英事業3案」が提案されており、その案のうちのひとつが「財団法人伊藤忠育英協会を設立し図
書館経営を行う」というものであった。
　同年12月20日には、より具体的な「育英協会設立計画書」が提出された。計画書には、「次代を担う
小中学生の健全な成長を促進する」目的で、「自宅で勉強する部屋のない小中学生のために、CI学習セ
ンターを設立する。場所は下町または小住宅の密集地域。当初は東京に1箇所。将来は大阪に1箇所」
の記述が残されている。

1973年10月23日 「伊藤忠記念財団」事業を決裁

　1973年7月、吹田三郎常務を筆頭に「25周年記念事業対策委員会」（構成員13名）が結成された。
その後、同委員会の社会還元分科会において、「寄附」および「財団設立」を通して伊藤忠商事の利益を
社会に還元することを決定。さらに同年8月13日には、総務部より「伊藤忠財団設立構想」が提出され
た。これは「次代を担う青少年健全育成を目的として文化的なものを主体とする各種の事業と寄附を
行い、併せて、当時の社会に対する姿勢を明示する。体育面については、CIグラウンドの一般開放等を
持って行い、文化面に限定する」という主旨の構想である。また事業内容についても、「施設は勉強室、
図書室、実習室他、事業は設備を利用する事業、設備を利用しない事業（例：社会見学会、野外実習、旅
行クラブ）とし、寄附行為も青少年関係の社会事業に対する寄附、海外への留学助成給費」と、いっそ
うの具体化が進んだ。
　趣旨と事業内容が明確に固まったことを受け、1973年10月23日、越後正一代表取締役社長（当時）
が「伊藤忠記念財団」としての事業を正式に決裁。拠出目標額を約10年間で50億円、主要事業として、
①青少年の育成に関する公益事業への助成、②学習施設の提供（当面、東京、大阪に学習ビルを建設、
青少年一般に開放）、③その他、本財団の目的達成に必要な事業と、大きく3つの柱を定めた。
　1974年9月17日、財団法人の設立認可申請が行われた。この申請書の添付資料には事業内容とし
て以下の設立趣意が記されている。
①青少年に関する諸問題の調査研究
②青少年の育成に関する諸事業への助成
③青少年に対する諸施設の提供
④その他、本財団の目的の達成に必要な事業
　加えて、寄付行為についても以下が明文化された。
①青少年問題に関する調査研究
②青少年の健全育成に関する公益事業への資金援助
③青少年に対する諸施設の提供
④その他、本財団の目的の達成に必要な事業

　また、申請に際しては、戸崎誠喜代表取締役社長（当時）より総理府に対し、「設立当初の理事長に伊
藤忠商事株式会社代表取締役社長が就任するとしておりますが、本財団法人の設立が許可されました
際には、伊藤忠商事株式会社とは全く別個のものであるとして、公益法人本来の目的に沿った運営管
理を行なってまいります」との一文も添えられた。この申請を受け、総理府より、同年9月28日付けで

「財団法人伊藤忠記念財団の設立許可について」の依命通知書を受領した。

戸崎初代理事長 財団の設立を案内する挨拶状

8 9伊藤忠記念財団 50周年記念誌



1974年9月30日　財団法人伊藤忠記念財団設立

　このような手続きを経て、同年9月30日、「財団法人伊藤忠記念財団」が
正式に発足。翌10月には関係各所に対し、戸崎理事長を筆頭に理事7名、
常任理事1名、監事2名の連名で挨拶状を送付した。こうして発端となっ
た答申報告書の提出から約2年の歳月を経て、伊藤忠商事に新たな法人が
誕生した。初年度は寄付金2億5,000万円を受け入れ、事務所を東京都中央
区日本ばしほんちょう2の2おづビル9階に開設し、本格的な運営が始まっ
た。
　財団設立にあたってはいくつかのエピソードが残されている。25周ね
ん記念事業の内容を模索していた頃、休日出勤した瀬島副社長が日比谷
公園で信号待ちしている際、車窓から都立日比谷図書館への入館を待つ
長い行列を見て、「日本には勉強したい人間がこんなにいるのに、勉強で
きる場所がないのか。伊藤忠が昭和の寺子屋を作る！」と周囲に訴えた
という話がその一例だ。瀬島副社長は財団初代理事の一人でもある。「昭
和の寺子屋」の構想は、その後の「東京小中学生センター」の立ち上げに
生きることになった。これは逸話であるものの、新しい世代がより良い環
境で育つことができるよう、あらゆる手段の検討を試みる財団の精神の
根のひとつとなっている。

伊藤忠記念財団設立の経緯

1972年12月14日	
伊藤忠商事業務部が瀬島副社長に対する答申報告書にて財団法人伊藤忠
育英協会の設立を提案。
1972年12月20日	

「育英協会設立計画書」にて「次代を担う小中学生の健全な成長を促進す
る」目的でシー、アイ学習センターの設立が提案される。
1973年7月1日	
吹田三郎常務を筆頭とする「25周ねん記念事業対策委員会」が結成され、

「寄附」および「財団設立」が決定。
1973年8月13日	
伊藤忠商事総務部が「伊藤忠財団設立構想」を策定。
1973年10月23日	
越後代表取締役社長が「伊藤忠記念財団」としての事業を正式に決裁。
1974年9月17日	
財団法人の設立認可申請を行う。
1974年9月28日	

「伊藤忠記念財団の設立許可について」の依命通知書を、じゅりょう。
1974年9月30日	

「財団法人伊藤忠記念財団」が正式に発足。
1974年10月	
関係各所に対し、戸崎理事長を筆頭に理事7名、常任理事1名、監事2名の
連名で挨拶状を送付。

伊藤忠記念財団　沿革

財団の50年の歩みを、事業ごとに振り返る。

※現在も継続中の事業は下線あり。

子ども文庫助成事業

1975（昭和50）ねん　子ども文庫助成事業　開始　かせん
財団設立の翌年、当時各地に増加していた子ども文庫をはじめとする子どもを対
象にした読書ボランティアに助成を開始した。初年度は7団体に、合計2千万円を助
成。

1976（昭和51）ねん　第1回　子ども文庫助成贈呈式　挙行　かせん
1月26日に開催し、初年度の助成対象となった7団体を招待。以降、毎年度末に贈呈
式を実施している。

1975年度（第1回）子ども文庫助成贈呈式の会場風景。戸崎初代理事長の挨拶を出
席者の背後から撮影した写真。

1984（昭和59）ねん　子ども文庫功労賞　創設　かせん
財団設立10周年を記念し、子ども文庫の運営等を通して長年子どもの読書啓発に
貢献してきた個人を表彰する賞を新設した。

1996（平成8）ねん　野間読書推進特別賞（読書推進運動協議会主催）　受賞
読書週間50周年の年に、20年以上全国の読書ボランティアに助成を継続した実績
に対し表彰を受ける。

野間読書推進特別賞受賞時の賞状の写真。1996（平成8）ねん11月11日付け。

1974年9月30日　財団法人伊藤忠記念財団設立

　このような手続きを経て、同年9月30日、「財団法人伊藤忠記念財団」が
正式に発足。翌10月には関係各所に対し、戸崎理事長を筆頭に理事7名、
常任理事1名、監事2名の連名で挨拶状を送付した。こうして発端となっ
た答申報告書の提出から約2年の歳月を経て、伊藤忠商事に新たな法人が
誕生した。初年度は寄付金2億5,000万円を受け入れ、事務所を東京都中央
区日本ばしほんちょう2の2おづビル9階に開設し、本格的な運営が始まっ
た。
　財団設立にあたってはいくつかのエピソードが残されている。25周ね
ん記念事業の内容を模索していた頃、休日出勤した瀬島副社長が日比谷
公園で信号待ちしている際、車窓から都立日比谷図書館への入館を待つ
長い行列を見て、「日本には勉強したい人間がこんなにいるのに、勉強で
きる場所がないのか。伊藤忠が昭和の寺子屋を作る！」と周囲に訴えた
という話がその一例だ。瀬島副社長は財団初代理事の一人でもある。「昭
和の寺子屋」の構想は、その後の「東京小中学生センター」の立ち上げに
生きることになった。これは逸話であるものの、新しい世代がより良い環
境で育つことができるよう、あらゆる手段の検討を試みる財団の精神の
根のひとつとなっている。

伊藤忠記念財団設立の経緯

1972年12月14日 
伊藤忠商事業務部が瀬島副社長に対する答申報告書にて財団法人伊藤忠
育英協会の設立を提案。
1972年12月20日 

「育英協会設立計画書」にて「次代を担う小中学生の健全な成長を促進す
る」目的でシー、アイ学習センターの設立が提案される。
1973年7月1日 
吹田三郎常務を筆頭とする「25周ねん記念事業対策委員会」が結成され、

「寄附」および「財団設立」が決定。
1973年8月13日 
伊藤忠商事総務部が「伊藤忠財団設立構想」を策定。
1973年10月23日 
越後代表取締役社長が「伊藤忠記念財団」としての事業を正式に決裁。
1974年9月17日 
財団法人の設立認可申請を行う。
1974年9月28日 

「伊藤忠記念財団の設立許可について」の依命通知書を、じゅりょう。
1974年9月30日 

「財団法人伊藤忠記念財団」が正式に発足。
1974年10月 
関係各所に対し、戸崎理事長を筆頭に理事7名、常任理事1名、監事2名の
連名で挨拶状を送付。

伊藤忠記念財団設立の経緯

1972年12月14日 伊藤忠商事業務部が瀬島副社長に対する答申報告書にて財団法人伊
藤忠育英協会の設立を提案。

1972年12月20日 「育英協会設立計画書」にて「次代を担う小中学生の健全な成長を促
進する」目的でCI学習センターの設立が提案される。

1973年7月1日 吹田三郎常務を筆頭とする「25周年記念事業対策委員会」が結成さ
れ、「寄附」および「財団設立」が決定。

1973年8月13日 伊藤忠商事総務部が「伊藤忠財団設立構想」を策定。

1973年10月23日 越後代表取締役社長が「伊藤忠記念財団」としての事業を正式に決裁。

1974年9月17日 財団法人の設立認可申請を行う。

1974年9月28日 「伊藤忠記念財団の設立許可について」の依命通知書を受領。

1974年9月30日 「財団法人伊藤忠記念財団」が正式に発足。

1974年10月 関係各所に対し、戸崎理事長を筆頭に理事7名、常任理事1名、監事2
名の連名で挨拶状を送付。

1974年9月30日　財団法人伊藤忠記念財団設立

　このような手続きを経て、同年9月30日、「財団法人伊藤忠記念財団」が正式に発足。翌10月には関
係各所に対し、戸崎理事長を筆頭に理事7名、常任理事1名、監事2名の連名で挨拶状を送付した。こ
うして発端となった答申報告書の提出から約2年の歳月を経て、伊藤忠商事に新たな法人が誕生した。
初年度は寄付金2億5,000万円を受け入れ、事務所を東京都中央区日本橋本町2-2小津ビル9階に開
設し、本格的な運営が始まった。
　財団設立にあたってはいくつかのエピソードが残されている。25周年記念事業の内容を模索して
いた頃、休日出勤した瀬島副社長が日比谷公園で信号待ちしている際、車窓から都立日比谷図書館へ
の入館を待つ長い行列を見て、「日本には勉強したい人間がこんなにいるのに、勉強できる場所がない
のか。伊藤忠が昭和の寺子屋を作る！」と周囲に訴えたという話がその一例だ。瀬島副社長は財団初
代理事の一人でもある。「昭和の寺子屋」の構想は、その後の「東京小中学生センター」の立ち上げに
生きることになった。これは逸話であるものの、新しい世代がより良い環境で育つことができるよう、
あらゆる手段の検討を試みる財団の精神の根のひとつとなっている。
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伊藤忠記念財団　沿革

財団の50年の歩みを、事業ごとに振り返る。

※現在も継続中の事業は下線あり。

子ども文庫助成事業

1975（昭和50）ねん　子ども文庫助成事業　開始　かせん
財団設立の翌年、当時各地に増加していた子ども文庫をはじめとする子どもを対
象にした読書ボランティアに助成を開始した。初年度は7団体に、合計2千万円を助
成。

1976（昭和51）ねん　第1回　子ども文庫助成贈呈式　挙行　かせん
1月26日に開催し、初年度の助成対象となった7団体を招待。以降、毎年度末に贈呈
式を実施している。

1975年度（第1回）子ども文庫助成贈呈式の会場風景。戸崎初代理事長の挨拶を出
席者の背後から撮影した写真。

1984（昭和59）ねん　子ども文庫功労賞　創設　かせん
財団設立10周年を記念し、子ども文庫の運営等を通して長年子どもの読書啓発に
貢献してきた個人を表彰する賞を新設した。

1996（平成8）ねん　野間読書推進特別賞（読書推進運動協議会主催）　受賞
読書週間50周年の年に、20年以上全国の読書ボランティアに助成を継続した実績
に対し表彰を受ける。

野間読書推進特別賞受賞時の賞状の写真。1996（平成8）ねん11月11日付け。

子ども文庫助成事業　開始
財団設立の翌年、当時各地に増加していた子ども文庫をはじめとする子
どもを対象にした読書ボランティアに助成を開始した。初年度は7団体
に、合計2千万円を助成。

第1回　子ども文庫助成贈呈式　挙行
1月26日に開催し、初年度の助成対象となった7団体を招待。以降、毎年
度末に贈呈式を実施している。

子ども文庫功労賞　創設
財団設立10周年を記念し、子ども文庫の運営等を通して長年子どもの読
書啓発に貢献してきた個人を表彰する賞を新設した。

野間読書推進特別賞（読書推進運動協議会主催）　受賞
読書週間50周年の年に、20年以上全国の読書ボランティアに助成を継
続した実績に対し表彰を受ける。

1975（昭和50）年

1976（昭和51）年

1984（昭和59）年

1996（平成8）年

伊藤忠記念財団　沿革

1975年度（第1回）子ども文庫助成贈呈式の様子

※現在も継続中の事業は下線あり。

野間読書推進特別賞 賞状

子ども文庫助成事業

財団の50年の歩みを、事業ごとに振り返る。
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2010（平成22）ねん　日本人学校・日本語補習授業校図書助成　開始
にわういちろう元理事長からの寄付金さんぜん万円をもとに、7年間の期間限定で実施した。
読書啓発活動を実施する海外の日本人学校・日本語補習授業校を対象に図書現物100冊（15
万円相当）を寄贈。北米・中南米・アジア・欧州・オセアニアの合計167校が助成対象となった。

2012年度助成先のイスタンブール補習授業校。助成の本を並べた本棚の様子。

2011（平成23）ねん　被災地支援　開始　かせん
3月11日に東日本大震災が発生。後日、財団職員による岩手・宮城・福島の実地調査を経て、
被災地の読書ボランティアを対象にした助成実施を決定。この年は文庫訪問の出張費を被災
地の資金助成に充て、財団所有の児童書1,500冊も現地に寄贈した。翌年以降も東日本大震災
で被災した学校に図書100冊を寄贈する事業を続け、後に東北以外の地震・豪雨災害の被災
校も対象に加え現在に至る。

宮城県女川町の女川ちゃっこい絵本館の様子。財団からの寄贈図書をもとに設置された。

2012（平成24）ねん　絵本を届ける運動　参加開始　かせん
公益社団法人シャンティ国際ボランティア会の「絵本を届ける運動」（日本語の絵本に東南ア
ジアの言語の翻訳シールを貼り付け現地の子どもに届ける活動）への参加を開始。 2013年
からは東日本大震災の被災地の子どもたちにも参加を呼びかけ、「絵本を届ける運動in東北」
として参加を続けている。

「絵本を届ける運動」作業後の大船渡市立とうほう小学校の生徒たち（2023年度/提供：NPO
法人おはなしころりん）

2001（平成13）ねん　子どもぶんこプロジェクト　開始
東京子ども図書館との30周年共同事業。2004年までの4年をかけて、全国の子ども文庫を対象にアンケート調査や現
地訪問を実施し、文庫活動の歴史や役割、成果について整理した。

2002（平成14）ねん　子どもの本100冊助成　開始　かせん
過年度の助成先より選書のアドバイスを求める声を受け、財団として3種類のおすすめ図書セットを作成。小学校の
低学年・中学年・高学年向けにそれぞれ100冊ずつ選書し、いずれかの図書セットを希望してもらう形で応募の受付
を開始した。このプログラムの追加を機に、従来の資金助成を「子どもの本購入費助成」として区別した。

100冊助成図書セットの一部を本棚に並べた様子の写真。

研修会助成　開始
過年度の助成先からお話会のスキルアップを希望する声を受け、東京子ども図書館および児童図書館研究会が主催す
る全国規模の研修会の参加に利用できる資金の助成を開始した。2007年度に終了。

2005（平成17）ねん　子ども文庫助成　助成件数　累計1,000件突破　子ども文庫功労賞　合計50名

2007（平成19）ねん　病院・施設子ども読書活動費助成　開始　かせん
病院の読み聞かせボランティアからの応募を機に、病院や障害児施設、児童養護施設等で過ごす子どもたちのために
本の貸出やお話会を行うボランティア団体を対象にした資金助成を新設。

日本人学校・日本語補習授業校図書助成　開始
丹羽宇一郎元理事長からの寄付金3千万円をもとに、7年間の期間限定で
実施した。読書啓発活動を実施する海外の日本人学校・日本語補習授業
校を対象に図書現物100冊（15万円相当）を寄贈。北米・中南米・アジア・
欧州・オセアニアの合計167校が助成対象となった。

被災地支援　開始
3月11日に東日本大震災が発生。後日、財団職員による岩手・宮城・福島
の実地調査を経て、被災地の読書ボランティアを対象にした助成実施を
決定。この年は文庫訪問の出張費を被災地の資金助成に充て、財団所有
の児童書1,500冊も現地に寄贈した。翌年以降も東日本大震災で被災し
た学校に図書100冊を寄贈する事業を続け、後に東北以外の地震・豪雨
災害の被災校も対象に加え現在に至る。

絵本を届ける運動　参加開始
公益社団法人シャンティ国
際ボランティア会の「絵本
を届ける運動」（日本語の絵
本に東南アジアの言語の翻
訳シールを貼り付け現地の
子どもに届ける活動）への
参加を開始。 2013年から
は東日本大震災の被災地の子どもたちにも参加を呼びかけ、「絵本を届け
る運動in東北」として参加を続けている。

2010（平成22）年

2011（平成23）年

2012（平成24）年

2012年度助成先のイス
タンブール補習授業校

財団からの図書寄贈をもとに設置された女川ちゃっこい絵本館

作業後の大船渡市立東朋中学校の生徒たち
（2023年度/提供：NPO 法人 おはなしころりん）

2001（平成13）年

2002（平成14）年

2005（平成17）年

2007（平成19）年

子どもBUNKOプロジェクト　開始
東京子ども図書館との30周年共同事業。2004年までの4年をかけて、
全国の子ども文庫を対象にアンケート調査や現地訪問を実施し、文庫活
動の歴史や役割、成果について整理した。

子どもの本100冊助成　開始
過年度の助成先より選書のアドバイスを求める声を受け、財団として3
種類のおすすめ図書セットを作成。小学校の低学年・中学年・高学年向
けにそれぞれ100冊ずつ選書し、いずれかの図書セットを希望してもら
う形で応募の受付を開始した。このプログラムの追加を機に、従来の資
金助成を「子どもの本購入費助成」として区別した。

研修会助成　開始
過年度の助成先からお話会のスキルアップを希望する声を受け、東京子
ども図書館および児童図書館研究会が主催する全国規模の研修会の参加
に利用できる資金の助成を開始した。2007年度に終了。

子ども文庫助成　助成件数　累計1,000件突破
子ども文庫功労賞　合計50名

病院・施設子ども読書活動費助成　開始
病院の読み聞かせボランティアからの応募を機に、病院や障害児施設、児
童養護施設等で過ごす子どもたちのために本の貸出やお話会を行うボラ
ンティア団体を対象にした資金助成を新設。

100冊助成図書セットの一部
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2023（令和5）ねん　子どもの本100冊助成　選択方法　変更
それまで乳幼児・低学年・中学年・高学年セット（各100冊）のいずれかを選択した上で各セット内から60
冊は必ず選択するよう指定していたが、これを撤廃。150冊リストも加えた財団が勧める550冊の児童書
全体から、好きな100冊を選択して応募できるようにした。

2023年度助成先の（元ザンビア日本人学校）日本人図書館の子どもたち。20人弱の子どもたちが助成本を
手にもって写真に写っている。

■1975（昭和50）年度から2024（令和6）年度　実績
子どもの本購入費助成件数　累計：1,735件
病院・施設子ども読書活動費助成件数　累計：120件
子どもの本100冊助成件数　累計：754件
特別支援学校図書支援助成件数　合計：57件
子ども文庫功労賞　表彰数　合計：92件
日本人学校・日本語補習授業校の図書助成件数：167件
合計は延べ2,925件（12億円相当）

調査研究事業

1976（昭和51）ねん　第1回　調査研究報告書　発行
1975年、当時の子どもの学校がい活動に関する研究費の助成を実施。翌1976年5月に「子どもの遊びと学
習に関する研究」というタイトルで、第1回調査研究報告書としてまとめ、発行した。以後、人間関係、受
験、少子化、非行、メディア活用、い文化体験、不登校など、児童から青少年を対象にした諸問題について
の調査研究に助成を続けた。助成金は年間150万円〈研究期間最大2年、計300万円〉

第1回調査研究報告書「子どもの遊びと学習に関する研究」の表紙画像。調査研究者：おかもと かねじ、
ふかや まさし、ふかや かずこ、やまもと つねお。1976（昭和51）ねん9月発行。

2004（平成16）ねん　新規研究募集　停止
2004年度の研究報告発行を最後に、調査研究事業は終了。

■1975（昭和50）年度～2004（平成16）年度　実績
報告書発行数：全40号

2014（平成26）ねん　子ども文庫助成　助成件数　累計2,000件突破
2016（平成28）ねん　子どもの本100冊助成　応募方法　変更
それまで低学年・中学年・高学年セット（各100冊）の図書をセット間で
入れ替えることはできなかったが、応募者の希望を受け、選択した図書
セット100冊のうち40冊までは残りの2セットから選択して応募できる
ようにした。

2017（平成29）ねん　150冊図書リスト　追加
2000年以降に出版されたものを中心に、おすすめの児童書150冊をリス
ト化して、子どもの本100冊助成の選択肢に加えた。

2020（令和2）ねん　指定研修会助成　開始　かせん
財団が指定した研修会であれば助成金30万円全額を利用できるプログ
ラムを新設した。大阪国際児童文学振興財団、親子読書地域文庫全国連
絡会、児童図書館研究会、東京子ども図書館、日本子どもの本研究会の5
団体による研修会を指定している。

Zoom面談　実施
新型コロナウイルス感染症の流行に伴い、毎年実施していた応募団体へ
の現地訪問を休止し、代替としてZoomによるオンライン面談を実施。

2021（令和3）ねん　特別支援学校図書支援助成　開始
特別支援学校を助成対象に加える。学校図書館および図書コーナーの
蔵書充実のために30万円を利用できるという内容。新設当初は病院・
施設子ども読書活動費助成の枠で募集をかけていた。

2021年度助成先の大分県立聾学校の学校図書館の様子。購入図書が並
ぶ本棚の上に、「伊藤忠記念財団寄贈」の札が立てられている。

乳幼児図書リスト　追加
文庫利用者やお話会参加者が低年齢化している状況に対応できる図書
セットが欲しいという声を受け、乳幼児向けの絵本を100冊選書して、
子どもの本100冊助成の選択肢に追加。

子どもの本100冊助成　選択方法　変更
それまで乳幼児・低学年・中学年・
高学年セット（各100冊）のいずれ
かを選択した上で各セット内から
60冊は必ず選択するよう指定し
ていたが、これを撤廃。150冊リ
ストも加えた財団が勧める550冊
の児童書全体から、好きな100冊
を選択して応募できるようにした。

第1回　調査研究報告書　発行
1975年、当時の子どもの学校外活
動に関する研究費の助成を実施。翌
1976年5月に「子どもの遊びと学習に
関する研究」というタイトルで、第1回
調査研究報告書としてまとめ、発行し
た。以後、人間関係、受験、少子化、非
行、メディア活用、異文化体験、不登校
など、児童から青少年を対象にした諸
問題についての調査研究に助成を続け
た。助成金は年間150万円〈研究期間
最大2年、計300万円〉

新規研究募集　停止
2004年度の研究報告発行を最後に、調査研究事業は終了。

2023（令和5）年

1976（昭和51）年

2004（平成16）年

第1回調査研究報告書「子どもの遊びと学習に関する研究」
（調査研究者：岡本包治、深谷昌志、深谷和子、山本恒夫）

調査研究事業

■1975（昭和50）年度～2024（令和6）年度　実績
子どもの本購入費助成件数　累計：1,735件
病院・施設子ども読書活動費助成件数　累計：120件
子どもの本100冊助成件数　累計：754件
特別支援学校図書支援助成件数　合計：57件
子ども文庫功労賞　表彰数　合計：92件
日本人学校・日本語補習授業校の図書助成件数：167件
合計は延べ2,925件（12億円相当）

■1975（昭和50）年度～2004（平成16）年度　実績
報告書発行数：全40号

子ども文庫助成　助成件数　累計2,000件突破

子どもの本100冊助成　応募方法　変更
それまで低学年・中学年・高学年セット（各100冊）の図書をセット間で
入れ替えることはできなかったが、応募者の希望を受け、選択した図書セ
ット100冊のうち40冊までは残りの2セットから選択して応募できるよ
うにした。

150冊図書リスト　追加
2000年以降に出版されたものを中心に、おすすめの児童書150冊をリ
スト化して、子どもの本100冊助成の選択肢に加えた。

指定研修会助成　開始
財団が指定した研修会であれば助成金30万円全額を利用できるプログ
ラムを新設した。大阪国際児童文学振興財団、親子読書地域文庫全国連
絡会、児童図書館研究会、東京子ども図書館、日本子どもの本研究会の5
団体による研修会を指定している。

Zoom面談　実施
新型コロナウイルス感染症の流行に伴い、毎年実施していた応募団体へ
の現地訪問を休止し、代替としてZoomによるオンライン面談を実施。

特別支援学校図書支援助成　開始
特別支援学校を助成対象に加える。学校図書館および図書コーナーの蔵
書充実のために30万円を利用できるという内容。新設当初は病院・施設
子ども読書活動費助成の枠で募集をかけていた。

乳幼児図書リスト　追加
文庫利用者やお話会参加者が低年齢化している状況に対応できる図書セ
ットが欲しいという声を受け、乳幼児向けの絵本を100冊選書して、子ど
もの本100冊助成の選択肢に追加。

2014（平成26）年

2016（平成28）年

2017（平成29）年

2020（令和2）年

2021（令和3）年

2021年度助成先の大分県立聾学校の学校図書館

2023年度助成先の（元ザンビア日本人学校）日本人図書館
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野外教育活動　開始
自然体験、生活体験が子どもたちの豊かな情操や人間関係を育み、自立を促
すとの考えから、野外教育活動を開始。年間を通し、ジュニアサマースクー
ル（3泊4日）、ジュニアウィンタースクール（2泊3日）、ジュニアハイキング（日
帰り）などを実施。対象は小学よねんせいから中学3年生までとした。また、
小中学生とその家族を対象にファミリーハイキング（日帰り）を実施した。

1978（昭和53）ねん　少年活動ボランティアリーダー講習会　開始
少年活動に携わるボランティアリーダーの研修機会として、グループ活動や
レクリエーション、野外教育活動の理論や実技などをテーマにねん3回実施。
講習会は、受講生同士の相互交流や情報交換の機会としても機能した。

1979（昭和54）ねん　センター入館者数　累計10万にん　突破

1980（昭和55）ねん　サブリーダー活動　開始
中学校卒業後もセンター活動に関わりたいと希望する高校生を対象に、サブ
リーダー活動を開始。高校生は、集団活動のいろはを学びながら、小中学生
のよき先輩として活動した。また、高校卒業後には指導者講習を受け、セン
ターのボランティアリーダーとして活動するメンバーも現れる。こうして、
小中学生から高校生、大学生、社会人まで、様々な世代がセンターを通じて
関わり合い、つながりを深めた。

1983（昭和58）ねん　ジュニアサバイバルスクール　開始
中学生を対象に2年間のカリキュラムを実施。毎年9月に開校し、テントや食
料など重い装備を背負っての登山実習や野外炊事、読図法、救急法のトレー
ニングなどを行った。

1986（昭和61）ねん　東京小中学生センター　レクリエーション運動優良団
体　表彰
日本レクリエーション協会より、「昭和61年度レクリエーション運動優良団
体」として表彰を受ける。

1991（平成3）ねん　センター入館者数　累計50万にん　突破

1996（平成8）ねん　わいわいチャレンジキャンプ　開始
小学1年生から3年生までを対象に実施。2005年度まで継続。

2000（平成12）ねん　野外教育活動参加者数　累計1万にん　突破

東京小中学生センター（施設提供事業／野外教育活動）

1977（昭和52）ねん　東京小中学生センター（以下「センター」）　開館
東京都板橋区おおやぐち2丁目に児童館（延べ面積880平方メートル、地上2階
地下1階だて）を、たて、５月４日に開館式、５月５日に「開館記念こどもの日
センターまつり」を開催。約1200人が来館した。５月８日より平常開館。初代
館長はいとうあきひこ。「学校でも家庭でもない第３の居場所」として、地域の
小中学生に利用を呼びかけた。施設内には自習室A・B・C、エー、ブイ、ルー
ム、ワークルーム、ホール、サロン、中庭があり、子どもたちが勉強や遊びなど、
やりたいことを自分で考え、自由に過ごせる、ばを提供した。子どもたちが主
体的に関わる取り組みの一つとして、館内イベントの運営を小学校高学年以上
の実行委員とともに行った。センターまつり（５月）、納涼おばけ大会（７月）、
ジュニア文化祭（10月）など様々なイベントで活躍する実行委員は、センター
に通う子どもたちの憧れの存在だった。

東京小中学生センター開館時の入口の様子。「東京小中学生センター開館披露
会場　財団法人伊藤忠記念財団」の看板が立っている。

1990年発行の東京小中学生センターパンフレットの表紙画像

1990年発光の東京小中学生センターパンフレットの中身の画像。設立主旨と
して「このセンターは、青少年健全育成への寄与を目的として設立された財団
法人伊藤忠記念財団が、小中学生に楽しいつどいと学習の場を提供するため
につくった社会教育施設で、昭和52年5月5日にオープンしました。小中学生の
みなさんが、”つどい”、”まなび”、”かたらい”、”あそぶ”広場です。」が掲載され
ている。建物の概要（敷地面積：970平方メートル、建築面積：460平方メート
ル、延べ面積：880平方メートル※地上2階・地下1階、高さ：約10m、構造：鉄筋
コンクリートぞう、主な仕上げ：屋根→日本瓦葺き、外壁→コンクリート打ち
放し・叩き、しあげ、建具→アルミニウムサッシュ、内装→床：カーペット、壁：
クロス貼り、主な設備→冷暖房器具、VTR、ステレオ映写機など、設計監理→
日建設計、施工→伊藤忠商事建設部、清水建設）、サロンや自習室、ホールなど
各部屋の割り振りとその写真が掲載されている。

野外教育活動　開始
自然体験、生活体験が子どもたちの豊かな情操や人間関係を育み、自立
を促すとの考えから、野外教育活動を開始。年間を通し、ジュニアサマー
スクール（3泊4日）、ジュニアウィンタースクール（2泊3日）、ジュニアハ
イキング（日帰り）などを実施。対象は小学4年生から中学3年生までと
した。また、小中学生とその家族を対象にファミリーハイキング（日帰り）
を実施した。

少年活動ボランティアリーダー講習会　開始
少年活動に携わるボランティアリーダーの研修機会として、グループ活
動やレクリエーション、野外教育活動の理論や実技などをテーマに年3回
実施。講習会は、受講生同士の相互交流や情報交換の機会としても機能
した。

センター入館者数　累計10万人　突破

サブリーダー活動　開始
中学校卒業後もセンター活動に関わりたいと希望する高校生を対象に、
サブリーダー活動を開始。高校生は、集団活動のいろはを学びながら、小
中学生のよき先輩として活動した。また、高校卒業後には指導者講習を
受け、センターのボランティアリーダーとして活動するメンバーも現れ
る。こうして、小中学生から高校生、大学生、社会人まで、様々な世代が
センターを通じて関わり合い、つながりを深めた。

ジュニアサバイバルスクール　開始
中学生を対象に2年間のカリキュラムを実施。毎年9月に開校し、テント
や食料など重い装備を背負っての登山実習や野外炊事、読図法、救急法
のトレーニングなどを行った。

東京小中学生センター　レクリエーション運動優良団体　表彰
日本レクリエーション協会より、「昭和61年度レクリエーション運動優
良団体」として表彰を受ける。

センター入館者数　累計50万人　突破

わいわいチャレンジキャンプ　開始
小学1年生から3年生までを対象に実施。2005年度まで継続。

野外教育活動参加者数　累計1万人　突破

1978（昭和53）年

1979（昭和54）年

1980（昭和55）年

1983（昭和58）年

1986（昭和61）年

1991（平成3）年

1996（平成8）年

2000（平成12）年

東京小中学生センター（以下「センター」）　開館
東京都板橋区大谷口2丁目に児童館（延べ面積880㎡、地上2階地下1階
建）を建て、５月４日に開館式、５月５日に「開館記念こどもの日センタ
ーまつり」を開催。約1200人が来館した。５月８日より平常開館。初代
館長は伊藤昭彦。「学校でも家庭でもない第３の居場所」として、地域の
小中学生に利用を呼びかけた。施設内には自習室A・B・C、AVルーム、
ワークルーム、ホール、サロン、中庭があり、子どもたちが勉強や遊びな
ど、やりたいことを自分で考え、自由に過ごせる場を提供した。子どもた
ちが主体的に関わる取り組みの一つとして、館内イベントの運営を小学
校高学年以上の実行委員とともに行った。センターまつり（５月）、納涼
おばけ大会（７月）、ジュニア文化祭（10月）など様々なイベントで活躍
する実行委員は、センターに通う子どもたちの憧れの存在だった。

1977（昭和52）年

東京小中学生センター開館時の外観

1990年発行のセンター紹介パンフレット

東京小中学生センター（施設提供事業／野外教育活動）
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1990（平成2）年第1回助成　実施
対象者として3名を選出し、それぞれタイのチェンマイ大学大学院、フィリピンのフィリピン大学大学院、イ
ギリスのタビストック研究所への留学費を助成。

2003（平成15）ねん　海外留学助成事業　終了
第13回助成（アメリカ留学2名、イギリス留学1名）をもって終了。13年間で、アメリカ、イギリス、カナダ、ド
イツ、フランス、イタリア、オーストラリア、フィリピン、タイ、シンガポールの10か国の大学、大学院、研究
機関で学ぶための留学費を助成した。

■1990（平成2）年度から2003（平成15）年度　実績
助成件数：合計70件

日本留学助成事業

1991（平成3）ねん　日本留学助成事業　開始
外国人留学生を対象に日本留学助成事業を開始。日本国内の大学や大学院で青少年の健全育成に関する分野

（教育学、社会福祉学、児童学、児童文学、図書館・情報学、体育学等）を専攻し、かつ帰国後に行政機関・民間
企業・学会等における活動を通じて出身こくに貢献することを目指す外国人留学生に対し、留学費の一部を
助成した。第1回の対象者として、中国の3名、韓国の2名の計5名を選出し、1992年度から助成を実施した。

2003（平成15）ねん　日本留学助成事業　終了
第12回助成（中国1名、韓国2名）をもって終了。12年間で、中国、韓国、台湾、スリランカ、インド、ブラジル、
タイ、ペルー、ミャンマー、マレーシア、シンガポール、イラン、インドネシア、ネパールの14か国の学生に対
し、助成を実施した。

■1992（平成4）年度から2003（平成15）年度　実績
助成件数：合計96件

海外留学助成事業・日本留学助成事業について、財団内に残されている留学助成懇親会の写真のうち、留学
生たちの集合写真と会場の看板写真を1枚ずつ掲載。財団事務局には当時の懇親会などの写真がアルバムに
整理されている。

2006（平成18）ねん　ジュニアキャンプ森のくらし　開始
これまでのキャンプ（ジュニアサマースクール、ジュニアウィンタースクール、わいわいチャレ
ンジキャンプ）を統合し、小学1年生から中学3年生までを対象に実施。幅広い、い年齢の交流を
目的とした。2010年度まで継続。

2009年「森のくらし7」。小学校低学年の子どもたちのハイキングの様子。

2009年「森のくらし7」。長野県のおんたけさんを登る小学校高学年の子どもたちの様子。

2009年「森のくらし8」。こくりつ、なすかし青少年自然の家にて、歩くスキーを行う子どもたち
の様子。

2007（平成19）ねん　センター入館者数　累計70万にん　突破
5月16日、センターの入館者数が累計70万にんに達した。

2011（平成23）ねん　東京小中学生センター　閉館
建物の老朽化や利用児童数の減少傾向などを理由に、2010年1月から休館。野外教育活動は第28
期サバイバルスクール（2010年9月12日〜2011年2月6日）の実施を最後に終了。
2011年3月末をもって、さんじゅうよ年間に及ぶすべての事業を終了した。

2011年3月。閉館時の東京小中学生センターの入口の様子。

■1977（昭和52）年度から2011（平成23）年度　実績
東京小中学生センター入館者数　累計：73万5,510にん
野外教育活動参加者数　累計：14,150にん

海外留学助成事業
1989（平成がん）ねん　海外留学助成事業　開始
財団設立15周年を記念して開始。海外の大学や大学院、研究機関などで青少年の健全育成に関す
る分野（教育学、社会福祉学、児童学、児童文学、図書館・情報学、体育学等）を専門的に学び、将
来的に児童図書館、児童館、野外教育施設、青少年健全育成団体などへの就職を希望する学生を
対象に、海外留学費用の一部を助成した。

第1回助成　実施
対象者として3名を選出し、それぞれタイのチェンマイ大学大学院、フィ
リピンのフィリピン大学大学院、イギリスのタビストック研究所への留
学費を助成。

海外留学助成事業　終了
第13回助成（アメリカ留学2名、イギリス留学1名）をもって終了。13年
間で、アメリカ、イギリス、カナダ、ドイツ、フランス、イタリア、オースト
ラリア、フィリピン、タイ、シンガポールの10か国の大学、大学院、研究
機関で学ぶための留学費を助成した。

日本留学助成事業　開始
外国人留学生を対象に日本留学助成事業を開始。日本国内の大学や大学
院で青少年の健全育成に関する分野（教育学、社会福祉学、児童学、児童
文学、図書館・情報学、体育学等）を専攻し、かつ帰国後に行政機関・民間
企業・学会等における活動を通じて出身国に貢献することを目指す外国
人留学生に対し、留学費の一部を助成した。第1回の対象者として、中国
の3名、韓国の2名の計5名を選出し、1992年度から助成を実施した。

日本留学助成事業　終了
第12回助成（中国1名、韓国2名）をもって終了。12年間で、中国、韓国、
台湾、スリランカ、インド、ブラジル、タイ、ペルー、ミャンマー、マレーシ
ア、シンガポール、イラン、インドネシア、ネパールの14か国の学生に対
し、助成を実施した。

1990（平成2）年

2003（平成15）年

1991（平成3）年

2003（平成15）年

日本留学助成事業

■1990（平成2）年度～2003（平成15）年度　実績
助成件数：合計70件

■1992（平成4）年度～2003（平成15）年度　実績
助成件数：合計96件

海外留学助成事業・日本留学助成事業ともに、学生たちを招待する懇親会を開催していた。
財団事務局内には当時の写真がアルバムに整理されている

ジュニアキャンプ森のくらし　開始
これまでのキャンプ（ジュニアサマースクール、ジュニアウィンタースクー
ル、わいわいチャレンジキャンプ）を統合し、小学1年生から中学3年生ま
でを対象に実施。幅広い異年齢の交流を目的とした。2010年度まで継続。

センター入館者数　累計70万人　突破
5月16日、センターの入館者数が累計70万人に達した。

東京小中学生センター　閉館
建物の老朽化や利用児童数の減少傾向などを理由に、2010年1月から
休館。野外教育活動は第28期サバイバルスクール（2010年9月12日〜
2011年2月6日）の実施を最後に終了。
2011年3月末をもって34年間に及ぶすべての事業を終了した。

海外留学助成事業　開始
財団設立15周年を記念して開始。海外の大学や大学院、研究機関などで
青少年の健全育成に関する分野（教育学、社会福祉学、児童学、児童文学、
図書館・情報学、体育学等）を専門的に学び、将来的に児童図書館、児童
館、野外教育施設、青少年健全育成団体などへの就職を希望する学生を
対象に、海外留学費用の一部を助成した。

2006（平成18）年

2007（平成19）年

2011（平成23）年

1989（平成元）年

2009年「森のくらし7」。
御嶽山（長野県）を登る
小学校高学年の子どもたち

2009年「森のくらし7」。
小学校低学年のハイキング

2009年「森のくらし8」。
国立那須甲子青少年自然の家にて、
歩くスキーの様子

2011年3月。閉館時
の東京小中学生セン
ターの外観

海外留学助成事業

■1977（昭和52）年度～2011（平成23）年度　実績
東京小中学生センター入館者数　累計：73万5,510人
野外教育活動参加者数　累計：14,150人
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『わいわい文庫活用じゅつ』　編集・配布開始
わいわい文庫の利用促進のため、特別支援学校、小中学
校、公共図書館等の活用事例を冊子にまとめ、わいわい文
庫の寄贈とセットで配布を始めた。

2024年に配布した「わいわい文庫活用じゅつ⑫」の表紙画
像。

2014（平成26）ねん　「日本昔話の旅」シリーズ　製作開始　
かせん
全国の都道府県立図書館との協同事業として、日本各地
の昔話や伝説を題材にしたマルチメディアデイジー図書
の製作を開始。第1弾として「因幡の白うさぎ」を鳥取県
立図書館と協同で製作し、「バージョン　ブルー」に収録
した。2024年までに88作品をラインアップしている。

わいわい文庫　製作数100作品　突破

2014年のわいわい文庫バージョン１、バージョン2の作品
を掲載した、しょえいポスター

電子図書普及事業 

2009（平成21）ねん　新規事業の検討開始
様々な障害により紙の本での読書に困難さのある子どもたちが大勢い
る状況を知り、障害のある子どもたちのための読書支援を事業として行
うことを決定。

2010（平成22）ねん　電子図書普及事業　開始　かせん
文化庁長官から指定団体の認定を受け、著作権法第37条第3項のもと、
児童書の電子化（マルチメディアデイジー規格）を進める。

障害のある子ども達のための読書サポート講座/読書バリアフリー研究
会　実施　かせん
障害のある子どもたちの読書支援について学ぶ機会として、図書館員、
学校教職員、保護者等を対象にした講座を実施。2013年度以降は「読書
バリアフリー研究会」と名称を改めた。新型コロナウイルス感染症が流
行した2020年度を除き、2010年度から毎年、全国各地の図書館等で実施
している。

2014年に愛知県図書館（名古屋市）で実施した読書バリアフリー研究会。
こうの としひろ先生による講座の様子。

2011（平成23）ねん　「障害のある子ども達に読書の楽しみを　マルチメ
ディアデイジー書籍」　寄贈
財団が製作したマルチメディアデイジー図書31作品を、全国の公共図書
館（人口20万にん以上の都市）や特別支援学校1,135団体に寄贈。アンケ
ート調査により、利用の感想や不具合の有無を確認した。

2012（平成24）ねん　わいわい文庫　寄贈開始　かせん
前回明らかになった不具合を改善し、新たに製作したマルチメディアデ
イジー図書38作品の寄贈を実施。名称を「わいわい文庫」とした。

2013（平成25）ねん　わいわい文庫「バージョン　ブルー」　寄贈開始　
かせん
わいわい文庫の広報・普及のため、障害の有無に関わらず誰もが視聴で
きる作品を収めた「バージョン　ブルー」（青いCD盤）の製作と寄贈を
開始。

『わいわい文庫活用術』　編集・配布開始
わいわい文庫の利用促進のため、特別支援学校、小中学校、公共図書館
等の活用事例を冊子にまとめ、わいわい文庫の寄贈とセットで配布を始
めた。

「日本昔話の旅」シリーズ　製作開始
全国の都道府県立図書館との協同事業として、日本各地の昔話や伝説を
題材にしたマルチメディアDAISY図書の製作を開始。第1弾として「因
幡の白うさぎ」を鳥取県立図書館と協同で製作し、「Ver. BLUE」に収録
した。2024年までに88作品をラインアップしている。

わいわい文庫　製作数100作品　突破

2014（平成26）年

2024年に配布した「わいわい文庫活用術⑫」

2014年Ver.1、2書影ポスター

新規事業の検討開始
様々な障害により紙の本での読書に困難さのある子どもたちが大勢いる
状況を知り、障害のある子どもたちのための読書支援を事業として行う
ことを決定。

電子図書普及事業　開始
文化庁長官から指定団体の認定を受け、著作権法第37条第3項のもと、
児童書の電子化（マルチメディアDAISY規格）を進める。

障害のある子ども達のための読書サポート講座
/読書バリアフリー研究会　実施

障害のある子どもたちの読書支援について学ぶ機会として、図書館員、学
校教職員、保護者等を対象にした講座を実施。2013年度以降は「読書バ
リアフリー研究会」と名称を改めた。新型コロナウイルス感染症が流行
した2020年度を除き、2010年度から毎年、全国各地の図書館等で実施
している。

「障害のある子ども達に読書の楽しみを　マルチメディアDAISY書籍」　寄贈
財団が製作したマルチメディアDAISY図書31作品を、全国の公共図書
館（人口20万人以上の都市）や特別支援学校1,135団体に寄贈。アンケ
ート調査により、利用の感想や不具合の有無を確認した。

わいわい文庫　寄贈開始
前回明らかになった不具合を改善し、新たに製作したマルチメディア
DAISY図書38作品の寄贈を実施。名称を「わいわい文庫」とした。

わいわい文庫「Ver.BLUE」　寄贈開始
わいわい文庫の広報・普及のため、障害の有無に関わらず誰もが視聴で
きる作品を収めた「Ver. BLUE」（青いCD盤）の製作と寄贈を開始。

2009（平成21）年

2010（平成22）年

2011（平成23）年

2012（平成24）年

2013（平成25）年

2014年に愛知県図書館（名古屋市）で実施した読書バリアフリー研究会。
河野俊寛先生による講座の様子

電子図書普及事業 
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2015（平成27）ねん　読書バリアフリー研究会参加者　累計
1,000にん　突破

2020（令和2）ねん　国立国会図書館「視覚障害者等用データ
送信サービス」　提供開始　かせん
著作権法第37条第3項にもとづき製作した「わいわい文庫」
を、国立国会図書館「視覚障害者等用データ送信サービス」へ
提供。2024年6月までに613作品が利用可能となった。

読書バリアフリー研究会　中止
新型コロナウイルス感染症の流行により、予定していた8地
域（栃木、千葉、東京、神奈川、大阪、奈良、鳥取、岡山）での研
究会をすべて中止とした。

2021（令和3）ねん　読書バリアフリー研究会　オンラインセ
ミナー　実施
新型コロナウイルス感染症対策のため、国立国会図書館国際
子ども図書館との共催事業として、初のオンラインセミナー

（オンデマンド配信）を実施し、全国から674人が参加した。

2023（令和5）ねん　わいわい文庫お試し視聴　掲載　かせん
財団ホームページに、わいわい文庫（バージョン　ブルー）の
うち1作品を視聴できる形で掲載。

■2010（平成22）年度から2024（令和6）年度　実績
わいわい文庫
　製作作品数：861作品（うち バージョン　ブルー　248作
品）
　寄贈先団体数　累計：16,642団体 ※2025年2月10日時点 
読書バリアフリー研究会
実施回数　会場実施：73回
オンデマンド実施：3回
　参加者数　累計　会場実施：3,944にん
　オンデマンド実施：4,160にん

子ども文庫助成事業

小さいピンクのクマ（べ
いびいベア）に絵本を読
み聞かせるわいわいベ
アのイラスト。

2015（平成27）ねん　読書バリアフリー研究会参加者　累計
1,000にん　突破

2020（令和2）ねん　国立国会図書館「視覚障害者等用データ
送信サービス」　提供開始　かせん
著作権法第37条第3項にもとづき製作した「わいわい文庫」
を、国立国会図書館「視覚障害者等用データ送信サービス」へ
提供。2024年6月までに613作品が利用可能となった。

読書バリアフリー研究会　中止
新型コロナウイルス感染症の流行により、予定していた8地
域（栃木、千葉、東京、神奈川、大阪、奈良、鳥取、岡山）での研
究会をすべて中止とした。

2021（令和3）ねん　読書バリアフリー研究会　オンラインセ
ミナー　実施
新型コロナウイルス感染症対策のため、国立国会図書館国際
子ども図書館との共催事業として、初のオンラインセミナー

（オンデマンド配信）を実施し、全国から674人が参加した。

2023（令和5）ねん　わいわい文庫お試し視聴　掲載　かせん
財団ホームページに、わいわい文庫（バージョン　ブルー）の
うち1作品を視聴できる形で掲載。

■2010（平成22）年度から2024（令和6）年度　実績
わいわい文庫
　製作作品数：861作品（うち バージョン　ブルー　248作
品）
　寄贈先団体数　累計：16,642団体 ※2025年2月10日時点 
読書バリアフリー研究会
実施回数　会場実施：73回
オンデマンド実施：3回
　参加者数　累計　会場実施：3,944にん
　オンデマンド実施：4,160にん

読書バリアフリー研究会参加者　累計1,000人　突破

国立国会図書館「視覚障害者等用データ送信サービス」　提供開始
著作権法第37条第3項にもとづき製作した「わいわい文庫」を、国立国会
図書館「視覚障害者等用データ送信サービス」へ提供。2024年6月まで
に613作品が利用可能となった。

読書バリアフリー研究会　中止
新型コロナウイルス感染症の流行により、予定していた8地域（栃木、千
葉、東京、神奈川、大阪、奈良、鳥取、岡山）での研究会をすべて中止とし
た。

読書バリアフリー研究会　オンラインセミナー　実施
新型コロナウイルス感染症対策のため、国立国会図書館国際子ども図書
館との共催事業として、初のオンラインセミナー（オンデマンド配信）を
実施し、全国から674人が参加した。

わいわい文庫お試し視聴　掲載
財団ホームページに、わいわい文庫（Ver.BLUE）のうち1作品を視聴で
きる形で掲載。

2015（平成27）年

2020（令和2）年

2021（令和3）年

2023（令和5）年

■2010（平成22）年度～2024（令和6）年度　実績
わいわい文庫
　製作作品数：861作品（うち Ver.BLUE　248作品）
　寄贈先団体数　累計：16,642団体 ※2025年2月10日時点 
読書バリアフリー研究会
　実施回数　会場実施：73回
 　　　  オンデマンド実施：3回
　参加者数　累計　会場実施：3,944人
 　　　　　　  オンデマンド実施：4,160人
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子ども文庫助成事業

小さいピンクのクマ（べ
いびいベア）に絵本を読
み聞かせるわいわいベ
アのイラスト。

子ども文庫助成事業



子ども文庫助成事業

財団設立時から続く事業。
時代の変化や応募者の希望にあわせてプログラムの内容を調整し、日本国内外の子どもたちの読書環
境の充実を目指している。

子どもの本購入費助成

　1975年4月、財団設立の翌年度に子ども文庫助成事業は始まった。事業開始にあたっては、日本ペン
クラブ会長（当時）で財団初代理事のたかはしけんじ氏から、子どもの本に関わる方々への助成につい
て提言があったとされている。同時期、児童文学作家・翻訳家のいしいももこ氏から「助成する団体の
活動分野をひとつに絞って助成を続けた方が効果を確認しやすいのではないか」という助言を受けた
ことも、財団が子どもの読書啓発に一本化した助成を実施する後押しとなった。
　開始当初は助成金の使途はさまざまで、第1回は「身障じへの児童図書の貸し出しおよび〈さわる絵
本〉の試作」（ふきのとう文庫／北海道）、「全国の家庭文庫50件に対する図書の援助」（児童図書館研究
会／東京都）、「児童図書館員指導のためのアイリーン・コルウェル女史招へい」（財団法人東京子ども
図書館／東京都）、「同センターの事務所兼子どもの本資料室の開設」（日本親子読書センター／東京
都）、「日本児童図書センターの設立」（社団法人日本図書館協会／東京都）、「幼児文庫の図書の充実と
リーダー養成」（広島県地域婦人団体連絡協議会／広島県）、「備品類の充実と移動巡回費補助」（松戸市
おはなしキャラバン／千葉県）に対し助成を行った。助成額も150万円から650万円と幅が広く、7団体
に合計で2,000万円の助成を実施している。なお、この時期は応募形式ではなく有識者団体による推薦
をもとに選考を行っていた。各団体に直接応募してもらうようになったのは、事業開始から数年後の
ことである。

1975年度の第1回贈呈式の写真。とざき初代理事長から東京子ども図書館のまつおか きょうこ理事長
（当時）への贈呈状授与の様子。

　1976年度には読書推進運動協議会の賛同も得て、助成募集の窓口と事前調査を委託するようになっ
た。その後、1980年代には後述する「子ども文庫功労賞」の新設も挟みつつ、全国各地で活動する家庭
文庫や地域文庫、読書ボランティアの活動場所に実際に訪問することで各現場の状況を調査しながら
事業を続けてきた。
　2001年から東京子ども図書館と共同で実施した「子どもぶんこプロジェクト」のアンケート調査に
は、全国の子ども文庫から数々の情報が寄せられた。その中に図書現物の助成を希望する声も見られ
たため、2002年度からは「子どもの本100冊助成」を追加。これに伴い、従来の現金助成は「子どもの本
購入費助成」と呼ぶようになった。応募条件に3年以上の活動歴を加えたのもこの時期である。
　その頃、アルゼンチン国債の影響等による財団の財政難もあり助成金額が見直され、2003年

どからの2年間は助成金額を一律20万円とし、使途を図書購入費のみに限定。しかし、
購入した図書を収納する書架の購入を希望する声も多く、2005年度からは書架の購入
も可能にして、助成金額も一律30万円に改めた。2006年度から数年間、10万円から30万
円の間で必要な金額を申請してもらうやり方を試した時期もあるが、一度じゅりょう
すると3年間は応募ができなくなるということもあり、最大限の助成金額を受け取って
もらえるよう2009年度以降は一律30万円に統一している。
　「子どもぶんこプロジェクト」のアンケート調査では、子どもの読書に関する研修会
の受講希望も多く寄せられた。そのため、東京子ども図書館と児童図書館研究会による
全国規模の研修会を対象に、受講者の交通費や受講費を助成する「研修会助成」を2002
年度から2007年度まで6年間実施した。2011年度以降は「子どもの本購入費助成」の助
成金30万円のうち15万円までであれば希望の研修会費に使用できるようにしたが、「図
書購入よりも、子どもたちにお話を届けるためのスキルアップに全額を充てたい」とい
った応募者からの声を受け、2020年度以降は、「子どもの本購入費助成」をAとBの、ふ
たつのプログラムに分けた。Aプログラムは従来どおり、児童書等の図書購入に15万円
以上充てることを条件とし、講習会の開催費や備品等その他費用は15万円まで使用で
きるようにした。一方Bプログラムでは、財団指定の条件下であれば30万円全額を子ど
もの本に関係する研修会費に充てることを可能にした。その後、財団指定以外の研修会
を希望する応募者からの声を受け、応募者が文庫連絡会やそれに準じる組織であり、か
つ希望する研修会の講師や会場の内容・予算が明確であれば選考対象として検討でき
るよう規程を変更した。子どもの本や読書に関する研修を希望する団体はもともと多
く存在する上に、Bプログラムは活動拠点を持たない（本を置く場所がない）場合でも
応募ができるため、新たな助成先層の拡大にも繋がっている。

1984年度贈呈式にて、子ども文庫功労賞受賞後に布絵本の紹介を行うふきのとう文庫
のこばやし しずえ理事長（当時）。

群馬県太田市のかたぐるま文庫（2020年度購入費助成じゅりょう）の活動の様子。文庫
利用者の男の子が他の子どもたちに本を読み聞かせしている。

アイルランド・ダブリンのみどりの森文庫（2022年度購入費助成じゅりょう）の活動の
様子。屋外の公園にシートをしいて、参加者に読み聞かせを行っている。

子どもの本購入費助成

　1975年4月、財団設立の翌年度に子ども文庫
助成事業は始まった。事業開始にあたっては、日
本ペンクラブ会長（当時）で財団初代理事の高橋
健二氏から、子どもの本に関わる方々への助成
について提言があったとされている。同時期、児
童文学作家・翻訳家の石井桃子氏から「助成する
団体の活動分野をひとつに絞って助成を続けた
方が効果を確認しやすいのではないか」という
助言を受けたことも、財団が子どもの読書啓発
に一本化した助成を実施する後押しとなった。
　開始当初は助成金の使途はさまざまで、第1回
は「身障児への児童図書の貸し出しおよび〈さわ
る絵本〉の試作」（ふきのとう文庫／北海道）、「全
国の家庭文庫50件に対する図書の援助」（児童
図書館研究会／東京都）、「児童図書館員指導の
ためのアイリーン・コルウェル女史招へい」（財
団法人東京子ども図書館／東京都）、「同センタ
ーの事務所兼子どもの本資料室の開設」（日本
親子読書センター／東京都）、「日本児童図書セ
ンターの設立」（社団法人日本図書館協会／東京
都）、「幼児文庫の図書の充実とリーダー養成」（広
島県地域婦人団体連絡協議会／広島県）、「備品
類の充実と移動巡回費補助」（松戸市おはなしキ
ャラバン／千葉県）に対し助成を行った。助成額
も150万円から650万円と幅が広く、7団体に
合計で2,000万円の助成を実施している。なお、
この時期は応募形式ではなく有識者団体による
推薦をもとに選考を行っていた。各団体に直接
応募してもらうようになったのは、事業開始から
数年後のことである。

　1976年度には読書推進運動協議会の賛同も
得て、助成募集の窓口と事前調査を委託するよ
うになった。その後、1980年代には後述する

「子ども文庫功労賞」の新設も挟みつつ、全国各
地で活動する家庭文庫や地域文庫、読書ボラン
ティアの活動場所に実際に訪問することで各現
場の状況を調査しながら事業を続けてきた。
　2001年から東京子ども図書館と共同で実施
した「子どもBUNKOプロジェクト」のアンケー
ト調査には、全国の子ども文庫から数々の情報
が寄せられた。その中に図書現物の助成を希望
する声も見られたため、2002年度からは「子ど
もの本100冊助成」を追加。これに伴い、従来の
現金助成は「子どもの本購入費助成」と呼ぶよう
になった。応募条件に3年以上の活動歴を加え
たのもこの時期である。
　その頃、アルゼンチン国債の影響等による財
団の財政難もあり助成金額が見直され、2003年

度からの2年間は助成金額を一律20万円とし、
使途を図書購入費のみに限定。しかし、購入し
た図書を収納する書架の購入を希望する声も多
く、2005年度からは書架の購入も可能にして、
助成金額も一律30万円に改めた。2006年度か
ら数年間、10万円から30万円の間で必要な金額
を申請してもらうやり方を試した時期もあるが、
一度受領すると3年間は応募ができなくなると
いうこともあり、最大限の助成金額を受け取っ
てもらえるよう2009年度以降は一律30万円に
統一している。
　「子どもBUNKOプロジェクト」のアンケート
調査では、子どもの読書に関する研修会の受講
希望も多く寄せられた。そのため、東京子ども図
書館と児童図書館研究会による全国規模の研修
会を対象に、受講者の交通費や受講費を助成す
る「研修会助成」を2002年度から2007年度ま
で6年間実施した。2011年度以降は「子どもの
本購入費助成」の助成金30万円のうち15万円
までであれば希望の研修会費に使用できるよう
にしたが、「図書購入よりも、子どもたちにお話
を届けるためのスキルアップに全額を充てたい」
といった応募者からの声を受け、2020年度以降
は、「子どもの本購入費助成」をAとBの２つのプ
ログラムに分けた。Aプログラムは従来どおり、
児童書等の図書購入に15万円以上充てることを

条件とし、講習会の開催費や備品等その他費用
は15万円まで使用できるようにした。一方Bプ
ログラムでは、財団指定の条件下であれば30万
円全額を子どもの本に関係する研修会費に充て
ることを可能にした。その後、財団指定以外の研
修会を希望する応募者からの声を受け、応募者
が文庫連絡会やそれに準じる組織であり、かつ
希望する研修会の講師や会場の内容・予算が明
確であれば選考対象として検討できるよう規程
を変更した。子どもの本や読書に関する研修を
希望する団体はもともと多く存在する上に、Bプ
ログラムは活動拠点を持たない（本を置く場所
がない）場合でも応募ができるため、新たな助成
先層の拡大にも繋がっている。

子ども文庫助成事業
財団設立時から続く事業。
時代の変化や応募者の希望にあわせてプログラムの内容を調整し、
日本国内外の子どもたちの読書環境の充実を目指している。

第1回（1975年度）贈呈式。東京子ども図書館の松岡享子理事長（当時）へ
の贈呈状授与の様子

布絵本の紹介を行う、ふきのとう文庫の小林静江理事長（当時）。1984年
度贈呈式にて

かたぐるま文庫（群馬県太田市）の活動の様子。2020年度購入費助成受領

みどりの森文庫（アイルランド/ダブリン）の活動の様子。2022年度購入
費助成受領
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病院・施設子ども読書活動費助成

　2007年度、「病院・施設子ども読書活動費助成」が始まった（開始当初から2017年度までのプログラム名は
「病院・施設子ども読書支援」）。プログラム新設の計画が立ち上がったきっかけは、当時の事務局長による病
院内文庫の訪問である。2004年度、病院内で活動する読書ボランティアから「子どもの本購入費助成」への
応募があり活動先の病院を訪問したところ、病院内文庫の蔵書の冊数と内容が充実していないことが分かっ
た。そこで、長期入院加療中の子どもたちや障害のある子どもたちなど、本に手が届きにくい環境にある子
どもたちの読書支援も強化していくことが方針として定まった。
　2006年6月より本格的な全国調査を開始し、全国の小児病院、長期入院じおよび障害児を対象とする読書
ボランティアグループや医療センター等を訪問した。その後、必要なプログラムの計画を練り、2007年3月の
理事会でプログラム新設の承認を得て、同年4月より「小児病棟や心身障害児施設、児童養護施設における読
書ボランティア活動」を対象に募集を開始した。従来の「子どもの本購入費助成」で購入可能としてきた児童
書や書架、備品等に加え、布絵本や点訳絵本等のバリアフリー図書製作費や拡大読書器等の機器の購入費に
も助成金を使用可能にした点が大きな特徴である。当初は図書現物助成も視野に入れていたが、結果的には
資金助成による実施となった。助成金額は開始から現在に至るまで、一律30万円となっており、子どもの本
購入費助成と同じく3年以上の活動歴を応募条件としている。

病院・施設子ども読書活動費助成プログラムの新設のきっかけとなった国立病院機構名古屋医療センターに
訪問した際の写真。当時職員が訪れた、おもちゃや本などを置いてある子どものためのスペースの様子。

　このプログラムの追加および2010年度からの電子図書普及事業（P68参照）開始に伴い、病院や特別支援教
育の現場における子どもの読書の実情を知る機会が増え、特別支援学校の限られた図書予算についてよく耳
にするようになる。特別支援学校に通う多様な子どもたちの読書環境整備の必要性も考慮して、2020年度よ
りプログラムの規程の見直しを実施し、これまで対象外としてきた学校本体のうち、特別支援学校の図書予
算については例外として助成の対象に加えることを決定。2021年度の募集分から「病院・施設子ども読書活
動費助成」の対象に特別支援学校を追加した。
　対象を拡大したのち、2021年度から2024年度の、よねんかんで計57校の特別支援学校への助成を実施し
た。すでに開校済み、かつ読書啓発活動を行っているすべての特別支援学校を対象にしており、助成金は同
じく一律30万円として、校内の学校図書館、および図書コーナーの蔵書充実のための図書購入費やバリアフ
リー図書の製作費等に充当可能な内容としている。

2021年度贈呈式にて。特別支援学校図書支援助成の初年度の助成対象となったこうめい学園の田村こうじ
ろう校長（当時）による挨拶の様子。

子どもの本100冊助成

　2001年から「子どもぶんこプロジェクト」の一環として実施されたアンケート調査の回答
には、「経験がまだ浅いので選書に不安がある」「児童書が手に入りにくく、情報も少ない地域
で活動している」等の意見も寄せられた。こうした声を踏まえ、2002年度から財団が選書し
た図書現物100冊を寄贈する「子どもの本100冊助成」を開始した。
　3年以上の読書啓発の活動歴を応募条件とする「子どもの本購入費助成」とは異なり、子ど
もの本100冊助成では活動歴の長さを問わないようにしたため、読書ボランティア活動を始
めたばかりの方々からの応募が増加。初年度となった2002年は131件の応募を受け、52件に
助成した。
　100冊の図書セットの選定は、過去の「子ども文庫功労賞」受賞者の中から、文庫運営に長
年携わっており、活動地域も偏らない6名に依頼し、図書選定委員として選書してもらった。
　また、選定に際しては「できるだけ多くの作家の作品を選ぶこと」「できるだけ多くの出版
社から選ぶこと」「できるだけ日本と外国の絵本の比率を半々に選ぶこと」「創作や昔話に限
らず、わらべ歌、詩、ノンフィクション、写真絵本等、さまざまなジャンルの絵本から選ぶこ
と」を条件とした。それらの条件に基づく選書をもとに、最終的に小学校低学年向け、小学校
中学年向け、小学校高学年向けに1セット各100冊の図書リストを作成した。
　図書購入については、東京子ども図書館理事長（当時）の松岡享子氏の紹介で、銀座の老舗
書店である教文館（東京都中央区）内に1998年に開設された「子どもの本のみせナルニアこ
く」に依頼している。
　その後、小学校高学年図書セットの応募の減少や、文庫やお話会に訪れる子どもの低年齢
化、既存の図書セット以外の需要の増加等の現状を受け、2016年度の募集からは応募者がよ
り必要な図書を希望できるよう、40冊を上限にセット間の図書入れ替えも可能とした。2017
年度には、既存の図書セット選定後の2000年以降に出版された本を中心に、新しく150冊の図
書リストを作成・追加した。さらに、2021年度募集からは、乳幼児を対象に活動する読書ボラ
ンティアが増加していることを受け、乳幼児図書セットも作成・追加した。
　2023年度募集からは、セット間の入れ替え上限40冊の制限も取り払い、全550冊の図書リ
ストの中から応募者による任意の100冊を選択できるように規程を改めている。

大阪府高槻市のこどもの図書館くまさん文庫（2014年度子どもの本100冊助成じゅりょう）
の子どもたちと世話人の方々の集合写真。

北海道小樽市の、あさりがわ、あじさい、ちょうかい、あじさい文庫（2023年度子どもの本100
冊助成じゅりょう）のじゅりょう後の図書お披露目会の様子。

病院・施設子ども読書活動費助成

　2007年度、「病院・施設子ども読書活動費助
成」が始まった（開始当初から2017年度までの
プログラム名は「病院・施設子ども読書支援」）。
プログラム新設の計画が立ち上がったきっかけ
は、当時の事務局長による病院内文庫の訪問で
ある。2004年度、病院内で活動する読書ボラン
ティアから「子どもの本購入費助成」への応募が
あり活動先の病院を訪問したところ、病院内文
庫の蔵書の冊数と内容が充実していないことが
分かった。そこで、長期入院加療中の子どもたち
や障害のある子どもたちなど、本に手が届きに
くい環境にある子どもたちの読書支援も強化し
ていくことが方針として定まった。
　2006年6月より本格的な全国調査を開始し、
全国の小児病院、長期入院児および障害児を対
象とする読書ボランティアグループや医療セン
ター等を訪問した。その後、必要なプログラムの
計画を練り、2007年3月の理事会でプログラム
新設の承認を得て、同年4月より「小児病棟や心
身障害児施設、児童養護施設における読書ボラ
ンティア活動」を対象に募集を開始した。従来の

「子どもの本購入費助成」で購入可能としてきた
児童書や書架、備品等に加え、布絵本や点訳絵本
等のバリアフリー図書製作費や拡大読書器等の
機器の購入費にも助成金を使用可能にした点が

大きな特徴である。当初は図書現物助成も視野
に入れていたが、結果的には資金助成による実
施となった。助成金額は開始から現在に至るま
で、一律30万円となっており、子どもの本購入
費助成と同じく3年以上の活動歴を応募条件と
している。
　このプログラムの追加および2010年度から
の電子図書普及事業（P68参照）開始に伴い、病
院や特別支援教育の現場における子どもの読書
の実情を知る機会が増え、特別支援学校の限ら
れた図書予算についてよく耳にするようになる。
特別支援学校に通う多様な子どもたちの読書環
境整備の必要性も考慮して、2020年度よりプロ
グラムの規程の見直しを実施し、これまで対象
外としてきた学校本体のうち、特別支援学校の
図書予算については例外として助成の対象に加
えることを決定。2021年度の募集分から「病院・
施設子ども読書活動費助成」の対象に特別支援
学校を追加した。
　対象を拡大したのち、2021年度から2024年
度の4年間で計57校の特別支援学校への助成を
実施した。すでに開校済み、かつ読書啓発活動
を行っているすべての特別支援学校を対象にし
ており、助成金は同じく一律30万円として、校
内の学校図書館、および図書コーナーの蔵書充
実のための図書購入費やバリアフリー図書の製
作費等に充当可能な内容としている。

子どもの本100冊助成

　2001年から「子どもBUNKOプロジェクト」
の一環として実施されたアンケート調査の回答
には、「経験がまだ浅いので選書に不安がある」

「児童書が手に入りにくく、情報も少ない地域で
活動している」等の意見も寄せられた。こうした
声を踏まえ、2002年度から財団が選書した図書
現物100冊を寄贈する「子どもの本100冊助成」
を開始した。
　3年以上の読書啓発の活動歴を応募条件とす
る「子どもの本購入費助成」とは異なり、子ども
の本100冊助成では活動歴の長さを問わないよ
うにしたため、読書ボランティア活動を始めた
ばかりの方々からの応募が増加。初年度となっ
た2002年は131件の応募を受け、52件に助成
した。
　100冊の図書セットの選定は、過去の「子ども
文庫功労賞」受賞者の中から、文庫運営に長年携
わっており、活動地域も偏らない6名に依頼し、
図書選定委員として選書してもらった。
　また、選定に際しては「できるだけ多くの作家
の作品を選ぶこと」「できるだけ多くの出版社か
ら選ぶこと」「できるだけ日本と外国の絵本の比
率を半々に選ぶこと」「創作や昔話に限らず、わ
らべ歌、詩、ノンフィクション、写真絵本等、さま
ざまなジャンルの絵本から選ぶこと」を条件と
した。それらの条件に基づく選書をもとに、最終
的に小学校低学年向け、小学校中学年向け、小学
校高学年向けに1セット各100冊の図書リスト
を作成した。
　図書購入については、東京子ども図書館理事
長（当時）の松岡享子氏の紹介で、銀座の老舗書
店である教文館（東京都中央区）内に1998年に
開設された「子どもの本のみせナルニア国」に依
頼している。
　その後、小学校高学年図書セットの応募の減
少や、文庫やお話会に訪れる子どもの低年齢化、
既存の図書セット以外の需要の増加等の現状を

受け、2016年度の募集からは応募者がより必要
な図書を希望できるよう、40冊を上限にセット
間の図書入れ替えも可能とした。2017年度に
は、既存の図書セット選定後の2000年以降に出
版された本を中心に、新しく150冊の図書リス
トを作成・追加した。さらに、2021年度募集か
らは、乳幼児を対象に活動する読書ボランティ
アが増加していることを受け、乳幼児図書セッ
トも作成・追加した。
　2023年度募集からは、セット間の入れ替え上
限40冊の制限も取り払い、全550冊の図書リス
トの中から応募者による任意の100冊を選択で
きるように規程を改めている。

子ども文庫助成事業

プログラム新設のきっかけとなった国立病院機構名古屋医療センターへの訪問

2021年度贈呈式にて。東京都立光明学園の田村康二朗校長（当時）による
挨拶の様子

こどもの図書館くまさん文庫（大阪府/高槻市）の集合写真。2014年度子
どもの本100冊助成受領

朝里川あじさい町会あじさい文庫（北海道/小樽市）。2023年度受領後の
図書お披露目会
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子ども文庫功労賞

　1984年2月1日開催の理事会において、財団設立10周年を記念し、「子ども文庫功労賞」を新設すること
が決まった。これは子ども文庫ないし児童図書館を長年にわたって運営している個人を表彰する賞で、初
年度は候補者8名の中からいしいももこ（かつら文庫／東京都）、こばやししずえ（ふきのとう文庫／北海
道）、せばやしきょうこ（せばやし子ども文庫／滋賀県）、つちやしげこ（土屋児童文庫／東京都）の4名が
受賞者として選出された。なお初年度の受賞者には、賞状、記念品の置時計、副賞100万円を贈呈した。
　2021年度以降は、対象者を子ども文庫運営者に限らず、「子どもの読書啓発活動に20年以上貢献されて
きたかた」も対象としている。

※「子ども文庫功労賞」受賞者一覧については資料編P106を参照。

2023年度贈呈式にて。当時の受賞者である、まさき ともこさんの挨拶の様子。まさきさんは大阪府吹田
市で青山台文庫を50年以上続けている。

1984年度の贈呈式にて。子ども文庫功労賞を初年度に受賞した、いしい ももこさんの挨拶の様子。当時
東京都杉並区でかつら文庫を主宰していた。

日本人学校／日本語補習授業校への図書助成 

　2010年、にわ　ういちろう元理事長からの寄付金さんぜん万円をもとに、子ども文庫助成事業の一環と
して、日本人学校および日本語補習授業校への図書助成を期間限定で開始した。
　海外の日本人学校・日本語補習授業校にて子どもたちの読書啓発・指導を計画、または実践している学
校運営者や運営ボランティアを助成対象に定め、当財団が選書した「子どもの本100冊セット」を贈呈する
こととした。
　開始当時、海外にあった約300の日本人学校・日本語補習授業校の中から、初年度は北米を中心に約100
校を対象に募集要項を配布し、選考の結果、北米地区（アメリカ18校、カナダ2校）の20校に約15万円相当
の図書セット（100冊）を寄贈した。図書は既存の子どもの本100冊助成の図書リストから選択してもらっ
た。
　その後も2011年はアジア、太平洋・中南米の52校、2012年は欧州、アフリカ・中東の51校、2013年は北米
の30校、2014年は北米、欧州、オセアニアの5校、2015年はアメリカ、ドイツ、中国の4校、2016年はアメリ
カ、欧州の5校に対し、図書助成を行った。
　当初より期間限定としていた本助成は2016年をもって終了し、寄贈先は7年間の累計で167校に達した。

2010年度に図書助成をしたのちのニューヨーク日本人学校の様子。本棚の前に座って本を選ぶ2人の子ど
もたちの様子。

被災地支援

　2011年3月11日に東日本大震災が発生した際、当財団は東北周辺在住の過去の助成先や図書館関係者と
連絡を取り合い、安否確認とともに現地情報を入手した。同年4月25日から27日にかけては財団職員2名
と伊藤忠商事の社員1名を現地に派遣し、3日間で岩手県大船渡市、宮城県仙台市、宮城県亘理郡と柴田郡、
福島県郡山市を巡回、伊藤忠商事東北支社、宮城県教育庁、過去助成先を訪問した。
　訪問先では、復興支援のために文庫活動の再開を望んでいる声を多く聞き、「東日本大震災緊急支援」の
実施を決定。急きょ2011年度の事業計画を変更し、同年度の子ども文庫助成現地訪問のための予算150万
円を緊急支援費に充て、現地調査で得た情報をもとに現金、または現物図書を復興支援の拠点に支援し
た。

2011年度の緊急支援先は以下の6団体
・おはなしの会とも（岩手県一関市）一関市、大船渡市、陸前高田市での読書支援
・NPO法人おはなしころりん（岩手県大船渡市）大船渡市、陸前高田市での移動図書館
・ボランティア保育ママの会（岩手県紫波郡）沿岸地域から避難してきた親子への読書支援
・おひさまの会（宮城県女川町）女川町避難所・小学校での読み聞かせ
・おむすびころりん（宮城県柴田郡）亘理郡山元町避難所・小学校での読み聞かせ
・郡山市文庫連絡協議会（福島県郡山市）地域の子どもたちへの読書支援

　2012年度には広域的な読書支援活動を行う団体への支援を実施した。2013年1月21日、宮城県仙台市の
家庭文庫（だいちゃん文庫）にて被災地支援贈呈式を開催し、被災地で活動する「みやぎ子どもの文化を支
援する会」に100万円、「公益社団法人シャンティ国際ボランティア会」に150万円の活動支援金を助成し
た。以降、現在に至るまで毎年、全国学校図書館協議会の協力のもと、各地の小学校図書館を中心に図書
の寄贈を続けている。現在は東日本大震災の被災地の学校支援に限らず、地震・台風・豪雨などその他の
災害の被害を受けた学校への図書寄贈も行っている。

岩手県大船渡市のNPO法人おはなしころりんのメンバーによる移動図書館車の活動の様子。

図書寄贈後の秋田県秋田市立太平小学校の児童の様子。廊下の棚に並んだ絵本を眺める児童の様子。

子ども文庫功労賞

　1984年2月1日開催の理事会において、財団
設立10周年を記念し、「子ども文庫功労賞」を新
設することが決まった。これは子ども文庫ない
し児童図書館を長年にわたって運営している個
人を表彰する賞で、初年度は候補者8名の中から
石井桃子（かつら文庫／東京都）、小林静江（ふき
のとう文庫／北海道）、瀬林杏子（せばやし子ど
も文庫／滋賀県）、土屋滋子（土屋児童文庫／東
京都）の4名が受賞者として選出された。なお初
年度の受賞者には、賞状、記念品の置時計、副賞
100万円を贈呈した。
　2021年度以降は、対象者を子ども文庫運営者
に限らず、「子どもの読書啓発活動に20年以上
貢献されてきた方」も対象としている。

日本人学校／日本語補習授業校
への図書助成 

　2010年、丹羽宇一郎元理事長からの寄付金3
千万円をもとに、子ども文庫助成事業の一環と
して、日本人学校および日本語補習授業校への
図書助成を期間限定で開始した。
　海外の日本人学校・日本語補習授業校にて子
どもたちの読書啓発・指導を計画、または実践し
ている学校運営者や運営ボランティアを助成対
象に定め、当財団が選書した「子どもの本100冊
セット」を贈呈することとした。
　開始当時、海外にあった約300の日本人学校・
日本語補習授業校の中から、初年度は北米を中
心に約100校を対象に募集要項を配布し、選考
の結果、北米地区（アメリカ18校、カナダ2校）
の20校に約15万円相当の図書セット（100冊）
を寄贈した。図書は既存の子どもの本100冊助
成の図書リストから選択してもらった。
　その後も2011年はアジア、太平洋・中南米の
52校、2012年は欧州、アフリカ・中東の51校、
2013年は北米の30校、2014年は北米、欧州、
オセアニアの5校、2015年はアメリカ、ドイツ、
中国の4校、2016年はアメリカ、欧州の5校に対
し、図書助成を行った。
　当初より期間限定としていた本助成は2016
年をもって終了し、寄贈先は7年間の累計で167
校に達した。

被災地支援

　2011年3月11日に東日本大震災が発生した
際、当財団は東北周辺在住の過去の助成先や図
書館関係者と連絡を取り合い、安否確認ととも
に現地情報を入手した。同年4月25日から27日
にかけては財団職員2名と伊藤忠商事の社員1
名を現地に派遣し、3日間で岩手県大船渡市、宮
城県仙台市、宮城県亘理郡と柴田郡、福島県郡山
市を巡回、伊藤忠商事東北支社、宮城県教育庁、
過去助成先を訪問した。
　訪問先では、復興支援のために文庫活動の再
開を望んでいる声を多く聞き、「東日本大震災緊
急支援」の実施を決定。急きょ2011年度の事業
計画を変更し、同年度の子ども文庫助成現地訪
問のための予算150万円を緊急支援費に充て、
現地調査で得た情報をもとに現金、または現物
図書を復興支援の拠点に支援した。

　2012年度には広域的な読書支援活動を行う
団体への支援を実施した。2013年1月21日、宮
城県仙台市の家庭文庫（大ちゃん文庫）にて被災
地支援贈呈式を開催し、被災地で活動する「みや
ぎ子どもの文化を支援する会」に100万円、「公
益社団法人シャンティ国際ボランティア会」に
150万円の活動支援金を助成した。以降、現在
に至るまで毎年、全国学校図書館協議会の協力
のもと、各地の小学校図書館を中心に図書の寄
贈を続けている。現在は東日本大震災の被災地
の学校支援に限らず、地震・台風・豪雨などその
他の災害の被害を受けた学校への図書寄贈も行
っている。

子ども文庫助成事業

2011年度の緊急支援先は以下の6団体
・おはなしの会TOMO（岩手県一関市）一関

市、大船渡市、陸前高田市での読書支援
・NPO法人おはなしころりん（岩手県大船渡

市）大船渡市、陸前高田市での移動図書館
・ボランティア保育ママの会（岩手県紫波郡）

沿岸地域から避難してきた親子への読書支援
・おひさまの会（宮城県女川町）女川町避難所・

小学校での読み聞かせ
・おむすびころりん（宮城県柴田郡）亘理郡山

元町避難所・小学校での読み聞かせ
・郡山市文庫連絡協議会（福島県郡山市）地域

の子どもたちへの読書支援

2023年度受賞者の正置友子さん。大阪府吹田市で
青山台文庫を50年以上続けている

2010年度助成後のニューヨーク日本人学校

NPO法人おはなしころりん（岩手県大船渡市）による移動図書館の様子

※「子ども文庫功労賞」受賞者一覧については資料編P106を参照。

初回1984年度受賞時の
石井桃子さんの様子

令和5年7月豪雨災害後、図書を寄贈した太平小学校（秋田県秋田市）の
児童の様子
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　また、2013年度には新たに「東南アジアに絵本を贈ろう イン 東北」が
スタートした。公益社団法人シャンティ国際ボランティア会が実施して
いる「絵本を届ける運動」に、岩手県、宮城県、福島県の被災地の子ども
たちとともに参加。カンボジア、ラオス、アフガニスタン、タイなど東南
アジアの子どもたちに絵本を届けるため、絵本の日本語部分にそれぞれ
の現地語に翻訳したシールを貼り付ける作業に取り組み、2014年度には
内閣府の承認も得た。2024年度までの11年間で約4,500冊を現地に届け
ている。

「絵本を届ける運動」に参加中の、福島県白河市の柿の木文庫の子どもた
ち。絵本に貼るための翻訳シールをはさみで切り取る様子。

作業を終えたあとの福島県白河市の柿の木文庫の子どもたちと世話人
の集合写真。

贈呈式

　1975年度に子ども文庫助成事業を始めて以来、全国の、じゅりょう
者・受賞者を東京都内の会場に招待する贈呈式を毎年行っている。初年
度は1976年1月26日に開催した。その後も贈呈式は年度末の1月〜3月
に実施を継続し、近年では3月初旬に伊藤忠商事東京本社ビルにて開催
している。新型コロナウイルス感染症の影響を受け、開催中止やZoom
による配信を実施した年度もあった。
　贈呈式は日本全国から、じゅりょう者・受賞者が集まるため、子どもの
本に関わる方々が交流して親睦を深めるための絶好の機会となってい
る。特に式典後の懇親会では、各地での活動状況を共有するなどして参
加者は皆楽しく過ごしており、贈呈式をきっかけにその後のやり取りが
続いているというかたもいる。当財団の子ども文庫助成事業を特色づけ
るものであり、今後も続けていきたい行事のひとつである。

2023年度贈呈式の集合写真。じゅりょう者や関係者が約140名集まっ
た。

2023年度贈呈式後の懇親会の乾杯の様子。この年にコロナかで休止し
ていた懇親会を5年ぶりに再開した。

「子どもぶんこプロジェクト」
 

　2004年、当財団設立30周年を迎えるにあたり、設立当初より
実施してきた子ども文庫助成の成果を振り返り、今後に生かし
ていくため、2001年、東京子ども図書館と共同で「子どもぶんこ
プロジェクト」を開始した。
　初年度は、全国各地の文庫・文庫関係者の現状や実態を把握
するため、アンケート調査（配布：932、回収：692、回収率74%）
を行った。2002年に始めた「子どもの本100冊助成」と、東京子
ども図書館・児童図書館研究会の協力による「研修会助成」は、
このアンケートの要望に応えたものだ。2年目、3年目は全国行
脚と称し、43どうふけん（関東近県を除く）の計90件の文庫を直
接訪ね、ヒアリング調査を行った。そして2003年5月から翌年3
月までに全10回の連続講座を開催し、延べ715名の文庫や図書
館関係者等に対して、アンケートとヒアリング調査の結果を発
表した。

子どもぶんこプロジェクトの訪問先のひとつ、沖縄県八重山郡
竹富町のこぼし文庫の外からの写真。現在は竹富町立竹富小中
学校のPTAが管理している。

沖縄県八重山郡竹富町のこぼし文庫の訪問当時の中の様子。木
製の本棚が複数立ち並ぶ。

プロジェクト主任の、たかはし きいちろうさんによる報告講演
会の様子。2002年度贈呈式にて。

　また、2013年度には新たに「東南アジアに絵
本を贈ろう in 東北」がスタートした。公益社団
法人シャンティ国際ボランティア会が実施して
いる「絵本を届ける運動」に、岩手県、宮城県、福
島県の被災地の子どもたちとともに参加。カン
ボジア、ラオス、アフガニスタン、タイなど東南
アジアの子どもたちに絵本を届けるため、絵本
の日本語部分にそれぞれの現地語に翻訳したシ
ールを貼り付ける作業に取り組み、2014年度に
は内閣府の承認も得た。2024年度までの11年
間で約4,500冊を現地に届けている。

贈呈式

　1975年度に子ども文庫助成事業を始めて以
来、全国の受領者・受賞者を東京都内の会場に
招待する贈呈式を毎年行っている。初年度は
1976年1月26日に開催した。その後も贈呈式
は年度末の1月〜3月に実施を継続し、近年では
3月初旬に伊藤忠商事東京本社ビルにて開催し
ている。新型コロナウイルス感染症の影響を受
け、開催中止やZoomによる配信を実施した年
度もあった。
　贈呈式は日本全国から受領者・受賞者が集ま
るため、子どもの本に関わる方々が交流して親
睦を深めるための絶好の機会となっている。特
に式典後の懇親会では、各地での活動状況を共
有するなどして参加者は皆楽しく過ごしており、
贈呈式をきっかけにその後のやり取りが続いて
いるという方もいる。当財団の子ども文庫助成
事業を特色づけるものであり、今後も続けてい
きたい行事のひとつである。

「子どもBUNKOプロジェクト」
 

　2004年、当財団設立30周年を迎えるにあたり、設立当初より実施してきた子ども文庫助
成の成果を振り返り、今後に生かしていくため、2001年、東京子ども図書館と共同で「子ども
BUNKOプロジェクト」を開始した。
　初年度は、全国各地の文庫・文庫関係者の現状や実態を把握するため、アンケート調査（配
布：932、回収：692、回収率74%）を行った。2002年に始めた「子どもの本100冊助成」と、
東京子ども図書館・児童図書館研究会の協力による「研修会助成」は、このアンケートの要望に
応えたものだ。2年目、3年目は全国行脚と称し、43道府県（関東近県を除く）の計90件の文庫
を直接訪ね、ヒアリング調査を行った。そして2003年5月から翌年3月までに全10回の連続
講座を開催し、延べ715名の文庫や図書館関係者等に対して、アンケートとヒアリング調査の
結果を発表した。

子ども文庫助成事業

作業を終えた柿の木文庫の子どもたちの集合写真（福島県白河市）にて

2023年度贈呈式の集合写真。受領者や関係者が約140名集まった

2023年度贈呈式では、コロナ禍で休止していた懇親会を5年ぶりに再開した

絵本に翻訳シールを貼る子どもたち。柿の木文庫（福島県白河市）にて

訪問先のひとつ、こぼし文庫（沖縄県八重山郡竹富町） 
※現在は竹富町立竹富小中学校のPTAが管理している

髙橋樹一郎さんによるプロジェクト報告の様子。
2002年度贈呈式にて講演会を実施

訪問当時のこぼし文庫（沖縄県八重山郡竹富町） の様子
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子ども文庫助成　助成先からの声①

公益財団法人　東京子ども図書館

［はりかえ　けいこ理事長より、50周年へのメッセージ］
　東京子ども図書館は、伊藤忠記念財団よりひと足先の1974年1月31日に、東京都教育委員会より財団法人設立の認可を得ました。
当館のルーツは、1950年代から60年代にはじまった都内4ヵ所の家庭文庫（土屋滋子の、ふたつの土屋児童文庫、石井桃子のかつら文
庫、松岡享子の松の実文庫）にあります。戦後復興期から高度成長期にかけて、まだ公立図書館が子どもへのサービスに力をそそげ
なかった当時、自宅を開放して、自由に本を読んだり、借りたりできる文庫は、子どもが読書の楽しさに目覚める貴重な場所になり
ました。
　石井桃子は、『子どもの図書館』（岩波新書、　1965年）で、かつら文庫の最初の7年間の様子を生き生きと記しています。最初のう
ちは、様々な年齢の子どもたちを静かにまとめておくために、絵を描かせたり、折り紙をさせたりの試行錯誤が続きましたが、やが
てそれはなくなり、声に出して本を読んでやったり、お話を語ったりするようになったそうです。
　よっつの文庫の仲間が寄り集い、話し合ううちに、週1、2回開くのではなく常設の図書室を持ち、そこから得たものを、講演・講座、
研究、出版等を通じて、広く発信できる組織を作りたいという願いが生まれました。そして、数年の準備期間を経て、財団法人東京子
ども図書館が誕生したのです。財団とはいうものの、めぼしい財産などなく、創設に関わった役員らが、きょきんを約束するなどし
て活動費を賄いました。
　伊藤忠記念財団は設立当初より、青少年の育成に関わる様々な分野から、文庫助成にまとを絞ってくださいました。その恩恵とし
て、「子ども文庫助成事業」初年度の助成先のひとつとして250万円をいただいたことは、当館の歴史に残る“一大事”でした。これに
より、1976年10月に、イギリスの児童図書館員の先達で、すぐれた語り手でもあるアイリーン・コルウェルさんをお招きすることが
できました。2週間余りの滞在中に催された東京、大阪、箱根での講演会やセミナーは、十分な訓練や研修の機会を得られず暗中模索
していた当時の図書館員たちに、子どもの読書と図書館についての基本的な知識と多くの励ましを与えました（講演の一部は、1994
年、こぐま社から刊行された『子どもと本の世界に生きて』に所収）。

1976年のコルウェルさん招聘時の写真。左から順に、つちや しげこさん、いしい ももこさん、アイリーン・コルウェルさんがお話さ
れている様子が撮影されている。

　その後も、新設された「子ども文庫功労賞」を1984年に石井桃子と土屋滋子が、1986年に松岡享子理事長、1990年には、ささ　りよ
こ理事が受賞。松岡は、1989年に設立された「海外留学助成事業」の選考委員も務めました。
　二者の連携が一気に強まったのは、2001年から2004年まで実施された共同の30周年事業「子どもぶんこプロジェクト」です。松岡
理事長をチームリーダーとして全国の文庫を行脚し、聞き取り調査をするこのプロジェクトで訪れた文庫は、47都道府県100ヵ所以
上。伊藤忠の専任担当・たかはし　きいちろうさんは、当館２階の事務室に設けられた席で、訪問先と連絡をとり旅程を組むなどの
執務をこなし、当館機関誌の発行に合わせてニュースレターを作成、当館ホールで10回にわたる連続講座「子ども文庫の源流をさぐ
る」の講師も務められました（プロジェクト終了後も研究を続け、2018年、みすず書房より『子ども文庫の100年』を刊行）。また、プ
ロジェ

クトチームの一員で、元伊藤忠記念財団事務局長の社浦みちおさんは、その後、当館理事として財務・管理を牽引
してくださいました。社浦さんのお力添えがなければ、当館が2010年、いち早く公益財団法人に認定されることは
叶わなかったでしょう。

子どもぶんこプロジェクトの訪問先のひとつ、かごしまけん鹿児島市のてんとうむし文庫。2000年に子ども文庫
助成を、じゅりょうしている。

子どもぶんこプロジェクトの訪問先のひとつ、兵庫県神戸市のせばやし子ども文庫にて。左から順に、まつおか き
ょうこさん、せばやし きょうこさん、たかはし きいちろうさんが並んで写っている。

　2002年から2008年には、「研修助成」として、当館から派遣する講師の交通費・宿泊費の助成をいただきました。
これにより、北海道、秋田、沖縄など遠方に複数名で出向き、充実した講習会を開くことができました。また当館の
講座に地方から参加する方々への交通費助成にも活用させていただきました。2020年からは「指定研修会制度」が
はじまり、全国の文庫や読書推進団体から当館へ、助成金を使っての講師派遣依頼が相次いでいます。30万円とい
う破格の謝金に見合うよう、実り多い講習をめざしているところです。
　そのほか、マルチメディアデイジー図書の製作が開始されてからは、当館の語りのためのお話集「おはなしのろ
うそく」から、作品を提供したり、朗読に協力したりしてきました。

　この度、50周年を迎える記念として協働の事業を行おうという話が持ち上がり、家庭文庫や幼稚園・保育園文庫
など、小さな図書室を運営するための手引きを作ることになりました。2025ねん春刊行をめざして、目下、執筆・
編集を進めています。
　振り返ってみますと、伊藤忠記念財団と当館との長年にわたるご縁に、あらためて驚かされます。この間に、当
館は全国の皆様からのご支援により“自分たちの建物”を持つことができました。かつら文庫は、当館の分室・石井
桃子記念かつら文庫として今も活動を続けています。今後も、草の根の読書推進活動を、それぞれ違った立場から
見つめ、互いの持てる力を生かしつつ、ともに歩み続けられたらと願います。

●団体情報
公益財団法人　東京子ども図書館
理事長：はりかえけいこ
所在地：〒165-0023　東京都中野区江原町1-19-10
児童室開館日：か、すい、きん…午後1時から5時／ど…午前10時30分から午後5時
1974年、よっつの家庭文庫をもとに設立。児童室の運営の他、かつら文庫の公開や出版、講演・講座の開催、人材育
成など、「子ども」や「子どもの本に関わるおとな」を対象に様々な活動を行っている。
ホームページ情報：　https://www.tcl.or.jp/

●じゅりょう・受賞歴
・購入費助成じゅりょう数：2回（1975年度 E.コルウェルさんによる児童図書館員のための講演会、1992年度 備品
の充実）
・関係者の子ども文庫功労賞受賞数：4回（1984年度 石井桃子さん、土屋滋子さん、1986年度 松岡享子さん、1990年
度 ささ　りよこさん）
●その他、財団との関わり
・2001年〜2004年に共同で「子どもぶんこプロジェクト」を実施
・2002年度〜2007年度に研修助成実施。一度終了ののち、2020年度から指定研修会制度を開始。

東京子ども図書館理事長のはりかえ けいこさんの写真。東京子ども図書館にて。

［張替惠子理事長より、50周年へのメッセージ］
　東京子ども図書館は、伊藤忠記念財団よりひ
と足先の1974年1月31日に、東京都教育委員
会より財団法人設立の認可を得ました。当館の
ルーツは、1950年代から60年代にはじまった
都内4ヵ所の家庭文庫（土屋滋子の2つの土屋児
童文庫、石井桃子のかつら文庫、松岡享子の松の
実文庫）にあります。戦後復興期から高度成長期
にかけて、まだ公立図書館が子どもへのサービ
スに力を注げなかった当時、自宅を開放して、自
由に本を読んだり、借りたりできる文庫は、子ど
もが読書の楽しさに目覚める貴重な場所になり
ました。
　石井桃子は、『子どもの図書館』（岩波新書、　
1965年）で、かつら文庫の最初の7年間の様子
を生き生きと記しています。最初のうちは、様々
な年齢の子どもたちを静かにまとめておくため
に、絵を描かせたり、折り紙をさせたりの試行錯
誤が続きましたが、やがてそれはなくなり、声に
出して本を読んでやったり、お話を語ったりす
るようになったそうです。
　4つの文庫の仲間が寄り集い、話し合ううち
に、週1、2回開くのではなく常設の図書室を持
ち、そこから得たものを、講演・講座、研究、出版
等を通じて、広く発信できる組織を作りたいと
いう願いが生まれました。そして、数年の準備期
間を経て、財団法人東京子ども図書館が誕生し

●団体情報
公益財団法人　東京子ども図書館
理事長：張
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かえ
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けい
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こ

所在地：〒165-0023　東京都中野区江
原町1-19-10
児童室開館日：火・水・金…午後1時〜5時
/土…午前10時30分〜午後5時
1974年、４つの家庭文庫をもとに設立。
児童室の運営の他、かつら文庫の公開や出
版、講演・講座の開催、人材育成など、「子
ども」や「子どもの本に関わるおとな」を
対象に様々な活動を行っている。
HP情報：　https://www.tcl.or.jp/

●受領・受賞歴
・購入費助成受領数：2回（1975年度 E.コ

ルウェルさんによる児童図書館員のため
の講演会、1992年度 備品の充実）

・関係者の子ども文庫功労賞受賞数：4回
（1984年度 石井桃子さん、土屋滋子さ
ん、1986年度 松岡享子さん、1990年度 
佐々梨代子さん）

●その他、財団との関わり
・2001年〜2004年に共同で「 子ども

BUNKOプロジェクト」を実施
・2002年度〜2007年度に研修助成実施。

一度終了ののち、2020年度から指定研
修会制度を開始。

たのです。財団とはいうものの、めぼしい財産な
どなく、創設に関わった役員らが拠金を約束す
るなどして活動費を賄いました。
　伊藤忠記念財団は設立当初より、青少年の育
成に関わる様々な分野から、文庫助成に的を絞
ってくださいました。その恩恵として、「子ども
文庫助成事業」初年度の助成先のひとつとして
250万円をいただいたことは、当館の歴史に残
る“一大事”でした。これにより、1976年10月
に、イギリスの児童図書館員の先達で、すぐれた
語り手でもあるアイリーン・コルウェルさんを
お招きすることができました。2週間余りの滞
在中に催された東京、大阪、箱根での講演会やセ
ミナーは、十分な訓練や研修の機会を得られず
暗中模索していた当時の図書館員たちに、子ど
もの読書と図書館についての基本的な知識と多
くの励ましを与えました（講演の一部は、1994
年、こぐま社から刊行された『子どもと本の世界
に生きて』に所収）。
　その後も、新設された「子ども文庫功労賞」を
1984年に石井桃子と土屋滋子が、1986年に松
岡享子理事長、1990年には佐々梨代子理事が受
賞。松岡は、1989年に設立された「海外留学助
成事業」の選考委員も務めました。
　二者の連携が一気に強まったのは、2001年
から2004年まで実施された共同の30周年事
業「子どもBUNKOプロジェクト」です。松岡理
事長をチームリーダーとして全国の文庫を行脚
し、聞き取り調査をするこのプロジェクトで訪
れた文庫は、47都道府県100ヵ所以上。伊藤忠
の専任担当・髙橋樹一郎さんは、当館２階の事務
室に設けられた席で、訪問先と連絡をとり旅程
を組むなどの執務をこなし、当館機関誌の発行
に合わせてニュースレターを作成、当館ホール
で10回にわたる連続講座「子ども文庫の源流を
さぐる」の講師も務められました（プロジェクト
終了後も研究を続け、2018年、みすず書房より

『子ども文庫の100年』を刊行）。また、プロジェ

クトチームの一員で、元伊藤忠記念財団事務局
長の社浦迪夫さんは、その後、当館理事として財
務・管理を牽引してくださいました。社浦さん
のお力添えがなければ、当館が2010年、いち早
く公益財団法人に認定されることは叶わなかっ
たでしょう。
　2002年から2008年には、「研修助成」として、
当館から派遣する講師の交通費・宿泊費の助成
をいただきました。これにより、北海道、秋田、
沖縄など遠方に複数名で出向き、充実した講習
会を開くことができました。また当館の講座に
地方から参加する方々への交通費助成にも活用
させていただきました。2020年からは「指定研
修会制度」がはじまり、全国の文庫や読書推進団
体から当館へ、助成金を使っての講師派遣依頼
が相次いでいます。30万円という破格の謝金に
見合うよう、実り多い講習をめざしているとこ
ろです。
　そのほか、マルチメディアDAISY図書の製作
が開始されてからは、当館の語りのためのお話
集「おはなしのろうそく」から、作品を提供した
り、朗読に協力したりしてきました。

　この度、50周年を迎える記念として協働の事
業を行おうという話が持ち上がり、家庭文庫や幼
稚園・保育園文庫など、小さな図書室を運営する
ための手引きを作ることになりました。2025年
春刊行をめざして、目下、執筆・編集を進めてい
ます。
　振り返ってみますと、伊藤忠記念財団と当館
との長年にわたるご縁に、あらためて驚かされ
ます。この間に、当館は全国の皆様からのご支援
により“自分たちの建物”を持つことができまし
た。かつら文庫は、当館の分室・石井桃子記念か
つら文庫として今も活動を続けています。今後
も、草の根の読書推進活動を、それぞれ違った立
場から見つめ、互いの持てる力を生かしつつ、と
もに歩み続けられたらと願います。

公益財団法人

東京子ども図書館

鹿児島県鹿児島市のてんとうむし文庫。2000年度子ども文庫助成受領

1976年のコルウェルさん（右）招聘時。石井桃子さん（中央）、土屋滋子さん（左）と

兵庫県神戸市のせばやし子ども文庫主宰の瀬林杏子さん（中央）。子どもBUNKO
プロジェクトで訪問した松岡享子さん、髙橋樹一郎さんとともに

子ども文庫助成
助成先からの声①

張替惠子理事長
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子ども文庫助成　助成先からの声②

児童図書館研究会

［子ども文庫助成じゅりょうじのこと］
　1975年度の購入費助成と1985年度のこごうちさんの功労賞受賞時のことを知る運営委員は、残念ながら現在はおりませ
ん。2002年度〜2007年度の交通費等の助成では、文庫主宰者など各地でボランティア活動をされている方々が遠隔地で開催
される学習会へ参加できて、地域を超えた交流を持つ機会を得ることができました。複数回じゅりょうした、かたもいらっ
しゃったようです。ありがとうございました。
　現在行われている指定研修会制度を利用されて、多くの方が学習会に参加してくださることを期待しています。

［子どもに本を届ける上での思いと今後の課題］
　1953年の創設当初の目的（児童図書館に関わる研究を行い、子どもの読書環境の充実と発展をはかること）がずっと変わ
らない本会の活動の軸であり、図書館員、文庫、子どもの本や読書を大切と思う人びとの活動の支援と情報共有を行っていま
す。全国にいる会員の立ち位置はさまざまであり、本会は皆をある一定の方向に向かわせたり、「こうせよ」と強要したりす
る会ではありません。互いの活動を理解し、共有し、仲間意識を持ってそれぞれの取り組みを積極的に進めていけるように
支援を行い、それが各地で取り組む人びとの前にいる多くの子どもの読書を豊かにすることを願って活動しています。特に
総会の開催、機関誌の発行（「こどもの図書館」）、『年報こどもの図書館』の編集、全国学習会の開催は、会員同士の交流と理解
を深め、仲間意識を培い、それぞれの活動を豊かにする事業として大切にしています。
　じとけんと類似の組織（子どもの本、子どもの読書関係団体）や文庫が共通に抱えている問題でしょうが、会員の高齢化が
深刻で、これまで長く熱心に活動を続けてきた多くの会員が現場をリタイアする年を迎えています。一方で新規入会者や当
会の行事への参加者が若手に少なく、会員数も減少の一途をたどっています。もちろん、一生懸命取り組もうとしている若
い人たちもいますが、全体的にボランタリーな活動に自分のお金と時間を割いて、参加しよう、参加したいと考える人たちが
少なくなっていることを感じます。現場で働く図書館員等の現状（不安定な雇用や低収入など）も、大きな影響を与えていま
す。本部運営委員の若返りも進んでいません。会員減は会の存続に直結するため、多くの人と交流し話し合う機会を持とう、
若い人たちをひきつける魅力のある企画を立てよう、と常に考えていますが、なかなか思うようにはいかないのが現状です。

広島県福山市で行われた全国学習会の基調講演の様子。全国学習会は毎年場所を変えて開催されている。

［50周年へのメッセージ］
　設立50周年おめでとうございます！　立場とアプローチは異なっていても、子どもの読書環境の充実を目指す伊藤忠記念
財団のさまざまな事業は、私たちじとけんのメンバーにとっても大きな励みであり、物心ともに多くの援助をいただいてい
ること、心から感謝します。子どもを取り巻くさまざまな問題の顕在化、メディアの多様

化による生活の大きな変化、読書の電子化への危惧など、戦後とはまた異なる状況のもと、再度、子どもにとっての読
書とは何か、豊かな読書体験とは何か、ということを確認し、この時代に何をすべきか、この時代だからこそ何ができ
るのかを考えなくてはならない、と痛感しています。
　一方で、一人ひとりの子どもたちに寄り添って本を届ける活動の本質は変わらないと信じています。それを日々実
現している「文庫」やボランティアの人びとを、大切に支援してくださっている貴財団の事業が（時代に合わせて支援
の対象や、支援の形は変わっていくとしても）今後も、私たちを含め、草の根の活動の大きな励みとなり、前に進む元
気を手渡してくださることは間違いありません。私たちも、貴財団の理念「すべての子どもたちに読書の喜びを」を心
に持って、活動を続けます。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

2023年度全国学習会（福山市）の開会式の様子。

2023年度全国学習会（福山市）の第2分科会の様子。

児童図書館研究会から毎月発行される機関誌「こどもの図書館」の2024年6月号の表紙画像。

●団体情報
児童図書館研究会
運営委員長：さがわさちこ
所在地：〒105-0004　東京都港区新橋5-9-4　関ビル3F
活動日：
本部…毎月1回（原則第１火曜日）に運営委員会を開催、総会をねん１回開催。
各支部…それぞれの事情による。現在15支部が活動（福島/埼玉/東京/神奈川/山梨/静岡/愛知/三重/滋賀/京都/近
畿/広島/香川/高知/福岡）。
1953年設立。本部にて運営委員会を開催し児童図書館研究会全体の運営、各支部との交流・支援等を行っている。新
刊の企画と出版も不定期で実施。機関誌「こどもの図書館」（毎月）と『年報こどもの図書館』（5年に一度）の編集を各
支部に委託し発行、出版。支部運営費、支部および会員主催の講座費、会員による研究活動、全国学習会への助成も行
っている。
ホームページ情報：https://www.ジェイ、アイ、ティー、オー、ケイ、イー、エヌ.jp/
●じゅりょう・受賞歴
・購入費助成じゅりょう数：1回（1975年度 全国の家庭文庫（50件）に対する図書の助成）
・関係者の子ども文庫功労賞受賞数：1回（1985年度 こごうち　芳子さん）
●その他、財団との関わり
・2002年度〜2007年度に研修助成実施。一度終了ののち、2020年度から指定研修会制度を開始。

児童図書館研究会運営委員長の、さがわ さちこさんの写真。全国学習会（福山市）の開会式にて。

［子ども文庫助成受領時のこと］
　1975年度の購入費助成と1985年度の小河
内さんの功労賞受賞時のことを知る運営委員
は、残念ながら現在はおりません。2002年度〜
2007年度の交通費等の助成では、文庫主宰者
など各地でボランティア活動をされている方々
が遠隔地で開催される学習会へ参加できて、地
域を超えた交流を持つ機会を得ることができま
した。複数回受領した方もいらっしゃったよう
です。ありがとうございました。
　現在行われている指定研修会制度を利用され
て、多くの方が学習会に参加してくださること
を期待しています。

［子どもに本を届ける上での思いと今後の課題］
　1953年の創設当初の目的（児童図書館に関
わる研究を行い、子どもの読書環境の充実と発
展をはかること）がずっと変わらない本会の活
動の軸であり、図書館員、文庫、子どもの本や読
書を大切と思う人びとの活動の支援と情報共有
を行っています。全国にいる会員の立ち位置は
さまざまであり、本会は皆をある一定の方向に
向かわせたり、「こうせよ」と強要したりする会

●団体情報
児童図書館研究会
運営委員長：佐

さ
川
がわ

 祐
さち

子
こ

所在地：〒105-0004　東京都港区新橋
5-9-4　関ビル3F
活動日：
本部…毎月1回（原則第１火曜日）に運営
委員会を開催、総会を年１回開催。
各支部…それぞれの事情による。現在15
支部が活動（福島/埼玉/東京/神奈川/山
梨/静岡/愛知/三重/滋賀/京都/近畿/広
島/香川/高知/福岡）。
1953年設立。本部にて運営委員会を開催
し児童図書館研究会全体の運営、各支部と
の交流・支援等を行っている。新刊の企画
と出版も不定期で実施。機関誌「こどもの
図書館」（毎月）と『年報こどもの図書館』（5

年に一度）の編集を各支部に委託し発行、
出版。支部運営費、支部および会員主催の
講座費、会員による研究活動、全国学習会
への助成も行っている。
HP情報：https://www.jitoken.jp/
●受領・受賞歴
・購入費助成受領数：1回（1975年度 全

国の家庭文庫（50件）に対する図書の助
成）

・関係者の子ども文庫功労賞受賞数：1回
（1985年度 小河内芳子さん）
●その他、財団との関わり
・2002年度〜2007年度に研修助成実施。

一度終了ののち、2020年度から指定研
修会制度を開始。

ではありません。互いの活動を理解し、共有し、
仲間意識を持ってそれぞれの取り組みを積極的
に進めていけるように支援を行い、それが各地
で取り組む人びとの前にいる多くの子どもの読
書を豊かにすることを願って活動しています。
特に総会の開催、機関誌の発行（「こどもの図書
館」）、『年報こどもの図書館』の編集、全国学習会
の開催は、会員同士の交流と理解を深め、仲間意
識を培い、それぞれの活動を豊かにする事業と
して大切にしています。
　児図研と類似の組織（子どもの本、子どもの読
書関係団体）や文庫が共通に抱えている問題で
しょうが、会員の高齢化が深刻で、これまで長く
熱心に活動を続けてきた多くの会員が現場をリ
タイアする年を迎えています。一方で新規入会
者や当会の行事への参加者が若手に少なく、会
員数も減少の一途をたどっています。もちろん、
一生懸命取り組もうとしている若い人たちもい
ますが、全体的にボランタリーな活動に自分の
お金と時間を割いて、参加しよう、参加したいと
考える人たちが少なくなっていることを感じま
す。現場で働く図書館員等の現状（不安定な雇用
や低収入など）も、大きな影響を与えています。
本部運営委員の若返りも進んでいません。会員
減は会の存続に直結するため、多くの人と交流
し話し合う機会を持とう、若い人たちをひきつ
ける魅力のある企画を立てよう、と常に考えて
いますが、なかなか思うようにはいかないのが
現状です。

［50周年へのメッセージ］
　設立50周年おめでとうございます！　立場と
アプローチは異なっていても、子どもの読書環
境の充実を目指す伊藤忠記念財団のさまざまな
事業は、私たち児図研のメンバーにとっても大
きな励みであり、物心ともに多くの援助をいた
だいていること、心から感謝します。子どもを取
り巻くさまざまな問題の顕在化、メディアの多様

化による生活の大きな変化、読書の電子化への
危惧など、戦後とはまた異なる状況のもと、再度、
子どもにとっての読書とは何か、豊かな読書体
験とは何か、ということを確認し、この時代に何
をすべきか、この時代だからこそ何ができるの
かを考えなくてはならない、と痛感しています。
　一方で、一人ひとりの子どもたちに寄り添っ
て本を届ける活動の本質は変わらないと信じて
います。それを日々実現している「文庫」やボラ
ンティアの人びとを、大切に支援してくださっ
ている貴財団の事業が（時代に合わせて支援の
対象や、支援の形は変わっていくとしても）今後
も、私たちを含め、草の根の活動の大きな励みと
なり、前に進む元気を手渡してくださることは
間違いありません。私たちも、貴財団の理念「す
べての子どもたちに読書の喜びを」を心に持っ
て、活動を続けます。今後ともどうぞよろしくお
願いいたします。

児童図書館研究会

2023年度全国学習会（福山市）の開会式の様子 2023年度全国学習会（福山市）の第2分科会の様子

同会から毎月発行される機関誌「こどもの図書館」。
写真は2024年6月号の表紙

佐川祐子運営委員長。2023年度
全国学習会（福山市）の開会式にて

2023年度全国学習会（福山市）の基調講演。全国学習会は毎年場所を変えて開催さ
れている

子ども文庫助成
助成先からの声②
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子ども文庫助成　助成先からの声③

公益財団法人　ふきのとう文庫

［子ども文庫助成じゅりょうじのこと］
　約半世紀の長きにわたって、当文庫の活動に注視してくださり、多面的助成や奨励をたまわりました。1970年代
80年代には主に当文庫の創設、定着に深く関わるご支援をくださいましたし、平成令和に、はいりましてからは、一
般の子どもの図書に加えて、文庫が製作するバリアフリー本に注目し、その促進と普及に対してもご配慮をいただ
きました。例えばバリアフリー本製作に必要な特殊な機器や多様な材料などをご助成くださったことなどです。こ
のことで、障害のある子どもにとってやさしく使い勝手のよい図書や遊具のスムーズな供給と活用にご貢献くださ
り、関係者一同大変やり甲斐と感謝の心を抱いてまいりました。深く御礼申し上げます。

文庫に訪問した地元の小学2年生たちからの手紙。「ふきのとう文庫さんへ」と書かれた黄色い紙に、子どもたちの
手紙が複数貼られている。

布の本作業室に訪問し、布の本の製作を見学する小学生たちの様子。

［子どもに本を届ける上での思いと今後の課題］
　どんな子どもでも本に接する機会は同じでなくてはなりません。すべての子どもたちが本やそれに関連する遊具
等に接することで、分け隔てなく交流できる機会を積極的に作っていくべきです。この理念に基づき、利用してく
れる子どもたちに思いを伝えるべく、布の本・拡大写本の製作技術を修得した多くのボランティアの心をこめた手
作り本や遊具を、当図書館内に設置してある工房で直接製作しております。それを一般的な図書館活動や関連する
幅広い普及活動を通じて、特に本に触れる機会の少ない障害のあ

る子どもたちに届け、一般の子どもたちとも自然に交流ができる環境整備の一助となすことを目標とした日々の活動
です。
　年次的に大口の助成をいただいている組織は「赤い羽根共同募金会」以外に今のところなく、常に経済面での課題を
抱えています。コープ関連組織との連携を通して、団体賛助組織の増加に鋭意取り組んでいますが、一朝一夕にはい
きません。
　また、布の本・かくだいしゃほんのボランティア製作者は、高齢化等により減少傾向にあります。新たなボランティ
ア募集や研修会の開催等による養成活動により、製作グループの存続や作品水準の維持・発展を長期的視野から進め
ていかねばなりません。
　現在、新しく加わった「ふきのとうこどもクラブ」の活動に多様な子どもたちの幅広い参加を求めていくための方策
を模索しているところです。この活動を継続することで、これまでの当文庫の基本理念との融合性を図りつつ、「第三
の居場所」を必要としている子どもに情報と喜びを届け、文庫に定着してもらえるようにすることも今後の目標です。

［50周年へのメッセージ］
　天下の伊藤忠商事が設立した財団による社会貢献活動を、半世紀にわたって継続してこられたご貢献は広く深く、
改めて「おめでとうございます」の祝辞と「ありがとうございました」という謝辞を心から申し上げます。そしてこれ
からも貴財団の活動が力強く展開していくことを祈念いたしております。
　要望事項として、特に私立図書館活動を中心に活動しているせいでしょうか、ご支援をお願いする側からいつもな
がら感じますことは、特定の物品や一時的な催事に助成してくださる団体は少なくありませんが、日常の運営資金ま
でご支援くださる例が大変少ないことです。これを継続的に進めていくことは難しい部分もあることと思いますが、
こうした通常の運営のための助成金を求める声はとても大きいということを、考慮の片隅にとめておいていただけれ
ば大変幸いです。
　当文庫も活動に入って50年を少し過ぎました。100年に向けて地道にかつ創意工夫をこらして活動を進めてまいり
ますので、今後ともご支援をたまわりたくお願い申し上げます。

ふきのとう文庫の中の様子。絵本がたくさん並べられた木製の本棚が立ち並び、中央には楕円型のテーブルと背もた
れのある椅子も設置されている。

●団体情報
公益財団法人　ふきのとう文庫
代表理事：たかくらつぐまさ
所在地：〒060-0006　北海道札幌市中央区北6条西12丁目8の3
かいかんび：にち〜すい　9:30から16:00
バリアフリー図書（布の本、拡大写本）を含む子ども向けの図書の開架・閲覧・貸出をおこないつつ、布の本や拡大写本
をボランティアの手作りで制作している。布の本材料セットの販売やうたう会、おはなし会などの催事の開催、近年
は「子ども第三の居場所事業」の拠点施設としても活動している。
ホームページ情報：https://ふきのとう-ぶんこ.com/
●じゅりょう・受賞歴
・購入費助成じゅりょう数：4回（1975年度 障害のある子どものための児童書購入及び「さわる絵本」の試作、2007年
度・2020年度・2023年度 図書の充実、布絵本・拡大本の制作等）
・関係者の子ども文庫功労賞受賞数：1回（1984年度 小林静江さん）

代表理事の、たかくら つぐまささんの写真。

［子ども文庫助成受領時のこと］
　約半世紀の長きにわたって、当文庫の活動に
注視してくださり、多面的助成や奨励をたまわ
りました。1970年代80年代には主に当文庫の
創設、定着に深く関わるご支援をくださいまし
たし、平成令和に入りましてからは、一般の子ど
もの図書に加えて、文庫が製作するバリアフリ
ー本に注目し、その促進と普及に対してもご配

●団体情報
公益財団法人　ふきのとう文庫
代表理事：高
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まさ

所在地：〒060-0006　北海道札幌市中
央区北6条西12丁目8-3
開館日：日〜水　9:30〜16:00
バリアフリー図書（布の本、拡大写本）を含
む子ども向けの図書の開架・閲覧・貸出を
行いつつ、布の本や拡大写本をボランティ
アの手作りで制作している。布の本材料セ
ットの販売やうたう会、おはなし会などの
催事の開催、近年は「子ども第三の居場所
事業」の拠点施設としても活動している。
HP情報：https://fukinotou-bunko.
com/

●受領・受賞歴
・購入費助成受領数：4回（1975年度 障

害のある子どものための児童書購入及び
「さわる絵本」の試作、2007年度・2020
年度・2023年度 図書の充実、布絵本・
拡大本の制作等）

・関係者の子ども文庫功労賞受賞数：1回
（1984年度 小林静江さん）

慮をいただきました。例えばバリアフリー本製
作に必要な特殊な機器や多様な材料などをご助
成くださったことなどです。このことで、障害の
ある子どもにとってやさしく使い勝手のよい図
書や遊具のスムーズな供給と活用にご貢献くだ
さり、関係者一同大変やり甲斐と感謝の心を抱
いてまいりました。深く御礼申し上げます。

［子どもに本を届ける上での思いと今後の課題］
　どんな子どもでも本に接する機会は同じでな
くてはなりません。すべての子どもたちが本や
それに関連する遊具等に接することで、分け隔
てなく交流できる機会を積極的に作っていくべ
きです。この理念に基づき、利用してくれる子ど
もたちに思いを伝えるべく、布の本・拡大写本の
製作技術を修得した多くのボランティアの心を
こめた手作り本や遊具を、当図書館内に設置し
てある工房で直接製作しております。それを一
般的な図書館活動や関連する幅広い普及活動を
通じて、特に本に触れる機会の少ない障害のあ

る子どもたちに届け、一般の子どもたちとも自
然に交流ができる環境整備の一助となすことを
目標とした日々の活動です。
　年次的に大口の助成をいただいている組織は

「赤い羽根共同募金会」以外に今のところなく、
常に経済面での課題を抱えています。ＣＯＯＰ
関連組織との連携を通して、団体賛助組織の増
加に鋭意取り組んでいますが、一朝一夕にはい
きません。
　また、布の本・拡大写本のボランティア製作者
は、高齢化等により減少傾向にあります。新たな
ボランティア募集や研修会の開催等による養成
活動により、製作グループの存続や作品水準の
維持・発展を長期的視野から進めていかねばな
りません。
　現在、新しく加わった「ふきのとうこどもクラ
ブ」の活動に多様な子どもたちの幅広い参加を
求めていくための方策を模索しているところで
す。この活動を継続することで、これまでの当文
庫の基本理念との融合性を図りつつ、「第三の居
場所」を必要としている子どもに情報と喜びを
届け、文庫に定着してもらえるようにすること
も今後の目標です。

［50周年へのメッセージ］
　天下の伊藤忠商事が設立した財団による社会
貢献活動を、半世紀にわたって継続してこられ
たご貢献は広く深く、改めて「おめでとうござい
ます」の祝辞と「ありがとうございました」とい
う謝辞を心から申し上げます。そしてこれから

も貴財団の活動が力強く展開していくことを祈
念いたしております。
　要望事項として、特に私立図書館活動を中心
に活動しているせいでしょうか、ご支援をお願い
する側からいつもながら感じますことは、特定の
物品や一時的な催事に助成してくださる団体は
少なくありませんが、日常の運営資金までご支
援くださる例が大変少ないことです。これを継
続的に進めていくことは難しい部分もあること
と思いますが、こうした通常の運営のための助
成金を求める声はとても大きいということを、考
慮の片隅にとめておいていただければ大変幸い
です。
　当文庫も活動に入って50年を少し過ぎまし
た。100年に向けて地道にかつ創意工夫をこら
して活動を進めてまいりますので、今後ともご
支援をたまわりたくお願い申し上げます。

公益財団法人

ふきのとう文庫

ふきのとう文庫の内観

布の本の製作を見学する小学生たち

文庫に訪問した小学生たちからの手紙

代表理事の高倉嗣昌さん

子ども文庫助成
助成先からの声③
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子ども文庫助成　助成先からの声④

特定非営利活動法人　うれし野こども図書室

［子ども文庫助成じゅりょうじのこと］
　初めて伊藤忠記念財団さんから視察調査の方がいらしてくださった時の緊張感は、今でも忘れません。非
常に細かいところまで質問を受けました。県からも市からも助成を受けず、自分たちの力で続けてきた活動
でした。そして、選書のこと、読書の役割など、行政の方から理解も受けていない時期でした。もちろん、こ
ちらも求めてはいない若さもありました。財団の調査の担当者の方は、行政の判断とは関係なく私たちが決
めます、と、おっしゃいました。あの言葉はとても嬉しかったです。その当時は高額な助成金をいただけまし
た。うれし野の基盤づくりに大きく役立ったことは言うまでもありません。

うれし野こども図書室にて。本棚の周りで絵本を開いて夢中になる子どもたちの様子。

［子どもに本を届ける上での思いと今後の課題］
　子どもの目線を忘れずに、選書をきちんと行うこと、ストーリーテリング、えほんの読み聞かせを心して行
うこと、そのために例会を怠らず、アドバイスのやり取りを大切にすることを基本としています。
　うれし野こども図書室にくる子どもたちは、幼稚園から小学6年生まで続けて通ってくれることが多く、そ
のおかげか高校生になってからも懐かしそうに訪れる子たちがあり、ゆっくりと寛いでいきます。小学校高
学年の時に東京へ転校した一家は毎年年賀はがきをくれ、この春休みにはご一家4人でうれし野を訪問して
くれました。見上げるほど大きく逞しくなった2人の男の子、いえ、2人の若者は、盛岡の懐かしい所は色々あ
るがうれし野にいちばん来たかったのだと話してくれました。昔の子どもたちが訪れてくれた時は、本当に
幸せになります。
　団体自体は、基盤はしっかりしておりますが、ご多分に漏れず高齢化してきております。昔のように図書
室を利用する子どもたちのお母さん方が会員になることがめったにありません。皆さん仕事をしており、自
由が利かなくなっております。

うれし野こども図書室の中の様子。幼児や就学後の子どもたちがそれぞれ読書を楽しんでいる。

2011年3月11日の東日本大震災を受け、岩手県陸前高田市に設置された「ちいさいおうち」の外観。うれし野子ど
も図書室の分館として2018年まで運営され、現在も、こうけいしゃによる運営を継続中。

陸前高田市の「ちいさいおうち」ないでの活動の様子。園児が訪れ、文庫内の絵本を各々読みふけっている。

［50周年へのメッセージ］
　50周年、本当におめでとうございます。心から感謝申し上げます。
　子どもたちにとって、読書がいかに大切なことかを深く理解し、それを柱に助成してくださるところは、数える
ほどもないのでないでしょうか。そして、調査に時間をかけ、これほど丁寧にお仕事をなさるところも。私たちボ
ランティア活動にとっては、大変大きな存在です。
　そのような民間の力を心強く感じるとともに、50年にわたる、そくせきが、国の方針にも良い刺激となって伝わ
ってほしいと願います。

うれし野こども図書室で思い思いの時間を過ごす子どもたち。本棚を背に机に向かって何かを書いている子ども
たちもいる。

●団体情報
特定非営利活動法人　
うれし野こども図書室
理事長：たかはしみちこ
所在地：岩手県盛岡市若園町2の2　盛岡市総合福祉センター3F
かいかんび：毎週木曜・土曜日（祝日はお休み）14:00から17:00
図書室の開室、月例えほんの会、ストーリーテリング勉強会、市立図書館での「おはなしのじかん」、小学校に訪問
してのストーリーテリング（ねん7、8校）、幼稚園訪問、一般人向け「えほん講座」開催など定期的に活動。児童セ
ンターや保育所にも希望があれば随時訪問。子どもと本についての講師派遣も行っている。
ホームページ情報：https://www.うれしの-cl.jp/
●じゅりょう・受賞歴
・購入費助成じゅりょう数：3回（1989年度 備品の充実と講演会の開催、2011年度・2012年度 陸前高田市の仮設
図書館の図書充実）
・関係者の子ども文庫功労賞受賞数：1回（2021年度 たかはし　みちこさん）

うれし野こども図書室のキャラクターのりゅうのイラスト。みどりの体で赤い本を読んでいる。

うれし野こども図書室の理事長、たかはし みちこさんの写真。絵本講座の講師を務めている際の様子。

［子ども文庫助成受領時のこと］
　初めて伊藤忠記念財団さんから視察調査の方
がいらしてくださった時の緊張感は、今でも忘
れません。非常に細かいところまで質問を受け
ました。県からも市からも助成を受けず、自分た
ちの力で続けてきた活動でした。そして、選書の
こと、読書の役割など、行政の方から理解も受け
ていない時期でした。もちろん、こちらも求めて
はいない若さもありました。財団の調査の担当
者の方は、行政の判断とは関係なく私たちが決
めます、と仰いました。あの言葉はとても嬉しか
ったです。その当時は高額な助成金をいただけ
ました。うれし野の基盤づくりに大きく役立っ
たことは言うまでもありません。

●団体情報
特定非営利活動法人　
うれし野こども図書室
理事長：髙

たか
橋
はし

 美
み

知
ち

子
こ

所在地：岩手県盛岡市若園町2-2　盛岡市
総合福祉センター3F
開館日：毎週木曜・土曜日（祝日はお休み）
14:00〜17:00
図書室の開室、月例えほんの会、ストーリ
ーテリング勉強会、市立図書館での「おは
なしのじかん」、小学校に訪問してのスト
ーリーテリング（年7、8校）、幼稚園訪問、
一般人向け「えほん講座」開催など定期的
に活動。児童センターや保育所にも希望が
あれば随時訪問。子どもと本についての講
師派遣も行っている。
HP情報：https://www.ureshino-cl.jp/

●受領・受賞歴
・購入費助成受領数：3回（1989年度 備

品の充実と講演会の開催、2011年度・
2012年度 陸前高田市の仮設図書館の
図書充実）

・関係者の子ども文庫功労賞受賞数：1回
（2021年度 髙橋美知子さん）

［子どもに本を届ける上での思いと今後の課題］
　子どもの目線を忘れずに、選書をきちんと行
うこと、ストーリーテリング、えほんの読み聞か
せを心して行うこと、そのために例会を怠らず、
アドバイスのやり取りを大切にすることを基本
としています。
　うれし野こども図書室にくる子どもたちは、
幼稚園から小学6年生まで続けて通ってくれる
ことが多く、そのおかげか高校生になってから
も懐かしそうに訪れる子たちがあり、ゆっくり
と寛いでいきます。小学校高学年の時に東京へ
転校した一家は毎年年賀はがきをくれ、この春
休みにはご一家4人でうれし野を訪問してくれ
ました。見上げるほど大きく逞しくなった2人の
男の子、いえ、2人の若者は、盛岡の懐かしい所
は色々あるがうれし野にいちばん来たかったの
だと話してくれました。昔の子どもたちが訪れ
てくれた時は、本当に幸せになります。
　団体自体は、基盤はしっかりしておりますが、
ご多分に漏れず高齢化してきております。昔の
ように図書室を利用する子どもたちのお母さん
方が会員になることがめったにありません。皆
さん仕事をしており、自由が利かなくなってお
ります。

［50周年へのメッセージ］
　50周年、本当におめでとうございます。心か
ら感謝申し上げます。
　子どもたちにとって、読書がいかに大切なこ
とかを深く理解し、それを柱に助成してくださ
るところは、数えるほどもないのでないでしょ
うか。そして、調査に時間をかけ、これほど丁寧
にお仕事をなさるところも。私たちボランティ
ア活動にとっては、大変大きな存在です。
　そのような民間の力を心強く感じるとともに、
50年にわたる足跡が、国の方針にも良い刺激と
なって伝わってほしいと願います。

特定非営利活動法人

うれし野こども図書室

絵本講座の講師を務める髙橋美知
子理事長

うれし野こども図書室の内観

子どもたちが思い思いに過ごせる空間

絵本に夢中になる子どもたち

2011年3.11東日本大震災を受け、その年11月に子どもと本の居場所としてこども図書館「ちいさいおうち」を設立。2018年まで運営を担う。現在も後継者にて開館継続中

子ども文庫助成
助成先からの声④
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子ども文庫助成　助成先からの声⑤

特定非営利活動法人　てんやく絵本ふれあい文庫

［子ども文庫助成じゅりょうじのこと］
　4回にわたるご支援ではその都度大きな成果が得られました。
　初回の1985年度は「いわた文庫」として誕生したばかりで、僅か数冊の絵本の購入にも苦慮していた時期で、地域の
人からお下がりの絵本を寄付していただいていました。そんな時に50万円という多額の助成金をいただけた時はまる
で夢のようでした。それによってようやく必要な絵本を揃えることができました。
　2001年度はいろいろな事情があって、その頃お世話になっていた社会福祉法人から独立したばかりで、別の法人の
ビルの一角で、書架と作業机しかない部屋で活動していました。その時にコピー機だけは欲しいと願い申請させてい
ただいたのです。すると、現地調査に来られた担当者の方が、パソコンもない劣悪な状況で貸し出し作業をしている
のをご覧になって、「パソコンもないんですか！？」と驚かれて、「限度枠にまだ余裕があるので直ちに追加申請をしな
さい」と言ってくださったのです。それを聞いたスタッフがすぐに電気屋さんに出かけ、パソコンの見積もりを取り、
申請させていただいたのでした。そして、パソコンとコピー機が揃い、各種資料作りが楽になっただけでなく、それま
で個人のワープロを持ち込んで製作していた「ふれあい文庫だより」もパソコンで製作できるようになったのでした。
　2010年度は、その頃各地で作られるようになったてんやく絵本の質を高めるためにどうしても『てんやく絵本のつ
くり方』のマニュアルビデオを製作したいと考え、申請したのでした。それまでお付き合いのあった映像プロダクシ
ョンの協力もあって素晴らしいマニュアルビデオが完成し、点字図書館や盲学校に寄贈しました。そして今もてんや
く絵本作りを学びたいとおっしゃる方たちにこのＤＶＤを提供しています。
　2021年度にいただいた「子ども文庫功労賞」は本当に思いがけない受賞でした。ご挨拶でも述べさせていただきま
したが、この活動は限られた人たちを対象としている本当に地味な取り組みで、それをこのように評価していただけ
たことに感激しました。長年にわたって活動を支えてくださっているボランティアの皆さんにとっても大きな励みと
なり、活動を続ける原動力にもつながったように思います。

［子どもに本を届ける上での思いと今後の課題］
　私たちが最も大事にしていることは、見えない人用の絵本を作るのではなく、見えない人が見える人と一緒に楽し
める絵本作りを目指すことです。そこには「絵本は子どもに与えるものではなく、親子で楽しむもの」という思いがあ
るからです。

ふれあい文庫の利用家族の写真。せいがんのお母さんの左右に全盲のおねえちゃんとせいがんの弟が座り、3人で一緒
にてんやく絵本を楽しんでいる様子。

　ふれあい文庫は2024年4月に40周年を迎えました。これからの10年は絵本を必要とする見えない人たちがいつで
もどこでも絵本を楽しめる環境になるよう、ちからを尽くしていきたいと考え

ています。そんな中で、今直面している課題は、事務局スタッフが高齢となり、後任がなかなか見つからないこと。きちんと報酬を払って雇
用できるのであれば何の問題もないのですが、文庫は活動のほとんどがボランティアによって運営されており、財源も限られていて、有給で
事務局スタッフを置くことが難しいという問題があります。

［50周年へのメッセージ］
　50周年おめでとうございます！
　それと同時に、常に財源と人材不足という課題を抱えながら活動を続けてきた私たちを支えてくださったことに心から感謝申し上げます。
それが活動を続けていくうえでどれだけ励みになったか分かりません。
　50年前といえば、各地に家庭文庫や地域文庫ができ始めた頃ですね。しかしそこには行政の支援は届きにくく、世話人の手弁当で運営され
ています。そうしたところに目を止め、支援に乗り出してくださった貴財団の取り組みによって、ふれあい文庫がそうであるように、多くの
文庫の活動の継続や充実、発展につながったことと思います。
　人々の生活スタイルや物の価値観も随分変わってきましたが、変えてはいけないものもあります。それは親子のつながりです。絵本を通じ
て親子が触れ合う時間こそが、子どもの心を育ててくれると信じています。そんな私たちの活動をこれからもご支援くださいますようお願
い申し上げます。

てんやく絵本ふれあい文庫の様子。本棚にボランティアの皆さんと製作したたくさんのてんやく絵本が並んでいる。

［ふれあい文庫　利用者からの声　一例］
　おかげさまで娘は毎日絵本にふれ、絵本が大好きな子に成長しました。たくさん素敵な本と出あって、豊かな感受性と知性を育んでいって
ほしいと思います。
　今回は『かさじぞう』が気に入って、何度も声に出して読んでいました。娘の音読を聞いていると日本語の響きの美しさを感じ、しみじみ聴
きいってしまいました。
　先日の母の日には夜、寝る前に『おつきさまこんばんは』を読んでくれました。ふれあい文庫さんにプライベートサービスで初めて点訳を
お願いして、何度も一緒に読んだ絵本です。こんなに素敵なプレゼントがあるんだと、それを考えてくれたことに嬉しくなりました。

●団体情報
特定非営利活動法人
てんやく絵本ふれあい文庫
代表：いわたみつこ
所在地：〒550-0002
大阪府大阪市西区江戸堀1-25-35
かいかんび：すい〜土曜日（年末年始および祝日を除く）
各地に在住のボランティアによるてんやく絵本の製作と、全国にお住まいの視覚障害児（者）がいるご家庭ないし学校・図書館などへの郵送
による貸出を行っている。
ホームページ情報：https://bccweb.ビー、エイ、アイ.ne.jp/てんやく-えほん/index.htm
●じゅりょう・受賞歴
・購入費助成じゅりょう数：3回（1985年度・2001年度・2010年度 「てんやく絵本の作り方」DVD製作費や備品の充実、点訳絵本の製作に使用）
・関係者の子ども文庫功労賞受賞数：1回（2021年度 岩田美津子さん）

てんやく絵本ふれあい文庫の代表の、いわた みつこさんの写真。文庫の本棚の前にて。

［子ども文庫助成受領時のこと］
　4回にわたるご支援ではその都度大きな成果
が得られました。
　初回の1985年度は「岩田文庫」として誕生し
たばかりで、僅か数冊の絵本の購入にも苦慮し
ていた時期で、地域の人からお下がりの絵本を
寄付していただいていました。そんな時に50万
円という多額の助成金をいただけた時はまるで
夢のようでした。それによってようやく必要な
絵本を揃えることができました。
　2001年度はいろいろな事情があって、その頃
お世話になっていた社会福祉法人から独立した
ばかりで、別の法人のビルの一角で、書架と作業
机しかない部屋で活動していました。その時に
コピー機だけは欲しいと願い申請させていただ
いたのです。すると、現地調査に来られた担当者
の方が、パソコンもない劣悪な状況で貸し出し
作業をしているのをご覧になって、「パソコンも
ないんですか！？」と驚かれて、「限度枠にまだ
余裕があるので直ちに追加申請をしなさい」と

●団体情報
特定非営利活動法人
てんやく絵本ふれあい文庫
代表：岩

いわ
田
た

 美
み
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つ
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こ

所在地：〒550-0002
大阪府大阪市西区江戸堀1-25-35
開館日：水〜土曜日（年末年始および祝日
を除く）
各地に在住のボランティアによるてんや
く絵本の製作と、全国にお住まいの視覚障
害児（者）がいるご家庭ないし学校・図書
館などへの郵送による貸出を行っている。
HP情報：https://bccweb.bai.ne.jp/
tenyaku-ehon/index.htm

●受領・受賞歴
・購入費助成受領数：3回（1985年度・

2001年度・2010年度 「てんやく絵本
の作り方」DVD製作費や備品の充実、点
訳絵本の製作に使用）

・関係者の子ども文庫功労賞受賞数：1回
（2021年度 岩田美津子さん）

言ってくださったのです。それを聞いたスタッ
フがすぐに電気屋さんに出かけ、パソコンの見
積もりを取り、申請させていただいたのでした。
そして、パソコンとコピー機が揃い、各種資料作
りが楽になっただけでなく、それまで個人のワ
ープロを持ち込んで製作していた「ふれあい文
庫だより」もパソコンで製作できるようになっ
たのでした。
　2010年度は、その頃各地で作られるようにな
ったてんやく絵本の質を高めるためにどうして
も『てんやく絵本のつくり方』のマニュアルビデ
オを製作したいと考え、申請したのでした。それ
までお付き合いのあった映像プロダクションの
協力もあって素晴らしいマニュアルビデオが完
成し、点字図書館や盲学校に寄贈しました。そし
て今もてんやく絵本作りを学びたいとおっしゃ
る方たちにこのＤＶＤを提供しています。
　2021年度にいただいた「子ども文庫功労賞」
は本当に思いがけない受賞でした。ご挨拶でも
述べさせていただきましたが、この活動は限ら
れた人たちを対象としている本当に地味な取り
組みで、それをこのように評価していただけた
ことに感激しました。長年にわたって活動を支
えてくださっているボランティアの皆さんにと
っても大きな励みとなり、活動を続ける原動力
にもつながったように思います。

［子どもに本を届ける上での思いと今後の課題］
　私たちが最も大事にしていることは、見えな
い人用の絵本を作るのではなく、見えない人が
見える人と一緒に楽しめる絵本作りを目指すこ
とです。そこには「絵本は子どもに与えるもので
はなく、親子で楽しむもの」という思いがあるか
らです。
　ふれあい文庫は2024年4月に40周年を迎え
ました。これからの10年は絵本を必要とする見
えない人たちがいつでもどこでも絵本を楽しめ
る環境になるよう力を尽くしていきたいと考え

ています。そんな中で、今直面している課題は、
事務局スタッフが高齢となり、後任がなかなか
見つからないこと。きちんと報酬を払って雇用
できるのであれば何の問題もないのですが、文
庫は活動のほとんどがボランティアによって運
営されており、財源も限られていて、有給で事務
局スタッフを置くことが難しいという問題があ
ります。

［50周年へのメッセージ］
　50周年おめでとうございます！
　それと同時に、常に財源と人材不足という課
題を抱えながら活動を続けてきた私たちを支え
てくださったことに心から感謝申し上げます。
それが活動を続けていくうえでどれだけ励みに
なったか分かりません。
　50年前といえば、各地に家庭文庫や地域文庫
ができ始めた頃ですね。しかしそこには行政の
支援は届きにくく、世話人の手弁当で運営され
ています。そうしたところに目を止め、支援に乗
り出してくださった貴財団の取り組みによって、
ふれあい文庫がそうであるように、多くの文庫
の活動の継続や充実、発展につながったことと
思います。
　人々の生活スタイルや物の価値観も随分変わ
ってきましたが、変えてはいけないものもあり
ます。それは親子のつながりです。絵本を通じ
て親子が触れ合う時間こそが、子どもの心を育
ててくれると信じています。そんな私たちの活
動をこれからもご支援くださいますようお願い
申し上げます。

特定非営利活動法人

てんやく絵本ふれあい文庫

代表の岩田美津子さん。文庫の書
棚の前で

全盲のお姉ちゃん、晴眼の弟、晴眼のお母さんが、みんなで一緒に絵本を楽しむ様子

てんやく絵本ふれあい文庫の様子。書棚に並ぶたくさんのてんやく絵本

［ふれあい文庫　利用者からの声　一例］
　おかげさまで娘は毎日絵本にふれ、絵本が大好きな
子に成長しました。たくさん素敵な本と出あって、豊か
な感受性と知性を育んでいってほしいと思います。
　今回は『かさじぞう』が気に入って、何度も声に出し
て読んでいました。娘の音読を聞いていると日本語の
響きの美しさを感じ、しみじみ聴き入ってしまいました。
　先日の母の日には夜、寝る前に『おつきさまこんばん
は』を読んでくれました。ふれあい文庫さんにプライベ
ートサービスで初めて点訳をお願いして、何度も一緒に
読んだ絵本です。こんなに素敵なプレゼントがあるん
だと、それを考えてくれたことに嬉しくなりました。

子ども文庫助成
助成先からの声⑤
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子ども文庫助成　助成先からの声⑥

認定特定非営利活動法人　高知こどもの図書館

［子ども文庫助成じゅりょうじのこと］
　当館は、NPO法人が運営する私設図書館です。当館の趣旨に賛同してくださる会員からの会費や個人、団体などか
らの寄付金により、運営費を賄っております。図書費に使える費用捻出にも苦慮する中、貴財団からご恵贈賜りまし
た助成により、多くの良質な児童書を蔵書として揃えることができました。その御支援は開館当初の2000年度から始
まり、2019年度の新館移転時と節目節目にお力添えいただきました。
　2022年度には、当館初代館長のおおはらすみに「子ども文庫功労賞」という栄誉ある賞をいただきました。実のとこ
ろ、おおはら本人には内緒で推薦したので、受賞の際には「こんなご褒美をいただけるとは思わなかったわ」と感謝と
喜びをかみしめておりました。

高知こどもの図書館内での読み聞かせの様子。絵本にじっと注目する子どもたち。

2020年移転後の図書館内の様子。谷川俊太郎による「としょかんへ行こう」の詩がパネルに印字され壁に飾られている。

［子どもに本を届ける上での思いと今後の課題］
　当館の理念は「こどもに本を届け続けること」です。人が生きていく上で必要な自己肯定感や他者への信頼感は、幼
いころの温かな人との関わりの記憶によって育まれます。こどもにとって読書は、喜びを与えるものでありその喜び
はこどもの心の成長に大きく寄与します。
　当館は、本の力を信じ、こどもたちの成長の一助となるべく活動しています。これからを生きるこどもたちのため
に最良のものを整え、本と人をむすぶ場所、人と人をむすぶ場所、心安らぐ地域の図書館として、役立てていただける
よう努めています。
　2024年、当館はおかげ様で開館25周年を迎えることができました。開館当時よりご支援くださっている会員の皆さ
まの高齢化が進み、会

員すうの自然減が年々増えています。物価高騰の影響もあり、子育て世帯に会員となって会費のご負担をいただくの
は厳しい現状があります。当館もこのまま赤字が続けば図書館を運営することができません。運営基盤を強化するた
めに、こどもに対する助成をされている団体との連携を模索中です。

図書館を利用する子どもたちから届いたイラスト。「いつもたのしいほんをかしてくれてありがとう」と言葉が添えら
れている。

図書館内で図書館員が開いた絵本に注目する赤ちゃんたちの写真。図書館内は赤ちゃんも絵本やおもちゃを楽しめる
空間になっている。

［50周年へのメッセージ］
　伊藤忠記念財団50周年、心よりお祝い申し上げます。
　子ども文庫助成事業をはじめ、調査研究事業、児童館事業、電子図書普及事業など、こどもたちへ読書の喜びを届け
る活動を長らく続けてこられましたご功績に敬意を表したく存じます。貴財団からのご支援に当館も大いに励まされ、
これまで歩み続けることができました。厚く御礼申し上げます。今後ますますのご繁栄をお祈りいたします。

高知こどもの図書館の外観の写真。建物は高知城のふもと、木々に囲まれた緑豊かな環境に位置している。

●団体情報
認定特定非営利活動法人
高知こどもの図書館
理事長：おかもとふみ
所在地：〒780-0850　高知県高知市丸ノ内1-1-10
かいかんび：げつ、きん、ど、にち　10:00から17:00
図書館の運営、乳幼児対象のおはなし会、ブックトーク、出張講師派遣（絵本の読み聞かせについて、読書ボランティア
養成講座、ブックスタート、教職員向け等）、ワークショップ、講演会の開催を行っている。
ホームページ情報：https://kodomonotoshokan.オー、アール、ジー/
●じゅりょう・受賞歴
・購入費助成じゅりょう数：3回（2000年度・2002年度・2019年度 図書の充実）
・関係者の子ども文庫功労賞受賞数：2回（1994年度 ほきやまれいさん、2022年度 おおはらすみさん）

高知こどもの図書館のロゴの画像。高知県内在住の版画家松林誠さんによる花をモチーフにしたデザイン。

高知こどもの図書館の理事長（記念誌製作当時）の、おかもと ふみさん。同かん開館25周年を祝う会にて。

［子ども文庫助成受領時のこと］
　当館は、NPO法人が運営する私設図書館です。
当館の趣旨に賛同してくださる会員からの会費
や個人、団体などからの寄付金により、運営費を
賄っております。図書費に使える費用捻出にも
苦慮する中、貴財団からご恵贈賜りました助成
により、多くの良質な児童書を蔵書として揃え
ることができました。そのご支援は開館当初の
2000年度から始まり、2019年度の新館移転時
と節目節目にお力添えいただきました。
　2022年度には、当館初代館長の大原寿美に

●団体情報
認定特定非営利活動法人
高知こどもの図書館
理事長：岡

おか
本
もと

 富
ふ

美
み

所在地：〒780-0850　高知県高知市丸
ノ内1-1-10
開館日：月・金・土・日　10:00〜17:00
図書館の運営、乳幼児対象のおはなし会、
ブックトーク、出張講師派遣（絵本の読み
聞かせについて、読書ボランティア養成講
座、ブックスタート、教職員向け等）、ワー
クショップ、講演会の開催を行っている。
HP情報：https://kodomonotoshokan.
org/

●受領・受賞歴
・購入費助成受領数：3回（2000年度・

2002年度・2019年度 図書の充実）
・関係者の子ども文庫功労賞受賞数：2回
（1994年度 穂岐山禮さん、2022年度 
大原寿美さん）

「子ども文庫功労賞」という栄誉ある賞をいただ
きました。実のところ大原本人には内緒で推薦
したので、受賞の際には「こんなご褒美をいただ
けるとは思わなかったわ」と感謝と喜びをかみ
しめておりました。

［子どもに本を届ける上での思いと今後の課題］
　当館の理念は「こどもに本を届け続けること」
です。人が生きていく上で必要な自己肯定感や
他者への信頼感は、幼いころの温かな人との関
わりの記憶によって育まれます。こどもにとっ
て読書は、喜びを与えるものでありその喜びは
こどもの心の成長に大きく寄与します。
　当館は、本の力を信じ、こどもたちの成長の一
助となるべく活動しています。これからを生き
るこどもたちのために最良のものを整え、本と
人をむすぶ場所、人と人をむすぶ場所、心安らぐ
地域の図書館として、役立てていただけるよう
努めています。
　2024年、当館はおかげ様で開館25周年を迎
えることができました。開館当時よりご支援く
ださっている会員の皆さまの高齢化が進み、会

員数の自然減が年々増えています。物価高騰の
影響もあり、子育て世帯に会員となって会費の
ご負担をいただくのは厳しい現状があります。
当館もこのまま赤字が続けば図書館を運営する
ことができません。運営基盤を強化するために、
こどもに対する助成をされている団体との連携
を模索中です。

［50周年へのメッセージ］
　伊藤忠記念財団50周年、心よりお祝い申し上
げます。
　子ども文庫助成事業をはじめ、調査研究事業、
児童館事業、電子図書普及事業など、こどもたち
へ読書の喜びを届ける活動を長らく続けてこら
れましたご功績に敬意を表したく存じます。貴
財団からのご支援に当館も大いに励まされ、こ
れまで歩み続けることができました。厚く御礼
申し上げます。今後ますますのご繁栄をお祈り
いたします。

認定特定非営利活動法人

高知こどもの図書館

岡本富美理事長。同館開館25周年
を祝う会にて

絵本にじっと注目するこどもたち

「いつもたのしいほんをかしてくれて　ありがとう」　こどもたちから届いたメッセージ

2020年移転後の内観。谷川俊太郎の詩「としょかんへ行こう」が飾られている

赤ちゃんも絵本やおもちゃを楽しめる空間

建物は高知城のふもとにある。木々に囲まれた緑豊かな環境

子ども文庫助成
助成先からの声⑥

42 43伊藤忠記念財団 50周年記念誌



子ども文庫助成　助成先からの声⑦
キリン文庫かすが

［子ども文庫助成じゅりょうじのこと］
　「きりん文庫」は1985年東京・杉並区でスタートした家庭文庫です。当初は杉並区より文庫の助
成を受けていましたが、1994年に福岡県かすがし、に移住後、「きりん文庫かすが」として自宅で活
動、その後マンションの敷地に建設された公民館に移り、赤ちゃんとボランティアを対象に活動す
るようになりました。同時に地域文庫「のはらクラブ」の活動も同じ公民館で行うようになり、そ
れぞれに伊藤忠記念財団の文庫助成を受けました。書籍や機材を助成金で整えることができ、現
在も活発な活動を続けています。

サン・ビオ公民館内の文庫活動の様子。絵本を開く徳永さんを囲む3人の子どもたちと、それを見
守る3人の世話人たちの写真。

文庫のおはなし会に集う子どもたちの様子。徳永さんが開く絵本に幼児たちが注目している写真。

［子どもに本を届ける上での思いと今後の課題］
　子どもの読書はまず「人の声」で「ことば」を届けることから始まるということをムーシカ文庫のいぬ
いとみこさんより学び、以来ずっと「おはなし会」を大切にして読み聞かせや語り、わらべうたの活動を
行ってきています。“「声」が育てる「ことば」と「こころ」”というのがモットーです。文字が読めても本
はなかなか読めるようにならないので、まず耳から人の声を通して本に親しむことを大切にしています。
　「子ども読書ねん」をきっかけとして読書ボランティアの数は増加しましたが、活動としては今ひとつ
充実感に欠けるような気がしています。助成は読書ボランティアの勉強会にも利用できると有難いので
はないでしょうか。
　もうひとつ気になるのはコロナかの影響です。公共の場での声出しや集会が禁じられていたので、殊
に乳幼児などには影響が大きかったと思われます。今後の努力課題になりそうです。

松岡享子さん訪問時の文庫メンバーとの集合写真。福岡女学院教会内のわかば文庫にて撮影。

［50周年へのメッセージ］
　石井桃子先生による名著『子どもの図書館』（岩波新書、1965年）が出版されてから半世紀以上（60年！）
が経ち、その間に日本全国に沢山の文庫が生まれました。そして、本の好きな子どもと大人も大勢存在
しています。
　昔に比べて図書館事情が良くなったとはいえ、地域の文庫の存在は今も大きな支えとなっていると思
います。これらの文庫の活動を支えてくださっているのが伊藤忠記念財団の存在と活動だといっても過
言ではないでしょう。50年に及ぶ事業の成果に感謝し、今後ますます子どもと本、言葉と心の土台を支
えていただけますよう、お願いしたいと思います。

文庫利用者から贈られたメッセージ。「ぼくが本が好きになることができたのは徳永先生のおかげで
す。」と書かれている。

●団体情報
きりん文庫かすが
代表： とくながはるこ
所在地：〒816-0874　福岡県かすがし大和町5の1の4　サン・ビオ公民館内
かつどうび：毎月1回 わらべうたとえほんの会（赤ちゃん対象）/毎月3回 語りの勉強会（ボランティア
対象）
0歳じとお母さんを対象にわらべうたと絵本の読み聞かせを行っている。読書ボランティアのための語
りの勉強会も実施。

●じゅりょう・受賞歴
・購入費助成じゅりょう数：1回（2011年度 図書・書架・備品の充実）
・関係者の子ども文庫功労賞受賞数：1回（2005年度 徳永　はるこさん）
※きりん文庫かすがの他に、当時徳永さんが主宰されていた下記の２文庫も、じゅりょう歴あり。とも
に現在も活動継続中。
・（福岡女学院教会）わかば文庫：1回（2001年度 図書の購入・備品の充実）
・春日市サンビオ文庫　のはらクラブ：1回（2006年度 図書の購入）

代表の、とくなが はるこさんの写真。文庫活動の際、子どもたちとともに撮影。現在は活動の中心を後
進に譲られている。

●団体情報
きりん文庫かすが
代表： 徳

とく
永
なが

 明
はる

子
こ

所在地：〒816-0874　福岡県春日市大
和町5-1-4　サン・ビオ公民館内
活動日：毎月1回 わらべうたとえほんの
会（赤ちゃん対象）/毎月3回 語りの勉強会

（ボランティア対象）
0歳児とお母さんを対象にわらべうたと絵
本の読み聞かせを行っている。読書ボラン
ティアのための語りの勉強会も実施。

●受領・受賞歴
・購入費助成受領数：1回（2011年度 図

書・書架・備品の充実）
・関係者の子ども文庫功労賞受賞数：1回
（2005年度 徳永明子さん）
※きりん文庫かすがの他に、当時徳永さん

が主宰されていた下記の２文庫も受領
歴あり。ともに現在も活動継続中。

・（福岡女学院教会）わかば文庫：1回
（2001年度 図書の購入・備品の充実）
・春日市サンビオ文庫　のはらクラブ：1

回（2006年度 図書の購入）

［子ども文庫助成受領時のこと］
　「きりん文庫」は1985年東京・杉並区でスター
トした家庭文庫です。当初は杉並区より文庫の
助成を受けていましたが、1994年に福岡県春日
市に移住後、「きりん文庫かすが」として自宅で
活動、その後マンションの敷地に建設された公
民館に移り、赤ちゃんとボランティアを対象に
活動するようになりました。同時に地域文庫「の
はらクラブ」の活動も同じ公民館で行うように
なり、それぞれに伊藤忠記念財団の文庫助成を
受けました。書籍や機材を助成金で整えること
ができ、現在も活発な活動を続けています。

［子どもに本を届ける上での思いと今後の課題］
　子どもの読書はまず「人の声」で「ことば」を
届けることから始まるということをムーシカ文
庫のいぬいとみこさんより学び、以来ずっと「お
はなし会」を大切にして読み聞かせや語り、わら
べうたの活動を行ってきています。“「声」が育て
る「ことば」と「こころ」”というのがモットーで
す。文字が読めても本はなかなか読めるように
ならないので、まず耳から人の声を通して本に
親しむことを大切にしています。
　「子ども読書年」をきっかけとして読書ボラン
ティアの数は増加しましたが、活動としては今
ひとつ充実感に欠けるような気がしています。
助成は読書ボランティアの勉強会にも利用でき
ると有難いのではないでしょうか。
　もうひとつ気になるのはコロナ禍の影響です。
公共の場での声出しや集会が禁じられていたの
で、殊に乳幼児などには影響が大きかったと思
われます。今後の努力課題になりそうです。

［50周年へのメッセージ］
　石井桃子先生による名著『子どもの図書館』（岩
波新書、1965年）が出版されてから半世紀以上

（60年！）が経ち、その間に日本全国に沢山の文
庫が生まれました。そして、本の好きな子どもと
大人も大勢存在しています。
　昔に比べて図書館事情が良くなったとはいえ、
地域の文庫の存在は今も大きな支えとなってい
ると思います。これらの文庫の活動を支えてく
ださっているのが伊藤忠記念財団の存在と活動
だといっても過言ではないでしょう。50年に及
ぶ事業の成果に感謝し、今後ますます子どもと
本、言葉と心の土台を支えていただけますよう、
お願いしたいと思います。

きりん文庫かすが

代表の徳永明子さん。現在は活動
の中心を後進にゆずられている

おはなし会に集う子どもたち

サン・ビオ公民館内の文庫活動の様子

松岡享子さんと文庫メンバー。福岡女学院教会内のわかば文庫にて
「ぼくが本が好きになることができたのは徳永先生のおかげです」。利用者から贈ら
れたメッセージ

子ども文庫助成
助成先からの声⑦
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子ども文庫助成　助成先からの声⑧

国際児童文庫協会（アイ、シー、ビー、エー）

［子ども文庫助成じゅりょうじのこと］
　いずれの受賞も嬉しく、そして有り難く、活動を続けていく励みになっています。
　その中でも、アイ、シー、ビー、エーが活動を始めて10年の節目でいただいたミセスダンの文庫功労賞は、ダブルの子ど
もたち※の文庫活動が初めて公に認められたことを感じさせ、関わっているすべての人に勇気を与えてくれました。私た
ちの活動は地道で、切り詰めた組織で行っているため、いただいたお金はすべて新設文庫の蔵書、講演会やワークショッ
プ、組織の運営費などに使わせていただきました。

※ダブルの子どもたち（Double Children）…ふたつ、もしくはそれ以上の国のアイデンティティや言語のルーツを持つ子ども
たち。

［子どもに本を届ける上での思いと今後の課題］
　できるだけ子どもたちが喜ぶ、楽しむことができる良い本を文庫に揃えてほしいとの思いから、ロングセラーのものを
選んで送るようにしていますが、文庫の主体は文庫を運営している人にあるとの考えから、こちらから送る本であっても、
必ず文庫リーダーと話し合って選ぶようにしています。
　アイ、シー、ビー、エーには運営委員の、こうけいしゃ問題がありますが、解決策はなかなか見えません。海外の日本語文
庫の会員は、駐在員家庭の子どもたちから国際結婚の子どもたちへと変わってきましたが、活動は日本語を話す母親や父
親に支えられてきました。ここにきて、日本語をあまり話せない親世代（第3世代）が増えつつあり、この傾向が続いていく
中での活動のあり方を考えていかなければならないと思っています。

国際児童文庫協会のロゴ。母親が子ども二人に絵本を読み聞かせるイラストを「INTERMNATIONAL CHILDREN'S 
BUNKO ASSOCIATION」の文字が円形に囲んでいる。

［50周年へのメッセージ］
アイ、シー、ビー、エー東京本部　まるやまあきえ代表より
　真心と熱意で文庫活動に取り組んでいる人々に光をあて、長く支えてくださっている貴財団に、深い敬意を表し、心より
50周年のお祝いを申し上げます。多言語で育つ子どもたちが世界中で増えている今、ダブルの子どもたちの文庫活動は、
狭い意味での日本語教育や母語維持のためというよりも、はるかに大事で、はるかに深い意味合いがあるように感じます。
その活動に長く心を寄せ、その道のりを見守ってくださることに、深く感謝いたします。社会の変化は早く、文庫はこれか
らも変わっていくことと思いますが、これからも地道な文庫の活動を支えてくださることを願い、貴財団のますますのご
発展をお祈りいたします。

アイ、シー、ビー、エー、ユーケー支部　なかたにあんり運営委員長より
　設立50周年、おめでとうございます。
　日本が高度成長を遂げた50年前から、日本も世界もさまざまな変化を経験してきました。その中で、貴財団が50年とい
う長い年月、継続し発展してこられたことに心から敬意を表します。テクノロジーの飛躍的な発達により、便利になって
世界が加速する一方で、昔と変わらない絵本という媒体を通して子どもと接する時間に安らぎを感じます。海外では今も
日本語の絵本の入手が容易ではないため、その喜びを海外で育つ子どもたちに与えてくださる貴財団の文庫助成プログラ
ムに心から感謝しております。海外で生活する日本人は増え続け、子どもの頃に親子で日本語の絵本を楽しんだ記憶は次
の世代へと引き継がれています。それは世界が変わっても、変わらずにいてほしいものだからにちがいありません。これ
からも、絵本に日本の心をのせて世界中の文庫に届けてくださいますように。
　貴財団のますますのご発展をお祈りいたします。

From ICBA Honorary President Opal Dunn
　Sincere congratulations to Itochu Foundation on the number of young monolingual and bilingual (Double) Japanese 
children they have supported through provisions of quality picture books to Bunko in Japan and overseas during the 
last 50 years.
　World Society has changed during this period; the number of Japanese children growing-up outside Japan has 
increased.  For these bilingual children acquiring Japanese during their very early years is natural, if they are 
motivated, feel good and have opportunities to socialise and join in spoken Japanese exchanges with different adults 
and older children. Being instructed in a formal school-learning atmosphere is not how positive life-long language and 
cultural interests are absorbed.
　International Children’s Japanese Bunko outside Japan has adapted to provide Japanese Community Bunko in which 
young children feel good and can, effortlessly, absorb how to speak Japanese whilst sharing picture books with other 
mothers and borrowing them to enjoy share-reading at home. University students, IC Bunko Graduates, confident in 
feeling Japanese, tell us that Japanese Bunko was their happiest experience growing-up in London.
　Thank you, Itochu Foundation, for your support world-wide to make this early-years Japanese developmental 
experience possible for Japanese children living overseas in non-Japanese language countries.

※アイシービーエー、オパール・ダン名誉会長のメッセージはP107に日本語文を掲載しています

イギリス・ロンドンのてまり文庫（2023年度助成じゅりょう）の子どもたちの集合写真。2月の文庫活動で節分のイベントをし
たときのもので、皆そのとき作った鬼のお面で顔を隠している。

神奈川県横浜市のハンプティダンプティ文庫（2000年と2009年に助成じゅりょう）。英語で活動する子ども文庫で、写真には屋
外で絵本を使った活動の様子が写されている。

●団体情報
国際児童文庫協会（アイシービーエー）
代表： まるやまあきえ（東京本部）
所在地：東京都（本部）/ロンドン（UK支部）日本国内でふたつの英語文庫、海外13カ国で52の日本語文庫が活動中。
かつどうび：所属の各文庫による
海外や日本国内での文庫運営に際し、充実した蔵書を持てるよう定期的な蔵書購入を支援。文庫間の情報交換や横のつながり
を感じられる場として、複数文庫が参加するオンラインミーティングを主催している。各国の様々な文庫が所属しており、現
地訪問や文庫リーダーが日本に帰国する際のミーティング、オンライン面談などを通して定期的に意見交換をしている。
ホームページ情報：https://www.アイ、シー、ビー、エー-1979.オー、アール、ジー/
●じゅりょう・受賞歴
・購入費助成じゅりょう数：4回（1984年度・1998年度 日本支部、2001年度・2012年度 UK支部 それぞれ図書の充実、備品の充
実、冊子の作成、講演会の実施等）
・関係者の子ども文庫功労賞受賞数：3回（1987年度 オパール・ダンさん、2009年度 森嶋瑤子さん、2018年度 まるやま　あきえ
さん）
※その他、各国のIC文庫から毎年応募をいただき、助成を実施している。
　2023年度のじゅりょう者は、イギリスのかもめ文庫、きりんさん文庫、てまり文庫、エヌハチ文庫、どんぐり文庫、及びオース
トラリアのメルボルン青空文庫の計6文庫

国際児童文庫協会名誉会長のオパール・ダンさんと、東京代表の、まるやま あきえさん。

●団体情報
国際児童文庫協会（ICBA）
代表： 丸

まる
山
やま

明
あき

栄
え
（東京本部）

所在地：東京都（本部）/ロンドン（UK支部）
日本国内で２つの英語文庫、海外13カ国
で52の日本語文庫が活動中。
活動日：所属の各文庫による
海外や日本国内での文庫運営に際し、充実
した蔵書を持てるよう定期的な蔵書購入
を支援。文庫間の情報交換や横のつなが
りを感じられる場として、複数文庫が参加
するオンラインミーティングを主催して
いる。各国の様々な文庫が所属しており、
現地訪問や文庫リーダーが日本に帰国す
る際のミーティング、オンライン面談など
を通して定期的に意見交換をしている。
HP情報：https://www.icba-1979.org/

●受領・受賞歴
・購入費助成受領数：4回（1984年度・

1998年度 日本支部、2001年度・2012
年度 UK支部 それぞれ図書の充実、備品
の充実、冊子の作成、講演会の実施等）

・関係者の子ども文庫功労賞受賞数：3回
（1987年度 オパール・ダンさん、2009
年度 森嶋瑤子さん、2018年度 丸山明栄
さん）

※その他、各国のIC文庫から毎年応募をい
ただき、助成を実施している。

　2023年度の受領者は、イギリスのかも
め文庫、きりんさん文庫、てまり文庫、
エヌハチ文庫、どんぐり文庫、及びオー
ストラリアのメルボルン青空文庫の計6
文庫

［子ども文庫助成受領時のこと］
　いずれの受賞も嬉しく、そして有り難く、活動
を続けていく励みになっています。
　その中でも、ICBAが活動を始めて10年の節
目でいただいたミセスダンの文庫功労賞は、ダ
ブルの子どもたち※の文庫活動が初めて公に認
められたことを感じさせ、関わっているすべて
の人に勇気を与えてくれました。私たちの活動
は地道で、切り詰めた組織で行っているため、い
ただいたお金はすべて新設文庫の蔵書、講演会
やワークショップ、組織の運営費などに使わせ
ていただきました。

［子どもに本を届ける上での思いと今後の課題］
　できるだけ子どもたちが喜ぶ、楽しむことが
できる良い本を文庫に揃えてほしいとの思いか
ら、ロングセラーのものを選んで送るようにし
ていますが、文庫の主体は文庫を運営している
人にあるとの考えから、こちらから送る本であ
っても、必ず文庫リーダーと話し合って選ぶよ
うにしています。
　ICBAには運営委員の後継者問題があります
が、解決策はなかなか見えません。海外の日本
語文庫の会員は、駐在員家庭の子どもたちから
国際結婚の子どもたちへと変わってきましたが、
活動は日本語を話す母親や父親に支えられてき
ました。ここにきて、日本語をあまり話せない親
世代（第3世代）が増えつつあり、この傾向が続
いていく中での活動のあり方を考えていかなけ
ればならないと思っています。

［50周年へのメッセージ］
ICBA東京本部　丸

まる

山
やま

明
あき

栄
え

代表より
　真心と熱意で文庫活動に取り組んでいる人々
に光をあて、長く支えてくださっている貴財団
に、深い敬意を表し、心より50周年のお祝いを
申し上げます。多言語で育つ子どもたちが世界
中で増えている今、ダブルの子どもたちの文庫
活動は、狭い意味での日本語教育や母語維持の
ためというよりも、はるかに大事で、はるかに深
い意味合いがあるように感じます。その活動に
長く心を寄せ、その道のりを見守ってくださる
ことに、深く感謝いたします。社会の変化は早
く、文庫はこれからも変わっていくことと思い
ますが、これからも地道な文庫の活動を支えて
くださることを願い、貴財団のますますのご発
展をお祈りいたします。

ICBA UK支部　中
なか

谷
たに

安
あん

里
り

運営委員長より
　設立50周年、おめでとうございます。
　日本が高度成長を遂げた50年前から、日本も
世界もさまざまな変化を経験してきました。そ
の中で、貴財団が50年という長い年月、継続し
発展してこられたことに心から敬意を表します。
テクノロジーの飛躍的な発達により、便利にな
って世界が加速する一方で、昔と変わらない絵
本という媒体を通して子どもと接する時間に安
らぎを感じます。海外では今も日本語の絵本の
入手が容易ではないため、その喜びを海外で育
つ子どもたちに与えてくださる貴財団の文庫助
成プログラムに心から感謝しております。海外
で生活する日本人は増え続け、子どもの頃に親
子で日本語の絵本を楽しんだ記憶は次の世代へ
と引き継がれています。それは世界が変わって
も、変わらずにいてほしいものだからにちがい
ありません。これからも、絵本に日本の心をのせ
て世界中の文庫に届けてくださいますように。
　貴財団のますますのご発展をお祈りいたします。

From ICBA Honorary President Opal Dunn
　Sincere congratulat ions to I tochu 
Foundation on the number of young 
monol ingual and bil ingual (Double) 
Japanese children they have supported 
through provisions of quality picture books 
to Bunko in Japan and overseas during the 
last 50 years.
　World Society has changed during this 
period; the number of Japanese children 
growing-up outside Japan has increased.  
For these bil ingual children acquiring 
Japanese during their very early years is 
natural, if they are motivated, feel good and 
have opportunities to socialise and join in 
spoken Japanese exchanges with different 
adults and older children. Being instructed 
in a formal school-learning atmosphere is 
not how positive life-long language and 
cultural interests are absorbed.

　Internat ional Children’s Japanese 
Bunko outside Japan has adapted to 
provide Japanese Community Bunko 
in which young children feel good and 
can, effortlessly, absorb how to speak 
Japanese whilst sharing picture books 
with other mothers and borrowing them 
to enjoy share-reading at home. University 
students, IC Bunko Graduates, confident 
in feeling Japanese, tell us that Japanese 
Bunko was their happiest experience 
growing-up in London.
　Thank you, I tochu Foundat ion, for 
your support world-wide to make this 
early-years Japanese developmental 
experience possible for Japanese children 
living overseas in non-Japanese language 
countries.

国際児童文庫協会
（ICBA）

名誉会長のオパール・ダンさんと
東京代表の丸山明栄さん

ハンプティダンプティ文庫（日本/横浜市、2000・2009年度助成受
領）。英語で活動する子ども文庫

てまり文庫（イギリス/ロンドン、2023年度助成受領）。2月の文庫活動では、日本
の節分にちなんで鬼のお面を製作した

子ども文庫助成
助成先からの声⑧

※ダブルの子どもたち（Double Children）…ふたつ、もしくはそれ
以上の国のアイデンティティや言語のルーツを持つ子どもたち。

※ICBA オパール・ダン名誉会長のメッセージはP107に日本語文を掲載しています
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子ども文庫助成事業への寄稿

子どもに本を手渡す大人の存在

たかはし きいちろう
1969年生まれ。慶應義塾大学文学部図書館・情報学科卒。マギル大学大学院図書館情報学科修士課程修了。2001ねんより、

（こうざい）東京子ども図書館と（こうざい）伊藤忠記念財団との共同事業「子どもぶんこプロジェクト」の専任職員として、
全国の子ども文庫を行脚した。現在、天理市立図書館館長、（こうざい）東京子ども図書館理事。

たかはし きいちろうさんの顔写真。

子ども文庫とその発展の歴史
　子ども文庫はボランティアが運営する私設の図書館です。設置場所は、個人の家、集会所や公民館、スーパーの中、廃車に
なったバスの車両を使ったものなど実に多様です。
　現在、その数は1,000以上もあり、80年代前半には4,000以上もの文庫がありました。
　子ども文庫は明治時代の後期から見られます。一番古い例は、伊藤忠商事東京本社からすぐ近くの表参道にあったたかぬ
き少年図書館（1906年開設）です。他にも、大正時代、青森県弘前市の魚屋にあった文庫、原爆で廃墟となった長崎市で生ま
れた文庫など、いつの時代、どんな場所においても小さな子ども図書館を開いた無名の人々がいたのです。
　一方、公立図書館での児童サービスも明治から大正にかけて各地で始められていました。山口県立山口図書館のさのとも
さぶろう、京都府立図書館のゆあさきちろうといった人がパイオニアですが、彼らは東京帝国大学やエール大学を卒業し、米
国の図書館事情にも通じていた、当時ではエリート層に属する人々です。
　ただ、こうした人々の努力にも関わらず、公立図書館の児童サービスは、戦後60年代まで、大きく拡がりませんでした。け
れど、草の根の小さい子ども図書館は着実に発展していったのです。
　福澤諭吉は『西洋事情』で欧州の図書館制度を紹介し「西洋諸国の都府には文庫あり。ビブリオテーキといふ。」と記してい
ますが、日本のビブリオテーキが官のエリートだけでなく民衆によっても発展した、このことは強調すべきことです。
　戦後、子ども文庫は急増し、その数が公立図書館を上回るようになります。70年代半ば、公立図書館数はようやく1,000か
んを超えましたが、その頃すでに、文庫は倍の2,000もありました。そして、地域の文庫が連携して文庫連絡会を形成する動
きも見られました。
　多くの地域には公立図書館がなかったため（時には書店もなく）、文庫が子どもにとって、本と出会える唯一の場所でした。
　さらに70年代から80年代になると、文庫の人々が図書館設立運動を始めました。議会への陳情、請願などの働きかけを通
し、公立図書館も増えていきました。
　このような中、1974年、伊藤忠記念財団は設立され、子ども文庫助成は始まりました。

子どもぶんこプロジェクトの開始
　私は、2001年4月から、よねんかん、「子どもぶんこプロジェクト」の専任職員として、財団に勤務しておりました。

　プロジェクトは、（こうざい）東京子ども図書館との共同事業として行われたものです。偶然にも、伊藤忠記念財団と東
京子ども図書館は、同じ1974年に設立され、共に30周年を迎えようとしていました。そして、プロジェクトの目的は、両者
が長年深く関わってきた子ども文庫について、その果たしてきた役割や意義を再確認することにありました。
　プロジェクトは当初3年の予定で、初年度の2001年度はアンケート調査、2年目からは現地での聞き取り調査、そして、最
後にその結果をまとめた報告書の作成という計画でした（結局1年延びて、プロジェクトは2004年度まで実施されました）。

アンケート調査と当時の文庫の状況
　プロジェクトでは、まず初めにアンケート調査を行いました。
　それまでも財団では、助成対象となった子ども文庫やおはなしグループなどを職員が訪問し、その後の活動を確認する
フォローアップ調査をしていました。しかし、この訪問は、助成の、じゅりょう決定から2年後に行われるものでしたので、
もう少し長い期間経過したあとの追跡調査をして、文庫助成事業を評価しようという狙いがありました。つまり、事業を
評価する客観的エビデンスを確認したかったのです。
　そこで、アンケート調査の対象は、1974年度から2000年度までに、伊藤忠記念財団の子ども文庫助成に申請した文庫、子
ども文庫功労賞を受賞した方々の関係する文庫など、のべ932の「子ども文庫」「文庫連絡会」「お話・読み聞かせグループ」
となりました。
　アンケートには、594カ所から回答があり、明らかになった当時の状況は、次の3点でした。

1、文庫に来る子どもが大きく減っていること
2、子どもの減少と、世話人の高齢化で、文庫をやめるケースが増えていること（活動中止の連絡があった文庫は71カ所）
3、文庫の減少とは反対に、読み聞かせグループ等の実演グループが急増していること
　活動を中止した文庫には、かつての助成先も少なからず含まれていましたが、このことは、財団のしゃうらみちお事務局
長（当時）にとっては、たいへん大きなショックだったようでした。しゃうらさんが長年いらっしゃった商社の世界では、
投入した資源（インプット）と、そこから生み出される利益（アウトプット）とのバランス―生産性―は常に厳しく査定さ
れます。具体的な数値として示される営業成績が低ければ、事業は中止となります。そして、アンケートによって示された
のは、正に、投入した資源が十分に活用されていない可能性を示す、負のエビデンスであったのです。
　松岡先生は、たとえ文庫がなくなっても、何年間か開かれていた間に、そこに通い、本のたのしさを知った子どもたちの
中に残った体験、記憶はなくなることはないと、繰り返しおっしゃっていました。ただ、おそらく、しゃうらさんが（そして
私も）この先生の言葉を理解できたのは、全国行脚を始めてからのことだったのではないでしょうか。

全国行脚へ
　アンケートを終え、私たちは、各地の文庫を訪ね、聞き取り調査を行う「全国行脚」をすることになりました。この文庫訪
問では、2001年の時点で、すでに30年か、それ以上活動を続けていた計90カ所の文庫を巡りました。
　旅のメンバーは、松岡先生、しゃうらさん（途中から財団の事務局長を引き継がれたみぞぐちさん）、東京子ども図書館の
職員（または研修生）の方1名、そして私です。
　私には、フィールドワークの経験がなく、当初、聞き取り調査がうまくいくかどうか心配でした。しかし、文庫の人は皆、
私の質問に、ひとつひとつ丁寧に答えてくださいました。
　おひとりおひとり性格や話し方は違うものの、語られるお話は、どれも興味深いものばかりでした。文庫を始めた経緯。
あまりにも多くの子どもが来て、本棚が空っぽになった開設当初のこと。毎週やってきた子どもたちのこと。文庫を支え
てくれた家族や近所の人たちのこと等、

子ども文庫とその発展の歴史
　子ども文庫はボランティアが運営する私設の
図書館です。設置場所は、個人の家、集会所や公
民館、スーパーの中、廃車になったバスの車両を
使ったものなど実に多様です。
　現在、その数は1,000以上もあり、80年代前
半には4,000以上もの文庫がありました。
　子ども文庫は明治時代の後期から見られます。
一番古い例は、伊藤忠商事東京本社からすぐ近
くの表参道にあった竹貫少年図書館（1906年開
設）です。他にも、大正時代、青森県弘前市の魚
屋にあった文庫、原爆で廃墟となった長崎市で
生まれた文庫など、いつの時代、どんな場所にお
いても小さな子ども図書館を開いた無名の人々
がいたのです。
　一方、公立図書館での児童サービスも明治か
ら大正にかけて各地で始められていました。山
口県立山口図書館の佐野友三郎、京都府立図書
館の湯浅吉郎といった人がパイオニアですが、
彼らは東京帝国大学やエール大学を卒業し、米
国の図書館事情にも通じていた、当時ではエリ
ート層に属する人々です。
　ただ、こうした人々の努力にも関わらず、公立
図書館の児童サービスは、戦後60年代まで、大
きく拡がりませんでした。けれど、草の根の小さ
い子ども図書館は着実に発展していったのです。

　福澤諭吉は『西洋事情』で欧州の図書館制度を
紹介し「西洋諸国の都府には文庫あり。ビブリオ
テーキと云ふ。」と記していますが、日本のビブ
リオテーキが官のエリートだけでなく民衆によ
っても発展した、このことは強調すべきことで
す。
　戦後、子ども文庫は急増し、その数が公立図書
館を上回るようになります。70年代半ば、公立
図書館数はようやく1,000館を超えましたが、
その頃すでに、文庫は倍の2,000もありました。
そして、地域の文庫が連携して文庫連絡会を形
成する動きも見られました。
　多くの地域には公立図書館がなかったため（時
には書店もなく）、文庫が子どもにとって、本と
出会える唯一の場所でした。
　さらに70年代から80年代になると、文庫の
人々が図書館設立運動を始めました。議会への
陳情、請願などの働きかけを通し、公立図書館も
増えていきました。
　このような中、1974年、伊藤忠記念財団は設
立され、子ども文庫助成は始まりました。

子どもBUNKOプロジェクトの開始
　私は、2001年4月から4年間、「子どもBUNKO
プロジェクト」の専任職員として、財団に勤務し
ておりました。

　プロジェクトは、（公財）東京子ども図書館と
の共同事業として行われたものです。偶然に
も、伊藤忠記念財団と東京子ども図書館は、同じ
1974年に設立され、共に30周年を迎えようと
していました。そして、プロジェクトの目的は、
両者が長年深く関わってきた子ども文庫につい
て、その果たしてきた役割や意義を再確認する
ことにありました。
　プロジェクトは当初3年の予定で、初年度の
2001年度はアンケート調査、2年目からは現地
での聞き取り調査、そして、最後にその結果をま
とめた報告書の作成という計画でした（結局1年
延びて、プロジェクトは2004年度まで実施され
ました）。

アンケート調査と当時の文庫の状況
　プロジェクトでは、まず初めにアンケート調
査を行いました。
　それまでも財団では、助成対象となった子ど
も文庫やおはなしグループなどを職員が訪問し、
その後の活動を確認するフォローアップ調査を
していました。しかし、この訪問は、助成の受領
決定から2年後に行われるものでしたので、もう
少し長い期間経過したあとの追跡調査をして、
文庫助成事業を評価しようという狙いがありま
した。つまり、事業を評価する客観的エビデンス
を確認したかったのです。
　そこで、アンケート調査の対象は、1974年度
から2000年度までに、伊藤忠記念財団の子ども
文庫助成に申請した文庫、子ども文庫功労賞を
受賞した方々の関係する文庫など、のべ932の

「子ども文庫」「文庫連絡会」「お話・読み聞かせ
グループ」となりました。
　アンケートには、594カ所から回答があり、明
らかになった当時の状況は、次の3点でした。

1、文庫に来る子どもが大きく減っていること
2、子どもの減少と、世話人の高齢化で、文庫を
やめるケースが増えていること（活動中止の連
絡があった文庫は71カ所）
3、文庫の減少とは反対に、読み聞かせグループ
等の実演グループが急増していること

　活動を中止した文庫には、かつての助成先も
少なからず含まれていましたが、このことは、財
団の社浦迪夫事務局長（当時）にとっては、たい
へん大きなショックだったようでした。社浦さ
んが長年いらっしゃった商社の世界では、投入
した資源（インプット）と、そこから生み出され
る利益（アウトプット）とのバランス―生産性
―は常に厳しく査定されます。具体的な数値
として示される営業成績が低ければ、事業は中
止となります。そして、アンケートによって示さ
れたのは、正に、投入した資源が十分に活用され
ていない可能性を示す、負のエビデンスであっ
たのです。
　松岡先生は、たとえ文庫がなくなっても、何年
間か開かれていた間に、そこに通い、本のたのし
さを知った子どもたちの中に残った体験、記憶
はなくなることはないと、繰り返しおっしゃって
いました。ただ、おそらく社浦さんが（そして私
も）この先生の言葉を理解できたのは、全国行脚
を始めてからのことだったのではないでしょう
か。

全国行脚へ
　アンケートを終え、私たちは、各地の文庫を訪
ね、聞き取り調査を行う「全国行脚」をすること
になりました。この文庫訪問では、2001年の時
点で、すでに30年か、それ以上活動を続けてい
た計90カ所の文庫を巡りました。
　旅のメンバーは、松岡先生、社浦さん（途中か
ら財団の事務局長を引き継がれた溝口さん）、東
京子ども図書館の職員（または研修生）の方1名、
そして私です。
　私には、フィールドワークの経験がなく、当
初、聞き取り調査がうまくいくかどうか心配で
した。しかし、文庫の人は皆、私の質問に、ひと
つひとつ丁寧に答えてくださいました。
　おひとりおひとり性格や話し方は違うものの、
語られるお話は、どれも興味深いものばかりで
した。文庫を始めた経緯。あまりにも多くの子
どもが来て、本棚が空っぽになった開設当初の
こと。毎週やってきた子どもたちのこと。文庫
を支えてくれた家族や近所の人たちのこと等、

子ども文庫助成事業への寄稿

子どもに本を手渡す大人の存在

髙橋 樹一郎 （たかはし きいちろう） 

1969年生まれ。慶應義塾大学文学部図書館・情
報学科卒。マギル大学大学院図書館情報学科修
士課程修了。2001年より、（公財）東京子ども図
書館と（公財）伊藤忠記念財団との共同事業「子
どもBUNKOプロジェクト」の専任職員として、
全国の子ども文庫を行脚した。現在、天理市立図
書館館長、（公財）東京子ども図書館理事。
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話は尽きませんでした。かつて文庫に通っていた子ども―もちろん今や立派な大人―が、インタビューに同席されることも
よくありました。

活動を中止した文庫を訪ねたこと
　この行脚では、すでに活動を終えた文庫を訪ねることもしました。
　文庫活動をやめる、といっても、その理由はいろいろありました。子どもの減少以外に、文庫を開いていた施設の閉鎖、ご自
身の健康の問題、家庭の都合など、個人ボランティアだからこその理由も数多くありました。近所に公立図書館ができたこと
をきっかけに活動を終える文庫もありました。
　すでに活動を終えた文庫に行く意味はあるのか？当初は、そう思っていましたが、途中から、逆に、そうした文庫にこそ行
きたくなってきました。
　もはや子どもが来なくなった小さな図書館には、書架とたくさんの本がそのまま残されていました。棚いっぱいに並ぶ子
どもの本は―そこには財団の助成金で購入した本もありました―通ってきた子どもたちの体温や、そこで流れた時間をその
まま保存しているようでした。
　毎週一番乗りしてきた子ども。お目当ての本を選ぶと、部屋の片隅でしずかに読んでいた子ども。いつも兄弟揃って訪ねて
きた子どもたち。野球の練習のあと、ユニフォーム姿のまま文庫に飛び込んできた子ども。文庫の方が語る子どもたちが、ま
だそこにいるようにも感じました。
　また、どの文庫にも、かつては、たいへんな数の子どもが押し寄せてきたようで、そのことは、大事に保管されていた貸出ノ
ートや図書カードから分かりました。
　文字が色あせて茶色くなっている紙の記録は、単なる貸出・返却のデータではありません。そこには、戦後、岩波書店や福
音館書店といった出版社から生み出された絵本や読み物が、どのように東京から地方に渡り、子どもたちに受容されていった
のかが、克明に刻まれていたのです。綴じ糸が取れてボロボロになった「かしだしノート」は、大げさではなく、戦後の児童文
学や子どもの読書史を語るうえで一級品とも言える記録だったのです。
　こうした様々な記憶と記録は、小さな手作りの図書館が、いかに子どもに愛され、地域の人たちに見守られてきたのかを、
声低く、しかし、はっきりと証言していたのです。

エビデンスをこえるもの
　「かつて助成金を提供した文庫が無くなった。」客観的な事象としては、そうであり、助成事業の妥当性はないと判断される
のかもしれません。
　もうお亡くなりになったので確認しようもありませんが、社浦さんは、当初、アンケートで得た数値的なデータ―例えば、
助成金で購入された本の冊数、助成先の文庫の総貸出冊数、総来庫者数など―をまとめ、それを根拠に、財団の成果をアピー
ルなさりたかったのではないでしょうか。
　しかし、社浦さんは（当然、私も）いくつもの文庫を訪ねる中で、そうしたデータでは証拠づけられない大切なものの存在
を、認めることができたのではないでしょうか。そして、松岡先生がおっしゃっていた、文庫がなくなっても、そこでの体験、
記憶はなくなることはない、ということを深く感じ、先生の言葉を心の中に納めることができたのではないかと思います。

読書のエビデンスとは？
　そもそも読書の効果は、具体的に測ることができないものです。
　人が本を読んでいる時、その人の心の中でどんなことが起こっているか、それは目に見えません。
　本を読むことが―特に物語を読むことが―いつ、どのように読む人の人生に影響を与えるのかは予測できません。もちろ
ん、その効果を数字であらわすことはできません。
　読書がそのようなものである以上、本を手渡すことを目的とする子ども文庫や図書館が社会にもたらす“よいこと”は、数値
化できません。
　当然、読書推進活動を支援する事業もまた、そ

の成果を数値で示すことは困難です。自然科学研究への助成なら、研究成果がはっきりと出ます
が、読書活動への支援は、効果の測定が難しいのです。
　一方、これ程長い年月、子どもの読書推進の支援を継続してこられたのは、伊藤忠記念財団の他
にありません。国内全体が、経済的な成果を求めて進んでいた時代、財団は、一貫して、数値で評
価される世界や競争から自由でいられる子どもの居場所づくりの支援をしてこられました。そし
て、そのことは本当に誇ってよいことだと思います。

現代の文庫を巡る状況
　少子化だけでなく、現在の子どもを巡る状況は、文庫活動にとって好ましくないものばかりで
す。子どもの安全を守るために、小学校の集団下校が一般的となり、昔のように、下校途中に子ど
もが文庫に立ち寄ることも少なくなりました。個人で運営している文庫に子どもが訪問するに際
しては、保護者の理解も必要になるのかもしれません。
　ただ一方で、子どもの居場所づくりへの関心が高まっています。本の貸出しだけでなく、乳幼
児や障害児向けのサービスの提供を始めたり、NPO法人格を取得した文庫もあるようです。
　電子図書館も急速に広まっています。著作権の問題で、市販の電子書籍を文庫で貸出すことは
できないので、文庫活動に直接関わってはきません。ただ、電子書籍が持つ特殊な機能―文字サ
イズ、文字間・行間、書体の調節機能を使えば、紙の本を楽しめなかった子どもにも読書の機会を
提供できます。財団のマルチメディアでいじー図書「わいわい文庫」は、こうした特性をうまく活
用し、広く利用されています。
　電子書籍についての研究も進んでいます。デジタル機器上での読書が、子どもの読解力にどん
な影響を与えるのか、紙媒体での読書との差の有無等、理想的な電子書籍の開発をされているか
たも増えています。今後、こうした研究への助成もあれば良いのかもしれません。

　明治から現代まで、子どもと本の楽しさを分かち合いたいと思う大人は、ずっと存在し続けま
した。将来、子ども文庫という呼び方は変わるかもしれませんが、本を手渡す大人と子どもとの
関係は、ずっと続くでしょう。そして、伊藤忠記念財団が、これからも長く、こうした草の根の読
書活動を支えてくださることを願っております。

話は尽きませんでした。かつて文庫に通ってい
た子ども―もちろん今や立派な大人―が、
インタビューに同席されることもよくありまし
た。

活動を中止した文庫を訪ねたこと
　この行脚では、すでに活動を終えた文庫を訪
ねることもしました。
　文庫活動をやめる、といっても、その理由はい
ろいろありました。子どもの減少以外に、文庫を
開いていた施設の閉鎖、ご自身の健康の問題、家
庭の都合など、個人ボランティアだからこその
理由も数多くありました。近所に公立図書館が
できたことをきっかけに活動を終える文庫もあ
りました。
　すでに活動を終えた文庫に行く意味はあるの
か？当初は、そう思っていましたが、途中から、
逆に、そうした文庫にこそ行きたくなってきま
した。
　もはや子どもが来なくなった小さな図書館に
は、書架とたくさんの本がそのまま残されてい
ました。棚いっぱいに並ぶ子どもの本は―そ
こには財団の助成金で購入した本もありました
―通ってきた子どもたちの体温や、そこで流
れた時間をそのまま保存しているようでした。
　毎週一番乗りしてきた子ども。お目当ての本
を選ぶと、部屋の片隅でしずかに読んでいた子
ども。いつも兄弟揃って訪ねてきた子どもたち。
野球の練習のあと、ユニフォーム姿のまま文庫
に飛び込んできた子ども。文庫の方が語る子ど
もたちが、まだそこにいるようにも感じました。
　また、どの文庫にも、かつては、たいへんな数
の子どもが押し寄せてきたようで、そのことは、
大事に保管されていた貸出ノートや図書カード
から分かりました。
　文字が色あせて茶色くなっている紙の記録は、
単なる貸出・返却のデータではありません。そ
こには、戦後、岩波書店や福音館書店といった出
版社から生み出された絵本や読み物が、どのよ
うに東京から地方に渡り、子どもたちに受容さ
れていったのかが、克明に刻まれていたのです。
綴じ糸が取れてボロボロになった「かしだしノ

ート」は、大げさではなく、戦後の児童文学や子
どもの読書史を語るうえで一級品とも言える記
録だったのです。
　こうした様々な記憶と記録は、小さな手作り
の図書館が、いかに子どもに愛され、地域の人た
ちに見守られてきたのかを、声低く、しかし、は
っきりと証言していたのです。

エビデンスをこえるもの
　「かつて助成金を提供した文庫が無くなった。」
客観的な事象としては、そうであり、助成事業の
妥当性はないと判断されるのかもしれません。
　もうお亡くなりになったので確認しようもあ
りませんが、社浦さんは、当初、アンケートで得
た数値的なデータ―例えば、助成金で購入さ
れた本の冊数、助成先の文庫の総貸出冊数、総来
庫者数など―をまとめ、それを根拠に、財団の
成果をアピールなさりたかったのではないでし
ょうか。
　しかし、社浦さんは（当然、私も）いくつもの文
庫を訪ねる中で、そうしたデータでは証拠づけ
られない大切なものの存在を、認めることがで
きたのではないでしょうか。そして、松岡先生が
おっしゃっていた、文庫がなくなっても、そこで
の体験、記憶はなくなることはない、ということ
を深く感じ、先生の言葉を心の中に納めること
ができたのではないかと思います。

読書のエビデンスとは？
　そもそも読書の効果は、具体的に測ることが
できないものです。
　人が本を読んでいる時、その人の心の中でど
んなことが起こっているか、それは目に見えま
せん。
　本を読むことが―特に物語を読むことが
―いつ、どのように読む人の人生に影響を与
えるのかは予測できません。もちろん、その効果
を数字で表すことはできません。
　読書がそのようなものである以上、本を手渡
すことを目的とする子ども文庫や図書館が社会
にもたらす“よいこと”は、数値化できません。
　当然、読書推進活動を支援する事業もまた、そ

の成果を数値で示すことは困難です。自然科学
研究への助成なら、研究成果がはっきりと出ま
すが、読書活動への支援は、効果の測定が難しい
のです。
　一方、これ程長い年月、子どもの読書推進の支
援を継続してこられたのは、伊藤忠記念財団の
他にありません。国内全体が、経済的な成果を
求めて進んでいた時代、財団は、一貫して、数値
で評価される世界や競争から自由でいられる子
どもの居場所づくりの支援をしてこられました。
そして、そのことは本当に誇ってよいことだと
思います。

現代の文庫を巡る状況
　少子化だけでなく、現在の子どもを巡る状況
は、文庫活動にとって好ましくないものばかり
です。子どもの安全を守るために、小学校の集団
下校が一般的となり、昔のように、下校途中に子
どもが文庫に立ち寄ることも少なくなりました。
個人で運営している文庫に子どもが訪問するに
際しては、保護者の理解も必要になるのかもし
れません。
　ただ一方で、子どもの居場所づくりへの関心
が高まっています。本の貸出しだけでなく、乳幼
児や障害児向けのサービスの提供を始めたり、
NPO法人格を取得した文庫もあるようです。
　電子図書館も急速に広まっています。著作権
の問題で、市販の電子書籍を文庫で貸出すこと
はできないので、文庫活動に直接関わってはき
ません。ただ、電子書籍が持つ特殊な機能―
文字サイズ、文字間・行間、書体の調節機能を使
えば、紙の本を楽しめなかった子どもにも読書
の機会を提供できます。財団のマルチメディア
DAISY図書「わいわい文庫」は、こうした特性を
うまく活用し、広く利用されています。
　電子書籍についての研究も進んでいます。デ
ジタル機器上での読書が、子どもの読解力にど
んな影響を与えるのか、紙媒体での読書との差
の有無等、理想的な電子書籍の開発をされてい
る方も増えています。今後、こうした研究への助
成もあれば良いのかもしれません。

　明治から現代まで、子どもと本の楽しさを分
かち合いたいと思う大人は、ずっと存在し続け
ました。将来、子ども文庫という呼び方は変わる
かもしれませんが、本を手渡す大人と子どもと
の関係は、ずっと続くでしょう。そして、伊藤忠
記念財団が、これからも長く、こうした草の根の
読書活動を支えてくださることを願っておりま
す。

子ども文庫助成事業への寄稿
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子ども文庫助成事業 座談会

はんせいきにわたり民間の読書啓発活動を支援してきた子ども文庫助成事業。
その意義と今後の課題、事業のあるべき姿について、
直近3代の歴代選考委員長にお集まりいただき、お話をうかがった。

2024年8月6日（火）
伊藤忠商事東京本社ビル22階レセプションホール

助成座談会出席メンバーの集合写真。
左から、いしいさん、しおざきさん、しまさん

在任時の印象的なできごと

池辺　2024年9月30日に財団が設立50周年を迎えるということで、設立の翌年に開始した主要事業である子ども文庫助成事
業の選考委員長を務めていただいた3名の方々にお越しいただきました。皆様には、当事業のこれからについて率直なご意見
を交わしていただければと思います。まず、ご在任の時期の順番に自己紹介をお願いします。
しおざき　しおざき順子です。在任中に東日本大震災が起きまして、助成の在り方もいろいろと考えさせられるところがあ
りました。現在は慶應義塾大学の非常勤講師などをしていますが、もともと図書館員で退職後に大学院で図書館・情報学の博
士号を取りました。子どもの本と児童サービスに関わることがライフワークと考えております。
島　しま弘です。私は10年ほど前まで東京都福生市の図書館に勤めておりまして、その後いくつかの大学で非常勤講師など
もしておりましたが、現在は日本図書館協会の児童青少年委員会の委員長をしております。
石井　石井光恵です。2021年3月に日本女子大学を定年退職いたしまして、現在はフリーランスとして活動しています。最近
は絵本専門士委員会（国立青少年教育振興機構）主催の絵本専門士養成講座の講師や、同委員会かの審査部会や課程認定部会
などの委員、国立青少年教育振興機構の評議員も務めております。ブックスタートの赤ちゃん絵本選考委員（2024から2026
年度）でもあります。その他、日本児童文学学会の評議員としての学会活動など、少しずつ仕事をしている状況です。

池辺　それでは、まず選考委員ご在任時に印象的だった応募内容や、その間の助成プログラムの変遷などを中心にお話しい
ただければと思います。
しおざき　やはり印象的なのは、例年3月上旬に開催される贈呈式です。私はあまり他の贈呈式や授賞式に出たことはないの
ですが、おそらく子ども文庫助成の贈呈式は雰囲気が独特なのではないでしょうか。助成の、じゅりょうしゃ、や功労賞受賞
者の方々のお話は格別で、私自身非常に感銘を受けた覚えがありますし、財団の役員の方々もそのように感じられていると
伺ったことがあります。
　また、委員長になる前ですが、東日本大震災が起きた2011年3月のことはどうしても忘れられません。その年は3月4日が贈
呈式で、その7日後に地震が発生しました。贈呈式に岩手県大槌町など被災地の、じゅりょうしゃ、が出席されていたことも
あり、津波の映像を目にするたびに「東北の読書ボランティアの方々は大丈夫だろうか」と心配が絶えませんでした。全く状
況が分からなくて「どうなっているんだろう」と。連絡も取れる状況ではありませんでした。
　そうした中で、最初に入ってきたのは全国の文庫からの情報でした。財団の贈呈式などで交流されていた文庫の方々が、
被災地の名簿を見たり個人的な繋がりから調べたりして、状況を教えてくださったのです。九州の方から情報が回ってくる
こともありました。その時、草の根の活動というのは本当にこういうところで繋がってくるのだと強く感じました。これは
一委員だった前半3年間の内のお話になりますが、6年間を振り返ると最も忘れられない出来事です。
　
2010年4月から2016年3月まで選考委員（2013年度以降は選考委員長）を務めたしおざき じゅんこさん。現在、児童図書館研
究会副運営委員長や慶應義塾大学の非常勤講師など。
　
島　私の任期は、2020年しょとうに起こった新型コロナウイルス感染症のパンデミックの時期に当たります。都道府県間
の移動制限に伴い、毎年行ってきた財団職員による応募者の活動場所への訪問ができなくなりました。あの期間は代わりに
ZOOMによる面談を実施しました。また、贈呈式も2カ年中止となり、2021年度（2022年3月）はオンラインで贈呈式の様子を
配信しました。結果的には新しい技術を取り入れるきっかけとなった期間だったと思います。
　委員長就任時、実演団体の応募が多いなと感じました。2019年の選考時の私のメモに「大型絵本、パネルシアター、紙芝居、
人形劇などを用いる実演団体からの応募が5割を超えた」とありました。ただ、この傾向はパンデミック後に変化します。コ
ロナかで実演活動が縮小した影響だと思いますが、2020年度の実演団体からの応募数は41件（前年度66件）に縮小した一方
で、子ども文庫からの応募数は42件（前年度28件）に増加しました。この時期の子ども文庫ですが、学校や図書館が閉まった
ため、本を貸し出せる場所として需要が高まった文庫や、三密を避けるため屋外で読み聞かせを行った文庫、ドライブスルー
貸出という新しい活動方法を生み出した文庫などもありました。このことは、公共図書館ではなかなかできないような活動
で個人ならではのアイデアを活かして実践したかたが多くいらっしゃった印象があります。
　実演活動についてはしおざきさん、石井さんのお話もお聞きしたいのですが、在任時の選考委員会の中で、大型絵本や紙芝
居でのお話会に特化した団体について議論になったことがあります。特に紙芝居につい
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汐﨑 順子（しおざき じゅんこ）　委員在任期間：2010年4月〜2016年3月（2013
年度以降、委員長）/児童図書館研究会副運営委員長、慶應義塾大学の非常勤講師など

子ども文庫助成事業 座談会
半世紀にわたり民間の読書啓発活動を支援してきた子ども文庫助成事業。

その意義と今後の課題、事業のあるべき姿について、
直近3代の歴代選考委員長にお集まりいただき、お話をうかがった。
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52 53伊藤忠記念財団 50周年記念誌



ては、それ自体は子どもにとって大事な媒体だと思いますが、「子どもの読書啓発」という視点で考えると
疑問を感じるという意見も出ました。実演活動と一口に言っても、大がかりなものでは体育館を会場にし
たペープサート、複数の楽器を加えた絵本コンサートなど応募者によって様々です。そうした中で我々選
考委員は、一つひとつの活動を尊重しつつも、それがどのように読書に結び付くかということを軸に考え
るべきだ、という話をしました。
　特別支援学校を助成の対象に加えたのも私の在任時のことです。既存の「病院・施設子ども読書活動費
助成」の枠で特別支援学校本体からの応募も受付可能としました。初回の2021年度の助成校は9校でした
ね。他にも、子ども文庫やお話会の対象が低年齢化しているという現状を受け、乳幼児図書セット（100冊）
を加えたのもこの時期です。また、一定の規程の下であれば助成金30万円全額を子どもの本に関する研修
会に利用できるようにしました。過去の、じゅりょうしゃ、などから、選書や語りの研修にも助成金を使用
したいという声が上がり、いろいろな議論を経つつも、本を手渡す人のスキルアップは大事だろうという
ことでプログラムを調整しました。
　贈呈式では40年、50年と文庫活動をされているかたが受賞されることもあり、その歴史の深さに感じ入
りました。こうした活動は、子どものために地道に続けていくものなのだと思います。中でも印象に残っ
ているのは、2021年度、てんやく絵本ふれあい文庫（大阪市）のいわたみつこさんが子ども文庫功労賞を
受賞された時のことです。この時（2022年3月）の贈呈式はまだコロナかが落ち着いておらず、岩田さんも
ZOOMでの参加でしたが、視覚障害者のご自身が息子さんたちに絵本を読み聞かせるため、てんやく絵本

（シールに点字を打って市販の絵本に貼り付けたもの）を自作したこと、それを自分だけではなく全国の視
覚障害者とその家族も利用できるように文庫活動を始めたことをお話してくださいました。ふれあい文庫
も今年で40周年を迎えるということで、ご自分が求めたものが運動となって広がり、それが財団の子ども
文庫功労賞の対象として表彰されたというのはとても良い流れだったと思います。在任ちゅうとても印象
的な贈呈式でした。
　
2016年4月から2022年3月まで、全期間選考委員長を務めたしま ひろしさん。現在、日本図書館協会児童青
少年委員会委員長。
　
石井　今、島さんのお話を伺っていて、ご一緒した3年間を思い出しました。その時期に重ねた議論をもと
に、私の委員長就任後、より応募者の希望に沿う形に変化したプログラムもあります。子ども文庫の変化
については先ほど、しまさんもお話されましたが、家庭文庫や地域文庫に子どもたちを呼び込む従来の形
ではなく、文庫主宰者が学校や幼稚園・保育園など子どもが集まる場所へ自ら足を運ぶ傾向が強くなって
います。その流れもあって実演団体からの応募が増えているのではないでしょうか。学校、幼稚園・保育園
も、読書ボランティアの存在には助けられていて、そうした中で実演活動を続けている方々が財団の助成
を知って応募されているのだと思います。その分、文庫そのものの減少は続くのではないかという印象も
受けました。かつては子ども文庫が次々に生まれ、子どもたちもそこに大勢集まりましたが、今は子ども
が一カ所に集まりにくい時代になっているように感じます。
　贈呈式については、私が委員に就任したのが2019年度

のことなので新型コロナの影響でなかなか実際の式を見ることが叶わず、委員長に就任した2023年3月
（2022年度）が初めての参加でした。この年も懇親会の未実施など縮小した部分はあったのですが、全国か
ら集まった、じゅりょうしゃ・受賞者の前で選考経過報告をさせていただいた時、日本全国で子どもの読
書を支えてくださっている大勢の方々の存在を目の当たりにして、この上なく感動しました。過去に参加
されたかたから式の様子を伺ったことはあったのですが、聞くのと体験するのとでは、おお違いです。自
分たちの活動が助成を受けるということで皆さん目を輝かせて参加されていて、その様子がとても感動的
でした。こういう方々が日本全国で頑張っていらっしゃるから子どもの読書啓発は成り立っているのだと
実感しましたし、そのことを財団が支えていることは本当に意義のあることだと思います。
　島さんのお話にもありましたが、子ども文庫やお話会の活動をより豊かに継承していくために、2020年
度以降、研修費用に30万円全額利用できるプログラムを新設しました。これは当初、財団が指定する機関
の研修会から計画しなければならないという条件つきだったのですが、私が選考委員長に就任したのちは
応募団体の実績や活動形態、研修の計画性も見て、指定研修会以外を希望する応募内容であっても検討す
るようにしています。
　また、最近は子どもたちの集まる場所が多様化してきているように思います。例えば、子ども食堂や学
習支援団体など、格差をなくすための活動をしている方々が「子どもたちのために、活動場所に児童書も置
きたい」ということで応募してくださることが増えています。以前にもあったのでしょうが、今はより増
えているのではないでしょうか。助成先の多様化という意味では、特別支援学校への助成開始もその一つ
ですね。初年度の応募は9件でしたが、徐々に増えて今年度は30件近い応募を受けています。本来は国の仕
事でもあるのですが、民間の財団からこうした動きを強化していくことには意義があると思っています。
　海外でもぶんこという名称を使ってくれていて、日本ルーツの子どもたちに日本語の本を読んでもらい
たいということで、財団の助成に応募してくれます。海外で文庫活動を始めるかたの中には、ご自身の幼
少期や子育ての時期に日本で文庫を体験したというかたもいらっしゃるでしょう。日本の文庫活動を世界
に広げるという意味でも、人材育成は大切な仕事です。
　子どもの読書のための新たな活動場所を支えるには、財団の図書リストの見直しも課題ですね。既存の
550冊には良い作品が揃っているのですが、内容はその都度見直していく必要があると思います。島さん
がお話された乳幼児図書リストの追加もありましたし、現在、新刊を中心におすすめの児童書を紹介しよ
うという動きも進んでいます。この辺りが、私が委員長に就任してからの印象的な出来事です。

2019年4月から2025年3月まで選考委員（2022年度以降は選考委員長）を務めたいしい みつえさん。現在、
日本女子大学名誉教授、国立青少年教育振興機構評議員、ブックスタート選考委員など。

どのような本を子どもに手渡していきたいか

池辺　贈呈式は私自身も目頭が熱くなるような瞬間が多々あり、今後も続けていきたい場です。助成先に
ついても時代・環境を見つつ調整しており、特別支援学校の追加はその一例

ては、それ自体は子どもにとっ
て大事な媒体だと思いますが、

「子どもの読書啓発」という視
点で考えると疑問を感じると
いう意見も出ました。実演活
動と一口に言っても、大がかり
なものでは体育館を会場にし
たペープサート、複数の楽器を
加えた絵本コンサートなど応
募者によって様々です。そうし
た中で我々選考委員は、一つひ
とつの活動を尊重しつつも、そ
れがどのように読書に結び付
くかということを軸に考える
べきだ、という話をしました。
　特別支援学校を助成の対象
に加えたのも私の在任時のこ
とです。既存の「病院・施設子
ども読書活動費助成」の枠で特
別支援学校本体からの応募も
受付可能としました。初回の
2021年度の助成校は9校でし
たね。他にも、子ども文庫やお
話会の対象が低年齢化してい
るという現状を受け、乳幼児図
書セット（100冊）を加えたの
もこの時期です。また、一定の
規程の下であれば助成金30万
円全額を子どもの本に関する

研修会に利用できるようにし
ました。過去の受領者などか
ら、選書や語りの研修にも助成
金を使用したいという声が上
がり、いろいろな議論を経つつ
も、本を手渡す人のスキルアッ
プは大事だろうということで
プログラムを調整しました。
　贈呈式では40年、50年と文
庫活動をされている方が受賞
されることもあり、その歴史の
深さに感じ入りました。こう
した活動は、子どものために地
道に続けていくものなのだと
思います。中でも印象に残っ
ているのは、2021年度、てん
やく絵本ふれあい文庫（大阪
市）の岩田美津子さんが子ども
文庫功労賞を受賞された時の
ことです。この時（2022年3
月）の贈呈式はまだコロナ禍が
落ち着いておらず、岩田さんも
ZOOMでの参加でしたが、視
覚障害者のご自身が息子さん
たちに絵本を読み聞かせるた
め、てんやく絵本（シールに点
字を打って市販の絵本に貼り
付けたもの）を自作したこと、
それを自分だけではなく全国

の視覚障害者とその家族も利
用できるように文庫活動を始
めたことをお話してください
ました。ふれあい文庫も今年
で40周年を迎えるということ
で、ご自分が求めたものが運動
となって広がり、それが財団の
子ども文庫功労賞の対象とし
て表彰されたというのはとて
も良い流れだったと思います。
在任中とても印象的な贈呈式
でした。
石井　今、島さんのお話を伺っ
ていて、ご一緒した3年間を思
い出しました。その時期に重
ねた議論をもとに、私の委員長
就任後、より応募者の希望に沿
う形に変化したプログラムも
あります。子ども文庫の変化
については先ほど島さんもお
話されましたが、家庭文庫や地
域文庫に子どもたちを呼び込
む従来の形ではなく、文庫主宰
者が学校や幼稚園・保育園な
ど子どもが集まる場所へ自ら
足を運ぶ傾向が強くなってい
ます。その流れもあって実演
団体からの応募が増えている
のではないでしょうか。学校、
幼稚園・保育園も、読書ボラン
ティアの存在には助けられて
いて、そうした中で実演活動
を続けている方々が財団の助
成を知って応募されているの
だと思います。その分、文庫そ
のものの減少は続くのではな
いかという印象も受けました。
かつては子ども文庫が次々に
生まれ、子どもたちもそこに大
勢集まりましたが、今は子ども
が一カ所に集まりにくい時代
になっているように感じます。
　贈呈式については、私が委
員に就任したのが2019年度

のことなので新型コロナの影
響でなかなか実際の式を見る
ことが叶わず、委員長に就任
した2023年3月（2022年度）
が初めての参加でした。この
年も懇親会の未実施など縮小
した部分はあったのですが、全
国から集まった受領者・受賞
者の前で選考経過報告をさせ
ていただいた時、日本全国で子
どもの読書を支えてくださっ
ている大勢の方々の存在を目
の当たりにして、この上なく感
動しました。過去に参加され
た方から式の様子を伺ったこ
とはあったのですが、聞くの
と体験するのとでは大違いで
す。自分たちの活動が助成を
受けるということで皆さん目
を輝かせて参加されていて、そ
の様子がとても感動的でした。
こういう方々が日本全国で頑
張っていらっしゃるから子ど
もの読書啓発は成り立ってい
るのだと実感しましたし、その
ことを財団が支えていること
は本当に意義のあることだと
思います。
　島さんのお話にもありまし

たが、子ども文庫やお話会の
活動をより豊かに継承してい
くために、2020年度以降、研
修費用に30万円全額利用でき
るプログラムを新設しました。
これは当初、財団が指定する
機関の研修会から計画しなけ
ればならないという条件付き
だったのですが、私が選考委員
長に就任したのちは応募団体
の実績や活動形態、研修の計
画性も見て、指定研修会以外
を希望する応募内容であって
も検討するようにしています。
　また、最近は子どもたちの
集まる場所が多様化してきて
いるように思います。例えば、
子ども食堂や学習支援団体な
ど、格差をなくすための活動
をしている方々が「子どもたち
のために、活動場所に児童書
も置きたい」ということで応募
してくださることが増えてい
ます。以前にもあったのでしょ
うが、今はより増えているので
はないでしょうか。助成先の
多様化という意味では、特別
支援学校への助成開始もその
一つですね。初年度の応募は

9件でしたが、徐々に増えて今
年度は30件近い応募を受けて
います。本来は国の仕事でも
あるのですが、民間の財団から
こうした動きを強化していく
ことには意義があると思って
います。
　海外でもBUNKOという名
称を使ってくれていて、日本
ルーツの子どもたちに日本語
の本を読んでもらいたいとい
うことで、財団の助成に応募し
てくれます。海外で文庫活動
を始める方の中には、ご自身の
幼少期や子育ての時期に日本
で文庫を体験したという方も
いらっしゃるでしょう。日本の
文庫活動を世界に広げるとい
う意味でも、人材育成は大切な
仕事です。
　子どもの読書のための新た
な活動場所を支えるには、財団
の図書リストの見直しも課題
ですね。既存の550冊には良
い作品が揃っているのですが、
内容はその都度見直していく
必要があると思います。島さ
んがお話された乳幼児図書リ
ストの追加もありましたし、現
在、新刊を中心におすすめの児
童書を紹介しようという動き
も進んでいます。この辺りが、
私が委員長に就任してからの
印象的な出来事です。

どのような本を
子どもに手渡していきたいか

池辺　贈呈式は私自身も目頭
が熱くなるような瞬間が多々
あり、今後も続けていきたい場
です。助成先についても時代・
環境を見つつ調整しており、特
別支援学校の追加はその一例

島 弘（しま ひろし）　委員在任期間：2016年4月〜2022年3月（全期間、委員長）
/日本図書館協会 児童青少年委員会委員長

石井 光恵（いしい みつえ）　委員在任期間：2019年4月〜現在（2022年度以降、委員長）
/日本女子大学名誉教授、国立青少年教育振興機構評議員、ブックスタート選考委員など
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です。ただ、石井さんもお話されたとおり、子ども文庫からの応募は50年前に比べると少ないのが現状です。少
子化もありますし容易に対応できる課題ではないのですが、その辺りについてはしおざきさん、いかがですか。
しおざき　確かに子ども文庫は減っていますよね。かつては子育て中の母親を中心に自分の子どもの読書環境
を少しでも充実させようと文庫活動が広まりましたが、今では公立図書館も増えましたし、何より子育て世代
が多忙です。昔からの世話人の高齢化が進む中で若い世代の参加は減っています。一方で子育てが落ち着いた
り定年退職を迎えたりしたかたが、ずっと夢だった文庫活動を始めるという事例も耳にするようになりました。
私は、子ども文庫はなくならないと考えています。数は減っていますが、世話人層や活動場所、活動方法の在り
方を変えつつ続いていくのだろう、と。ただ、文庫は本が核なので、本であれば何でもいいわけではなく、その質
や価値をきちんと考えている活動を評価していく必要はあると思います。その点において財団の助成の精神も
活かせるのではないでしょうか。
池辺　先ほどの実演団体と読書との関係にも繋がりますね。最終的に子どもたちを読書に導くために、財団は
何ができるかという話です。
　
伊藤忠記念財団 常務理事・事務局長、いけべ まさかずの写真
　
しおざき　選考委員長退任後のことになりますが、150冊図書リストの作成に関わりました。退任間際に、既存
の低・中・高学年セットへの応募が減っているとのことで、2000年以降に出版された児童書も加えた新たな図書
リストを作りたいと財団から声がかかったのです。その時、今後の応募数の増減に関わらず、子どもたちにぜひ
とも勧めたいと思える本を財団のリストとして表に出し続けることに意義があると感じました。当時の事務局
長もそのようなことを仰っていました。読書の捉え方についてはこれからも議論が続くでしょう。いろいろな
考え方がある中で、財団が何を軸に助成を続けていくかが今後の課題なのかなと思います。子どもの支援の形
はいろいろありますが、財団の助成については読書や本からぶれずに続いてほしいものです。
島　ずいぶん昔、図書館学の先生から「図書館は何をしてもいいけど、最後には本に結び付けるんだ」と言われ
ました。一つひとつの実演の形を評価することは難しいので、活動する人たちの意識がどれだけほんに向いて
いるかという点に目を向ける必要があると思います。
野尻　子どもの居場所や生活・教育のための活動など、応募団体によって子どもへのアプローチは様々です。皆
さんの子どもを思う気持ちの強さは確かなのですが、現地訪問の際は活動の軸に子どもの本があるかどうかに
注目しています。財団の当初の目的は「青少年の健全育成」ですが、長く活動を続ける以上はより詳細な軸をつ
くるべきだということで、設立時に増えつつあった子ども文庫に注目しました。いしいももこさんやたかはし
けんじさんの助言を受けてのことです。こうした助成は貴重だという言葉もいただきますし、子ども時代の読
書から育まれるものは必ずあるので、この50年の軸はぶらさずに進めていきたいです。
池辺　絵本から読み物への移行も難しくなってきていると耳にします。石井さんはどう思われますか。
石井　絵本への注目が高まる一方、児童文学への繋ぎは確かに課題です。財団の図書リストには良い読み物も
たくさん

選ばれているので、それらを何らかの形で子どもたちの手が届く所に置いてみるのも手段の一つです。100冊助成のよ
うに贈る本の内容がはっきりしている助成であれば、子どもの読書活動の経験が少ない団体も利用しやすいと思うの
です。実際、過去に子ども食堂から応募があった際、100冊助成のほうがいいだろうということで購入費助成から移動
していただいた例もあります。財団の図書リストについては、現在新刊を中心にした選書も進めていますね。こちら
についても幼年文学をなるべく取り入れたいと考えています。
野尻　2025年度から新たに選書した50冊を既存の550冊リストに加えます。初回は2019から2023年中に刊行された作
品を紹介予定で、過去5年に刊行された児童書を紹介するリストとして毎年更新するつもりです。2026年度には2019
年と2024年の刊行作品を入れ替えます。読み物、とりわけ幼年文学については特に悩みました。
　
伊藤忠記念財団 助成事業部職員、のじり かほの写真
　
島　幼年文学は、量的にも質的にも良作が限られているのが現状だと思います。でも、その時々の子どものために、あ
るものの中から選ばなければいけない。
石井　科学や伝記などのノンフィクションの分野だと、比較的良い本が出ていると思います。新しい50冊リストにも
取り入れました。
しおざき　ノンフィクションには良いものが多いですね。絵本について、私も絵本専門士には初期の2年ほど関わって
いました。絵本に注目が集まる傾向自体は良いと思うのですが、「子どもの本いこーる絵本」という捉え方には疑問が
あります。絵本はあくまで入口で、その後の文学への繋ぎにもっと力を入れなくてはならないと思います。公立図書
館などもやり方を考えているとは思うのですが、すごく難しいですよね。
石井　そうですね。最近の印象ですが、物語の力が全体的に弱まっている気がして、何とかしなくてはと感じていま
す。そのためにもノンフィクションに力を入れたらどうかと。歴史や科学の事象に物語を見出して、それを子どもた
ちに伝えようとしている作品には良いものが出てきています。あとは作家たちが育つ土壌も必要ですね。
しおざき　本当にそうですね。財団が出版文化にまで関わるのは難しいかもしれませんが、書き手が育たないことに
は子どもの本は質も量も上がりません。
島　欧米では毎年アストリッド・リンドグレーン記念文学賞や国際アンデルセン賞がありますし、日本でも日本児童
文学者協会や日本ぶんげいか協会による賞があります。読み継がれた本も保ちつつ、新しい作家が時代に即した子ど
もを描いた作品を生み出す動きもありますね。
しおざき　新しい作品でなくとも、過去の作品の中にも今を生きる子どもたちの心に響く、本質的な力を持つ作品は
絶対にあるはずです。新しい本と読み継がれてきた本をバランス良く手渡していけるとよいのですが。
石井　財団の既存の550冊リストに選ばれている作品は、しっかりとした物語を持つ作品ばかりだと思います。これ
を今後も軸にしていくわけですよね。
野尻　はい。既存の550冊リストを軸としつつ新刊50冊リストも毎年更新して、古典と新作双方から、財団が子どもに
読んでもらいたい作品として紹介していくつもりです。古典の中にも重版未定になってし

です。ただ、石井さんもお話さ
れたとおり、子ども文庫からの
応募は50年前に比べると少な
いのが現状です。少子化もあ
りますし容易に対応できる課
題ではないのですが、その辺り
については汐﨑さん、いかがで
すか。
汐﨑　確かに子ども文庫は
減っていますよね。かつては
子育て中の母親を中心に自分
の子どもの読書環境を少しで
も充実させようと文庫活動が
広まりましたが、今では公立図
書館も増えましたし、何より子
育て世代が多忙です。昔から
の世話人の高齢化が進む中で
若い世代の参加は減っていま
す。一方で子育てが落ち着い
たり定年退職を迎えたりした
方が、ずっと夢だった文庫活動
を始めるという事例も耳にす
るようになりました。私は、子
ども文庫はなくならないと考
えています。数は減っていま
すが、世話人層や活動場所、活
動方法の在り方を変えつつ続
いていくのだろう、と。ただ、
文庫は本が核なので、本であれ
ば何でもいいわけではなく、そ
の質や価値をきちんと考えて
いる活動を評価していく必要
はあると思います。その点に
おいて財団の助成の精神も活
かせるのではないでしょうか。
池辺　先ほどの実演団体と読
書との関係にも繋がりますね。
最終的に子どもたちを読書に
導くために、財団は何ができる
かという話です。
汐﨑　選考委員長退任後のこ
とになりますが、150冊図書リ
ストの作成に関わりました。退
任間際に、既存の低・中・高学

年セットへの応募が減ってい
るとのことで、2000年以降に
出版された児童書も加えた新
たな図書リストを作りたいと
財団から声がかかったのです。
その時、今後の応募数の増減に
関わらず、子どもたちにぜひと
も勧めたいと思える本を財団
のリストとして表に出し続け
ることに意義があると感じま
した。当時の事務局長もその
ようなことを仰っていました。
読書の捉え方についてはこれ
からも議論が続くでしょう。
いろいろな考え方がある中で、
財団が何を軸に助成を続けて
いくかが今後の課題なのかな
と思います。子どもの支援の
形はいろいろありますが、財団
の助成については読書や本か
らぶれずに続いてほしいもの
です。
島　ずいぶん昔、図書館学の
先生から「図書館は何をしても
いいけど、最後には本に結び付
けるんだ」と言われました。一
つひとつの実演の形を評価す
ることは難しいので、活動する
人たちの意識がどれだけ本に
向いているかという点に目を

向ける必要があると思います。
野尻　子どもの居場所や生活・
教育のための活動など、応募
団体によって子どもへのアプ
ローチは様々です。皆さんの
子どもを思う気持ちの強さは
確かなのですが、現地訪問の際
は活動の軸に子どもの本があ
るかどうかに注目しています。
財団の当初の目的は「青少年の
健全育成」ですが、長く活動を
続ける以上はより詳細な軸を
つくるべきだということで、設
立時に増えつつあった子ども
文庫に注目しました。石井桃
子さんや高橋健二さんの助言
を受けてのことです。こうし
た助成は貴重だという言葉も
いただきますし、子ども時代の
読書から育まれるものは必ず
あるので、この50年の軸はぶ
らさずに進めていきたいです。
池辺　絵本から読み物への移
行も難しくなってきていると
耳にします。石井さんはどう
思われますか。
石井　絵本への注目が高まる
一方、児童文学への繋ぎは確か
に課題です。財団の図書リス
トには良い読み物もたくさん

選ばれているので、それらを何
らかの形で子どもたちの手が
届く所に置いてみるのも手段
の一つです。100冊助成のよ
うに贈る本の内容がはっきり
している助成であれば、子ども
の読書活動の経験が少ない団
体も利用しやすいと思うので
す。実際、過去に子ども食堂か
ら応募があった際、100冊助成
の方がいいだろうということ
で購入費助成から移動してい
ただいた例もあります。財団
の図書リストについては、現在
新刊を中心にした選書も進め
ていますね。こちらについて
も幼年文学をなるべく取り入
れたいと考えています。
野尻　2025年度から新たに
選書した50冊を既存の550
冊リストに加えます。初回は
2019〜2023年中に刊行さ
れた作品を紹介予定で、過去5
年に刊行された児童書を紹介
するリストとして毎年更新す
るつもりです。2026年度には
2019年と2024年の刊行作品
を入れ替えます。読み物、とり
わけ幼年文学については特に
悩みました。

島　幼年文学は、量的にも質
的にも良作が限られているの
が現状だと思います。でも、そ
の時々の子どものために、ある
ものの中から選ばなければい
けない。
石井　科学や伝記などのノン
フィクションの分野だと、比較
的良い本が出ていると思いま
す。新しい50冊リストにも取
り入れました。
汐﨑　ノンフィクションには
良いものが多いですね。絵本
について、私も絵本専門士には
初期の2年ほど関わっていま
した。絵本に注目が集まる傾
向自体は良いと思うのですが、

「子どもの本＝絵本」という捉
え方には疑問があります。絵
本はあくまで入口で、その後の
文学への繋ぎにもっと力を入
れなくてはならないと思いま
す。公立図書館などもやり方
を考えているとは思うのです
が、すごく難しいですよね。
石井　そうですね。最近の印
象ですが、物語の力が全体的
に弱まっている気がして、何と
かしなくてはと感じています。
そのためにもノンフィクショ

ンに力を入れたらどうかと。
歴史や科学の事象に物語を見
出して、それを子どもたちに伝
えようとしている作品には良
いものが出てきています。あ
とは作家たちが育つ土壌も必
要ですね。
汐﨑　本当にそうですね。財
団が出版文化にまで関わるの
は難しいかもしれませんが、書
き手が育たないことには子ど
もの本は質も量も上がりませ
ん。
島　欧米では毎年アストリッ
ド・リンドグレーン記念文学賞
や国際アンデルセン賞があり
ますし、日本でも日本児童文学
者協会や日本文藝家協会によ
る賞があります。読み継がれ
た本も保ちつつ、新しい作家が
時代に即した子どもを描いた
作品を生み出す動きもありま
すね。
汐﨑　新しい作品でなくとも、
過去の作品の中にも今を生き
る子どもたちの心に響く、本質
的な力を持つ作品は絶対にあ
るはずです。新しい本と読み
継がれてきた本をバランス良
く手渡していけるとよいので
すが。
石井　財団の既存の550冊リ
ストに選ばれている作品は、
しっかりとした物語を持つ作
品ばかりだと思います。これ
を今後も軸にしていくわけで
すよね。
野尻　はい。既存の550冊リ
ストを軸としつつ新刊50冊リ
ストも毎年更新して、古典と新
作双方から、財団が子どもに読
んでもらいたい作品として紹
介していくつもりです。古典
の中にも重版未定になってし池辺 昌和（いけべ まさかず）　伊藤忠記念財団 常務理事・事務局長

野尻 夏帆（のじり かほ）　伊藤忠記念財団 助成事業部 職員
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まう作品はあるので、その際の差し替え候補を用意しておきたいという意図もあります。
石井　新しく選んだ本がゆくゆくは古典になるかもしれないですからね。
島　例えば、『エルマーのぼうけん』（ルース・スタイルス・ガネット作・わたなべしげお訳、福音館書店、1963年）のシリーズ3作は、
日本国内だけで販売数が780万部と聞きます。児童書にはそういう、良作が長く読み継がれていく土壌があると思うのです。一方
で世の中はどんどん変化してきていて、子どもにとって厳しい環境だと感じることもあります。子どもたちがつらい時の「逃げ、
ばしょ」としての本もあってよいと思います。
池辺　そのためにも、物語性のある作品は子どもの読書にとっては非常に重要な要素なのでしょうね。
石井　やはりそうですね。子どもたちが大人になる中で、本の中の出来事は今後の生き方を考える上での参考になると思うんで
すよね。現実はすごく厳しいじゃないですか。そこを超えて子どもたちが希望を得られるような物語が生まれてほしい。「正義は
必ず勝つ」と安心できるようなものが。そもそも正義とは何かと問われるかもしれませんが、子どもたちにとっての正義があると
私は思っていて、それが語られる文学が生まれてほしいです。今、そういうことを大人がはっきりと示せなくなっていると感じる
ものですから。
しおざき　私は4年かけて事典（『子どもの読書を考える事典』あさくら書店、2023年）を作成した際、読書の定義について編集チー
ムでかなり考えて、最終的には「人の物語を受け取って、自分の中に新たな物語を紡ぐ行為」ではないかという考えに行き着きま
した。ただ情報を得るためだけの行為ではないのです。物語の定義も様々でしょうが、ただただ、つらい状況ばかりを描くのでは
なく、子どもたちに前向きな内容のものを手渡す責任が大人にはあるはずです。財団の助成も、ただ、ほんを手渡して読んでもら
うだけではなく、子どもに本を手渡す場にそうした精神の輪を広げられるようなものになれるといいのかなと思います。

子どもに本を届ける人材の
育成について

池辺　子どもに本を手渡す機会はいろいろとありますね。子ども文庫やお話会もその一例です。そうした場で活躍される方々に
財団の考えを伝えて、その活動を後押しするためにできることは何かあるでしょうか。学校司書、公立図書館の図書館員の問題と
も絡んでくるかと思いますが。
島　子ども文庫、児童館、学校図書館などやり方は様々ですが、まずはその場にいる大人が子どもの読書をどう捉えるかが大事だ
と思います。その考えが各自治体で策定されている子ども読書活動推進計画の内容にも反映されていくでしょう。そこで中心と
なるべきは公共図書館と学校図書館だと思うのです。しかし、そうした公的機関では専門職としての図書館司書の採用数が非常
に限られているのが現状です。市役所の一般職として採用されて図書館に限らず各課を転々とするケースも多い。私の場合、ベー
スは図書館でしたが38年間の勤務のうち8年ほど市役所の仕事もしました。
しおざき　私も行政職採用の図書館員として10年働きましたが、住民税の係に異動になったことをきっかけに辞めた経緯があり
ます。図書館法では公共図書館への専任の司書の、ひっちが定められていないなど、根拠となる法律に職員を守るための仕組みが
欠けているという問題もありますね。
島　1997年に総務省が「人材育成・確保基本方針策定指針」という各自治体の人事制度に対する指針を出しているのですが、その
根幹に何でもできる一般職が大事だという考え方があるのです。ただ、この方針には変化の兆しが見られます。2023年12月に更
新された新しい策定方針では、各自治体がDXや大規模災害、子育て支援等を充実させていくための専門職が不足しているという
話が上がっています。今後の動きに注目したいですね。
　学校図書館の学校司書についても、学校図書館法が改正されて職名が法律上に明記されたものの、1人の司書が2、3校を掛け持
ちしている。しかも非正規かつ低賃金だという場合が非常に多い。1990年以降の派遣法で非正規の職員も非常に増えましたね。
今は会計年度任用職員という言い方も

しますが、非正規の図書館司書の雇用状況については問題になっています。読書ボランティア
については、読書推進運動協議会が数年ごとに実施している「全国読書グループ調査」からも
分かることですが、全国各地で実に様々な活動を行っています。子どもの読書啓発活動を進め
る上で、ボランティアはもはや欠かせない大事な存在なのです。その一方で、その活動が本当
に子どものためになっているか、ボランティアたちの自己満足に終わっていないかという指摘
もあるので、その点も考える必要があると思います。
しおざき　財団の場合は、公的機関の人材育成にどこまで関われるかという問題もあります
ね。施設そのものへの助成は原則行っていないわけですから。ただ、公共図書館も学校もボラ
ンティアの力なしにはやっていけないのが現状です。児童サービスの経験がない公共図書館
の図書館員にとってボランティアの方々は頼りになる存在ですし、学校でも朝の読み聞かせな
どボランティアが積極的に関わってくれています。官民双方が子どもの読書を支えているの
が現状ですが、官がもっと強くなるべきという思いはありますね。財団が民間の草の根の活動
に支援を続けることで、ゆくゆくは公的機関にも良い影響を与えられるのではないでしょう
か。これまでも文庫の活動から公共図書館の設置運動が発展した例はありますし。石井さんは
どのようにお考えですか。
石井　私も民間ボランティアの質の向上をサポートすることこそが財団ができる重要な取り
組みだと思います。自分たちの力を高めたい一心で助成に応募してくださる方々はたくさんい
るので、そこに対しても支援を続けてほしい。やっぱり人だと思うのです。「この本は面白い
よ」と言って手渡せる周囲の人間の存在が子どもの読書環境を左右します。学校図書館も決ま
った人が配置されることで活性化が進んで、ボランティアもより効果的に動けるようになる。
非正規で複数校掛け持ちという状況は厳しいですが、学校司書が、いちにちでもいるかいない
かの違いは大きいと私は思います。学校司書が配置されることの意義の理解が進んでほしい
と思いますが、具体的にどうしたらよいものか。
　
助成座談会の様子。左から二瓶、野尻、石井さん、島さん、しおざきさん、池辺の順に半円にな
り、意見を交わしている。
　
池辺　実際、文庫訪問であちこち見て回っていると、更に活発な活動に取り組まれるのではな
いかと思える団体もあります。そうした方々の可能性を引き出すことまでを財団ができたら
いいのですが。
しおざき　財団側にも、今後の可能性を見極める力や活躍のための道筋をつくる力が求められ
ますね。
野尻　そのためにも、2020年度から加えた指定研修会制度を役立てていきたいです。ただお金
を出して本や備品を充実させるだけではなく、それぞれの活動場所で「子どもの本や物語につ
いてもっと学びたい」という意志を持っていらっしゃる方々がより成長するための機会が必要
です。この制度で指定している研修会は全

まう作品はあるので、その際の
差し替え候補を用意しておき
たいという意図もあります。
石井　新しく選んだ本がゆく
ゆくは古典になるかもしれな
いですからね。
島　例えば、『エルマーのぼう
けん』（ルース・スタイルス・ガ
ネット作・渡辺茂男訳、福音館
書店、1963年）のシリーズ3作
は、日本国内だけで販売数が
780万部と聞きます。児童書
にはそういう、良作が長く読み
継がれていく土壌があると思
うのです。一方で世の中はどん
どん変化してきていて、子ども
にとって厳しい環境だと感じ
ることもあります。子どもたち
が辛い時の「逃げ場所」として
の本もあってよいと思います。
池辺　そのためにも、物語性
のある作品は子どもの読書に
とっては非常に重要な要素な
のでしょうね。
石井　やはりそうですね。子
どもたちが大人になる中で、本
の中の出来事は今後の生き方
を考える上での参考になると
思うんですよね。現実はすご
く厳しいじゃないですか。そ
こを超えて子どもたちが希望
を得られるような物語が生ま
れてほしい。「正義は必ず勝つ」
と安心できるようなものが。
そもそも正義とは何かと問わ
れるかもしれませんが、子ども
たちにとっての正義があると
私は思っていて、それが語られ
る文学が生まれてほしいです。
今、そういうことを大人がはっ
きりと示せなくなっていると
感じるものですから。
汐 﨑　 私 は4年 か け て 事 典

（『子どもの読書を考える事典』

朝倉書店、2023年）を作成し
た際、読書の定義について編集
チームでかなり考えて、最終的
には「人の物語を受け取って、
自分の中に新たな物語を紡ぐ
行為」ではないかという考えに
行き着きました。ただ情報を
得るためだけの行為ではない
のです。物語の定義も様々で
しょうが、ただただ辛い状況ば
かりを描くのではなく、子ども
たちに前向きな内容のものを
手渡す責任が大人にはあるは
ずです。財団の助成も、ただ本
を手渡して読んでもらうだけ
ではなく、子どもに本を手渡す
場にそうした精神の輪を広げ
られるようなものになれると
いいのかなと思います。

子どもに本を届ける人材の
育成について

池辺　子どもに本を手渡す機
会はいろいろとありますね。
子ども文庫やお話会もその一
例です。そうした場で活躍さ
れる方々に財団の考えを伝え
て、その活動を後押しするため
にできることは何かあるでしょ
うか。学校司書、公立図書館の
図書館員の問題とも絡んでく
るかと思いますが。
島　子ども文庫、児童館、学校
図書館などやり方は様々です
が、まずはその場にいる大人
が子どもの読書をどう捉える
かが大事だと思います。その
考えが各自治体で策定されて
いる子ども読書活動推進計画
の内容にも反映されていくで
しょう。そこで中心となるべ
きは公共図書館と学校図書館
だと思うのです。しかし、そう

した公的機関では専門職とし
ての図書館司書の採用数が非
常に限られているのが現状で
す。市役所の一般職として採
用されて図書館に限らず各課
を転々とするケースも多い。
私の場合、ベースは図書館でし
たが38年間の勤務のうち8年
ほど市役所の仕事もしました。
汐﨑　私も行政職採用の図書
館員として10年働きましたが、
住民税の係に異動になったこ
とをきっかけに辞めた経緯が
あります。図書館法では公共
図書館への専任の司書の必置
が定められていないなど、根拠
となる法律に職員を守るため
の仕組みが欠けているという
問題もありますね。
島　1997年に総務省が「人材
育成・確保基本方針策定指針」
という各自治体の人事制度に
対する指針を出しているので
すが、その根幹に何でもできる
一般職が大事だという考え方
があるのです。ただ、この方針
には変化の兆しが見られます。
2023年12月に更新された新
しい策定方針では、各自治体が
DXや大規模災害、子育て支援
等を充実させていくための専
門職が不足しているという話
が上がっています。今後の動
きに注目したいですね。
　学校図書館の学校司書につ
いても、学校図書館法が改正さ
れて職名が法律上に明記され
たものの、1人の司書が2、3校
を掛け持ちしている。しかも
非正規かつ低賃金だという場
合が非常に多い。1990年以降
の派遣法で非正規の職員も非
常に増えましたね。今は会計
年度任用職員という言い方も

しますが、非正規の図書館司書
の雇用状況については問題に
なっています。読書ボランティ
アについては、読書推進運動協
議会が数年ごとに実施してい
る「全国読書グループ調査」か
らも分かることですが、全国各
地で実に様々な活動を行って
います。子どもの読書啓発活
動を進める上で、ボランティア
はもはや欠かせない大事な存
在なのです。その一方で、その
活動が本当に子どものために
なっているか、ボランティアた
ちの自己満足に終わっていな
いかという指摘もあるので、そ
の点も考える必要があると思
います。
汐﨑　財団の場合は、公的機
関の人材育成にどこまで関わ
れるかという問題もあります
ね。施設そのものへの助成は
原則行っていないわけですか
ら。ただ、公共図書館も学校
もボランティアの力なしには
やっていけないのが現状です。
児童サービスの経験がない公
共図書館の図書館員にとって
ボランティアの方々は頼りに
なる存在ですし、学校でも朝

の読み聞かせなどボランティ
アが積極的に関わってくれて
います。官民双方が子どもの
読書を支えているのが現状で
すが、官がもっと強くなるべき
という思いはありますね。財
団が民間の草の根の活動に支
援を続けることで、ゆくゆくは
公的機関にも良い影響を与え
られるのではないでしょうか。
これまでも文庫の活動から公
共図書館の設置運動が発展し
た例はありますし。石井さん
はどのようにお考えですか。
石井　私も民間ボランティア
の質の向上をサポートするこ
とこそが財団ができる重要な
取り組みだと思います。自分
たちの力を高めたい一心で助
成に応募してくださる方々は
たくさんいるので、そこに対し
ても支援を続けてほしい。やっ
ぱり人だと思うのです。「この
本は面白いよ」と言って手渡せ
る周囲の人間の存在が子ども
の読書環境を左右します。学
校図書館も決まった人が配置
されることで活性化が進んで、
ボランティアもより効果的に
動けるようになる。非正規で

複数校掛け持ちという状況は
厳しいですが、学校司書が1日
でもいるかいないかの違いは
大きいと私は思います。学校
司書が配置されることの意義
の理解が進んでほしいと思い
ますが、具体的にどうしたらよ
いものか。
池辺　実際、文庫訪問であち
こち見て回っていると、更に活
発な活動に取り組まれるので
はないかと思える団体もあり
ます。そうした方々の可能性
を引き出すことまでを財団が
できたらいいのですが。
汐﨑　財団側にも、今後の可
能性を見極める力や活躍のた
めの道筋をつくる力が求めら
れますね。
野尻　そのためにも、2020年
度から加えた指定研修会制度
を役立てていきたいです。た
だお金を出して本や備品を充
実させるだけではなく、それぞ
れの活動場所で「子どもの本
や物語についてもっと学びた
い」という意志を持っていらっ
しゃる方々がより成長するた
めの機会が必要です。この制
度で指定している研修会は全
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こく規模かつ歴史あるものばかりなので、子どもの本について学びたいけど手段が分からないと感じている方々に
とっても良いかと思います。参加した研修会で他の地域のボランティアと交流することが刺激になったという感想
もいただきます。小さいことですが、これも財団の助成の役割のひとつですね。
　
伊藤忠記念財団 助成事業部職員、にへい のりこの写真
　
しおざき　指定研修会には、私が副運営委員長を務めている児童図書館研究会の全国学習会もありますね。指定研
修会制度が始まる前にも、全国学習会のための交通費が助成金の対象だった時期があります。
野尻　2002から2008年の時期ですね。今とは違う研修制度を実施していた時期です。
しおざき　全国各地に子どもの本のための勉強をしたい方々はいらっしゃるのだけど、例えば北海道から九州の研
修会に参加する時の交通費は馬鹿にならない。ですから、助成金はとてもありがたかった。今年2月に広島県福山市
で開催した学習会にも、指定研修会制度を利用されていたかたがいらっしゃいましたね。
野尻　皆さんしっかり活用してくださっています。
島　子どもの本について勉強したいとか、子どもについて知りたいというボランティアはかなり多いと思います。
野尻　多いです。その機会を積極的に提供することも財団がすべきことだと思っています。贈呈式もそのための場
所になりますよね。
しおざき　そこで皆さん、名刺交換をしたりして全国各地の繋がりが生まれるんですよね。
野尻　タイミングによっては海外からの参加もあります。以前も、あいしーびーえー（国際児童文庫協会）名誉会長
のオパール・ダンさんのような方がいらっしゃったこともあります。本当に世界各地で活躍されている方々と交流
できるよい機会だと思うので、贈呈式は今後も続けたいです。
池辺　先ほど官民の関係性についても話題に上りましたが、我々の文庫訪問の際もその地域の教育委員会など行政
の方が同席されることがあります。公共図書館や施設で活動されるボランティアの場合、行政が窓口になることも
あるので関係が密接なわけですが、そうした時、我々はどちらに主体性があるのかを見極めなければならない。我々
は民間への助成ということでやっているわけですから。
島　難しいです。以前から選考委員会でも話題になりますね。
池辺　本が入手しにくい過疎地域や離島などは特に支援を手厚くしなければと思いますが、そうしたところは環境
的に官との関係が切り離せないんですよね。
しおざき　私が委員長の時もよく話題になりました。中には公民館図書室の蔵書など、本来は自治体がお金を出さ
なければならない内容での応募もあったりして。でも活動自体はボランティアの自主的な内容だったりするんです
よね。判断が難しいです。
島　自治体側である公共図書館が厳しい状況だというのも事実なんですよね。現場の資料費がすごく落ちているん
です。2001年に、いっかんあたり1,529万円だったのが、2021年には872万円に下がっています。一方で本の単価は
どんどん上がっているので、実質的に購入できる数はより減っていますね。
しおざき　電子書籍はまた別ものですよね。電子書籍の導入で紙の資料費が落ちているというのもあると思います。
雑誌も今はあまり買えなくて、雑誌

スポンサー制などを取り入れる図書館も増えています。そこでどうにかしようと先ほど話に上がったような助成へ
の応募に繋がるわけです。皆さん一生懸命なのは分かるけど、「公共」である以上は官の力で何とかするべきです。
二瓶　公共施設からの応募は毎年一定数あります。ボランティアからの応募でも、自分が活動する公民館の本が少
ないので寄贈のために応募しましたという内容の場合もあります。でも、訪問やお電話で助成による図書を公共施
設の蔵書にはできないことをしっかりお伝えすると、皆さん他の手段を考えられます。ボランティア管理の文庫を
作ろうとしたり、貸出の方法に工夫を持たせたり。そういうふうに考えてもらえればそれは一つのやり方だと思う
ので、官と協力しつつ民間主体で読書支援をしていると捉えて助成の対象と考えています。
石井　財団職員が実際に訪問して現場を見てきてくれるので、選考委員会としても応募団体の実態がより分かりや
すくて良いです。コロナかにズームも取り入れましたが、やはり現地訪問の効果は大きいですね。実際に本がどう
いうふうに並んでいるかも見てきてくださるし、対面でお話すると助成の意義がより伝わると思います。子どもに
本を手渡す方々を育てるためには、人と人とが繋がることも必要です。財団の文庫助成はそのためにもいい働きに
なっているのではないでしょうか。

伊藤忠記念財団の子ども文庫
助成に今後望むこと

池辺　それでは最後に「伊藤忠記念財団の子ども文庫助成に今後望むこと」についてお話できればと思います。
石井　今、財団事務局は積極的な計画の下で充実した活動を行っていると思います。今後もその状態を維持するた
めに、経済的な面でも人員的な面でも必要な財源をしっかり確保してほしいです。今、このような文化的な活動の予
算は削減される傾向にあるとひしひしと感じるので。この財団の良さは、訪問を通して読書ボランティアと財団事
務局が確実に結び付いている、現場を知っている強さにあると思います。大変な日程をやりくりして動かなければ
なりませんが、その努力があって選考委員も現場の状況を実感できているので、ぜひこれからも続けていただきたい。
　あとは、スタートアップ助成のようなことも少しずつ検討できるといいですよね。これから読書ボランティアを
始めてみたいという方々への支援です。これまで財団ではある程度の実績と継続性が確認できる団体に助成を実施
してきました。助成金を効果的に分配できるという点ではとても意味があることで、それもあって50年続けられて
きたのだとも思うので、実績のある方々に助成するこれまでのやり方は継承しつつ、これから活動を始めようとい
う方々にも年間数件ずつでも助成の間口を広げていくと未来に繋がるのではないかと思います。
池辺　新たな活動を支援していくような助成があってもいいのではないかと。
しおざき　活動を始めたいという気持ちを持った方々をどのように掘り起こすかも課題ですね。既に文庫活動をさ
れているのではなくて、もし何かやりたいのであればこういう助成がありますよと案内するわけですから。どこに
どう広報すべきかも考えなくてはならない。
　
座談会中の、しおざきさんの写真
　
島　文庫活動を始めたいという気持ちには潜在的なものもあるでしょうからね。文庫をやってみたいと思う人に注
目

国規模かつ歴史あるものばか
りなので、子どもの本について
学びたいけど手段が分からな
いと感じている方々にとって
も良いかと思います。参加し
た研修会で他の地域のボラン
ティアと交流することが刺激
になったという感想もいただ
きます。小さいことですが、こ
れも財団の助成の役割のひと
つですね。
汐﨑　指定研修会には、私が
副運営委員長を務めている児
童図書館研究会の全国学習会
もありますね。指定研修会制
度が始まる前にも、全国学習会
のための交通費が助成金の対
象だった時期があります。
野 尻　2002〜2008年 の時
期ですね。今とは違う研修制
度を実施していた時期です。
汐﨑　全国各地に子どもの本
のための勉強をしたい方々は
いらっしゃるのだけど、例えば
北海道から九州の研修会に参
加する時の交通費は馬鹿にな
らない。ですから、助成金はと
てもありがたかった。今年2月
に広島県福山市で開催した学
習会にも、指定研修会制度を利

用されていた方がいらっしゃ
いましたね。
野尻　皆さんしっかり活用し
てくださっています。
島　子どもの本について勉強
したいとか、子どもについて知
りたいというボランティアは
かなり多いと思います。
野尻　多いです。その機会を
積極的に提供することも財団
がすべきことだと思っていま
す。贈呈式もそのための場所
になりますよね。
汐﨑　そこで皆さん、名刺交
換をしたりして全国各地の繋
がりが生まれるんですよね。
野尻　タイミングによっては
海外からの参加もあります。
以前も、ICBA（国際児童文庫
協会）名誉会長のオパール・
ダンさんのような方がいらっ
しゃったこともあります。本当
に世界各地で活躍されている
方々と交流できるよい機会だ
と思うので、贈呈式は今後も続
けたいです。
池辺　先ほど官民の関係性に
ついても話題に上りましたが、
我々の文庫訪問の際もその地
域の教育委員会など行政の方

が同席されることがあります。
公共図書館や施設で活動され
るボランティアの場合、行政が
窓口になることもあるので関
係が密接なわけですが、そうし
た時、我々はどちらに主体性が
あるのかを見極めなければな
らない。我々は民間への助成
ということでやっているわけ
ですから。
島　難しいです。以前から選
考委員会でも話題になります
ね。
池辺　本が入手しにくい過疎
地域や離島などは特に支援を
手厚くしなければと思います
が、そうしたところは環境的に
官との関係が切り離せないん
ですよね。
汐﨑　私が委員長の時もよく
話題になりました。中には公
民館図書室の蔵書など、本来は
自治体がお金を出さなければ
ならない内容での応募もあっ
たりして。でも活動自体はボ
ランティアの自主的な内容
だったりするんですよね。判
断が難しいです。
島　自治体側である公共図
書館が厳しい状況だというの
も事実なんですよね。現場の
資料費がすごく落ちているん
で す。2001年 に1館 あ た り
1,529万円だったのが、2021
年には872万円に下がってい
ます。一方で本の単価はどん
どん上がっているので、実質的
に購入できる数はより減って
いますね。
汐﨑　電子書籍はまた別もの
ですよね。電子書籍の導入で
紙の資料費が落ちているとい
うのもあると思います。雑誌
も今はあまり買えなくて、雑誌

スポンサー制などを取り入れ
る図書館も増えています。そ
こでどうにかしようと先ほど
話に上がったような助成への
応募に繋がるわけです。皆さ
ん一生懸命なのは分かるけど、

「公共」である以上は官の力で
何とかするべきです。
二瓶　公共施設からの応募は
毎年一定数あります。ボラン
ティアからの応募でも、自分が
活動する公民館の本が少ない
ので寄贈のために応募しまし
たという内容の場合もありま
す。でも、訪問やお電話で助成
による図書を公共施設の蔵書
にはできないことをしっかり
お伝えすると、皆さん他の手段
を考えられます。ボランティ
ア管理の文庫を作ろうとした
り、貸出の方法に工夫を持たせ
たり。そういうふうに考えて
もらえればそれは一つのやり
方だと思うので、官と協力しつ
つ民間主体で読書支援をして
いると捉えて助成の対象と考
えています。
石井　財団職員が実際に訪
問して現場を見てきてくれる
ので、選考委員会としても応
募団体の実態がより分かりや
すくて良いです。コロナ禍に
ZOOMも取り入れましたが、
やはり現地訪問の効果は大き
いですね。実際に本がどうい
うふうに並んでいるかも見て
きてくださるし、対面でお話す
ると助成の意義がより伝わる
と思います。子どもに本を手
渡す方々を育てるためには、人
と人とが繋がることも必要で
す。財団の文庫助成はそのた
めにもいい働きになっている
のではないでしょうか。

伊藤忠記念財団の子ども文庫
助成に今後望むこと

池辺　それでは最後に「伊藤
忠記念財団の子ども文庫助成
に今後望むこと」についてお話
できればと思います。
石井　今、財団事務局は積極
的な計画の下で充実した活動
を行っていると思います。今
後もその状態を維持するため
に、経済的な面でも人員的な面
でも必要な財源をしっかり確
保してほしいです。今、このよ
うな文化的な活動の予算は削
減される傾向にあるとひしひ
しと感じるので。この財団の
良さは、訪問を通して読書ボラ
ンティアと財団事務局が確実
に結び付いている、現場を知っ
ている強さにあると思います。
大変な日程をやりくりして動
かなければなりませんが、その
努力があって選考委員も現場
の状況を実感できているので、
ぜひこれからも続けていただ
きたい。
　あとは、スタートアップ助成
のようなことも少しずつ検討
できるといいですよね。これ
から読書ボランティアを始め

てみたいという方々への支援
です。これまで財団ではある
程度の実績と継続性が確認で
きる団体に助成を実施してき
ました。助成金を効果的に分
配できるという点ではとても
意味があることで、それもあっ
て50年続けられてきたのだと
も思うので、実績のある方々に
助成するこれまでのやり方は
継承しつつ、これから活動を始
めようという方々にも年間数
件ずつでも助成の間口を広げ
ていくと未来に繋がるのでは
ないかと思います。
池辺　新たな活動を支援して
いくような助成があってもい
いのではないかと。
汐﨑　活動を始めたいという
気持ちを持った方々をどのよ
うに掘り起こすかも課題です
ね。既に文庫活動をされてい
るのではなくて、もし何かやり
たいのであればこういう助成
がありますよと案内するわけ
ですから。どこにどう広報すべ
きかも考えなくてはならない。
島　文庫活動を始めたいとい
う気持ちには潜在的なものも
あるでしょうからね。文庫を
やってみたいと思う人に注目二瓶 紀子（にへい のりこ）　伊藤忠記念財団 助成事業部 職員
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してもらうためには、まずは本と場所だと思います。スタートアップ助成を始めるとしたらそこ
からではないでしょうか。
池辺　なるほど。では、文庫の生まれ方として特徴的なことはありますか。
しおざき　やはり一利用者として文庫活動の手伝いをして、そこから自分もやりたいと思われる
かたが多いですね。ある地域の中心的な子ども文庫から派生的にたくさん文庫が生まれた例もあ
ります。
島　あとは、一度助成してから次に応募できるまでの期間に工夫を加えてもいいかもしれません
ね。今は何年待たないといけないのですか。
野尻　3年です。
島　そうすると、本を中心に希望する団体は2年に短縮するとか、そういうメリハリをつけてもよ
いのかなと思いました。基本的にこの助成は子どもの本に重きを置いていると思うので、そのこ
とを強調するためにです。
しおざき　財団が子ども文庫について紹介する講演会のようなことをやっても面白いかもしれま
せん。文庫は私たちにとっては身近な存在ですが、世間一般的には知らないかたが多いですから
ね。助成の宣伝にも繋がると思います。60年前に文庫のことを知らない方々が石井桃子さんの『子
どもの図書館』（岩波新書、1965年）の影響を受けて、あちこちで文庫を始めたということもありま
した。
野尻　そういうかたはたくさんいらっしゃいますね。今でも文庫訪問で『子どもの図書館』を読ん
で活動を始めました、というかたにお会いします。
しおざき　財団の助成があるなら始めてみようかなと、子ども文庫や助成について宣伝できる場
をつくることはできないですかね。
池辺　財団は「読書バリアフリー研究会」を毎年5回ほど開催していますが、それに近いイメージ
ですかね。全国各地の公共施設で、子ども文庫についてのセミナーを行うような。
しおざき　つまり子ども文庫をまだ知らない方々に知らせるためのセミナーですね。マルチメデ
ィアでいじーやわいわい文庫のさらなる周知にも繋がるのではないでしょうか。読書推進と聞け
ば関心のあるかたは多いと思います。
島　読書バリアフリー研究会の参加者はどのくらいいらっしゃいますか。
池辺　最近は40から50人から70から80人が会場に参加しています。
島　それはすごいですね。
池辺　現地参加はその時々の会場所在地の住民が、おもですが、コロナか以降取り入れたオンライ
ン配信では全国からの参加があります。今年の7月に北海道で開催した時は、オンラインでも130
人の参加がありました。オンラインは広範囲かつ参加も気軽なので、これから文庫について知り
たい方々へのアプローチとして有効な気がします。
島　全国が対象になりますからね。
しおざき　あとは、文庫に通って育った有名人も結構いるので、彼らに登壇してもらっても面白い
ですね。
島　もしかするとマスコミも宣伝に協力してくれるかもしれないですよね。
池辺　可能であれば上手く取り入れていきたいですね。伊藤忠商事本体もエスディージーズに力
を入れているので、一体となって広報できる可能性もあります。
しおざき　子どもこそエスディージーズですよ。
石井　本当にそうですね。
　
座談会中の石井さんの写真
　
島　持続可能な社会を維持し発展させるには子どもという未来に力を注がなくては。

しおざき　やはり未来です。それも、ただ育てばいいのではなくて、より良い社会をつくってくれる子
どもたちに未来を託していきたいわけで。
池辺　子どもに「読書をしている場合ではない」と言う人はあまりいない。
石井　いないけれど力も注いでいない、というのが現状ですね。
池辺　そうですね。読書がだめだという人はいないけど、その割に読書のための活動は少数派という印
象です。
しおざき　私たちは「読書は大事」という考えありきで活動していますが、世の中ではそうではない人は
たくさんいます。同じ家庭環境で育ちながら差が生じることもありますし。でも、やはり子ども時代に
もっと本を読んでいたら自分の人生は変わっていたかもしれないと思う人もいる。短い子ども時代に読
書の機会という人生の土壌をつくるものを提供することは必要なんですよね。
島　子どもの読書の研究を財団で支援するのはどうでしょう。
池辺　それは面白いですね。2005年に調査研究事業は休止しましたが、子どもの読書に特化して復活さ
せるイメージですね。
島　そうですね。最近の研究は内容がどんどん読書から保育にシフトしている印象があります。保育も
大事なんですけどね。
　
座談会ちゅうの島さんの写真
　
しおざき　幼稚園・保育園の読書は実態が見えにくいんですよね。学校だと学校図書館がありますが、
幼保にはそうした施設はありません。子どもが初めて社会で本に出会えるところなのに、えんによって
格差が激しいと強く感じています。
島　確かせでっぷ（発達保育実践政策学センター）の調査結果でも、えんによって差がすごくあるという
話ですよね。絵本を持っている、えんと全然持っていない、えんがある。
しおざき　置いてある本の内容も様々ですよね。
島　卒園児からもらった本だけを並べている、えんもあります。
野尻　えんの場合、読書環境について上から何か改革しようとするとどこに切り込めばいいのかが分か
らないという課題があります。学校でいう学校図書館協議会のような存在がないんですよね。文庫訪問
の流れで、えんを訪問する機会もありますが、予算に図書費が計上されているところは珍しいと聞きま
す。
しおざき　手渡し方も小学校・中学校と違う形になりますね。
石井　園児に本を手渡す人材の育成ですね。その点を教員養成で補強できるといいのですが。
島　保育士の養成課程の中で絵本をどう扱っているかという問題に行き当たるわけですね。
石井　絵本に詳しくない学生はたくさんいます。就職した後も、先生によって差は大きいと思います。
　絵本専門士委員会では学校の課程を通して認定絵本士という資格を取れる仕組みも用意しています。
より高度な資格の絵本専門士は取れないのですが、認定絵本士を取って3年後の試験をパスすると絵本
専門士になれます。絵本専門士の希望者は、70名の定員で1,200めい、くらいの応募が来るんです。
しおざき　そんなに多いですか。それだけ絵本に注目している人がいるということですね。
池辺　すごいですね。
石井　そこは高倍率でなかなか、はいれないわけですよ。なので、保育者養成課程の中に認定絵本士の
制度を取り入れることで、絵本の知識を広げていこうとしているわけです。幼稚園・保育園での実践を
意識

してもらうためには、まずは本
と場所だと思います。スター
トアップ助成を始めるとした
らそこからではないでしょう
か。
池辺　なるほど。では、文庫の
生まれ方として特徴的なこと
はありますか。
汐﨑　やはり一利用者として
文庫活動の手伝いをして、そこ
から自分もやりたいと思われ
る方が多いですね。ある地域
の中心的な子ども文庫から派
生的にたくさん文庫が生まれ
た例もあります。
島　あとは、一度助成してか
ら次に応募できるまでの期間
に工夫を加えてもいいかもし
れませんね。今は何年待たな
いといけないのですか。
野尻　3年です。
島　そうすると、本を中心に希
望する団体は2年に短縮する
とか、そういうメリハリをつけ
てもよいのかなと思いました。
基本的にこの助成は子どもの
本に重きを置いていると思う
ので、そのことを強調するため
にです。
汐﨑　財団が子ども文庫につ
いて紹介する講演会のような

ことをやっても面白いかもし
れません。文庫は私たちにとっ
ては身近な存在ですが、世間
一般的には知らない方が多い
ですからね。助成の宣伝にも
繋がると思います。60年前に
文庫のことを知らない方々が
石井桃子さんの『子どもの図
書館』（岩波新書、1965年）の
影響を受けて、あちこちで文
庫を始めたということもあり
ました。
野尻　そういう方はたくさん
いらっしゃいますね。今でも
文庫訪問で『子どもの図書館』
を読んで活動を始めました、と
いう方にお会いします。
汐﨑　財団の助成があるなら
始めてみようかなと、子ども文
庫や助成について宣伝できる
場をつくることはできないで
すかね。
池辺　財団は「読書バリアフ
リー研究会」を毎年5回ほど開
催していますが、それに近いイ
メージですかね。全国各地の
公共施設で、子ども文庫につい
てのセミナーを行うような。
汐﨑　つまり子ども文庫をま
だ知らない方々に知らせるた
めのセミナーですね。マルチ

メディアDAISYやわいわい文
庫のさらなる周知にも繋がる
のではないでしょうか。読書
推進と聞けば関心のある方は
多いと思います。
島　読書バリアフリー研究会
の参加者はどのくらいいらっ
しゃいますか。
池辺　最近は40〜50人から
70〜80人が会場に参加して
います。
島　それはすごいですね。
池辺　現地参加はその時々の
会場所在地の住民が主ですが、
コロナ禍以降取り入れたオン
ライン配信では全国からの参
加があります。今年の7月に北
海道で開催した時は、オンライ
ンでも130人の参加がありま
した。オンラインは広範囲か
つ参加も気軽なので、これから
文庫について知りたい方々へ
のアプローチとして有効な気
がします。
島　全国が対象になりますか
らね。
汐﨑　あとは、文庫に通って
育った有名人も結構いるので、
彼らに登壇してもらっても面
白いですね。
島　もしかするとマスコミも
宣伝に協力してくれるかもし
れないですよね。
池辺　可能であれば上手く取
り入れていきたいですね。伊
藤忠商事本体もSDGsに力を
入れているので、一体となって
広報できる可能性もあります。
汐﨑　子どもこそSDGsです
よ。
石井　本当にそうですね。
島　持続可能な社会を維持し
発展させるには子どもという
未来に力を注がなくては。

汐﨑　やはり未来です。それ
も、ただ育てばいいのではなく
て、より良い社会をつくってく
れる子どもたちに未来を託し
ていきたいわけで。
池辺　子どもに「読書をして
いる場合ではない」と言う人は
あまりいない。
石井　いないけれど力も注い
でいない、というのが現状です
ね。
池辺　そうですね。読書がだ
めだという人はいないけど、そ
の割に読書のための活動は少
数派という印象です。
汐﨑　私たちは「読書は大事」
という考えありきで活動して
いますが、世の中ではそうでは
ない人はたくさんいます。同
じ家庭環境で育ちながら差が
生じることもありますし。で
も、やはり子ども時代にもっと
本を読んでいたら自分の人生
は変わっていたかもしれない
と思う人もいる。短い子ども
時代に読書の機会という人生
の土壌をつくるものを提供す
ることは必要なんですよね。
島　子どもの読書の研究を財
団で支援するのはどうでしょ
う。

池辺　それは面白いですね。
2005年に調査研究事業は休
止しましたが、子どもの読書に
特化して復活させるイメージ
ですね。
島　そうですね。最近の研究
は内容がどんどん読書から保
育にシフトしている印象があ
ります。保育も大事なんです
けどね。
汐﨑　幼稚園・保育園の読書
は実態が見えにくいんですよ
ね。学校だと学校図書館があ
りますが、幼保にはそうした施
設はありません。子どもが初
めて社会で本に出会えるとこ
ろなのに、園によって格差が激
しいと強く感じています。
島　確かCEDEP（発達保育実
践政策学センター）の調査結果
でも、園によって差がすごくあ
るという話ですよね。絵本を
持っている園と全然持ってい
ない園がある。
汐﨑　置いてある本の内容も
様々ですよね。
島　卒園児からもらった本だ
けを並べている園もあります。
野尻　園の場合、読書環境に
ついて上から何か改革しよう
とするとどこに切り込めばい

いのかが分からないという課
題があります。学校でいう学
校図書館協議会のような存在
がないんですよね。文庫訪問
の流れで園を訪問する機会も
ありますが、予算に図書費が計
上されているところは珍しい
と聞きます。
汐﨑　手渡し方も小学校・中
学校と違う形になりますね。
石井　園児に本を手渡す人材
の育成ですね。その点を教員
養成で補強できるといいので
すが。
島　保育士の養成課程の中で
絵本をどう扱っているかとい
う問題に行き当たるわけです
ね。
石井　絵本に詳しくない学生
はたくさんいます。就職した
後も、先生によって差は大きい
と思います。
　絵本専門士委員会では学校
の課程を通して認定絵本士と
いう資格を取れる仕組みも用
意しています。より高度な資
格の絵本専門士は取れないの
ですが、認定絵本士を取って3
年後の試験をパスすると絵本
専門士になれます。絵本専門
士の希望者は、70名の定員で
1,200名くらいの応募が来る
んです。
汐﨑　そんなに多いですか。
それだけ絵本に注目している
人がいるということですね。
池辺　すごいですね。
石井　そこは高倍率でなかな
か入れないわけですよ。なの
で、保育者養成課程の中に認
定絵本士の制度を取り入れる
ことで、絵本の知識を広げてい
こうとしているわけです。幼
稚園・保育園での実践を意識
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したプログラムが多いですね。
島　カリキュラムの中に絵本の位置付けは入っているんですか。
石井　一応入っていますが、専門に講義できる人はそういないと思います。学生に聞くと誰もが、「絵本、そんなものは知
っているよ」と。けれど絵本の何を知っているのかというと、ほとんど何も知らないという感じです。私のいた大学は講座
を持っているので興味を持った学生が入ってきますが、そうすると絵本はこんなに広くて深いのかということに気付いて
いきます。それでも学校によっては、本当に入口で終わってしまうところもあります。
野尻　子ども文庫助成にも保育園や幼稚園からたまに応募がありますが、保育園の母体にもよるんですけど、公共施設と
いうことで対象外になっているところがほとんどです。たまに、えん文庫という形で保護者主体のところもあるけれど、
一つの、えんに対象が限られているということで評価を抑える実情があって、幼稚園・保育園、こども園の図書充実まで私
たちが踏み込めていないのが現状です。
石井　そこまでは難しいですよね。
島　対象の範囲をどうするかというのは助成の大きな課題でしょうね。
しおざき　本来は、えんの予算から整備しなければならない問題ですからね。
池辺　企業や営利事業への助成はもちろんしないし、公的機関で活動するボランティアの実態も見極める必要はあります。
それでも、子どものために本を必要としている方々は各地に大勢いらっしゃるわけで、その方々を支援するのに我々が過
去に設けた制約が足枷になりすぎていないかということは考えなければなりませんね。読書活動推進を実現するために、
どこが一番適切な対象なのかという視点は持っておく必要があると思います。
野尻　子ども文庫や図書館となると既に本に関心のある親子が集まってきますが、えんや学校はそうとは限りません。だ
から絶対に本は充実させるべきなのですが、子ども文庫助成の対象となると学校は特別支援学校を除き対象がいですし、
えんも基本的には同様です。地域に開けた活動を実現できているえんについては助成したこともありますが……。
しおざき　あとは、その施設にどんな人がいるかですね。ただ施設に助成するわけではなくて、どちらかというと子ども
の読書のために活動している「人」に助成するので。
島　私も孫を保育園に通わせていますが、そこの、えんでは玄関に本を置いているだけなんですね。えんの中で読むこと
しかできない。一方で貸出をしている、えんもある。本を貸してくれる、えんと貸してくれない、えんの差は、もしかする
と随分大きいのかもしれません。だから、えんにも助成するとしたら、そういう切り分け方もあるかもしれないですね。貸
すということは人が介在しているし、なおかつ園児が家に持ち帰って、その絵本をおうちの人が読み聞かせしてくれる。
野尻　貸出をしている、えんであれば、対象の最低基準にはなりますね。
しおざき　先ほどの研究助成の話にも繋がりますが、幼稚園・保育園の読書環境や取り組む姿勢などについて調査してみ
るとか。
島　えんの読書環境は格差が大きい上に、駅前の2階にできたり、マンションの、いっしつにできたりと、どんどん増えて
いますからね。
池辺　えんの支援についても考えていかなければなりませんね。「伊藤忠記念財団の子ども文庫助成に今後望むこと」とい
う意味では、だいたい今伺ったように経済面、人員面への期待があることや財団の活動自体に意義があると考えてよろし
いでしょうか。
石井　そうだと思います。
しおざき　私は、子ども文庫助成は経済的に支援してもらえてありがたいということだけではなく、自分が続けてきた活
動を評価してもらえるという意義もあると思っています。「あなたの活動はすごく意味のあることですよ」と社会的に認め
られる。だからこそ贈呈式で皆さんの顔が輝くわけですよ。自分たちのやったことが認められて、こんなに褒めてもらえ
るのよという。それは経済面だけではなくて精神面にもかなりの支援だと思います。贈呈式では同じ活動に取り組んでい
る方々に会えて、自分が続けてきたことは間違いではな

かったと皆さん実感して帰られる。それゆえ私たちも贈呈式で感動します。
　こういう活動をしている財団はとても貴重だと思います。本の助成は他にもありますが、これだけ長く継続的かつ組織
的にやっているものはない。読書バリアフリーにも力を入れて子どもの読書について多面的に考えている、評価に値する
活動だと思います。
島　私もそう思います。この50年で助成件数はどのくらいになりますか。
野尻　2023年度までで累計2,808件です。
島　件数だけ見てもそれだけの数に助成を実施してきたわけです。今、しおざきさんが言われたように精神的な自信にも
繋がったと思います。
石井　他財団のホームページを見ていると、じゅりょうしゃの例を紹介していて、今後応募したいとなった時にイメージ
が湧きやすいつくりになっています。財団でも過去の、じゅりょうしゃの活動を紹介する仕組みがあってもよいのではな
いかと思います。
二瓶　広報にはもっと力を入れる必要があると思っています。ホームページについても見やすさを更新していきたいとい
う意思はあります。長く活動を続けているかたや助成金の使用例の紹介もしたいですね。今も、その過去5年の、じゅりょ
うしゃの活動状況をホームページに掲載しているのですが、階層が低くて検索しにくいんですよね。
野尻　じゅりょうから2年後に財団職員がフォローアップ訪問もしているので、その時に見聞きしたことをレポートにま
とめてホームページなどで公開してもいいかもしれないですね。
しおざき　あとは、これまでそうそうたるメンバーが文庫功労賞を受賞しているわけでしょう。だから歴代の受賞者をホ
ームページに掲載してもいいのでは。それを見て身近な方を功労賞に推薦しようと考える人も出てくると思います。
野尻　本当にそうですね。この方はまだ受賞されていないのか、ということも可視化されますし。財団として表に出せる
情報を精査して広報に活かしたいです。
池辺　最後になりますが、伊藤忠記念財団が子ども文庫助成を50年続けてこられたのは、支えてくださった皆様のおかげ
です。対処すべき課題もありますので、柔軟に形を変えたりもしながら助成活動を続けていく必要があると思っています。
　これまでもその時々で、選考委員の皆様のおかげをもって効果的に助成を行うことができました。これからも皆様と協
力し、急速に進むデジタル化という状況にも対応しつつ、しっかりと子どもたちに読書文化を継承していきたいと思いま
す。本日はありがとうございました。
　
助成座談会出席メンバーと財団職員の集合写真。
左から、池辺、しおざきさん、島さん、石井さん、野尻、二瓶。

したプログラムが多いですね。
島　カリキュラムの中に絵本
の位置付けは入っているんで
すか。
石井　一応入っていますが、
専門に講義できる人はそうい
ないと思います。学生に聞く
と誰もが、「絵本、そんなもの
は知っているよ」と。けれど絵
本の何を知っているのかとい
うと、ほとんど何も知らないと
いう感じです。私のいた大学
は講座を持っているので興味
を持った学生が入ってきます
が、そうすると絵本はこんなに
広くて深いのかということに
気付いていきます。それでも
学校によっては、本当に入口で
終わってしまうところもあり
ます。
野尻　子ども文庫助成にも保
育園や幼稚園からたまに応募
がありますが、保育園の母体に
もよるんですけど、公共施設と
いうことで対象外になってい
るところがほとんどです。た
まに園文庫という形で保護者
主体のところもあるけれど、一
つの園に対象が限られている
ということで評価を抑える実
情があって、幼稚園・保育園、
こども園の図書充実まで私た
ちが踏み込めていないのが現
状です。
石井　そこまでは難しいです
よね。
島　対象の範囲をどうするか
というのは助成の大きな課題
でしょうね。
汐﨑　本来は園の予算から整
備しなければならない問題で
すからね。
池辺　企業や営利事業への助
成はもちろんしないし、公的機

関で活動するボランティアの
実態も見極める必要はありま
す。それでも、子どものために
本を必要としている方々は各
地に大勢いらっしゃるわけで、
その方々を支援するのに我々
が過去に設けた制約が足枷に
なりすぎていないかというこ
とは考えなければなりません
ね。読書活動推進を実現する
ために、どこが一番適切な対象
なのかという視点は持ってお
く必要があると思います。
野尻　子ども文庫や図書館と
なると既に本に関心のある親
子が集まってきますが、園や学
校はそうとは限りません。だ
から絶対に本は充実させるべ
きなのですが、子ども文庫助成
の対象となると学校は特別支
援学校を除き対象外ですし、園
も基本的には同様です。地域
に開けた活動を実現できてい
る園については助成したこと
もありますが……。
汐﨑　あとは、その施設にど
んな人がいるかですね。ただ
施設に助成するわけではなく
て、どちらかというと子ども
の読書のために活動している

「人」に助成するので。
島　私も孫を保育園に通わせ
ていますが、そこの園では玄関
に本を置いているだけなんで
すね。園の中で読むことしか
できない。一方で貸出をして
いる園もある。本を貸してく
れる園と貸してくれない園の
差は、もしかすると随分大きい
のかもしれません。だから、園
にも助成するとしたら、そうい
う切り分け方もあるかもしれ
ないですね。貸すということ
は人が介在しているし、なおか

つ園児が家に持ち帰って、その
絵本をお家の人が読み聞かせ
してくれる。
野尻　貸出をしている園であ
れば、対象の最低基準にはなり
ますね。
汐﨑　先ほどの研究助成の話
にも繋がりますが、幼稚園・保
育園の読書環境や取り組む姿
勢などについて調査してみる
とか。
島　園の読書環境は格差が大
きい上に、駅前の2階にできた
り、マンションの一室にできた
りと、どんどん増えていますか
らね。
池辺　園の支援についても考
えていかなければなりません
ね。「伊藤忠記念財団の子ども
文庫助成に今後望むこと」とい
う意味では、だいたい今伺った
ように経済面、人員面への期待
があることや財団の活動自体
に意義があると考えてよろし
いでしょうか。
石井　そうだと思います。
汐﨑　私は、子ども文庫助成
は経済的に支援してもらえて
ありがたいということだけで
はなく、自分が続けてきた活動
を評価してもらえるという意
義もあると思っています。「あ
なたの活動はすごく意味のあ
ることですよ」と社会的に認め
られる。だからこそ贈呈式で
皆さんの顔が輝くわけですよ。
自分たちのやったことが認め
られて、こんなに褒めてもらえ
るのよという。それは経済面
だけではなくて精神面にもか
なりの支援だと思います。贈
呈式では同じ活動に取り組ん
でいる方々に会えて、自分が続
けてきたことは間違いではな

かったと皆さん実感して帰ら
れる。それゆえ私たちも贈呈
式で感動します。
　こういう活動をしている財
団はとても貴重だと思います。
本の助成は他にもありますが、
これだけ長く継続的かつ組織
的にやっているものはない。
読書バリアフリーにも力を入
れて子どもの読書について多
面的に考えている、評価に値す
る活動だと思います。
島　私もそう思います。この
50年で助成件数はどのくらい
になりますか。
野尻　2023年度までで累計
2,808件です。
島　件数だけ見てもそれだけ
の数に助成を実施してきたわ
けです。今、汐﨑さんが言われ
たように精神的な自信にも繋
がったと思います。
石井　他財団のホームページ
を見ていると、受領者の例を
紹介していて、今後応募したい
となった時にイメージが湧き
やすいつくりになっています。

財団でも過去の受領者の活動
を紹介する仕組みがあっても
よいのではないかと思います。
二瓶　広報にはもっと力を入
れる必要があると思っていま
す。ホームページについても
見やすさを更新していきたい
という意思はあります。長く
活動を続けている方や助成金
の使用例の紹介もしたいです
ね。今も、その過去5年の受領
者の活動状況をホームページ
に掲載しているのですが、階層
が低くて検索しにくいんです
よね。
野尻　受領から2年後に財団
職員がフォローアップ訪問も
しているので、その時に見聞き
したことをレポートにまとめ
てホームページなどで公開し
てもいいかもしれないですね。
汐﨑　あとは、これまでそうそ
うたるメンバーが文庫功労賞
を受賞しているわけでしょう。
だから歴代の受賞者をホーム
ページに掲載してもいいので
は。それを見て身近な方を功

労賞に推薦しようと考える人
も出てくると思います。
野尻　本当にそうですね。こ
の方はまだ受賞されていない
のか、ということも可視化され
ますし。財団として表に出せ
る情報を精査して広報に活か
したいです。
池辺　最後になりますが、伊
藤忠記念財団が子ども文庫助
成を50年続けてこられたのは、
支えてくださった皆様のおか
げです。対処すべき課題もあ
りますので、柔軟に形を変えた
りもしながら助成活動を続け
ていく必要があると思ってい
ます。
　これまでもその時々で、選
考委員の皆様のおかげをもっ
て効果的に助成を行うことが
できました。これからも皆様
と協力し、急速に進むデジタル
化という状況にも対応しつつ、
しっかりと子どもたちに読書
文化を継承していきたいと思
います。本日はありがとうご
ざいました。
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2011年に閉館した東京小中学
生センター1階の様子を示すコ
ラージュ画像。自習室、プレイ
ルーム、ワークルームの写真が
あり、中央にフロア図が配置さ
れている。サイドには、財団の
キャラクター『わいわいベア』
のぬいぐるみが写っている。

電子図書普及事業

すわって本を読むわいわいベア
を正面から描いたイラスト

2011年に閉館した東京小中学
生センター1階の様子を示すコ
ラージュ画像。自習室、プレイ
ルーム、ワークルームの写真が
あり、中央にフロア図が配置さ
れている。サイドには、財団の
キャラクター『わいわいベア』
のぬいぐるみが写っている。

東京小中学生センター1階 閉館時の様子（2011年）

★

★

★

★

電子図書普及事業

すわって本を読むわいわいベア
を正面から描いたイラスト

電子図書普及事業



電子図書普及事業

障害があるために紙の本では読むことが困難な子どもたちへ読書機会を提供することを目指し、電子図書（マ
ルチメディアでいじー規格）の製作・寄贈と、読書バリアフリー研究会の実施を事業の二本の柱としている。

事業開始までの経緯

　2009年、新しい事業の構想を練る過程で、弱視の子どもたちは自分で読むことができる拡大本が少なく、読書
機会に恵まれないことが分かった。さらに、視覚障害に限らず知的障害、肢体不自由、発達障害などの様々な障
害により、紙の本での読書に困難さのある子どもたちが大勢いること、また視覚障害者等向けの音訳・点訳図書
のほとんどが大人向けで、子どもたちのためのバリアフリー図書がわずかしかないことを知った。そこで、有
識者からの助言をもとに、障害のある子どもたちへの読書支援を新規事業として、児童向けのアクセシブルな
電子図書の製作・寄贈と、障害のある子どもたちの読書支援について学ぶ機会の提供を進めることにした。
　2010年4月1日に文化庁長官の指定団体に認定され、著作権法第37条第3項により、障害のあるかたに情報提
供する場合に限り、著作権者の許諾を受けずに公表された視覚著作物の複製や公衆送信ができるようになった。
この事業の中核となる電子図書については、いくつかの候補の中から、汎用性が高いと思われる国際標準規格
の「マルチメディアデイジー」を選択した。マルチメディアデイジー図書では、パソコンやタブレット型端末な
どで目と耳から「読書」を楽しむことができる。読み上げている部分のフレーズに色がつく（ハイライト機能）
ため、どこを読んでいるのかが一目で分かる。他にも、文字の大きさ、音声のスピード、文字や背景の色を選べ
るなど、読み手に合わせてカスタマイズできる機能が備わっているので、読みに困難さのある子どもたちの助
けになると考え、財団内で製作を開始した。
　
マルチメディアでいじー図書の主な対象を示すイラスト。3人の子どもたちと6つの吹き出しが並ぶ。弱視のA
くん：字が小さすぎて読めないよ。難聴のBさん：正しい読みや発音が良くわからないの。知的障害のCさん：
漢字が読めないから困っています。病弱のDさん：無菌室に持ち込めないの。肢体不自由のEくん：ページをめ
くることが本当に大変。学習障害のFくん：文章をスラスラ読むことが苦手なんだ。
　
　2011年3月に最初の寄贈を実施。マルチメディアデイジー化した31作品をCD盤に収め、全国の公共図書館

（人口20万にん以上の都市）や特別支援学校1,135団体に送付した。各団体にアンケートを実施し、東京都の特別
支援学校64校には訪問・電話による聞き取り調査を行った。不具合の有無や利用状況を確認して仕様の改善に
努めた。当初はCDをパソコンで再生する際、

閲覧ソフト（アミ）をインストールして電子図書を開く仕組みを取っていたが、利用者側のパソコンのセキュリ
ティガードにより読書までたどり着かないケースが多発した。そのため、閲覧ソフトをデータに同梱する方式
に変更し、パソコンで自動的に読書を開始できるようにした（Dolphin EasyReader Express。2020年度版以降
ChattyBookExpress）。コピーガードの形式も変更し、タブレット型端末や専用機器での利用が可能となった。ま
た、作品の流出などのリスクを想定して、作品データに「電子透かし（デジタル・ウォーターマーク）」を埋め込み、
原因となったディスクを特定できるシステムを採用した。

マルチメディアデイジーの再生画面イメージ図。バージョンブルー「ももたろう」文：浜なつ子 、絵：よこやまよう
へい。

わいわい文庫

　仕様を改善したのち、新たにマルチメディアデイジー図書38作品を製作、2012年5月に白いCD盤に収めて、全国
の公共図書館、特別支援学校、小中学校等に寄贈した。この時から名称を「わいわい文庫」とした。
　
わいわい文庫の看板の写真。もともとは東京小中学生センターの本の部屋の入口に飾っていた。
　
　これらの作品は、著作権法第37条第3項に基づいて製作・寄贈を行っているため、「受領証」（著作権法の範囲内で
の利用を確認する書面）の返信をお願いしている。受領証はアンケートも兼ねており、わいわい文庫の利用状況や
意見を把握する機会にもなっている。
　
2枚のCD盤の画像。左は白いCD盤のわいわい文庫、右は青いCD盤のわいわい文庫バージョンブルー。
　
　2013年からは、従来の白いCD盤に加え、バージョンブルー（青いCD盤）の寄贈を開始した。白いCD盤の利用は、
著作権法第37条第3項に基づき、障害があるために紙の本での読書に困難さのあるかたに限定している。しかし、
それでは普及につながらないため、著作権者の了承を得た上で、障害の有無に関わらず誰もが利用できる作品とし
てバージョン　ブルーを製作している。今では、図書館での広報などで用いられるほか、外国ルーツの子どもたち
も利用できる作品として活用されている。
　2015年以降、バージョン　ブルーに「日本昔話の旅」シリーズを加えた。全国各地で語り継がれている昔話や伝
説を題材にして、地域の図書館等と協同で製作。図書館が「話の選定」「文」「絵」「音訳」の手配を担当し、財団が「マ
ルチメディアデイジー図書への編集」を行っている。バージョン　ブルーはそのほかに、国立研究開発法人宇宙航
空研究開発機構、公益財団法人日本パラスポーツ協会等の協力を得て、ガイドブックやパンフレットをラインアッ
プに加えている。
　2021年2月より国立国会図書館「視覚障害者等用データ送信サービス」に、わいわい文庫の作品を提供しており、
2024年6月現在613作品が利用可能となっている。

電子図書普及事業
障害があるために紙の本では読むことが困難な子どもたちへ読書機会を提供することを目指し、
電子図書（マルチメディアDAISY規格）の製作・寄贈と、
読書バリアフリー研究会の実施を事業の二本の柱としている。

事業開始までの経緯

　2009年、新しい事業の構想を練る過程で、弱
視の子どもたちは自分で読むことができる拡大
本が少なく、読書機会に恵まれないことが分か
った。さらに、視覚障害に限らず知的障害、肢体
不自由、発達障害などの様々な障害により、紙の
本での読書に困難さのある子どもたちが大勢い
ること、また視覚障害者等向けの音訳・点訳図書
のほとんどが大人向けで、子どもたちのための
バリアフリー図書がわずかしかないことを知っ
た。そこで、有識者からの助言をもとに、障害の
ある子どもたちへの読書支援を新規事業として、
児童向けのアクセシブルな電子図書の製作・寄
贈と、障害のある子どもたちの読書支援につい
て学ぶ機会の提供を進めることにした。
　2010年4月1日に文化庁長官の指定団体に認
定され、著作権法第37条第3項により、障害のあ
る方に情報提供する場合に限り、著作権者の許
諾を受けずに公表された視覚著作物の複製や公
衆送信ができるようになった。この事業の中核

となる電子図書については、いくつかの候補の
中から、汎用性が高いと思われる国際標準規格
の「マルチメディアDAISY」を選択した。マルチ
メディアDAISY図書では、パソコンやタブレッ
ト型端末などで目と耳から「読書」を楽しむこと
ができる。読み上げている部分のフレーズに色
がつく（ハイライト機能）ため、どこを読んでい
るのかが一目で分かる。他にも、文字の大きさ、
音声のスピード、文字や背景の色を選べるなど、
読み手に合わせてカスタマイズできる機能が備
わっているので、読みに困難さのある子どもた
ちの助けになると考え、財団内で製作を開始し
た。
　2011年3月に最初の寄贈を実施。マルチメデ
ィアDAISY化した31作品をCD盤に収め、全国
の公共図書館（人口20万人以上の都市）や特別
支援学校1,135団体に送付した。各団体にアン
ケートを実施し、東京都の特別支援学校64校に
は訪問・電話による聞き取り調査を行った。不
具合の有無や利用状況を確認して仕様の改善
に努めた。当初はCDをパソコンで再生する際、

閲覧ソフト（AMIS）をインストールして電子図
書を開く仕組みを取っていたが、利用者側のパ
ソコンのセキュリティガードにより読書までた
どり着かないケースが多発した。そのため、閲
覧ソフトをデータに同梱する方式に変更し、パ
ソコンで自動的に読書を開始できるようにした

（Dolphin EasyReader Express。2020年度
版以降ChattyBookExpress）。コピーガード
の形式も変更し、タブレット型端末や専用機器
での利用が可能となった。また、作品の流出など
のリスクを想定して、作品データに「電子透かし

（デジタル・ウォーターマーク）」を埋め込み、原
因となったディスクを特定できるシステムを採
用した。

わいわい文庫

　仕様を改善したのち、新たにマル
チメディアDAISY図書38作品を製
作、2012年5月に白いCD盤に収め
て、全国の公共図書館、特別支援学
校、小中学校等に寄贈した。この時
から名称を「わいわい文庫」とした。
　これらの作品は、著作権法第37条

第3項に基づいて製作・寄贈を行っているため、
「受領証」（著作権法の範囲内での利用を確認す
る書面）の返信をお願いしている。受領証はアン
ケートも兼ねており、わいわい文庫の利用状況
や意見を把握する機会にもなっている。

　2013年からは、従来の白いCD盤に加え、
Ver.BLUE（青いCD盤）の寄贈を開始した。白
いCD盤の利用は、著作権法第37条第3項に基
づき、障害があるために紙の本での読書に困難
さのある方に限定している。しかし、それでは普
及につながらないため、著作権者の了承を得た
上で、障害の有無に関わらず誰もが利用できる
作品としてVer.BLUEを製作している。今では、
図書館での広報などで用いられるほか、外国ル
ーツの子どもたちも利用できる作品として活用
されている。
　2015年以降、Ver.BLUEに「日本昔話の旅」シ
リーズを加えた。全国各地で語り継がれている
昔話や伝説を題材にして、地域の図書館等と協
同で製作。図書館が「話の選定」「文」「絵」「音訳」
の手配を担当し、財団が「マルチメディアDAISY
図書への編集」を行っている。Ver.BLUEはその
他に、国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構、
公益財団法人日本パラスポーツ協会等の協力を
得て、ガイドブックやパンフレットをラインアッ
プに加えている。
　2021年2月より国立国会図書館「視覚障害者
等用データ送信サービス」に、わいわい文庫の作
品を提供しており、2024年6月現在613作品が
利用可能となっている。マルチメディアDAISY図書の主な対象

マルチメディアDAISYの再生画面イメージ
（Ver.BLUE『ももたろう』文：浜なつ子 、絵：よこやまようへい）

白いCD盤のわいわい文庫/青いCD盤のわいわい文庫（Ver.BLUE）

わいわい文庫の看板。もともとは東京小中学生センターの
本の部屋の入口に飾っていた
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　2023年度までの12年間で製作したわいわい文庫は861作品。そのうちバー
ジョンブルーは250作品である。
　わいわい文庫は、担当の職員が、いっさつずつどのような形で電子化する
か、利用者の目線を重視しながらも、本の製作者や著作者の意図を考えて手
作りしている。また、わいわい文庫の主な利用対象には日本語の習得段階に
ある子どもたちを想定しているため、視覚障害者の方々へ音訳を提供してい
る全国音訳ボランティアネットワークや劇団等の協力を得て、正確な発音の
温かみある肉声を付加して製作している。そして作品の校正は、読書バリア
フリー研究会の参加者を中心に、障害者の読書環境の向上に関して知見のあ
る方々にお願いして作品の品質を確保している。
　製作する作品については、子ども文庫助成事業で選んだ550冊図書リスト
や人気のある児童書、出版社からの推薦やアンケートによる利用者の希望等
を参考に、様々なジャンルの中から選書を行っている。
　
全国音訳ボランティアネットワークの総会にて。全国音訳ボランティアネッ
トワーク代表のふじたまさこさんと、元財団職員のやべたけしさんの写真。　
　
東京都立八王子東特別支援学校で、わいわい文庫を利用している様子。笑顔
を見せる男の子が、先生が持つiPodから再生されるお話を聞いている。
　
読書バリアフリー研究会
　
　2010ねんより、全国各地の図書館等の協力のもと、「読書バリアフリー研
究会」を実施（当初の名称は「障害のある子どもたちのための読書サポート
講座」、2013年「読書バリアフリー研究会」に改称）。主な対象は図書館員や
学校教職員、保護者などで、読みの障害となる様々な要因について理解を深
め、支援方法や活用できる機器等について専門家から学ぶ機会としている。
初年度は、東京と大阪で実施し、のべ103人が参加した。2021年以降は、オン
デマンド配信による研修も取り入れながら、現地会場での研究会も継続して
実施している。2023年までの累計参加者数は、会場実施3,614にん、オンデマ
ンド実施2,401にんとなった。
　
2019年度に東京都の国立国会図書館国際子ども図書館で実施した、読書バリ
アフリー研究会。多くの参加者が机に向かい、資料を見ながら講義を受けて
いる様子。
　
2023年度に高知県のオーテピアで実施した読書バリアフリー研究会。多く
の参加者が机に向かい、資料を見ながら講義を受けている様子。

わいわい文庫の利用を拡げるために

　わいわい文庫の利用促進のため、2013年から有志の特別支援学校や図書館等に利用
研究を依頼し、わいわい文庫活用事例の小冊子「わいわい文庫活用じゅつ」の編集・配
布を開始した。公共図書館、特別支援学校や小中学校等における活用事例紹介のほか、
利用調査報告として、アンケートの集計結果と考察も掲載している。
　ほかにも、読みたい本を選ぶ手助けとして、作品の表紙を掲載した「しょえいポスタ
ー」や、全作品を項目別に分類した図書リスト「わいわい文庫エリアマップ」（物語／詩
／ノンフィクション／伝記／絵本／紙芝居風／言葉／生き方／社会／戦争と平和／宇
宙／地球／生き物／人の体／植物／食べ物／乗り物／スポーツ／アウトドアの19項
目に分類）を作成し、わいわい文庫とともに寄贈している。また、財団のホームページ
にも、これらの資料やわいわい文庫の視聴作品、わいわい文庫蔵書検索ページを掲載
している。
　子どもの読書や特別支援教育の関係者が集まる展示会に出展してデモンストレーシ
ョンを行うことや、各種講演会に招かれた職員が事業説明を行うこともある。対面で
の広報・普及活動に取り組むことで、わいわい文庫の利用の機会を拡げている。
　

「わいわい文庫」のCDと資料いっしき（2019年版）の写真。活用じゅつや、しょえいポ
スター、エリアマップなど。
　
高森ちょうりつ高森北小学校にて、しょえいポスターを使って本を選ぶ児童の様子。
読みたい本の、しょえいを指さしている。

　2023年度までの12年間で製作したわいわい
文庫は861作品。そのうちVer.BLUEは250作
品である。
　わいわい文庫は、担当の職員が一冊ずつどの
ような形で電子化するか、利用者の目線を重視
しながらも、本の製作者や著作者の意図を考え
て手作りしている。また、わいわい文庫の主な利
用対象には日本語の習得段階にある子どもたち
を想定しているため、視覚障害者の方々へ音訳
を提供している全国音訳ボランティアネットワ
ークや劇団等の協力を得て、正確な発音の温か
みある肉声を付加して製作している。そして作
品の校正は、読書バリアフリー研究会の参加者
を中心に、障害者の読書環境の向上に関して知
見のある方々にお願いして作品の品質を確保し
ている。
　製作する作品については、子ども文庫助成事
業で選んだ550冊図書リストや人気のある児童

書、出版社からの推薦やアンケートによる利用
者の希望等を参考に、様々なジャンルの中から
選書を行っている。

読書バリアフリー研究会

　2010年より、全国各地の図書館等の協力のも
と、「読書バリアフリー研究会」を実施（当初の名
称は「障害のある子どもたちのための読書サポ
ート講座」、2013年「読書バリアフリー研究会」
に改称）。主な対象は図書館員や学校教職員、保
護者などで、読みの障害となる様々な要因につ
いて理解を深め、支援方法や活用できる機器等
について専門家から学ぶ機会としている。初年
度は、東京と大阪で実施し、のべ103人が参加
した。2021年以降は、オンデマンド配信による
研修も取り入れながら、現地会場での研究会も
継続して実施している。2023年までの累計参
加者数は、会場実施3,614人、オンデマンド実施
2,401人となった。

電子図書普及事業

2019年度読書バリアフリー研究会（東京都/国立国会図書館国際子ども図書館）

2023年度読書バリアフリー研究会（高知県/オーテピア）

全国音訳ボランティアネットワーク代表の藤田晶子さんと、元財団職員の
矢部剛さん

わいわい文庫の利用の様子（東京都立八王子東特別支援学校）

わいわい文庫の利用を拡げるために

　わいわい文庫の利用促進のため、2013年から有志の特別支援学校や図書館等に利用研究を
依頼し、わいわい文庫活用事例の小冊子「わいわい文庫活用術」の編集・配布を開始した。公共
図書館、特別支援学校や小中学校等における活用事例紹介のほか、利用調査報告として、アン
ケートの集計結果と考察も掲載している。
　ほかにも、読みたい本を選ぶ手助けとして、作品の表紙を掲載した「書影ポスター」や、全作
品を項目別に分類した図書リスト「わいわい文庫AreaMap」（物語／詩／ノンフィクション／
伝記／絵本／紙芝居風／言葉／生き方／社会／戦争と平和／宇宙／地球／生き物／人の体／
植物／食べ物／乗り物／スポーツ／アウトドアの19項目に分類）を作成し、わいわい文庫とと
もに寄贈している。また、財団のホームページにも、これらの資料やわいわい文庫の視聴作品、
わいわい文庫蔵書検索ページを掲載している。
　子どもの読書や特別支援教育の関係者が集まる展示会に出展してデモンストレーションを
行うことや、各種講演会に招かれた職員が事業説明を行うこともある。対面での広報・普及活
動に取り組むことで、わいわい文庫の利用の機会を拡げている。

わいわい文庫一式（2019年版）。活用術や書影ポスター、AreaMapが含まれる 書影ポスターを使って本を選ぶ子どもの姿も
（高森町立高森北小学校）
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電子図書普及事業　わいわい文庫 寄贈先より①

本を持つ、見る、読む、聞く、楽しむことに困難を抱える子どもたちを支える「わいわい文庫」に感謝

東京都立ぼくとう特別支援学校
校長　たむら こうじろう

東京都立ぼくとう特別支援学校校長、たむら こうじろうさんの顔写真。

　「わいわい文庫」を初めて手にしたのは2011ねん春、新米校長として郵便物の山と格闘中の時でした。CDに
同封のお手紙に記されていた全国の特別支援学校に無償提供される理念に感激して、すぐに財団に「このア
クションは素晴らしい、読書に親しむことが難しい子どもたちに待望の贈り物です。感謝いたします」とお電
話しました。
　すると数日後には職員の皆様が来校され、「どうしたら、もっと活用されるようになるでしょうか」と現場
の声を拾いに来てくださったのです。この姿勢「こたえは現場にある」こそが、発展し続ける伊藤忠スピリッ
トなのだと体感しました。その後も定期的に来校され、使い手側の夢や要望に熱心に耳を傾けてくださいま
した。障害があるために通常の書籍では読むことが難しい子どもたちへの読書支援を目的とした社会貢献事
業がしっかりと根付いてほしいとの願いをこめて、「こうあったらいいな！」との思いをお伝えしてきました。
すう例を紹介します。
　「配るだけでは、うもれがち、活用したい学校を募って提供し、活用例を集めましょう」
　「 デ イ ジ ー の 使 い 方 や 活 用 方 法 を 広 め る 説 明 会 を 各 地 で 開 催 し て 仲 間 を 増 や し ま し ょ
う」 
　「物語だけでなく、実用書や趣味・スポーツなどの本も加えて、多様な品ぞろえに」
　「書店の陳列のように、CD内包書籍の表紙画像を並べた提示ぶつがあれば本人が選べます」
　「片道60分乗車のスクールバス車中で楽しめるオーディブルセットを共同研究しましょう」
　「子どもが携行する端末にまとめて収納し、本人が選択視聴できる個人文庫が欲しいです！」
　もちろん私のアイデアなどは微々たるものでしょう。各地の活用フィールドから「もっとこうあったら子
どもたちが使いやすいのに」との率直な声を拾い上げて文庫を進化させてくださっています。
　伊藤忠記念財団は、50年前から子ども文庫助成に取り組まれてきて節目の時を迎えられました。障害のあ
る子どもたちに向けて「わいわい文庫」を図書館や特別支援学校に提供する取り組みも2010年から継続され
ています。この地道な積み重ねが、読書支援に対する理解を広げ、2019年の読書バリアフリー法施行の機運が
培われたのです。
　伊藤忠記念財団の先見性ある支援が50周年を迎えられましたこと、おめでとうございます。そして50年後
の100周ねん＝2074年に向けての出発に立ち会えたことに感謝いたします。

電子図書普及事業　わいわい文庫 寄贈先より②

マルチメディアデイジーの活用で拡がる子どもたちの可能性

東京都立こうめい学園
つじ なおみ

東京都立こうめい学園、つじ なおみさんの顔写真。

　伊藤忠記念財団創立50周年にあたり、謹んでお祝い申し上げます。
　私は、貴団体と関わりを持つことになった日をよく覚えています。今から10数年前に京都で行
われたエイタック　カンファレンスでマルチメディアデイジー図書の普及活動をされていた矢
部様、中村様に「それはどのようなものですか？」と言葉をかけたところが始まりでした。その
出会いは、障害のある子どもたちにとって可能性を広げる転機になった瞬間でした。
　障害のある子どもたちにとって苦手な「文字を読むこと」「本のページをめくること」「文字が
小さくて見えにくいこと」や「病室に本が持ち込めない」環境において、マルチメディアデイジー
図書の存在はそれらのハードルを想像以上に低くしました。文章の読み上げは、ハイライト機能
でどこを読んでいるかわかる。文字の大きさや読み上げのスピードも、それぞれの子どもたちに
応じて変えることができる……など、読書活動の支援機能は子どもたちの言語活動を促すだけ
でなく、自分で本を読む楽しさを実感できる以上にそれまで経験することの少なかった「自分で
もできた！」という自己有用感を膨らませています。
　今では、1人1台のiPadにインストールされたマルチメディアデイジー図書でどこでも本に親
しめる環境が整い、授業での活用も年々増えています。また、この出会いは、経験・体験不足が否
めない子どもたちに「あそこに行ってみたいなぁ」「自分もチャレンジしたいなぁ」「家でも読ん
でみたい」というような興味・関心や、学習への意欲を拡げることにも繋がっています。障害の
軽重に関わらずマルチメディアデイジー図書を活用して、お話を届ける「お話宅急便」や「気軽に
楽しむ劇活動」など様々な活動を行っていますが、主体的に生き生き楽しむ姿が見られることは
嬉しい限りです。
　これも、コロナ禍の混沌とした時期に、当学園本校・分教室へのマルチメディアデイジー図書
が搭載されたiPadの寄贈を始めとした貴団体の日頃からの子どもたちへのご支援や、教員への
研修機会の提供などの賜物だと考えます。これまでのご支援とご協力に感謝し、今後も子どもた
ちの可能性を広げるために読書活動の推進と充実に努めていきたいと思います。
　これからも、子どもたちのための時代の流れにそったご活躍とご尽力を期待し、あわせて貴団
体の皆様のご健勝を心よりお祈りいたします。

　伊藤忠記念財団創立50周年にあたり、謹んで
お祝い申し上げます。
　私は、貴団体と関わりを持つことになった日
をよく覚えています。今から10数年前に京都で
行われたATACカンファレンスでマルチメディ
アデイジー図書の普及活動をされていた矢部様、
中村様に「それはどのようなものですか？」と言
葉をかけたところが始まりでした。その出会い
は、障害のある子どもたちにとって可能性を広
げる転機になった瞬間でした。
　障害のある子どもたちにとって苦手な「文字
を読むこと」「本のページをめくること」「文字が
小さくて見えにくいこと」や「病室に本が持ち込
めない」環境において、マルチメディアデイジー
図書の存在はそれらのハードルを想像以上に低
くしました。文章の読み上げは、ハイライト機能
でどこを読んでいるかわかる。文字の大きさや
読み上げのスピードも、それぞれの子どもたち
に応じて変えることができる……など、読書活
動の支援機能は子どもたちの言語活動を促すだ
けでなく、自分で本を読む楽しさを実感できる
以上にそれまで経験することの少なかった「自
分でもできた！」という自己有用感を膨らませ
ています。
　今では、1人1台のiPadにインストールされた
マルチメディアデイジー図書でどこでも本に親
しめる環境が整い、授業での活用も年々増えて
います。また、この出会いは、経験・体験不足が

否めない子どもたちに「あそこに行ってみたい
なぁ」「自分もチャレンジしたいなぁ」「家でも読
んでみたい」というような興味・関心や、学習へ
の意欲を拡げることにも繋がっています。障害
の軽重に関わらずマルチメディアデイジー図書
を活用して、お話を届ける「お話宅急便」や「気軽
に楽しむ劇活動」など様々な活動を行っていま
すが、主体的に生き生き楽しむ姿が見られるこ
とは嬉しい限りです。
　これも、コロナ禍の混沌とした時期に、当学園
本校・分教室へのマルチメディアデイジー図書
が搭載されたiPadの寄贈を始めとした貴団体の
日頃からの子どもたちへのご支援や、教員への
研修機会の提供などの賜物だと考えます。これ
までのご支援とご協力に感謝し、今後も子ども
たちの可能性を広げるために読書活動の推進と
充実に努めていきたいと思います。
　これからも、子どもたちのための時代の流れ
にそったご活躍とご尽力を期待し、あわせて貴
団体の皆様のご健勝を心よりお祈りいたします。

東京都立墨東特別支援学校
校長　田村 康二朗（たむら こうじろう）

東京都立光明学園
逵 直美（つじ なおみ）

本を持つ、見る、読む、聞く、楽しむことに
困難を抱える子どもたちを支える

「わいわい文庫」に感謝

マルチメディアデイジーの
活用で拡がる子どもたちの可能性

　「わいわい文庫」を初めて手にしたのは2011
年春、新米校長として郵便物の山と格闘中の時
でした。CDに同封のお手紙に記されていた全国
の特別支援学校に無償提供される理念に感激し
て、すぐに財団に「このアクションは素晴らしい、
読書に親しむことが難しい子どもたちに待望の
贈り物です。感謝いたします」とお電話しました。
　すると数日後には職員の皆様が来校され、「ど
うしたら、もっと活用されるようになるでしょう
か」と現場の声を拾いに来てくださったのです。
この姿勢「答は現場にある」こそが、発展し続け
る伊藤忠スピリットなのだと体感しました。そ
の後も定期的に来校され、使い手側の夢や要望
に熱心に耳を傾けてくださいました。障害があ
るために通常の書籍では読むことが難しい子ど
もたちへの読書支援を目的とした社会貢献事業
がしっかりと根付いてほしいとの願いをこめて、

「こうあったらいいな！」との思いをお伝えして
きました。数例を紹介します。
　「配るだけでは埋もれがち、活用したい学校を
募って提供し、活用例を集めましょう」
　「DAISYの使い方や活用方法を広める説明会
を各地で開催して仲間を増やしましょう」 
　「物語だけでなく、実用書や趣味・スポーツな
どの本も加えて、多様な品ぞろえに」
　「書店の陳列のように、CD内包書籍の表紙画
像を並べた提示物があれば本人が選べます」
　「片道60分乗車のスクールバス車中で楽しめ

るオーディブルセットを共同研究しましょう」
　「子どもが携行する端末にまとめて収納し、本
人が選択視聴できる個人文庫が欲しいです！」
　もちろん私のアイデアなどは微々たるもので
しょう。各地の活用フィールドから「もっとこう
あったら子どもたちが使いやすいのに」との率
直な声を拾い上げて文庫を進化させてくださっ
ています。
　伊藤忠記念財団は、50年前から子ども文庫助
成に取り組まれてきて節目の時を迎えられまし
た。障害のある子どもたちに向けて「わいわい
文庫」を図書館や特別支援学校に提供する取り
組みも2010年から継続されています。この地
道な積み重ねが、読書支援に対する理解を広げ、
2019年の読書バリアフリー法施行の機運が培
われたのです。
　伊藤忠記念財団の先見性ある支援が50周年
を迎えられましたこと、おめでとうございます。
そして50年後の100周年＝2074年に向けての
出発に立ち会えたことに感謝いたします。

電子図書普及事業
わいわい文庫 寄贈先より①

電子図書普及事業
わいわい文庫 寄贈先より②
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電子図書普及事業　わいわい文庫 寄贈先より③

わいわい文庫とともに

東京都立八王子東特別支援学校
読書活動推進部
もうり まいこ

東京都立八王子東特別支援学校、読書活動推進部、もうり まいこさんの顔写真。

東京都立八王子東特別支援学校で、あおむけに寝ている子どもが、そばに置かれたタブレットの画面を見ながら、わい
わい文庫のお話を聞いている様子。

　伊藤忠記念財団50周年おめでとうございます。
　本校とわいわい文庫との歩みは、2011年度からと大変長いものになります。以下、大まかになりますがご紹介させ
ていただきます。
2011年：
当時のPTAの方がはちとう祭（文化祭）で海の中の写真展示を行ったことがきっかけで作品「海のなかシリーズ」がで
きました（主人公「ちいたん」はお子さんの名前だそうです）。伊藤忠記念財団の皆様には、何度も本校に足をお運びい
ただき、読書の様子を見ていただいたり、児童・生徒の感想を聞いていただいたりしました。デイジー図書再生機「プ
レスクトーク」を導入し、見え方に困難さがある児童・生徒が自分でボタンを押して「聞きながら」読書できるように
なりました。
2012年：
伊藤忠記念財団よりタブレット端末（iPod10台とiPad１台）が貸与され、校内貸出のシステムを整えました。スクール
バス内で読書できたことで登下校の時間が充実したケースや、上肢の動きに制限のある生徒がページをめくる・本を
押さえるなどの依頼をせずに一人で読書が楽しめたケース、などの成果がありました。
2022年：
わいわい文庫をギガスクール端末（高等部は1人1台端末）にダウンロードして読めるようにしました。夏休みなど長
期休業時も、自宅でたくさん読むことができます。

　最近のわいわい文庫の活用についてご紹介します。
小学部３年Kさん：
１年生からお昼の注入時間にデイジー図書を読むことを日課として取り組んでいます。表紙の写真から気になる本を
選び、自分で「のじぎく」にダウンロードする作業もお手の物です。これまで読んだ本の種類は100冊を超えました（先
日、一緒に数えた本人も「100冊ってすごくない!?」と驚きと喜びに溢れていました）。学年が上がるにつれて長編の物
語も楽しめるようになり、さらなる意欲や自信にも繋がっています。
小学部３年Mさん：
昨年度から自習の一環として、給食後にデイジー図書を読んでいます。聴覚面の困難さから読むことに課題がありま
すが、デイジー図書によって楽しめる本の幅が広がりました。「俺、これ（タブレット端末）で本読むのが好き！良い声
で読み聞かせしてくれて、読んでいるところを黄色い線で教えてくれる」と嬉しそうに話しています。
高等部1年Hさん：
6月に1人1台端末が使えるようになりました。早速保護者の方にアプリ「のじぎく」を入れていただきました。お昼の
注入に2時間かかるため、その間読書を取り入れています。
令和5年度卒業生Sさん：
在学中は、毎朝個別課題学習の時間にわいわい文庫で読書していました。「睡眠とカラダ」「なっとう、さんがね…」な
ど好きな作品は繰り返し読むタイプです。POPづくりや八東ビブリオバトルなど校内の読書行事でもわいわい文庫で
読んだ作品を選び、取り組みました。がっき末の表彰では「デイジー賞」に3回輝きました。卒業後も、余暇としてわい
わい文庫を含めたデイジー図書の読書環境を整えているところです。

　本へのアクセスが困難であっても、見え方や読むことそのものに困難さがあっても、知識を得る喜びや物語の世界
に親しみ楽しさを感じる時間が手に入ること。今後も児童・生徒の実態に応じた読書環境の充実に向けて実践を積み
重ねていきたいと思います。

電子図書普及事業　わいわい文庫 寄贈先より④

読むことに困難がある子の世界を広げるわいわい文庫

松江市立島根小学校
いのうえ しょうこ

松江市立島根小学校、いのうえ しょうこさんの顔写真。

　50周年、おめでとうございます。
　どの学校にもどの教室にも、学びにくさのある子がいることがだんだんと周知されてきましたが、未だに多
くの学校図書館では「紙の本」しかない現実が続いています。そんな中で、「知りたい情報に出会う」ことも、「お
話に入り込み、心躍らせる」ことも体験できずにいた「読むことに困難がある子どもたち」にとって、貴団体が
提供してくださる「わいわい文庫」は、間違いなく大きな希望の光です。
　音の情報があり、視覚的に捉えやすい条件にカスタマイズすることができるマルチメディアデイジー図書に
出会って、やっと「もっと読みたい」と言えた子に、何人も出会いました。
　「わいわい文庫」なら、読むことに困難がある子でも、「自分で」「読みたいときに」「読みたいペースで」読むこ
とができます。それは、本来であれば「当たり前」のはずです。だからこそ「読書」は自分の中に深く浸透し、た
くさんの喜びと気づきを与えてくれるのではないでしょうか。
　読むことに困難がある子どもたちは、紙の本からスムーズに情報を受け取ることができません。文字を音に
変えることに多くのエネルギーを使ってしまう子は、内容をイメージするところまで辿り着けません。どこを
読んでいるのかを頻繁に見失ってしまう子は、内容がつながっていきません。結果として、「本に浸る」ことも、

「必要な情報にアクセスする」こともできなくなってしまうのです。
　知的障害特別支援学級に在籍していたAさんは、自分の思いをうまく言葉にできずにいました。文字への関
心も薄く、読み聞かせは好むものの自分から手に取る本は図鑑ばかりで、好きな生物の写真をずっと眺めてい
ました。そんなAさんがわいわい文庫を自分の端末で読み始めたのは、2年生の冬でした。そこからのAさんの
読書へののめり込み方は凄まじく、毎日、5冊も6冊もの本を読み続けました。その姿を見て、「ああ、ずっと読
みたかったんだな」と、胸が締め付けられたことを、今も鮮明に覚えています。
　その後、読書が日常の喜びの一つになっていく中で文字の習得も進み、文字や言葉で想いを伝えることもで
きるようになり、Aさんの世界はどんどん広がっていきました。
　今では、たくさんのジャンルの本に興味を持つようになり、「これ何?」「どういうこと?」と質問しながら読み
進めていく姿も見られます。読書がたくさんの可能性の扉を開いてくれたと感じています。
　Aさんのように「自分で読書を楽しめる」ために、わいわい文庫を必要としている子がたくさんいます。どう
かこれからも、彼らに「読書の喜び」を届けていただければ嬉しいです。必要な子にわいわい文庫の情報が届
くよう、私も微力ながら啓発を続けていきたいと思います。

　50周年、おめでとうございます。
　どの学校にもどの教室にも、学びにくさのあ
る子がいることがだんだんと周知されてきまし
たが、未だに多くの学校図書館では「紙の本」し
かない現実が続いています。そんな中で、「知り
たい情報に出会う」ことも、「お話に入り込み、心
躍らせる」ことも体験できずにいた「読むことに
困難がある子どもたち」にとって、貴団体が提供
してくださる「わいわい文庫」は、間違いなく大
きな希望の光です。
　音の情報があり、視覚的に捉えやすい条件に
カスタマイズすることができるマルチメディア
デイジー図書に出会って、やっと「もっと読みた
い」と言えた子に、何人も出会いました。
　「わいわい文庫」なら、読むことに困難がある
子でも、「自分で」「読みたいときに」「読みたいペ
ースで」読むことができます。それは、本来であ
れば「当たり前」のはずです。だからこそ「読書」
は自分の中に深く浸透し、たくさんの喜びと気
づきを与えてくれるのではないでしょうか。
　読むことに困難がある子どもたちは、紙の本
からスムーズに情報を受け取ることができませ
ん。文字を音に変えることに多くのエネルギー
を使ってしまう子は、内容をイメージするとこ
ろまで辿り着けません。どこを読んでいるのか
を頻繁に見失ってしまう子は、内容がつながっ
ていきません。結果として、「本に浸る」ことも、

「必要な情報にアクセスする」こともできなくな

ってしまうのです。
　知的障害特別支援学級に在籍していたAさん
は、自分の思いをうまく言葉にできずにいまし
た。文字への関心も薄く、読み聞かせは好むもの
の自分から手に取る本は図鑑ばかりで、好きな
生物の写真をずっと眺めていました。そんなA
さんがわいわい文庫を自分の端末で読み始めた
のは、2年生の冬でした。そこからのAさんの読
書へののめり込み方は凄まじく、毎日、5冊も6
冊もの本を読み続けました。その姿を見て、「あ
あ、ずっと読みたかったんだな」と、胸が締め付
けられたことを、今も鮮明に覚えています。
　その後、読書が日常の喜びの一つになってい
く中で文字の習得も進み、文字や言葉で想いを
伝えることもできるようになり、Aさんの世界は
どんどん広がっていきました。
　今では、たくさんのジャンルの本に興味を持
つようになり、「これ何?」「どういうこと?」と質
問しながら読み進めていく姿も見られます。読
書がたくさんの可能性の扉を開いてくれたと感
じています。
　Aさんのように「自分で読書を楽しめる」ため
に、わいわい文庫を必要としている子がたくさ
んいます。どうかこれからも、彼らに「読書の喜
び」を届けていただければ嬉しいです。必要な子
にわいわい文庫の情報が届くよう、私も微力な
がら啓発を続けていきたいと思います。

東京都立八王子東特別支援学校
読書活動推進部

毛利 磨衣子（もうり まいこ）
松江市立島根小学校

井上 賞子（いのうえ しょうこ）

わいわい文庫とともに 読むことに困難がある子の
世界を広げるわいわい文庫

　伊藤忠記念財団50周年おめでとうございます。
　本校とわいわい文庫との歩みは、2011年度か
らと大変長いものになります。以下、大まかにな
りますがご紹介させていただきます。

2011年：
当時のPTAの方が八東祭（文化祭）で海の中の
写真展示を行ったことがきっかけで作品「海の
中シリーズ」ができました（主人公「ち〜たん」
はお子さんの名前だそうです）。伊藤忠記念財
団の皆様には、何度も本校に足をお運びいただ
き、読書の様子を見ていただいたり、児童・生
徒の感想を聞いていただいたりしました。デイ
ジー図書再生機「プレスクトーク」を導入し、見
え方に困難さがある児童・生徒が自分でボタ
ンを押して「聞きながら」読書できるようにな
りました。
2012年：
伊藤忠記念財団よりタブレット端末（iPod10
台とiPad１台）が貸与され、校内貸出のシステ
ムを整えました。スクールバス内で読書でき
たことで登下校の時間が充実したケースや、上
肢の動きに制限のある生徒がページをめくる・
本を押さえるなどの依頼をせずに一人で読書
が楽しめたケース、などの成果がありました。
2022年：
わいわい文庫をGIGAスクール端末（高等部は
1人1台端末）にダウンロードして読めるように
しました。夏休みなど長期休業時も、自宅でた
くさん読むことができます。

　最近のわいわい文庫の活用についてご紹介し
ます。

小学部３年Kさん：
１年生からお昼の注入時間にデイジー図書を
読むことを日課として取り組んでいます。表紙
の写真から気になる本を選び、自分で「のじぎ
く」にダウンロードする作業もお手の物です。

これまで読んだ本の種類は100冊を超えまし
た（先日、一緒に数えた本人も「100冊ってす
ごくない!?」と驚きと喜びに溢れていました）。
学年が上がるにつれて長編の物語も楽しめる
ようになり、さらなる意欲や自信にも繋がって
います。
小学部３年Mさん：
昨年度から自習の一環として、給食後にデイジ
ー図書を読んでいます。聴覚面の困難さから
読むことに課題がありますが、デイジー図書に
よって楽しめる本の幅が広がりました。「俺、
これ（タブレット端末）で本読むのが好き！良
い声で読み聞かせしてくれて、読んでいるとこ
ろを黄色い線で教えてくれる」と嬉しそうに話
しています。
高等部1年Hさん：
6月に1人1台端末が使えるようになりました。
早速保護者の方にアプリ「のじぎく」を入れて
いただきました。お昼の注入に2時間かかるた
め、その間読書を取り入れています。
令和5年度卒業生Sさん：
在学中は、毎朝個別課題学習の時間にわいわい
文庫で読書していました。「睡眠とカラダ」「な
っとうさんがね…」など好きな作品は繰り返し
読むタイプです。POPづくりや八東ビブリオ
バトルなど校内の読書行事でもわいわい文庫
で読んだ作品を選び、取り組みました。学期末
の表彰では「デイジー賞」に3回輝きました。卒
業後も、余暇としてわいわい文庫を含めたデイ
ジー図書の読書環境を整えているところです。

　本へのアクセスが困難であっても、見え方や読
むことそのものに困難さがあっても、知識を得る
喜びや物語の世界に親しみ楽しさを感じる時間
が手に入ること。今後も児童・生徒の実態に応じ
た読書環境の充実に向けて実践を積み重ねてい
きたいと思います。

電子図書普及事業
わいわい文庫 寄贈先より③

電子図書普及事業
わいわい文庫 寄贈先より④

74 75伊藤忠記念財団 50周年記念誌



電子図書普及事業　わいわい文庫 寄贈先より⑤

伊藤忠記念財団のわいわい文庫にとても感謝しています

公益社団法人日本図書館協会
障害者サービス委員会
委員長　さとう せいいち

公益社団法人日本図書館協会、障害者サービス委員会委員長、さとう せいいちさんの顔写真。

　伊藤忠記念財団設立50周年、誠におめでとうございます。
　視覚障害者のための録音資料は、オープンリール→カセットテープ→音声デイジーと進化し、それ
に伴い利便性が圧倒的に高まり、利用も大幅に増えていきました。その後、視覚障害者だけではなく
さまざまな障害者が使えるマルチメディアデイジーが登場します。マルチメディアデイジーはいろ
いろな障害に応じて利用できる大変優れた資料です。あるディスレクシアの方が、「マルチメディア
デイジーが昔からあれば私はこんなに苦労することはなかった」と話されていたことが印象的です。
　ところが、マルチメディアデイジーは製作の難しさもありなかなか普及しない現状がありました。
そのような中で登場したのが伊藤忠記念財団の「わいわい文庫」です。わいわい文庫を特別支援学校
や希望する公共図書館に無償で寄贈していただき、これによって初めてマルチメディアデイジーを
手にした人も多かったのではないでしょうか。CDに再生ソフトを入れていただいていたのも大変よ
かったです。パソコンですぐ再生することができました。
　わいわい文庫は、マルチメディアデイジーを日本に普及するための最も優れた実践となりました。
また、その後誰でも使える「ブルー版」の提供、各地の民話をマルチメディアデイジーに編集した「日
本昔話の旅シリーズ」、わいわい文庫のコンテンツを国立国会図書館のみなサーチに登録してオンラ
イン上でいつでも利用できるようにしたこと等、新たな取り組みもその普及に大変役立っています。
　全国各地で開催されている「読書バリアフリー研究会」も、バリアフリー図書やサービスの普及に
大きな貢献をしています。
　伊藤忠記念財団のおかげで今の日本のマルチメディアデイジーがあるといって過言ではないと思
います。今までの活動に感謝すると共に、今後のさらなる活躍に期待しています。

座って本を読むわいわいベアのイラスト

電子図書普及事業　わいわい文庫 寄贈先より⑥

これまでも、これからも。成長と共にあるわいわい文庫

ブルーバードの会
〜東京都港区に住む障害・病気・医療的ケアじの会〜
副代表　かどくら えみ

かどくらさんの息子さんが、ベッドに横たわり、アームスタンドに取り付けたタブレットの画面を見ながら、わいわ
い文庫のお話を聞いている様子。

　わいわい文庫に初めて触れたのは、息子が5歳の時でした。
　就学を見据え、もっと読書の機会を増やしたい。でも重い肢体不自由で、本を持つどころかページをめくることも
できない息子に、私がずっと読み聞かせをするわけにもいきません。そんなおりにわいわい文庫を知り、地域の医療
的ケアじ団体を通じてCD-ROMを提供いただきました。
　人気の本や名作、科学、各地の昔話など、バラエティ豊かなラインナップで届くのが毎年の楽しみです。自分では
選ばないような本も、読み始めたら止められないほどハマることも。今では息子のiPadに常時300冊程度のマルチメ
ディアデイジー図書が入っています。
　iPadアプリは「いーリーダー」を主に使いますが、本のタイトル一覧では表紙画像が分からないため、息子はタイト
ルだけで選び、読み始めてから気に入らなくて本を閉じることも度々あります。
　実はそんな体験も大切なのだと、最初は気づきませんでした。時間を無駄にしないように、息子が気に入りそうな
本、親の立場で読んでほしい本だけを「読ませていた」のです。
　今では息子自身がiPadのスイッチコントロールで操作し、時間がかかっても、気に入る本が見つからなくても、自
分の力で好きな本を見つけ出し、自由に楽しむことができるようになりました。親がすべきは、子どもが成長できる
環境を整え、見守ることなのだと息子の姿に教わりました。
　息子は現在小学6年生です。iPadを車椅子につけて通学し、学校でもわいわい文庫を活用しています。
　例えば、図書の授業で（学校図書館で）わいわい文庫を読んだり、読書感想文の本を選んだり。図書係の仕事でおす
すめの1冊をクラス発表する際は、わいわい文庫から選んで再生したこともありました。
　保護者視点での最近の大きなトピックスとしては、サピエ図書館経由で、わいわい文庫の図書データを直接iPadア
プリへダウンロードできるようになった点を挙げたいです。それまでは毎年CD-ROMをPCで取り込んでからiPadへ
転送する作業をしていたので、このオンライン対応には、おおだすかりです。
　そして、この原稿を書いているまさに今日、息子は国語の授業で「ビブリオ・バトル」に初参戦します。これは京都
大学発の書籍紹介トーナメント戦方式で、持ち時間内でおすすめの1冊を発表し、投票でチャンピオン本を決めると
いうもの。息子が選んだのは、やっぱりわいわい文庫からの1冊、「注文の多い料理店」でした。
　昨日はわいわい文庫で繰り返し読み、山猫や二人の紳士の面白いポイントを考え、書籍紹介の文章を仕上げました。
本番バトルで緊張して声が出ない、なんてことは起きないのがiPadを使うメリットでもありますね。
　我が家になくてはならないのがわいわい文庫。これからもたくさん活用させてください。

　わいわい文庫に初めて触れたのは、息子が5歳
の時でした。
　就学を見据え、もっと読書の機会を増やした
い。でも重い肢体不自由で、本を持つどころかペ
ージをめくることもできない息子に、私がずっと
読み聞かせをするわけにもいきません。そんな
折にわいわい文庫を知り、地域の医療的ケア児
団体を通じてCD-ROMを提供いただきました。
　人気の本や名作、科学、各地の昔話など、バラ
エティ豊かなラインナップで届くのが毎年の楽
しみです。自分では選ばないような本も、読み始
めたら止められないほどハマることも。今では
息子のiPadに常時300冊程度のマルチメディア
デイジー図書が入っています。
　iPadアプリは「いーリーダー」を主に使います
が、本のタイトル一覧では表紙画像が分からな
いため、息子はタイトルだけで選び、読み始めて
から気に入らなくて本を閉じることも度々あり
ます。
　実はそんな体験も大切なのだと、最初は気づ
きませんでした。時間を無駄にしないように、息
子が気に入りそうな本、親の立場で読んでほし
い本だけを「読ませていた」のです。
　今では息子自身がiPadのスイッチコントロー
ルで操作し、時間がかかっても、気に入る本が見
つからなくても、自分の力で好きな本を見つけ出
し、自由に楽しむことができるようになりました。
親がすべきは、子どもが成長できる環境を整え、
見守ることなのだと息子の姿に教わりました。

　息子は現在小学6年生です。iPadを車椅子に
つけて通学し、学校でもわいわい文庫を活用し
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　例えば、図書の授業で（学校図書館で）わいわ
い文庫を読んだり、読書感想文の本を選んだり。
図書係の仕事でおすすめの1冊をクラス発表す
る際は、わいわい文庫から選んで再生したことも
ありました。
　保護者視点での最近の大きなトピックスとし
ては、サピエ図書館経由で、わいわい文庫の図書
データを直接iPadアプリへダウンロードできる
ようになった点を挙げたいです。それまでは毎
年CD-ROMをPCで取り込んでからiPadへ転送
する作業をしていたので、このオンライン対応に
は大助かりです。
　そして、この原稿を書いているまさに今日、息
子は国語の授業で「ビブリオ・バトル」に初参戦
します。これは京都大学発の書籍紹介トーナメ
ント戦方式で、持ち時間内でおすすめの1冊を発
表し、投票でチャンピオン本を決めるというも
の。息子が選んだのは、やっぱりわいわい文庫か
らの1冊、「注文の多い料理店」でした。
　昨日はわいわい文庫で繰り返し読み、山猫や
二人の紳士の面白いポイントを考え、書籍紹介
の文章を仕上げました。本番バトルで緊張して
声が出ない、なんてことは起きないのがiPadを
使うメリットでもありますね。
　我が家になくてはならないのがわいわい文庫。
これからもたくさん活用させてください。

公益社団法人日本図書館協会
障害者サービス委員会

委員長　佐藤 聖一（さとう せいいち）

伊藤忠記念財団のわいわい文庫に
とても感謝しています

これまでも、これからも。
成長と共にあるわいわい文庫

わいわい文庫で
読書を楽しむ

息子さんの様子

　伊藤忠記念財団設立50周年、誠におめでとう
ございます。
　視覚障害者のための録音資料は、オープンリ
ール→カセットテープ→音声デイジーと進化し、
それに伴い利便性が圧倒的に高まり、利用も大
幅に増えていきました。その後、視覚障害者だけ
ではなくさまざまな障害者が使えるマルチメデ
ィアデイジーが登場します。マルチメディアデ
イジーはいろいろな障害に応じて利用できる大
変優れた資料です。あるディスレクシアの方が、

「マルチメディアデイジーが昔からあれば私はこ
んなに苦労することはなかった」と話されてい
たことが印象的です。
　ところが、マルチメディアデイジーは製作の
難しさもありなかなか普及しない現状がありま
した。そのような中で登場したのが伊藤忠記念
財団の「わいわい文庫」です。わいわい文庫を特
別支援学校や希望する公共図書館に無償で寄贈
していただき、これによって初めてマルチメデ
ィアデイジーを手にした人も多かったのではな
いでしょうか。CDに再生ソフトを入れていただ
いていたのも大変よかったです。パソコンです
ぐ再生することができました。

　わいわい文庫は、マルチメディアデイジーを
日本に普及するための最も優れた実践となりま
した。また、その後誰でも使える「BLUE版」の提
供、各地の民話をマルチメディアデイジーに編
集した「日本昔話の旅シリーズ」、わいわい文庫
のコンテンツを国立国会図書館のみなサーチに
登録してオンライン上でいつでも利用できるよ
うにしたこと等、新たな取り組みもその普及に
大変役立っています。
　全国各地で開催されている「読書バリアフリ
ー研究会」も、バリアフリー図書やサービスの普
及に大きな貢献をしています。
　伊藤忠記念財団のおかげで今の日本のマルチ
メディアデイジーがあるといって過言ではない
と思います。今までの活動に感謝すると共に、今
後のさらなる活躍に期待しています。

ブルーバードの会
〜東京都港区に住む障害・病気・医療的ケア児の会〜

副代表　角倉 恵美（かどくら えみ）

電子図書普及事業
わいわい文庫 寄贈先より⑤

電子図書普及事業
わいわい文庫 寄贈先より⑥
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電子図書普及事業への寄稿

「わいわい文庫」から広がる読書の可能性

のぐち たけのり
専修大学文学部教授。公益社団法人全国学校図書館協議会理事長。図書館情報学を専門とし、主に読書バリアフリー
や子どもの読書活動に関する研究を行う。現在、放送大学客員教授、新宿区子ども読書活動推進会議議長なども務め
る。主な著書に『学校の「読書バリアフリー」はじめの一歩』（学事出版、2024年）など。

のぐち たけのりさんの顔写真。

伊藤忠記念財団と「読書バリアフリー」
　公益財団法人伊藤忠記念財団（以下、財団）の50周年、誠におめでとうございます。読書バリアフリーを専門とする
筆者と財団との最初の関わりは、マルチメディアデイジー形式の電子図書「わいわい文庫」の製作と寄贈の事業（電子
図書普及事業）が始まる2010年前後のことでした。以来、電子図書普及事業を中心にお世話になっております。
　財団が50周年を迎える2024年は、「読書バリアフリー法」（視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する法律）制
定5周年でもあります。「読書バリアフリー法」制定によって、「読書バリアフリー」という言葉は、かなり浸透したよう
に思います。2023年に『ハンチバック』で第169回芥川龍之介賞を受賞されたいちかわさおうさんが「読書バリアフリ
ー」の推進を訴えたことで、一層浸透したように思います。しかし、財団では、2010年から毎年各地で「読書バリアフ
リー研究会」を開催するなど、他に先駆けて「読書バリアフリー」を掲げて事業を展開してきました。その先見性には
驚くばかりです。

「わいわい文庫」の意義と必要性
　紙の図書を読むことに困難を感じる人は年齢問わず少なくありません。読むことに困難を感じる理由は、（1）視覚
障害や発達障害、肢体不自由などにより「視覚による表現の認識が困難」なため、（2）外国にルーツのある人など第一
言語が日本語ではないため、（3）読み書きを習う機会をいっしてしまったため、などさまざまです。
　このうち、5年前に制定された「読書バリアフリー法」が対象としているのは、（1）に該当する人々です。「著作権法」
では、（1）に該当する人々のためであれば、どのような図書でも、その図書の著作権者に無許諾で、全国の図書館や文
化庁の指定団体は音声化や電子化などの複製（媒体変換）と公衆送信を行えると規定しています（著作権法第37条第3
項）。
　財団は、文化庁の指定団体になっています。「わいわい文庫」には「白い盤面」と「青い盤面（以下、バージョンブル
ー）」の2種類の作品群がありますが、「白い盤面」の作品群はこの「著作権法」の規定により製作されています。そのた
め、「白い盤面」の作品群は、（1）に該当する人々だけが利用できることになります。一方で、「バージョンブルー」の作
品群は、著作権者に許諾をとって製作した作品や財団のオリジナル作品のため、（2）や（3）に該当する人々を含むすべ
ての人々が利用できます。このように、読書から「誰一人取り残さない」を意識して製作されているのが財団の「わい
わい文庫」なのです。
　子どもを例にみると、（1）に該当する子どもは、特別支援教育を受けているか、そのニーズの

ある子どもと大きく重なります。しかも、その人数・割合は、ここ10年で2倍に増加しています（図1）。また、（2）に該当する日
本語指導を受ける外国にルーツのある子どもも増加傾向にあります（図2）。
　このような子どもの現状を受けて、文部科学省が2016年に全国の教育委員会等に通知した「学校図書館ガイドライン」には
次のような記述があります。「発達障害を含む障害のある児童生徒や日本語能力に応じた支援を必要とする児童生徒の自立や
社会参画に向けた主体的な取組を支援する観点から、児童生徒一人一人の教育的ニーズに応じた様々な形態の図書館資料を充
実するよう努めることが望ましい。例えば、点字図書、音声図書、拡大文字図書、LLブック、マルチメディアデイジー図書、外国
語による図書、読書補助具、拡大読書き、電子図書等の整備も有効である」（下線は筆者による）。「わいわい文庫」のようなマル
チメディアデイジー形式の電子図書の整備が有効であると明示されています。また、「読書バリアフリー法」の内容もふまえて、
政府が2023年に閣議決定した「第五じ子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画」では、基本的方針の1つに「多様な子ど
もたちの読書機会の確保」を位置づけました。ここでも、具体的な取り組み内容として電子図書の整備・充実が挙げられていま
す。
　マルチメディアデイジー形式の電子図書は、電子図書のなかで最もアクセシビリティが高いとされています。音声読み上げ、
読み上げ部分の文章のハイライト、文字の拡大、背景しょくの変更など、利用する人々のニーズにあわせて自在に対応できま
す。アクセシビリティの高さから、いま整備・充実が望まれているのです。

図1　特別支援教育を受ける子どもの状況。出典：内閣府「令和5年版障害者白書」2023年。
特別支援学校等の児童生徒の増加の状況（2012から2022）
直近10年間で義務教育段階の児童生徒数は１割減少する一方で、特別支援教育を受ける児童生徒数は倍増。
特に、特別支援学級の在籍者数（2.1倍）、通級による指導の利用者数（2.5倍）の増加が顕著。
義務教育段階の全児童生徒数は、2012年度1,040万にんから2022年度952万にんに減少（0.9倍）。
特別支援教育を受ける児童生徒数は、2012年度30.2万にん（義務教育段階の全児童生徒数の2.9％）から2022年度61.8万にん（義
務教育段階の全児童生徒数の6.5％）に増加（2.0倍）。
特別支援教育を受ける児童生徒数の内、特別支援学校（視覚障害、聴覚障害、知的障害、肢体不自由、病弱・身体虚弱）の生徒数
は、2012年度6.6万にん（義務教育段階の全児童生徒数の0.6％）から2022年度8.2万にん（義務教育段階の全児童生徒数の0.9％）
に増加（1.2倍）。
特別支援教育を受ける児童生徒数の内、小学校・中学校の特別支援学級（知的障害、肢体不自由、身体虚弱、弱視、難聴、言語障
害、自閉症・じょうちょ障害）の生徒数は、2012年度16.4万にん（義務教育段階の全児童生徒数の1.6％）から2022年度35.3万に
ん（義務教育段階の全児童生徒数の3.7％）に増加（2.1倍）。
特別支援教育を受ける児童生徒数の内、小学校・中学校の通常の学級（通級による指導）（言語障害、自閉症、じょうちょ障害、弱
視、難聴、LD、ADHD、肢体不自由、病弱・身体虚弱）の生徒数は、2012年度7.2万にん（義務教育段階の全児童生徒数の0.7％）か
ら2022年度18.2万にん（義務教育段階の全児童生徒数の1.9％）に増加（2.5倍）。
注：通級による指導を受ける児童生徒数（18.2万にん）は、最新の調査結果である2021年度通年（こっこう私立）の値を用いてい
る。なお、2012年度の通級による指導を受けている児童生徒数（7.2万にん）は、5月１日時点（公立のみ）の値。 

伊藤忠記念財団と「読書バリアフリー」
　公益財団法人伊藤忠記念財団（以下、財団）の
50周年、誠におめでとうございます。読書バリ
アフリーを専門とする筆者と財団との最初の関
わりは、マルチメディアDAISY形式の電子図書

「わいわい文庫」の製作と寄贈の事業（電子図書
普及事業）が始まる2010年前後のことでした。
以来、電子図書普及事業を中心にお世話になっ
ております。
　財団が50周年を迎える2024年は、「読書バ
リアフリー法」（視覚障害者等の読書環境の整備
の推進に関する法律）制定5周年でもあります。

「読書バリアフリー法」制定によって、「読書バリ
アフリー」という言葉は、かなり浸透したように
思います。2023年に『ハンチバック』で第169
回芥川龍之介賞を受賞された市川沙央さんが

「読書バリアフリー」の推進を訴えたことで、一
層浸透したように思います。しかし、財団では、
2010年から毎年各地で「読書バリアフリー研究
会」を開催するなど、他に先駆けて「読書バリア
フリー」を掲げて事業を展開してきました。その
先見性には驚くばかりです。

「わいわい文庫」の意義と必要性
　紙の図書を読むことに困難を感じる人は年齢
問わず少なくありません。読むことに困難を感
じる理由は、（1）視覚障害や発達障害、肢体不自

由などにより「視覚による表現の認識が困難」な
ため、（2）外国にルーツのある人など第一言語
が日本語ではないため、（3）読み書きを習う機
会を逸してしまったため、などさまざまです。
　このうち、5年前に制定された「読書バリアフ
リー法」が対象としているのは、（1）に該当する
人々です。「著作権法」では、（1）に該当する人々
のためであれば、どのような図書でも、その図書
の著作権者に無許諾で、全国の図書館や文化庁
の指定団体は音声化や電子化などの複製（媒体
変換）と公衆送信を行えると規定しています（著
作権法第37条第3項）。
　財団は、文化庁の指定団体になっています。

「わいわい文庫」には「白い盤面」と「青い盤面（以
下、Ver.BLUE）」の2種類の作品群があります
が、「白い盤面」の作品群はこの「著作権法」の規
定により製作されています。そのため、「白い盤
面」の作品群は、（1）に該当する人々だけが利用
できることになります。一方で、「Ver.BLUE」の
作品群は、著作権者に許諾をとって製作した作
品や財団のオリジナル作品のため、（2）や（3）
に該当する人々を含むすべての人々が利用でき
ます。このように、読書から「誰一人取り残さな
い」を意識して製作されているのが財団の「わい
わい文庫」なのです。
　子どもを例にみると、（1）に該当する子ども
は、特別支援教育を受けているか、そのニーズの

ある子どもと大きく重なります。しかも、その人
数・割合は、ここ10年で2倍に増加しています

（図1）。また、（2）に該当する日本語指導を受け
る外国にルーツのある子どもも増加傾向にあり
ます（図2）。
　このような子どもの現状を受けて、文部科学
省が2016年に全国の教育委員会等に通知した

「学校図書館ガイドライン」には次のような記述
があります。「発達障害を含む障害のある児童生
徒や日本語能力に応じた支援を必要とする児童
生徒の自立や社会参画に向けた主体的な取組を
支援する観点から、児童生徒一人一人の教育的
ニーズに応じた様々な形態の図書館資料を充実
するよう努めることが望ましい。例えば、点字図
書、音声図書、拡大文字図書、LLブック、マルチ
メディアデイジー図書、外国語による図書、読書
補助具、拡大読書器、電子図書等の整備も有効で

ある」（下線は筆者による）。「わいわい文庫」の
ようなマルチメディアDAISY形式の電子図書の
整備が有効であると明示されています。また、「読
書バリアフリー法」の内容もふまえて、政府が
2023年に閣議決定した「第五次子どもの読書
活動の推進に関する基本的な計画」では、基本的
方針の1つに「多様な子どもたちの読書機会の確
保」を位置づけました。ここでも、具体的な取り
組み内容として電子図書の整備・充実が挙げら
れています。
　マルチメディアDAISY形式の電子図書は、電
子図書のなかで最もアクセシビリティが高いと
されています。音声読み上げ、読み上げ部分の
文章のハイライト、文字の拡大、背景色の変更な
ど、利用する人々のニーズにあわせて自在に対
応できます。アクセシビリティの高さから、いま
整備・充実が望まれているのです。

電子図書普及事業への寄稿

「わいわい文庫」から広がる読書の可能性

野口 武悟 （のぐち たけのり）

専修大学文学部教授。公益社団法人全国学校図
書館協議会理事長。図書館情報学を専門とし、主
に読書バリアフリーや子どもの読書活動に関す
る研究を行う。現在、放送大学客員教授、新宿区
子ども読書活動推進会議議長なども務める。主な
著書に『学校の「読書バリアフリー」はじめの一歩』

（学事出版、2024年）など。

図1　特別支援教育を受ける子どもの状況

出典：内閣府『令和5年版障害者白書』，2023年
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図2　日本語指導が必要な外国にルーツのある子どもの状況。出典：文部科学省「日本語指導が必要な児童生徒の、
うけいれ状況等に関する調査結果の概要（速報）」2022年。
平成20年度＝合計28,575にん。内訳は、ポルトガル語＝11,386にん、中国語＝5,831にん、フィリピノ語＝3,367に
ん、スペイン語＝3,634にん、その他の言語＝4,357にん。
平成22年度＝合計28,511にん。内訳は、ポルトガル語＝9,477にん、中国語＝6,154にん、フィリピノ語＝4,350にん、
スペイン語＝3,547にん、ベトナム語＝1,151にん、英語＝717人、韓国・朝鮮語＝751人、その他の言語＝2,364にん。
平成24年度＝合計27,013にん。内訳は、ポルトガル語＝8,848にん、中国語＝5,515にん、フィリピノ語＝4,495にん、
スペイン語＝3,480にん、ベトナム語＝1,104にん。英語＝644人、韓国・朝鮮語＝624人。その他の言語＝2,303にん。
平成26 年度＝合計29,198にん。内訳は、ポルトガル語＝8,340にん、中国語＝6,410にん、フィリピノ語＝5,153に
ん、スペイン語＝3,576にん、ベトナム語＝1,215にん。英語＝777人、韓国・朝鮮語＝614人。その他の言語＝3,113
にん。
平成28年度＝合計34,335にん。内訳は、ポルトガル語＝8,779にん、中国語＝8,204にん、フィリピノ語＝6,283にん、
スペイン語＝3,600にん、ベトナム語＝1,515にん。英語＝982人、韓国・朝鮮語＝627人。その他の言語＝4,345にん。
平成30年度＝合計40,755にん。内訳は、ポルトガル語＝10,404にん、中国語＝9,712にん、フィリピノ語＝7,919に
ん、スペイン語＝3,788にん、ベトナム語＝1,845にん。英語＝1,106にん、韓国・朝鮮語＝595人。その他の言語＝
5,386にん。
令和3 年度＝合計47,619にん。内訳は、ポルトガル語＝11,956にん、中国語＝9,939にん、フィリピノ語＝7,462に
ん、スペイン語＝3,714にん、ベトナム語＝2,702にん。英語＝1,945にん、日本語＝1,929にん、韓国・朝鮮語＝466
人。その他の言語＝7,506にん。

「わいわい文庫」の普及状況
　では、マルチメディアデイジー形式の電子図書の普及状況はどうなっているのでしょうか。地域の公共図書
館における所蔵率の推移は、ひょう1の通りです。財団が「わいわい文庫」の製作に着手し始めた2010年はわずか
1.3％の所蔵率でしたが、その後、着実に増加しています。ここには、「わいわい文庫」の寄贈が大きく寄与してい
ることは間違いありません。

ひょう1　公共図書館におけるマルチメディアでいじー所蔵率の推移

調査年　2010年　所蔵率　1.3％　2017年　15.4％　2021年　21.4％

（2010年と2017年は国立国会図書館調査、2021年は全国公共図書館協議会調査）

　また、学校種別に学校図書館における所蔵率（2020年）をみると、ひょう2の通りです。特別支援学校（小学部）
では、4分の1の学校で所蔵されていることがわかります。これも財団による「わいわい文庫」寄贈の効果といえる
でしょう。先に紹介した図1の通り、小学校などでも特別支援教育を受ける子どもは増加しています。しかし、小
学校などでは、まだ所蔵が無いに等しい状況です。小学校などでは、2019年に打ち出された「GIGAスクール構想」
を受けて、すでに1人1台端末の環境が整いました。つまり、マルチメディアデイジー形式の電子図書を利用しや
すい環境が整ったわけです。ところが、端末というハードは整っても、電子図書というソフトがまったく足りて
いない現状にあるのです。

ひょう2　学校図書館におけるマルチメディアでいじー所蔵率（2020年）

学校種　小学校　所蔵率　1.3％　中学校　1.0％　高等学校　0.6％　特別支援学校（小学部）　25.8％

出典：文部科学省「令和2年度「学校図書館の現状に関する調査」の結果について」、2021年

　公共図書館、学校図書館ともに、マルチメディアデイジー形式の電子図書の一層の整備・充実が望まれます。こ
こに資する「わいわい文庫」への期待はますます大きくなっていくものと思われます。

「わいわい文庫」の展望
　これまでの「わいわい文庫」は、CD形態で公共図書館や学校図書館に寄贈してきました。しかし、こんにちの多
くの端末、特に学校で子ども1人ずつが持つタブレット端末には、CDドライブが付いていません。そのため、財団
が毎年行ってい

る「わいわい文庫」利用者を対象としたアンケートでは、ここ数年、「わいわい文庫」のオンライン配信を望む声が増えてい
ます。
　すでに2021年度からは国立国会図書館の「視覚障害者等用データ送信サービス」（図3）というオンラインサービスによ
って「わいわい文庫」の「白い盤面」の作品群が配信されています。ただし、このサービスを利用できるのは、本稿ですでに
述べた（1）の「視覚による表現の認識が困難」な人々に限られます。また、利用したい公共図書館や学校図書館は国立国会
図書館に申請して承認を受ける必要があります。そのため、もっと簡便に利用できる配信システムがほしいとの意見も聞
かれます。「わいわい文庫」にアクセスできるルートが増えれば、それだけ利用の可能性も高まりますから、ぜひ「わいわい
文庫」のオンライン配信の検討を進めてほしいと思います。

図3　「視覚障害者等用データ送信サービス」のしくみ。出典：国立国会図書館ウェブサイト
国立国会図書館が、公共図書館、大学図書館、学校図書館、ボランティア団体などからデータを収集し、送信承認館を通じ
て、視覚障害者等利用者にデータを提供するしくみ。国立国会図書館から視覚障害者等利用者へ直接データを送信する経
路もある。

　ところで、2020年にコロナかになって以降、全国の公共図書館や学校図書館では急速に電子図書館の導入が進んでいま
す。ひょう3は、公共図書館における導入率の推移を示しています。間もなく5割に迫ろうという導入率です。電子図書館
は、利用対象者を限定することなく、希望すれば誰でも利用できます。このことは、「わいわい文庫」の「バージョンブルー」
の作品群と同じです。

ひょう3　公共図書館における電子図書館導入率の推移

調査ねん 2019年 導入率 10.2％ 2020年 12.8％ 2021年 26.9％ 2022年 34.3％ 2023年 45.1％
（一般社団法人電子出版制作・流通協議会による各年調査）

　こうした状況にあって、「わいわい文庫」の存在意義は低下してしまうのでしょうか。筆者はそうは思いません。その理
由はいくつかあります。電子図書館で利用できる電子図書は、マルチメディアデイジー形式ではないので、音声読み上げ
などが可能な作品がまだ少ない現状です。また、音声読み上げができる作品も、機械による合成音声（TTS）での読み上げ
のため、特に子どもの利用にはあまり向きません。やはり、アクセシビリティを考慮するならば、「わいわい文庫」などのマ
ルチメディアデイジー形式の電子図書の存在はこれからも変わらず必要なのです。
　とはいえ、両者は対立する関係にあるわけではありません。今後は、誰でも利用できる電子図書館に、同じく誰でも利用
できる「わいわい文庫」の「バージョンブルー」の作品群を搭載して配信していくなどの取り組みも考えられるでしょう。
　読書から「誰一人取り残さない」バリアフリー社会の実現に向けて、財団にはこれからも「わいわい文庫」をはじめ各種
事業を積極的に展開してほしいと願っています。これからもどうぞよろしくお願いいたします。

「わいわい文庫」の普及状況
　では、マルチメディアDAISY形式の電子図書
の普及状況はどうなっているのでしょうか。地
域の公共図書館における所蔵率の推移は、表1の
通りです。財団が「わいわい文庫」の製作に着手
し始めた2010年はわずか1.3％の所蔵率でした
が、その後、着実に増加しています。ここには、

「わいわい文庫」の寄贈が大きく寄与しているこ
とは間違いありません。

　また、学校種別に学校図書館における所蔵率
（2020年）をみると、表2の通りです。特別支援
学校（小学部）では、4分の1の学校で所蔵されて
いることがわかります。これも財団による「わ
いわい文庫」寄贈の効果といえるでしょう。先
に紹介した図1の通り、小学校などでも特別支援
教育を受ける子どもは増加しています。しかし、
小学校などでは、まだ所蔵が無いに等しい状況
です。小学校などでは、2019年に打ち出された

「GIGAスクール構想」を受けて、すでに1人1台
端末の環境が整いました。つまり、マルチメディ
アDAISY形式の電子図書を利用しやすい環境が
整ったわけです。ところが、端末というハードは
整っても、電子図書というソフトがまったく足
りていない現状にあるのです。

　公共図書館、学校図書館ともに、マルチメディ
アDAISY形式の電子図書の一層の整備・充実が
望まれます。ここに資する「わいわい文庫」への
期待はますます大きくなっていくものと思われ
ます。

「わいわい文庫」の展望
　これまでの「わいわい文庫」は、CD形態で公
共図書館や学校図書館に寄贈してきました。し
かし、今日の多くの端末、特に学校で子ども1人
ずつが持つタブレット端末には、CDドライブが
付いていません。そのため、財団が毎年行ってい

る「わいわい文庫」利用者を対象としたアンケー
トでは、ここ数年、「わいわい文庫」のオンライン
配信を望む声が増えています。
　すでに2021年度からは国立国会図書館の「視
覚障害者等用データ送信サービス」（図3）という
オンラインサービスによって「わいわい文庫」の

「白い盤面」の作品群が配信されています。ただ
し、このサービスを利用できるのは、本稿ですで
に述べた（1）の「視覚による表現の認識が困難」
な人々に限られます。また、利用したい公共図書
館や学校図書館は国立国会図書館に申請して承
認を受ける必要があります。そのため、もっと簡
便に利用できる配信システムがほしいとの意見
も聞かれます。「わいわい文庫」にアクセスでき
るルートが増えれば、それだけ利用の可能性も
高まりますから、ぜひ「わいわい文庫」のオンラ
イン配信の検討を進めてほしいと思います。
　ところで、2020年にコロナ禍になって以降、
全国の公共図書館や学校図書館では急速に電子
図書館の導入が進んでいます。表3は、公共図書
館における導入率の推移を示しています。間も
なく5割に迫ろうという導入率です。電子図書
館は、利用対象者を限定することなく、希望すれ
ば誰でも利用できます。このことは、「わいわい

文庫」の「Ver.BLUE」の作品群と同じです。
　こうした状況にあって、「わいわい文庫」の存
在意義は低下してしまうのでしょうか。筆者は
そうは思いません。その理由はいくつかありま
す。電子図書館で利用できる電子図書は、マルチ
メディアDAISY形式ではないので、音声読み上
げなどが可能な作品がまだ少ない現状です。ま
た、音声読み上げができる作品も、機械による合
成音声（TTS）での読み上げのため、特に子ども
の利用にはあまり向きません。やはり、アクセシ
ビリティを考慮するならば、「わいわい文庫」な
どのマルチメディアDAISY形式の電子図書の存
在はこれからも変わらず必要なのです。
　とはいえ、両者は対立する関係にあるわけで
はありません。今後は、誰でも利用できる電子図
書館に、同じく誰でも利用できる「わいわい文庫」
の「Ver.BLUE」の作品群を搭載して配信してい
くなどの取り組みも考えられるでしょう。
　読書から「誰一人取り残さない」バリアフリー
社会の実現に向けて、財団にはこれからも「わい
わい文庫」をはじめ各種事業を積極的に展開し
てほしいと願っています。これからもどうぞよ
ろしくお願いいたします。

図2　日本語指導が必要な外国にルーツのある子どもの状況 図3　「視覚障害者等用データ送信サービス」のしくみ

出典：文部科学省「日本語指導が必要な児童生徒の受入状況等に関する調査結果の概要（速報）」，2022年

出典：国立国会図書館ウェブサイト

調査年 2010年 2017年 2021年

所蔵率 1.3％ 15.4％ 21.4％

調査年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年

導入率 10.2％ 12.8％ 26.9％ 34.3％ 45.1％

学校種 小学校 中学校 高等学校 特別支援学校
（小学部）

所蔵率 1.3％ 1.0％ 0.6％ 25.8％表1　公共図書館における
　　  マルチメディアDAISY所蔵率の推移

表3　公共図書館における電子図書館導入率の推移

表2　学校図書館における
　　  マルチメディアDAISY所蔵率（2020年）

（2010年と2017年は国立国会図書館調査、
2021年は全国公共図書館協議会調査）

（一般社団法人電子出版制作・流通協議会による各年調査）

出典：文部科学省「令和2年度「学校図書館の現状に関する調査」の
結果について」、2021年
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電子図書普及事業 座談会

2010年より実施してきた「障害のある子どもたちへの読書支援事業」。この事業の軸となる「わいわい文
庫」の意義と今後の課題について、音訳者や現場で活用に取り組む方々をお招きし、お話をうかがった。

2024年8月22日（木）
伊藤忠商事東京本社ビル22階レセプションホール

電子図書普及事業座談会出席メンバーの集合写真。
後列左から、いそぐちさん、なりまつさん、ふじたさん、前列左から、宮下さん、いりかわさん、なまいさん。

「わいわい文庫」※1との関わり

池辺　本日はお忙しい中、お集まりいただきましてありがとうございます。伊藤忠記念財団（以下、財団）
は、今年9月30日で設立50周年を迎えました。この記念すべき年に、2010年からスタートした電子図書普
及事業部の活動を振り返るとともに、これまで「わいわい文庫」に関わっていただいた皆さんと、いろい
ろな意見を交換させていただければと思っています。
　本日は5人の先生がたにお集まりいただきました。また、財団で「わいわい文庫」の製作に携わってい
る中村、山根も出席しております。そして、司会進行は電子図書普及事業部立ち上げの時からご協力いた
だいている読書工房の成松さんにお願いしております。
　それでは成松さん、進行をどうぞよろしくお願いします。
成松　成松一郎と申します。2004年に読書工房という出版社を始めて、今年でちょうど20年になります。
それまでは、いろいろな出版社で編集の仕事をしてきたのですが、思うところがあり、読書バリアフリー
を専門とする会社を立ち上げました。
　「わいわい文庫」が誕生するきっかけは、2009年ごろのことです。財団が運営されていた東京小中学生
センター※2が閉鎖されることになり、今後どんな事業をしていったらいいだろうかというご相談を受
けました。当時、筑波大学附属視覚特別支援学校のうのかずひろ先生がよくテレビに出演し、弱視の子ど
もたちが使う拡大教科書の不足を訴えていた時期でした。財団では文字を読みやすい大きさに書き直す
拡大写本を製作する構想があったようですが、私は、電子媒体

にしたほうがいろいろな子どもたちにとって役に立つのではないかというお話をしました。その結果、
マルチメディアデイジー図書（以下、マルチメディアデイジー※3）を作るということになり、そこから
かなりのタイトル数を毎年寄贈する事業がスタートしたというわけです。
　本日ご出席いただいている皆さんも「わいわい文庫」に関わってこられていますので、これからそれ
ぞれの自己紹介とともに「わいわい文庫」についてお話を伺えればと思います。

有限会社読書工房代表　なりまつ いちろうさんの写真　

藤田　全国音訳ボランティアネットワークの藤田　まさこ、と申します。私たちの会は2006年に、全国
で音訳ボランティアとして活動している仲間に一度会いたいね、という思いから始まりました。全国大
会には900人近いかたから参加希望があったのですが、会場の関係で800人に絞って開催しなければな
りませんでした。その熱気に押されて、2007年にはネットワークの設立総会を開き、今に至っています。
　最初、東京小中学生センターに集まって障害のある子どもたちのための電子図書を作るというお話
を伺った時は、「マルチメディアデイジーって何？　私たちは音訳よね」という話をしていたのですが、

「子どもたちのため」というキーワードに共感し、「それならやらなくては」とお手伝いをさせていただ
くことになりました。ただ、それまで音訳は視覚障害者の大人向けが中心で、子ども向けや他の障害が
あるかた、むけに作ったことがなかったので、どんな読み方をしたらいいのか探るのが一番大変でし
た。音訳というのは、意味のひとかたまりで読むんですね。そうしないとプツプツ途切れてとても聞き
にくい。でも、子ども向けの場合は句読点でしっかり区切るという方針があったので、それで本当に子
どもたちが喜んで聞いてくれるのかな、という悩みを抱えながら続けてきました。
　それでも、「子どもたちの笑顔のために」という、やべたけしさん（前電子図書普及事業部長）の熱い
思いに引っ張られて、ずっとご一緒させていただいています。
みやした　墨田区立ひきふね図書館で障害者サービスを担当している宮下　ひでみ、と申します。墨田
区には、ひきふね図書館を含めて4つの図書館と3つのコミュニティー会館、1つの情報コーナーがあり
ます。ひきふね図書館は中央館としての役割を担っており、財団さんから寄贈いただいた「わいわい文
庫」を活用させていただいています。貸し出しはもちろんのこと、「日本昔話の旅」※4にも参加させて
いただき、活用事例を「わいわい文庫活用じゅつ」※5に載せていただいたこともありました。
　私は図書館勤務が4年目で、それまでは全く違う部署にいたので、最初はマルチメディアデイジーに
ついて何も知りませんでした。初めてマルチメディアデイジーを使ったおはなし会を見たのは、放課後
等デイサービスだったのですが、天井にプロジェクターでマルチメディアデイジーを投影させて、座位
が保てない子たちもみんなで楽しんでいる様子を見て「こんなふうに一緒に見られるんだ、すごいな」
と思ったことを覚えています。
　現在は、LLブックや大活字本、仕掛け本や布の絵本をセットにして「りんごの棚」として展示してい
ます。そこにマルチメディアデイジーを置いて、バージョンブルー※6の一般の貸し出しもさせていた
だいています。

「わいわい文庫」※1との関わり

池辺　本日はお忙しい中、お
集まりいただきましてありが
とうございます。伊藤忠記念
財団（以下、財団）は、今年9月
30日で設立50周年を迎えま
した。この記念すべき年に、
2010年からスタートした電
子図書普及事業部の活動を振
り返るとともに、これまで「わ
いわい文庫」に関わっていただ
いた皆さんと、いろいろな意見
を交換させていただければと
思っています。
　本日は5人の先生方にお集
まりいただきました。また、財

団で「わいわい文庫」の製作に
携っている中村、山根も出席し
ております。そして、司会進行
は電子図書普及事業部立ち上
げの時からご協力いただいて
いる読書工房の成松さんにお
願いしております。
　それでは成松さん、進行を
どうぞよろしくお願いします。
成松　成松一郎と申します。
2004年に読書工房という出
版社を始めて、今年でちょうど
20年になります。それまでは、
いろいろな出版社で編集の仕
事をしてきたのですが、思うと
ころがあり、読書バリアフリー
を専門とする会社を立ち上げ

ました。
　「わいわい文庫」が誕生する
きっかけは、2009年ごろのこ
とです。財団が運営されてい
た東京小中学生センター※2が
閉鎖されることになり、今後
どんな事業をしていったらい
いだろうかというご相談を受
けました。当時、筑波大学附属
視覚特別支援学校の宇野和博
先生がよくテレビに出演し、
弱視の子どもたちが使う拡大
教科書の不足を訴えていた時
期でした。財団では文字を読
みやすい大きさに書き直す拡
大写本を製作する構想があっ
たようですが、私は、電子媒体

にしたほうがいろいろな子ど
もたちにとって役に立つので
はないかというお話をしまし
た。その結果、マルチメディア
DAISY図書（以下、マルチメ
ディアDAISY※3）を作るとい
うことになり、そこからかなり
のタイトル数を毎年寄贈する
事業がスタートしたというわ
けです。
　本日ご出席いただいている
皆さんも「わいわい文庫」に関
わってこられていますので、こ
れからそれぞれの自己紹介と
ともに「わいわい文庫」につい
てお話を伺えればと思います。
藤田　全国音訳ボランティア
ネットワークの藤田晶子と申
します。私たちの会は2006年
に、全国で音訳ボランティア
として活動している仲間に一
度会いたいね、という思いから
始まりました。全国大会には
900人近い方から参加希望が
あったのですが、会場の関係
で800人に絞って開催しなけ
ればなりませんでした。その
熱気に押されて、2007年には
ネットワークの設立総会を開
き、今に至っています。
　最 初、東京 小中学生セン
ターに集まって障害のある子
どもたちのための電子図書を
作るというお話を伺った時は、

「マルチメディアDAISYって
何？　私たちは音訳よね」とい
う話をしていたのですが、「子
どもたちのため」というキー
ワードに共感し、「それならや
らなくては」とお手伝いをさせ
ていただくことになりました。
ただ、それまで音訳は視覚障害
者の大人向けが中心で、子ど
も向けや他の障害がある方向

けに作ったことがなかったの
で、どんな読み方をしたらいい
のか探るのが一番大変でした。
音訳というのは、意味のひとか
たまりで読むんですね。そう
しないとプツプツ途切れてと
ても聞きにくい。でも、子ども
向けの場合は句読点でしっか
り区切るという方針があった
ので、それで本当に子どもたち
が喜んで聞いてくれるのかな、
という悩みを抱えながら続け
てきました。
　それでも、「子どもたちの笑
顔のために」という矢部剛さん

（前電子図書普及事業部長）の
熱い思いに引っ張られて、ずっ
とご一緒させていただいてい
ます。
宮下　墨田区立ひきふね図書
館で障害者サービスを担当し
ている宮下英美と申します。
墨田区には、ひきふね図書館を
含めて4つの図書館と3つのコ
ミュニティー会館、1つの情報
コーナーがあります。ひきふ
ね図書館は中央館としての役
割を担っており、財団さんから
寄贈いただいた「わいわい文

庫」を活用させていただいてい
ます。貸し出しはもちろんの
こと、「日本昔話の旅」※4にも参
加させていただき、活用事例を

「わいわい文庫活用術」※5に載
せていただいたこともありま
した。
　私は図書館勤務が4年目で、
それまでは全く違う部署にい
たので、最初はマルチメディア
DAISYについて何も知りませ
んでした。初めてマルチメディ
アDAISYを使ったおはなし会
を見たのは、放課後等デイサー
ビスだったのですが、天井にプ
ロジェクターでマルチメディ
アDAISYを投影させて、座位
が保てない子たちもみんなで
楽しんでいる様子を見て「こん
なふうに一緒に見られるんだ、
すごいな」と思ったことを覚え
ています。
　現在は、LLブックや大活字
本、仕掛け本や布の絵本をセッ
トにして「りんごの棚」として
展示しています。そこにマル
チメディアDAISYを置いて、
Ver.BLUE※6の一般の貸し出
しもさせていただいています。

成松 一郎（なりまつ いちろう）　有限会社読書工房代表

電子図書普及事業 座談会
2010年より実施してきた「障害のある子どもたちへの読書支援事業」。

この事業の軸となる「わいわい文庫」の意義と今後の課題について、
音訳者や現場で活用に取り組む方々をお招きし、お話をうかがった。
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また、夏休みに向けて読書支援が必要な子どもさんと保護者の方を対象に1組45分間ほどの図書館ツ
アーを行い、最後に何でも1つ好きなマルチメディアデイジーを選んで親子で一緒に見てもらっていま
す。写真や図鑑が好きと言っていたお子さんが、意外にも物語の絵本を選んで最後まで読めたので親御
さんがびっくりしていたのが印象的でした。
　図書館ではマルチメディアデイジーをCD媒体で貸し出しているのですが、今はCDを再生できる機
器が少なくなってきており、その利用が難しくなっています。「サピエ図書館」※7や「デイジー子ども
ゆめ文庫」※8をご案内しても、継続的な利用に結びつかないことが多く、この点が悩みですね。
入川　入川加代子と申します。私は現在、鳥取大学附属特別支援学校で司書をしています。以前は県立
聾学校に勤務していました。現任校で以前、司書教諭をされていたこじまようこ先生からお声がけいた
だき着任、マルチメディアデイジーに出会いました。児島先生はマルチメディアデイジーを使った授業
実践をしておられて、私は初めてティーム・ティーチングとして授業に参加しました。その後も司書教
諭と連携して授業実践に取り組んでいます。先生がたは、生徒に分かりやすくて楽しめる内容かどう
か、発達年齢相応なものか、取り組みやすさ等を考えマルチメディアデイジーを選ばれています。
　実際にマルチメディアデイジーを使った授業は、生徒たちの反応が大きく、楽しく学習している様子
が見受けられます。
　司書の役割は、主にマルチメディアデイジーの紹介や関連本のブックトークなどですが、図書館にい
るときとは違う生徒の様子が分かる貴重な時間となっています。中学部では物語や詩、実験や体験でき
るものなど、主に授業での活用が中心です。
　小学部では、短いおはなしが人気です。昼休憩に図書館へ来て、気に入った絵本のマルチメディアデ
イジーを自分でパソコンに入れて、おはなしを楽しむ姿があります。パソコン操作にも慣れ「また、こ
れが見たいんだよねー」と同じおはなしを繰り返し楽しんで見ています。すっかりセリフを覚えるまで
になりました。シリーズものが大好きで、「このおはなしのマルチメディアデイジーはないの？」とリ
クエストもしてくれます。新年度に行う「図書館オリエンテーション」では、必ずデイジーの紹介をす
るのが定番です。新しく学校に入学した児童、生徒はデイジーを知らないので、画面に映すと興味深く、
じっくりと見てくれています。本校では「わいわい文庫」をすべてCDに分割しています。
　司書が分割していたのですが、現在は高等部の作業班に一部を依頼しています。先生がたは「いい作
業内容なのでぜひやらせてください」と言ってくださり、とても助かっています。
　一方で、苦労しているところもあります。校内での授業や余暇では活用されているマルチメディアデ
イジーですが、本と同じようには貸し出しができていません。もっと気軽に借りてもらえるような図書
館側の工夫が必要だと思っています。また、今後は保護者さん、職員向けの研修会などを計画し、もっ
とデイジーの良さを広めていければと考えています。

富田林市立大伴小学校講師　いそぐち たえこさんの写真　

磯口　磯口多恵子です。私は大阪の富田林市立おおとも小学校で通級指導教室を担当して6年目になり
ます。その前はおお

伴小で支援学級を、さらにその前は通常学級を担当していました。「わいわい文庫」との出
会いは、支援学級を持っていた時に、元大阪教育大学の金森裕治教授のマルチメディアデ
イジー研究会に参加したことがきっかけです。「こんなにいいものが無料でもらえるのか」
と、すぐに取り寄せて活用を始めました。
　現在、大伴小学校の支援学級は８クラスあり、自立活動として図書の時間に「わいわい
文庫」を活用しています。また、通級指導教室では1対1や少人数での指導に利用していま
す。毎年送られてくるCDは職員会議で紹介し、私の机の上に置いて先生がたが手軽に手
に取れるようにしています。さらに、最近では読みに困難さのある子どもたちが「わいわ
い文庫」を持ち帰り、「本読み」の宿題として活用している学校もあると聞き、いろいろな
使い方ができるんだなと思いました。保護者の方からは、課題図書が「わいわい文庫」にあ
るといいのに、と言われています。
　富田林市には16校の小学校と8校の中学校がありますが、昨年からすべての学校に通級
指導教室が設置されました。 私は夏季研修で「わいわい文庫」を紹介するコーナーを担当
していますが、毎年新しい先生が来られて、「マルチメディアデイジーって何？　わいわい
文庫って何？」という人が何人もおられるので細く長く続けていかなければならないと思
っています。富田林市は２年前から日本障害者リハビリテーション協会のマルチメディア
デイジー教科書を使えるようになったので、マルチメディアデイジーの存在が情報として
知れわたったことがよかったのだと感じています。
　ただ、アイ、シー、ティーが得意な先生がいる学校では活用できていますが、そうでない
ところはCDがうまく作動しないなど、なかなか使いにくいという声もあります。そうい
う点の解決を図ってもらえたらありがたいです。

鳥取大学附属特別支援学校司書　いりかわ かよこさんの写真

なまい　東京都立しかもと学園の、なまい　すみこと申します。前任校のぼくとう特別支
援学校でマルチメディアデイジーを知り、「こんないいものがあるんだ」と財団さんに連絡
したところ、矢部さんがひょいと来てくださり、すごくお世話になりました。
　最初は分からないことも多く、小さなチラシを作り、「図書館にはこんなものがありま
すよ、使ってみませんか」と先生がたに宣伝する小さな活動から始めました。自分でも、言
葉でコミュニケーションができるお子さんの学習グループの担任の時に、劇学習の導入と
して子どもたちに分かりやすいかなと思って使っています。それから、給食時間の医療的
ケアの時など、子どもたちはぼんやりと天井を見ているか寝ていることが多かったのです
が、マルチメディアデイジーを見せて「どれにする？」と言って選択の勉強にもできたり、
目の動きに合わせて速さや音声を変えたり、いろいろと工夫をして活用していました。
　一番の関わりとしては、重いまひがあるものの知的にはノーマルなお子さんが本校にい
て、百人一首を学習した時のことです。このお子さんは、百人一首はやりたいが札を取る
ことができない。でも100枚の札を大きくしたら大変なことになってしまう。そこで矢部
さんに相談したところ、特別支援学校の子どもたちが札を読み、都立高校の美術部の生徒
さんたちが絵を描くという、大掛かりなマルチメディアデイジーを作ってくださいまし
た。それを使ったお子さんが、

また、夏休みに向けて読書支援
が必要な子どもさんと保護者
の方を対象に1組45分間ほど
の図書館ツアーを行い、最後に
何でも1つ好きなマルチメディ
アDAISYを選んで親子で一緒
に見てもらっています。写真
や図鑑が好きと言っていたお
子さんが、意外にも物語の絵本
を選んで最後まで読めたので
親御さんがびっくりしていた
のが印象的でした。
　図書館ではマルチメディア
DAISYをCD媒体で貸し出して
いるのですが、今はCDを再生
できる機器が少なくなってき
ており、その利用が難しくなっ
ています。「サピエ図書館」※7や

「デイジー子どもゆめ文庫」※8

をご案内しても、継続的な利用
に結びつかないことが多く、こ
の点が悩みですね。
入川　入川加代子と申します。
私は現在、鳥取大学附属特別
支援学校で司書をしています。
以前は県立聾学校に勤務して
いました。現任校で以前、司書
教諭をされていた児島陽子先
生からお声がけいただき着任、

マルチメディアDAISYに出会
いました。児島先生はマルチ
メディアDAISYを使った授業
実践をしておられて、私は初め
てティーム・ティーチングとし
て授業に参加しました。その
後も司書教諭と連携して授業
実践に取り組んでいます。先
生方は、生徒に分かりやすくて
楽しめる内容かどうか、発達年
齢相応なものか、取り組みや
すさ等を考えマルチメディア
DAISYを選ばれています。
　 実 際 に マ ル チ メ デ ィ ア
DAISYを使った授業は、生徒
たちの反応が大きく、楽しく学
習している様子が見受けられ
ます。
　司書の役割は、主にマルチ
メディアDAISYの紹介や関連
本のブックトークなどですが、
図書館にいるときとは違う生
徒の様子が分かる貴重な時間
となっています。中学部では
物語や詩、実験や体験できるも
のなど、主に授業での活用が中
心です。
　小学部では、短いおはなし
が人気です。昼休憩に図書館

へ来て、気に入った絵本のマル
チメディアDAISYを自分でパ
ソコンに入れて、おはなしを楽
しむ姿があります。パソコン
操作にも慣れ「また、これが見
たいんだよねー」と同じおはな
しを繰り返し楽しんで見てい
ます。すっかりセリフを覚える
までになりました。シリーズ
ものが大好きで、「このおはな
しのマルチメディアDAISYは
ないの？」とリクエストもして
くれます。新年度に行う「図書
館オリエンテーション」では、
必ずDAISYの紹介をするのが
定番です。新しく学校に入学
した児童、生徒はDAISYを知
らないので、画面に映すと興味
深く、じっくりと見てくれてい
ます。本校では「わいわい文庫」
をすべてCDに分割していま
す。
　司書が分割していたのです
が、現在は高等部の作業班に一
部を依頼しています。先生方
は「いい作業内容なのでぜひや
らせてください」と言ってくだ
さり、とても助かっています。
　一方で、苦労しているところ
もあります。校内での授業や
余暇では活用されているマル
チメディアDAISYですが、本
と同じようには貸し出しがで
きていません。もっと気軽に借
りてもらえるような図書館側
の工夫が必要だと思っていま
す。また、今後は保護者さん、
職員向けの研修会などを計画
し、もっとDAISYの良さを広
めていければと考えています。
磯口　磯口多恵子です。私は
大阪の富田林市立大伴小学校
で通級指導教室を担当して6
年目になります。その前は大

伴小で支援学級を、さらにそ
の前は通常学級を担当してい
ました。「わいわい文庫」との
出会いは、支援学級を持ってい
た時に、元大阪教育大学の金
森裕治教授のマルチメディア
DAISY研究会に参加したこと
がきっかけです。「こんなにい
いものが無料でもらえるのか」
と、すぐに取り寄せて活用を始
めました。
　現在、大伴小学校の支援学
級は８クラスあり、自立活動と
して図書の時間に「わいわい文
庫」を活用しています。また、
通級指導教室では1対1や少人
数での指導に利用しています。
毎年送られてくるCDは職員会
議で紹介し、私の机の上に置い
て先生方が手軽に手に取れる
ようにしています。さらに、最
近では読みに困難さのある子
どもたちが「わいわい文庫」を
持ち帰り、「本読み」の宿題とし
て活用している学校もあると
聞き、いろいろな使い方ができ
るんだなと思いました。保護
者の方からは、課題図書が「わ
いわい文庫」にあるといいの

に、と言われています。
　富田林市には16校の小学校
と8校の中学校がありますが、
昨年からすべての学校に通級
指導教室が設置されました。 
私は夏季研修で「わいわい文
庫」を紹介するコーナーを担当
していますが、毎年新しい先生
が来られて、「マルチメディア
DAISYって何？　わいわい文
庫って何？」という人が何人
もおられるので細く長く続け
ていかなければならないと思っ
ています。富田林市は２年前
から日本障害者リハビリテー
ション協会のマルチメディア
DAISY教科書を使えるように
なったので、マルチメディア
DAISYの存在が情報として知
れわたったことがよかったの
だと感じています。
　ただ、ICTが得意な先生がい
る学校では活用できています
が、そうでないところはCDが
うまく作動しないなど、なかな
か使いにくいという声もあり
ます。そういう点の解決を図っ
てもらえたらありがたいです。
生井　東京都立鹿本学園の生

井恭子と申します。前任校の
墨東特別支援学校でマルチメ
ディアDAISYを知り、「こんな
いいものがあるんだ」と財団さ
んに連絡したところ、矢部さん
がひょいと来てくださり、すご
くお世話になりました。
　最初は分からないことも多
く、小さなチラシを作り、「図書
館にはこんなものがあります
よ、使ってみませんか」と先生
方に宣伝する小さな活動から
始めました。自分でも、言葉で
コミュニケーションができる
お子さんの学習グループの担
任の時に、劇学習の導入として
子どもたちに分かりやすいか
なと思って使っています。そ
れから、給食時間の医療的ケア
の時など、子どもたちはぼんや
りと天井を見ているか寝てい
ることが多かったのですが、マ
ルチメディアDAISYを見せて

「どれにする？」と言って選択
の勉強にもできたり、目の動き
に合わせて速さや音声を変え
たり、いろいろと工夫をして活
用していました。
　一番の関わりとしては、重
いまひがあるものの知的には
ノーマルなお子さんが本校に
いて、百人一首を学習した時の
ことです。このお子さんは、百
人一首はやりたいが札を取る
ことができない。でも100枚
の札を大きくしたら大変なこ
とになってしまう。そこで矢
部さんに相談したところ、特
別支援学校の子どもたちが札
を読み、都立高校の美術部の
生徒さんたちが絵を描くとい
う、大掛かりなマルチメディア
DAISYを作ってくださいまし
た。それを使ったお子さんが、

磯口 多恵子（いそぐち たえこ）　富田林市立大伴小学校講師

入川 加代子（いりかわ かよこ）　鳥取大学附属特別支援学校司書
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まさか現実になるとはとびっくりしてとても喜んでいる姿が本当に印象的でした。そんなこともあって、マルチメ
ディアデイジーが肢体不自由の子どもたちにとって必要だということが少しずつ根付いてきたのかなと思ってい
ます。
　コロナの時期は分散登校になり、子どもの数に対して大人の数が少なくて授業がまともにできない状況でした。
その時もマルチメディアデイジーは大活躍しました。子どもたちに「今日はどれにする？　その続きの本は図書館
にあるよ」と投げかけた上で、本は持って帰ってもいいということにして活用できました。
　現在勤務しているしかもと学園は、活発に図書活動をしている学校なのですが、都立特別支援学校には司書がい
ないので教員が頑張るしかなく、図書館に情熱を注ぐのがなかなか難しくなり、宣伝がうまくできていません。「わ
いわい文庫」を毎年送っていただくのですが、活用しきれないまま1年が過ぎてしまっています。余暇の利用とし
て、スクールバスで移動中にタブレットを使ってマルチメディアデイジーを見られたらいいなと思っています。め
くるのが難しい子どもたちにとって、耳からの読書になるし、マルチメディアデイジーは絵も付いているので想像
力が豊かになるだろうなと思いつつも、なかなか進まないのが現状です。
　本校も今年初めて教員向けに図書館の使い方研修を行いました。マルチメディアデイジーの必要性を感じてい
るので「こういう図書もありますよ」と広めていけたらいいなと思っています。

全国音訳ボランティアネットワーク代表　ふじた まさこさんの写真

「わいわい文庫」の面白さと難しさ

成松　入川さん、磯口さん、生井さんにお聞きしますが、それぞれの学校では公共図書館とのつながりはどうですか。
入川　鳥取県は公共図書館の学校図書館支援が手厚く、図書の相互貸し借りができます。
磯口　富田林市の図書館では、クラスえの貸し出しや調べ学習の支援資料の貸し出しを行っています。また、1年生
へのオリエンテーションでねん1回来校され、図書館クイズや利用方法の説明、読み聞かせをしてくれています。さ
らに、読んだ本を記録していく「読書通帳」を発行しており、50冊読むと1冊の通帳が完成し、富田林市のキャラク
ターシールがもらえるということもやっています。
生井　本校は江戸川区の中央図書館を利用しています。肢体不自由部門の小学１年生が社会見学で訪問し、おはな
し会やバックヤード見学を行っています。また、ヤングアダルト、コーナーの冊子やポスターを学校に送ってもら
い、スクールバス玄関に掲示して宣伝しています。さらに、中学部の「準ずる教育課程」の子どもたち向けに、調べ
学習の支援やブックトークをしていただいています。
成松　宮下さんの図書館では学校へどんなアプローチをしていますか。
みやした　ひきふね図書館では、特別支援学級や放課後とうデイサービスにバリアフリー図書を30冊、りんごの棚
として団体貸出しています。その際、先生のリクエストに応じて、電車や工作、語彙力向上のためなど、子どもの興
味や学習ニーズに合った本を選び、数カ月に1回入れ替えています。
成松　図書館のりんごの棚の中で、「わいわい文庫」やマルチメディアデイジーも扱われていますか。

みやした　「わいわい文庫」のバージョンブルーは一般のところに配架できるので、マニュアル付きで
CDジャケットが見えるように面出ししています。皆さん何回か手に取ってくださるんですが、しばら
くすると途切れてしまいます。なぜかというと、「わいわい文庫」は絵本が中心なので、絵本では物足
りなくなった場合のタイトルが少ないからです。今は「デイジー子どもゆめ文庫」が出てきましたが、
ブラウザ型なので図書館では配架できない。図書館自体でそれ以上の本をマルチメディアデイジーで
用意するのは難しいという課題が生じています。
成松　音訳者の立場でも、「わいわい文庫」に関わることになって面白さや難しさを感じられていると
思いますが、藤田さんいかがですか。
藤田　マルチメディアデイジーの音源を作る人は、当時、私が信頼できるベテランの音訳者を集めま
した。子どもたちには安定した音源を届けたいという思いが強かったですね。
　音訳には「この人はすごく上手だ」という明確な基準が存在するわけではありません。分かりやすい
読み方ができる人もいれば、そうでない人もいます。また、音訳と朗読を対立するものと捉える人もい
ますが、実際には音訳が上手な人ほど、朗読に非常に近い読み方ができるものです。こうしたことがま
だ十分に理解されていない現状があります。
　今は音訳者の高齢化が進んでいて、将来的にどのように続けていくかが課題です。生成エー、アイが
ものすごく進化していて、もう何年かしたら取って代わられるかもと思うぐらいです。でも、子どもた
ちには温かみのある肉声で、正しいきれいな日本語を届けたいという思いがあります。
　私たち音訳者は、主に視覚障害者の方たちのために音訳をしてきたので、利用者の声を直接聞く機
会を得ることができました。しかし子どもたちからは直接聞くことができません。それがすごくジレ
ンマです。でも、「わいわい文庫活用じゅつ」をいただいて、学校での活用事例を見ることができて、「間
違っていなかったかな」「あれでよかったのかな」とか、「こうすればよかった」というのを勉強させて
いただき励みになっています。子どもたちの声が直接聞けない分、すごくありがたいなと思っています。
成松　「わいわい文庫」のような子ども向けは、いわゆる「音訳」とは違いますか。
藤田　そうですね。矢部さんから「もう少しはじけたらどうでしょう」と言われたことがあります。そ
れを音訳者の皆さんにも伝え、声に表情をつけるようにしてきました。ただ、長年の音訳の経験を変え
るのは難しく、「こんな読みでいいんですか」という声も上がりました。
　でも、『おおきなかぶ』（A・トルストイ再わ、うちだりさこ訳、さとうちゅうりょう画、福音館書店、
1966年）の「よいこらしょ、うんとこしょ」を、淡々と読んでも面白くありませんよね。読みの表情を豊
かにする必要性を感じつつも、変化には時間がかかると実感しています。それでも、子どもたちが楽し
めるように工夫を重ねていきたいと思います。
　以前、鹿児島で教諭をされている、まつだひとみ先生から「わいわい文庫は、藤田さんたち音訳ボラ
ンティアがいるからできるんですよね」と言っていただいたことがあって、こうしたフィードバック
が私たちの大きな励みになっています。

東京都立しかもと学園教諭　なまい すみこさんの写真

まさか現実になるとはとびっ
くりしてとても喜んでいる姿
が本当に印象的でした。そん
なこともあって、マルチメディ
アDAISYが肢体不自由の子ど
もたちにとって必要だという
ことが少しずつ根付いてきた
のかなと思っています。
　コロナの時期は分散登校に
なり、子どもの数に対して大人
の数が少なくて授業がまとも
にできない状況でした。その
時もマルチメディアDAISYは
大活躍しました。子どもたち
に「今日はどれにする？　その
続きの本は図書館にあるよ」と
投げかけた上で、本は持って
帰ってもいいということにし
て活用できました。
　現在勤務している鹿本学園
は、活発に図書活動をしている
学校なのですが、都立特別支援
学校には司書がいないので教
員が頑張るしかなく、図書館に
情熱を注ぐのがなかなか難し
くなり、宣伝がうまくできてい
ません。「わいわい文庫」を毎
年送っていただくのですが、活
用しきれないまま1年が過ぎて
しまっています。余暇の利用
として、スクールバスで移動中
にタブレットを使ってマルチ
メディアDAISYを見られたら
いいなと思っています。めくる
のが難しい子どもたちにとっ
て、耳からの読書になるし、マ
ルチメディアDAISYは絵も付
いているので想像力が豊かに
なるだろうなと思いつつも、な
かなか進まないのが現状です。
　本校も今年初めて教員向
けに図書館の使い方研修を
行いました。マルチメディア
DAISYの必要性を感じている

ので「こういう図書もあります
よ」と広めていけたらいいなと
思っています。

「わいわい文庫」の
面白さと難しさ

成松　入川さん、磯口さん、生
井さんにお聞きしますが、それ
ぞれの学校では公共図書館と
のつながりはどうですか。
入川　鳥取県は公共図書館の
学校図書館支援が手厚く、図書
の相互貸し借りができます。
磯口　富田林市の図書館で
は、クラスヘの貸し出しや調べ
学習の支援資料の貸し出しを
行っています。また、1年生へ
のオリエンテーションで年1回
来校され、図書館クイズや利用
方法の説明、読み聞かせをして
くれています。さらに、読んだ
本を記録していく「読書通帳」
を発行しており、50冊読むと1
冊の通帳が完成し、富田林市の
キャラクターシールがもらえ
るということもやっています。
生井　本校は江戸川区の中央
図書館を利用しています。肢

体不自由部門の小学１年生が
社会見学で訪問し、おはなし
会やバックヤード見学を行っ
ています。また、YA（ヤングア
ダルト）コーナーの冊子やポス
ターを学校に送ってもらい、ス
クールバス玄関に掲示して宣
伝しています。さらに、中学部
の「準ずる教育課程」の子ども
たち向けに、調べ学習の支援や
ブックトークをしていただい
ています。
成松　宮下さんの図書館では
学校へどんなアプローチをし
ていますか。
宮下　ひきふね図書館では、
特別支援学級や放課後等デイ
サービスにバリアフリー図書
を30冊りんごの棚として団体
貸出しています。その際、先生
のリクエストに応じて、電車や
工作、語彙力向上のためなど、
子どもの興味や学習ニーズに
合った本を選び、数カ月に1回
入れ替えています。
成松　図書館のりんごの棚の
中で、「わいわい文庫」やマル
チメディアDAISYも扱われて
いますか。

宮下　「わいわい文庫」のVer.
BLUEは一般のところに配架
できるので、マニュアル付きで
CDジャケットが見えるように
面出ししています。皆さん何
回か手に取ってくださるんで
すが、しばらくすると途切れて
しまいます。なぜかというと、

「わいわい文庫」は絵本が中心
なので、絵本では物足りなく
なった場合のタイトルが少な
いからです。今は「デイジー子
どもゆめ文庫」が出てきました
が、ブラウザ型なので図書館
では配架できない。図書館自
体でそれ以上の本をマルチメ
ディアDAISYで用意するのは
難しいという課題が生じてい
ます。
成松　音訳者の立場でも、「わ
いわい文庫」に関わることに
なって面白さや難しさを感じ
られていると思いますが、藤田
さんいかがですか。
藤田　マルチメディアDAISY
の音源を作る人は、当時、私が
信頼できるベテランの音訳者
を集めました。子どもたちに
は安定した音源を届けたいと

いう思いが強かったですね。
　音訳には「この人はすごく上
手だ」という明確な基準が存在
するわけではありません。分
かりやすい読み方ができる人
もいれば、そうでない人もいま
す。また、音訳と朗読を対立す
るものと捉える人もいますが、
実際には音訳が上手な人ほど、
朗読に非常に近い読み方がで
きるものです。こうしたこと
がまだ十分に理解されていな
い現状があります。
　今は音訳者の高齢化が進ん
でいて、将来的にどのように続
けていくかが課題です。生成
AIがものすごく進化していて、
もう何年かしたら取って代わ
られるかもと思うぐらいです。
でも、子どもたちには温かみの
ある肉声で、正しいきれいな日
本語を届けたいという思いが
あります。
　私たち音訳者は、主に視覚
障害者の方たちのために音訳
をしてきたので、利用者の声を
直接聞く機会を得ることがで
きました。しかし子どもたち
からは直接聞くことができま

せん。それがすごくジレンマ
です。でも、「わいわい文庫活
用術」をいただいて、学校での
活用事例を見ることができて、

「間違っていなかったかな」「あ
れでよかったのかな」とか、「こ
うすればよかった」というの
を勉強させていただき励みに
なっています。子どもたちの
声が直接聞けない分、すごくあ
りがたいなと思っています。
成松　「わいわい文庫」のよう
な子ども向けは、いわゆる「音
訳」とは違いますか。
藤田　そうですね。矢部さん
から「もう少しはじけたらどう
でしょう」と言われたことがあ
ります。それを音訳者の皆さ
んにも伝え、声に表情をつける
ようにしてきました。ただ、長
年の音訳の経験を変えるのは
難しく、「こんな読みでいいん
ですか」という声も上がりまし
た。
　でも、『おおきなかぶ』（A・
トルストイ再話、内田莉莎子
訳、佐藤忠良画、福音館書店、
1966年）の「よいこらしょ、う
んとこしょ」を、淡々と読んで
も面白くありませんよね。読
みの表情を豊かにする必要性
を感じつつも、変化には時間が
かかると実感しています。そ
れでも、子どもたちが楽しめる
ように工夫を重ねていきたい
と思います。
　以前、鹿児島で教諭をされ
ている松田ひとみ先生から「わ
いわい文庫は、藤田さんたち音
訳ボランティアがいるからで
きるんですよね」と言っていた
だいたことがあって、こうした
フィードバックが私たちの大
きな励みになっています。藤田 晶子（ふじた まさこ）　全国音訳ボランティアネットワーク代表

生井 恭子（なまい すみこ）　東京都立鹿本学園教諭
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成松　「わいわい文庫」に収録されている作品の中でこれはよかったとい
うものはありますか。
入川　バージョンブルーに収録されている方言を使った「日本昔話の旅」
シリーズが好評です。授業や余暇でもよく利用されています。中学部、高
等部の生徒がおはなしを聞いて、「地方の方言が面白かった」と話してく
れました。『蜘蛛の糸』（あくたがわりゅうのすけ作・とうやましげとし
絵、偕成社、1994年）も先生がたの利用が多いマルチメディアデイジーで
す。絵本が原作だと７〜８分程度で、生徒も集中を切らさず見聞きでき
ます。短い中にも「怖さ」や「教訓」が詰まっています。また、声色使いが
とても上手くて、「恐怖感」もしっかり伝わっていたようです。以前より、
読み手の方々のレベルが上がって、喜怒哀楽の感情がすごく伝わってく
る印象です。本当にありがとうございます。
成松　バージョンブルーについては、財団の方たちがいろいろな企画を
立てて作っていますね。オリジナル作品なので、公共図書館にとっても
非常にありがたい存在ですよね。
みやした　そうですね。私が拙い説明をするよりも、「マルチメディアデ
イジーって何？」と聞かれた時には誰でも見られるバージョンブルーを
実際に見せています。以前、職員研修で『海の中のかくれんぼ』（はやしと
しあき写真・文、伊藤忠記念財団、2015年）を投影して見せた時も、知ら
なかったという先生もいて反応がとてもよかったです。
成松　将来的に「こんな内容のものがあったらいい」というアイデアが
あれば、ぜひ共有してください。
みやした　参加型のものが欲しいですね。『海の中のかくれんぼ』やリズ
ムに乗れる『ぱぱんがパン！』『おにぎりおむすび』（共に、伊藤忠記念財
団製作、2014年、2017年）など、すごくいいですよね。
入川　クイズは面白いですね。
磯口　今年の活用じゅつにも書かせてもらったのですが、クイズの答え
を聞いて、「そうだと思ったんだよ！」と言いながら楽しそうに何度も挑
戦しているのを見て、すごくいいなと思いました。うちでも『ぱぱんがパ
ン！』のような作品が非常に人気です。また、地方の昔話や方言を取り入
れた作品も好評です。標準語と方言の両方があるのがいいですね。
入川　以前、司書教諭が中学部の授業で絵本制作をし、完成したオリジ
ナル絵本のマルチメディアデイジー化に取り組んだことがあります。生
徒たちが音声を録音するところまでで終わっていたところ、財団さんに
協力していただき完成しました。生徒たちにとって大変いい活動になり
ました。
成松　「日本昔話の旅」の取り組みは画期的でしたね。地元の方々に絵を
描いてもらい、それを集めて47都道府県すべてをそろえるというのは、
非常にご苦労があったと思います。財団で長年「わいわい文庫」を製作し
てこられた中村さん、そのへんいかがですか。
中村　そうですね。全国の県立図書館や市立図書館、さらに地域の大学
や家庭文庫などに協力していただきながら進めました。
入川　郷土色を取り入れた作品は、とてもいいと思います。

墨田区立ひきふね図書館職員　みやした ひでみさんの写真

子どもたちの読書環境を
良くしていくために

成松　本日のテーマの一つに「『わいわい文庫』によって、子どもたちの
読書が変わったこと」がありますが、マルチメ

ディアデイジーに限らず、子どもたちの読書環境は大きく変わってきてい
ると思います。特に、不読率の増加という問題があり、1冊も本を読まない
子どもが増えている現状を踏まえ、読書をどう考えていくかというテーマ
が成り立つと思います。
　今年の春、読書工房で大きな文字の『ぼくらの七日間戦争』（そうだおさ
む著・はしもとしん絵、読書工房めじろーブックス・大きな文字の角川つ
ばさ文庫、2024年）を出版したのですが、普段ほんを読まない支援級の子ど
もが1巻目を完読し、続きを読みたいと言ってくれたという話を聞きまし
た。このように、電子図書や大きな文字の本など、子どもたちが本に触れ
るための「きっかけ」は存在するのではないかと思います。このテーマに
ついて、特に現場で子どもたちと直接関わっている皆さんから、エピソー
ドやお考えを伺いたいと思います。
生井　本校では、外部からおはなし会をしてくださるかたを呼んで、月2回
おはなし会を開催しています。このおはなし会は、学級単位や学習グルー
プ単位など、少人数の集団で行います。教室におはなしをしてくださるか
たが来て、その子どもたちに合ったプログラムでおはなし会を展開してい
ます。私の担当しているお子さんは、どんな絵本を読んでも笑わないし、
目が違うところに行ってしまいなんとなく楽しめていない雰囲気がありま
した。そこで、おはなし会の方に、この子が楽しめる本を１冊でも探した
いと伝え、しばらく同じ本を導入として読むことにしました。それが授業
でもやったことのある『ぞうくんのさんぽ』（なかのひろたか作・絵、なか
のまさたかレタリング、福音館書店、1977年）という本だったのですが、最
初は「ぽかん」として、何が面白いか分からないという様子でした。ところ
が、何回も読んでいくうちに、ぞうくんが「ああっ」という場面で笑えるよ
うになったんです。笑えるようになってからは、ここでこうなるんだよね
と目配せをしながら楽しめるようになりました。本校には言語聴覚士や臨
床心理士などの外部専門員が来ているのですが、その方たちにこのエピソ
ードを話すと、おそらく小さい頃に絵本の楽しみを共有する機会がなかっ
たために絵本をどう見ていいか分からないし、どう表現していいのかも分
からないのではないかと言われました。この『ぞうくんのさんぽ』をきっ
かけに、みんなと同じところで笑えるようになって、やっと読書の第いっ
ぽを踏み出せたのではないかと思います。「きっかけづくり」が人の声だっ
たり、マルチメディアデイジーだったりしても、すごく大事なことだなと、
改めて彼から学んだと思っています。
藤田　私は今、川崎市立の小学校と関わっていて、校長先生に「わいわい文
庫」のことを話しています。特別支援学級の先生と話をする機会を設けて
くださり、その先生も「マルチメディアデイジーについて勉

座談会の様子。左から中村、山根、藤田さん、宮下さん、入川さん、生井さ
ん、成松さん、池辺の順に半円になって座り、意見を交わしている。

成松　「わいわい文庫」に収録
されている作品の中でこれは
よかったというものはありま
すか。
入川　Ver.BLUEに収録され
ている方言を使った「日本昔話
の旅」シリーズが好評です。授
業や余暇でもよく利用されて
います。中学部、高等部の生徒
がおはなしを聞いて、「地方の
方言が面白かった」と話してく
れました。『蜘蛛の糸』（芥川龍
之介作・遠山繁年絵、偕成社、
1994年）も先生方の利用が多
いマルチメディアＤＡＩＳＹ
です。絵本が原作だと７〜８
分程度で、生徒も集中を切らさ
ず見聞きできます。短い中に
も「怖さ」や「教訓」が詰まって
います。また、声色使いがとて
も上手くて、「恐怖感」もしっか
り伝わっていたようです。以
前より、読み手の方々のレベル
が上がって、喜怒哀楽の感情
がすごく伝わってくる印象で
す。本当にありがとうござい
ます。
成松　Ver.BLUEについては、
財団の方たちがいろいろな企

画を立てて作っていますね。
オリジナル作品なので、公共図
書館にとっても非常にありが
たい存在ですよね。
宮下　そうですね。私が拙い
説明をするよりも、「マルチメ
ディアDAISYって何？」と聞
かれた時には誰でも見られる
Ver.BLUEを実際に見せてい
ます。以前、職員研修で『海の
中のかくれんぼ』（林俊明写真・
文、伊藤忠記念財団、2015年）
を投影して見せた時も、知らな
かったという先生もいて反応
がとてもよかったです。
成松　将来的に「こんな内容
のものがあったらいい」という
アイデアがあれば、ぜひ共有し
てください。
宮下　参加型のものが欲しい
ですね。『海の中のかくれん
ぼ』やリズムに乗れる『ぱぱん
がパン！』『おにぎりおむすび』

（共に、伊藤忠記念財団製作、
2014年、2017年）など、すご
くいいですよね。
入川　クイズは面白いですね。
磯口　今年の活用術にも書か
せてもらったのですが、クイ

ズの答えを聞いて、「そうだと
思ったんだよ！」と言いながら
楽しそうに何度も挑戦してい
るのを見て、すごくいいなと思
いました。うちでも『ぱぱんが
パン！』のような作品が非常に
人気です。また、地方の昔話や
方言を取り入れた作品も好評
です。標準語と方言の両方が
あるのがいいですね。
入川　以前、司書教諭が中学
部の授業で絵本制作をし、完成
したオリジナル絵本のマルチ
メディアDAISY化に取り組ん
だことがあります。生徒たち
が音声を録音するところまで
で終わっていたところ、財団さ
んに協力していただき完成し
ました。生徒たちにとって大
変いい活動になりました。
成松　「日本昔話の旅」の取り
組みは画期的でしたね。地元
の方々に絵を描いてもらい、そ
れを集めて47都道府県すべて
をそろえるというのは、非常
にご苦労があったと思います。
財団で長年「わいわい文庫」を
製作してこられた中村さん、そ
のへんいかがですか。
中村　そうですね。全国の県
立図書館や市立図書館、さらに
地域の大学や家庭文庫などに
協力していただきながら進め
ました。
入川　郷土色を取り入れた作
品は、とてもいいと思います。

子どもたちの読書環境を
良くしていくために

成松　本日のテーマの一つに
「『わいわい文庫』によって、子
どもたちの読書が変わったこ
と」がありますが、マルチメ

ディアDAISYに限らず、子ど
もたちの読書環境は大きく変
わってきていると思います。
特に、不読率の増加という問題
があり、1冊も本を読まない子
どもが増えている現状を踏ま
え、読書をどう考えていくかと
いうテーマが成り立つと思い
ます。
　今年の春、読書工房で大き
な文字の『ぼくらの七日間戦
争』（宗田理著・はしもとしん
絵、読書工房めじろーブック
ス・大きな文字の角川つばさ
文庫、2024年）を出版したの
ですが、普段本を読まない支援
級の子どもが1巻目を完読し、
続きを読みたいと言ってくれ
たという話を聞きました。この
ように、電子図書や大きな文字
の本など、子どもたちが本に触
れるための「きっかけ」は存在
するのではないかと思います。
このテーマについて、特に現場
で子どもたちと直接関わって
いる皆さんから、エピソードや
お考えを伺いたいと思います。
生井　本校では、外部からお
はなし会をしてくださる方を

呼んで、月2回おはなし会を開
催しています。このおはなし
会は、学級単位や学習グルー
プ単位など、少人数の集団で行
います。教室におはなしをし
てくださる方が来て、その子ど
もたちに合ったプログラムで
おはなし会を展開しています。
私の担当しているお子さんは、
どんな絵本を読んでも笑わな
いし、目が違うところに行って
しまいなんとなく楽しめてい
ない雰囲気がありました。そ
こで、おはなし会の方に、この
子が楽しめる本を１冊でも探
したいと伝え、しばらく同じ本
を導入として読むことにしま
した。それが授業でもやった
ことのある『ぞうくんのさん
ぽ』（なかのひろたか作・絵、な
かのまさたかレタリング、福
音館書店、1977年）という本
だったのですが、最初は「ぽか
ん」として、何が面白いか分か
らないという様子でした。と
ころが、何回も読んでいくうち
に、ぞうくんが「ああっ」とい
う場面で笑えるようになった
んです。笑えるようになって

からは、ここでこうなるんだよ
ねと目配せをしながら楽しめ
るようになりました。本校に
は言語聴覚士や臨床心理士な
どの外部専門員が来ているの
ですが、その方たちにこのエピ
ソードを話すと、おそらく小さ
い頃に絵本の楽しみを共有す
る機会がなかったために絵本
をどう見ていいか分からない
し、どう表現していいのかも分
からないのではないかと言わ
れました。この『ぞうくんのさ
んぽ』をきっかけに、みんなと
同じところで笑えるようになっ
て、やっと読書の第一歩を踏
み出せたのではないかと思い
ます。「きっかけづくり」が人
の声だったり、マルチメディア
DAISYだったりしても、すご
く大事なことだなと、改めて彼
から学んだと思っています。
藤田　私は今、川崎市立の小
学校と関わっていて、校長先
生に「わいわい文庫」のことを
話しています。特別支援学級
の先生と話をする機会を設け
てくださり、その先生も「マル
チメディアDAISYについて勉

宮下 英美（みやした ひでみ）　墨田区立ひきふね図書館職員
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強したい」と言ってくださいました。活用じゅつや「わいわい文庫」のCDをお見せしましたが、やはり熱心
な方がいないと広がっていかないと感じています。今日の先生がたのお話を聞いていても、そこに熱心な
方がいるから、活動が広がるんだなと改めて思いました。私もサポーターの一人として、広めていきたいと
思います。
成松　熱心な一人をいかに増やしていくか、ですね。
藤田　そうです。矢部さんもよく「仲間づくりが大事」とおっしゃっていました。まだ「マルチメディアデ
イジー」を知らないかたや、必要としているお子さんがいるということを知らないかたも多いので、少しず
つ裾野を広げていけたらと思います。
成松　「わいわい文庫」の寄贈数は、普通校564校、公共図書館393かん、特別支援学校337校、その他が125団
体、計1,419団体（2024年4月現在）という数字になっていますね。全国の公共図書館は約3,300かんあり、そ
のうち1〜2割くらいが障害者サービスをやっていると言われているので、納得する数字ですが、もっと伸
びてほしいなと思います。
　普通校は全国に数万校あるので、寄贈数564校は少ないですね。これは熱心な先生が異動してしまうと使
われなくなるということがあるかもしれません。
中村　そうですね。特別支援学級や通級の先生が個人で管理する場合、異動時に行方不明になるケースも
あります。一方で、学校図書館が管理しているところでは安定して利用されているように思います。　
　
伊藤忠記念財団 電子図書普及事業部 職員　なかむら のぶゆきの写真
　
みやした　寄贈されるのは「バージョンブルー」だけでなく、すべての「わいわい文庫」ということですか。
中村　はい。基本的に「わいわい文庫」はセットでお送りしています。バージョンブルーは普及のきっかけ
として使っていただいていますが、その先にある障害者サービスにつなげてほしいという思いがあります。
成松　寄贈数は毎年安定している印象ですが、やっぱりもう少し増えてほしいですよね。
みやした　特別支援学校が全国で増えていることを考えると、もっと広がってもいいかなと思います。
成松　そうですね。今のところ特別支援学校は東京都では、ろくじゅっ校以上ありますが、そのうち「わい
わい文庫」を使っているのは約30校と聞きました。そこが先ほど話に出た「人がいない」「図書館が機能し
ていない」という課題につながるのかもしれません。
中村　東京都の特別支援学校ではMicrosoft Teamsに「わいわい文庫」のデータをアップして、生徒や先生
がダウンロードして使えるような取り組みが広がっています。
生井　本校の小中学生は全員iPadを持っていますね。
成松　特別支援学校ではiPadの比率が高いですよね。歴史的に早くから導入している学校が多い印象です。
中村　iPadはいろいろと付属の機器をつけられたり、アクセシビリティ機能が入ったりしているので活用
しやすいそうですね。
成松　寄贈先「その他」の125団体というのはどんな施設ですか。
山根　病院、リハビリ施設、眼科、発達支援センター、放課後とうデイサービスなどが含まれます。
成松　放課後とうデイサービスのような施設はまだあまり知られていないので、PR方法が課題ですね。

みやした　放課後とうデイサービスの需要はすごくあると思います。図書館ではコ
ロナの時に、「わいわい文庫」を使ったおはなし会をZoomで実施しました。コロナ禍
でボランティアの確保ができなかったので、「わいわい文庫」をおはなし会の中に組
み込ませていただいたのはすごくよかったです。デイサービスの方が「こういうも
のがあるんですね」と言っていたので、もっと周知が必要だなと思いました。
入川　本校では、大学で司書教諭資格を取得する学生さんに、特別支援学校の図書館
について知ってもらう講義をしています。講義の中にマルチメディアデイジーの体
験を取り入れています。学生さんたちからは「初めて知った」「読む速さが変えられ
るところがいい」などの感想が多く寄せられました。将来、教諭を目指す方々に、こ
ういう体験をしていただくのも一つの方法だと思います。
中村　ありがたいです。「わいわい文庫」の事業を続けていると、ご理解いただいて
いる先生がたから、大学の講義などで「わいわい文庫についてお話ししてもいいです
か」というお声をいただくことがあります。その場合、チラシなどの資料をお送りし
たり、日程さえ合えば職員が伺ったりすることもできます。
成松　寄贈だけでなく、インフルエンサーをいかに増やせるかですね。一人でも増
えてくると、どんどん広がっていくかもしれないですね。

伊藤忠記念財団 常務理事・事務局長　いけべ まさかずの写真

「わいわい文庫」と財団に期待すること

成松　現在、「わいわい文庫」はCDの形で学校や図書館などの団体へ提供されていま
すが、日本障害者リハビリテーション協会の「デイジー子どもゆめ文庫」のような、
ブラウザ型に切り替えようという検討が進められていると聞いています。今はCD
を使ってタブレットにデータを移す手間がありますが、IDとパスワードでアクセス
できるようになると、どの端末でも使いやすくなるというメリットがありますね。
中村　そうですね。まだいつ実現できるかは検討中ですが、皆さん、どう思いますか。
磯口　以前からそうなればいいなと思っていました。
みやした　特に今はCDを再生できるパソコンが減っているので、それがネックにな
っているところもあります。障害者サービスを利用している子どもたちに渡すIDは
どのような感じを想定していますか。
中村　図書館が登録して、障害者サービスを利用しているかたにIDとパスワードを
発行できるようにする形ではどうですか。
みやした　そうしていただけるとありがたいです。
中村　現在は学校や図書館にCDをお送りして、それを障害のあるかたのためにコピ
ーしたり、タブレットに入れたりして活用してもらっていますが、Webじょうで同
じようにできるようになるのが理想かなという話をしています。将来的には、図書
館を通じてだけでなく、個人にも直接IDを配布できるようになると、さらに普及が
進むと思います。ただ、その前にWeb配信の仕組みをどう構築するかが課題ですね。
みやした　ひきふね図書館では、ギガスクールの端末を活用した電子図書館を昨年
から始めたのですが、その時に学校と連携して小・中学校の全生徒にIDを配布しま
した。朝読書の時間に電子図書の閲覧数がポンっと伸びるんです。あと

強したい」と言ってください
ました。活用術や「わいわい文
庫」のCDをお見せしましたが、
やはり熱心な方がいないと広
がっていかないと感じていま
す。今日の先生方のお話を聞
いていても、そこに熱心な方が
いるから、活動が広がるんだな
と改めて思いました。私もサ
ポーターの一人として、広めて
いきたいと思います。
成松　熱心な一人をいかに増
やしていくか、ですね。
藤田　そうです。矢部さんも
よく「仲間づくりが大事」と
おっしゃっていました。まだ

「マルチメディアDAISY」を知
らない方や、必要としているお
子さんがいるということを知
らない方も多いので、少しずつ
裾野を広げていけたらと思い
ます。
成松　「わいわい文庫」の寄
贈数は、普通校564校、公共
図書館393館、特別支援学校
337校、その他が125団体、計
1,419団体（2024年4月現在）
という数字になっていますね。
全国の公共図書館は約3,300

館あり、そのうち1〜2割くら
いが障害者サービスをやって
いると言われているので、納得
する数字ですが、もっと伸びて
ほしいなと思います。
　普通校は全国に数万校ある
ので、寄贈数564校は少ない
ですね。これは熱心な先生が
異動してしまうと使われなく
なるということがあるかもし
れません。
中村　そうですね。特別支援
学級や通級の先生が個人で管
理する場合、異動時に行方不明
になるケースもあります。一
方で、学校図書館が管理してい
るところでは安定して利用さ
れているように思います。　
宮下　寄贈されるのは「Ver.
BLUE」だけでなく、すべての

「わいわい文庫」ということで
すか。
中村　はい。基本的に「わいわ
い文庫」はセットでお送りして
います。Ver.BLUEは普及の
きっかけとして使っていただ
いていますが、その先にある障
害者サービスにつなげてほし
いという思いがあります。

成松　寄贈数は毎年安定して
いる印象ですが、やっぱりもう
少し増えてほしいですよね。
宮下　特別支援学校が全国で
増えていることを考えると、
もっと広がってもいいかなと
思います。
成松　そうですね。今のとこ
ろ特別支援学校は東京都では
60校以上ありますが、そのう
ち「わいわい文庫」を使ってい
るのは約30校と聞きました。
そこが先ほど話に出た「人がい
ない」「図書館が機能していな
い」という課題につながるのか
もしれません。
中村　東京都の特別支援学校
ではMicrosoft Teamsに「わ
いわい文庫」のデータをアップ
して、生徒や先生がダウンロー
ドして使えるような取り組み
が広がっています。
生井　本校の小中学生は全員
iPadを持っていますね。
成松　特別支援学校ではiPad
の比率が高いですよね。歴史
的に早くから導入している学
校が多い印象です。
中村　 iPadはいろいろと付属
の機器をつけられたり、アクセ
シビリティ機能が入ったりし
ているので活用しやすいそう
ですね。
成松　寄贈先「その他」の125
団体というのはどんな施設で
すか。
山根　病院、リハビリ施設、眼
科、発達支援センター、放課後
等デイサービスなどが含まれ
ます。
成松　放課後等デイサービス
のような施設はまだあまり知
られていないので、PR方法が
課題ですね。

宮下　放課後等デイサービス
の需要はすごくあると思いま
す。図書館ではコロナの時に、

「わいわい文庫」を使ったおは
なし会をZoomで実施しまし
た。コロナ禍でボランティア
の確保ができなかったので、

「わいわい文庫」をおはなし会
の中に組み込ませていただい
たのはすごくよかったです。
デイサービスの方が「こういう
ものがあるんですね」と言って
いたので、もっと周知が必要だ
なと思いました。
入川　本校では、大学で司書
教諭資格を取得する学生さん
に、特別支援学校の図書館につ
いて知ってもらう講義をして
います。講義の中にマルチメ
ディアDAISYの体験を取り入
れています。学生さんたちか
らは「初めて知った」「読む速
さが変えられるところがいい」
などの感想が多く寄せられま
した。将来、教諭を目指す方々
に、こういう体験をしていただ
くのも一つの方法だと思いま
す。
中村　ありがたいです。「わい
わい文庫」の事業を続けている
と、ご理解いただいている先生
方から、大学の講義などで「わ
いわい文庫についてお話しし
てもいいですか」というお声を
いただくことがあります。そ
の場合、チラシなどの資料をお
送りしたり、日程さえ合えば職
員が伺ったりすることもでき
ます。
成松　寄贈だけでなく、イン
フルエンサーをいかに増やせ
るかですね。一人でも増えて
くると、どんどん広がっていく
かもしれないですね。

「わいわい文庫」と財団に
期待すること

成松　現在、「わいわい文庫」
はCDの形で学校や図書館な
どの団体へ提供されています
が、日本障害者リハビリテー
ション協会の「デイジー子ど
もゆめ文庫」のような、ブラウ
ザ型に切り替えようという検
討が進められていると聞いて
います。今はCDを使ってタブ
レットにデータを移す手間が
ありますが、IDとパスワードで
アクセスできるようになると、
どの端末でも使いやすくなる
というメリットがありますね。
中村　そうですね。まだいつ
実現できるかは検討中ですが、
皆さん、どう思いますか。
磯口　以前からそうなればい
いなと思っていました。
宮下　特に今はCDを再生で
きるパソコンが減っているの
で、それがネックになっている
ところもあります。障害者サー
ビスを利用している子どもた
ちに渡すIDはどのような感じ
を想定していますか。

中村　図書館が登録して、障
害者サービスを利用している
方にIDとパスワードを発行で
きるようにする形ではどうで
すか。
宮下　そうしていただけると
ありがたいです。
中村　現在は学校や図書館に
CDをお送りして、それを障害
のある方のためにコピーした
り、タブレットに入れたりし
て活用してもらっていますが、
Web上で同じようにできるよ
うになるのが理想かなという
話をしています。将来的には、
図書館を通じてだけでなく、個
人にも直接IDを配布できるよ
うになると、さらに普及が進
むと思います。ただ、その前に
Web配信の仕組みをどう構築
するかが課題ですね。
宮下　ひきふね図書館では、
GIGAスクールの端末を活用
した電子図書館を昨年から始
めたのですが、その時に学校と
連携して小・中学校の全生徒
にIDを配布しました。朝読書
の時間に電子図書の閲覧数が
ポンっと伸びるんです。あと

池辺 昌和（いけべ まさかず）　伊藤忠記念財団 常務理事・事務局長

中村 信行（なかむら のぶゆき）　伊藤忠記念財団 電子図書普及事業部 職員
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は昼休みと放課後に伸びます。
成松　面白いですね。ブラウザ型配信の構想が具体化すれば、より多くの子どもたちに

「わいわい文庫」を届けられるようになるのではないかと期待しています。
　せっかくの機会なので、皆さんから聞きたいことやもっとこうしてほしい、という意
見があれば、ぜひお聞かせください。
生井　学校に直接、中村さんたちに来てもらうことは可能ですか。
中村　もちろんです。日程が合えばうかがいます。
生井　作り手の方からお話をしていただけると、「わいわい文庫」の良さが伝わると思い
ます。特にがいこく籍の子どもたちが増えている中で、バージョンブルーの中に楽しめ
るものがあると思うのでぜひお願いしたいです。
中村　がいこく籍の子どもたちへの対応については、法律がまだ整備されていない部分
もあります。特別支援学校にいるがいこく籍の子どもたちには活用できますが、普通校
のがいこく籍の子どもたちについては現状バージョンブルーを使っていただいています。
成松　教科書バリアフリー法が変わったように、もう少し進展するといいですね。
磯口　富田林市内の先生がたからも、「わいわい文庫」を無料で続けてもらえたらありが
たいという声が多く寄せられています。保護者の方からも、子どもたちが変わったとい
う声をいただいており、先生がたも「いいんだな」と実感してくれています。ぜひ、いろ
いろなジャンルの本や、中学生向けの図書を増やしていただけたらありがたいです。
生井　子どもたちはどう変わったんですか。
磯口　たとえば、本を読むのが苦手だった子が、「わいわい文庫」を自分なりにカスタマ
イズして本を読むようになりました。本を読むことで言葉遣いが丁寧になってきたと担
任の先生やお母さんから聞いてすごくうれしかったです。また、「わいわい文庫」で読ん
でもらうことによって、言葉の意味が分かるようになったという反応も多かったです。
入川　小学部の低学年のクラスで「へんしんシリーズ」（あきやまただし作・絵、きんの
星社）が人気です。最初は大型絵本で楽しんでいましたが、あとからマルチメディアデ
イジーにもあることを知って、さらに夢中になりました。1年生から3年生までが一緒に
声に出して楽しんでいました。
山根　「へんしんシリーズ」のような、言葉遊びが入った本は、どう作るかとても悩みま
した。子どもたちが一緒に言葉の変化の面白さを感じてくれているのであれば、よかっ
たです。

伊藤忠記念財団 電子図書普及事業部 職員　やまね えいこの写真

入川　「じゅういっぴきのねこ」シリーズ（ばばのぼる作、こぐま社）も人気です。本とマ
ルチメディアデイジーのどちらもあるというのがすごく良くて、紹介しやすいです。
みやした　視覚障害のあるかたから、「マルチメディアデイジーを使って孫に読み聞か
せをしている」という話を聞いたことがあります。自分は紙の本だと読み聞かせはでき
ないけれど、マルチメディアデイジーだと、一緒に見て読み聞かせることができるとい
う話をされていました。音を消して利用していると聞いて、そういう活用の仕方もある
んだなと思いました。ご本人は「自分は目が見えないけれども、読み聞かせができるこ
とがすごくうれしい」と言っていて印象に残っています。

中村　素晴らしいです。「わいわい文庫」のいろいろな可能性を見つけていってほ
しいです。
藤田　本当に貴重な活動に参加させていただき、音訳者自身も成長させていただき
ました。ただ、製作スタッフの負担が大きいのではと感じることもあります。「わ
いわい文庫」のような取り組みをもっと広げていくために、財団の体制をさらに充
実させていただけたらと願っています。
池辺　本日は長時間お付き合いいただき、本当にありがとうございました。「わい
わい文庫」を応援してくださる皆さんに集まっていただき、たくさんの励ましの言
葉をいただけたことに心から感謝しています。やはり、熱意のある方々を一人でも
多く増やしていくことが、「わいわい文庫」の未来にとって重要だと改めて感じま
した。
　皆さんに「非常に良い取り組みですね」と言っていただけるのですが、そこから
さらに広げるにはどうすればいいのか。また、読書のバリアフリーだけでなく、障
害のある方々への理解が社会全体でまだ十分ではないという問題もあります。こ
れは、一朝一夕には進まない話ですが、継続的に取り組むべき課題だと考えていま
す。製作においては、効率良く作品を作れる体制をどう構築していくかも課題とし
てあります。これからも皆さんからいただいたご意見をもとに、製作・普及に努め
てまいりたいと思います。引き続き、どうぞよろしくお願いいたします。
成松　今回の座談会の締めくくりとして、最後に一言お話しさせていただきます。
私自身、長年「読書バリアフリー」をテーマに活動してきた中で、改めて感じるの
は、この取り組みが決して特殊な話ではなくみんなに関わる話だということです。
特殊な話だという意識を持つと、どうしても「専門の人がやればいい」と思われが
ちです。でも、財団さんが出版社を回り「一緒にやっていきましょう」というスタン
スで「わいわい文庫」を始められたことは特筆すべきことです。出版社もそれぞれ
ができる範囲で協力してくださっています。
　図書館、学校、出版社、音訳ボランティアの皆さんといったさまざまな立場の人
たちが協力しながら、バリアをいかに下げていくかということが大きなテーマにな
っています。「わいわい文庫」は、この取り組みを10年以上続けてこられたことで実
証していると思います。藤田さんのように音訳を長く続けてこられたかたも、視覚
障害のかただけを対象にしてきた活動を広げる結果になったと思いますし、少しず
つ他の分野の人のことを知ることによって解決することがあるのではないかと、皆
さんのお話を伺って改めて思いました。
　本日は長時間にわたり本当にありがとうございました。

脚注
※1 
わいわい文庫：財団が製作している「マルチメディアデイジー図書」の愛称。
※2 
東京小中学生センター：財団が1977年から2011年まで板橋区おおやぐちで運営し
ていた児童館。
※3 
マルチメディアデイジー：音声と一緒に文字や画像が表示される電子図書の国際
標準規格。
※4 
日本昔話の旅：全国の図書館等のご協力のもと地域の昔話や伝説をマルチメディ
アデイジー化し、わいわい文庫「バージョンブルー」に収納。
※5 
わいわい文庫活用じゅつ：学校や図書館の方々にお寄せいただいた「わいわい文庫」
の実践事例集。
※6 
バージョンブルー：財団オリジナルのマルチメディアデイジー図書。著作権者の了
承を得て、障害の有無に関わらず楽しめる作品を収納。
※7 
サピエ図書館：全国視覚障害者情報提供施設協会が運営。点字・録音図書目録の検
索や点字データ、デイジーデータなどのダウンロードができる。https://www.エ
ス、エー、ピー、アイ、イー.or.jp/cgi-bin/CN1WWW
※8 
デイジー子どもゆめ文庫：日本障害者リハビリテーション協会が製作・提供してい
るマルチメディアデイジー図書。https://ワイ、ユウ、エム、イー.jsrpd.jp/

座談会出席メンバーと財団職員の集合写真。
左から、池辺、中村、山根、生井さん、磯口さん、入川さん、宮下さん、藤田さん、成松
さん。

は昼休みと放課後に伸びます。
成松　面白いですね。ブラウ
ザ型配信の構想が具体化すれ
ば、より多くの子どもたちに

「わいわい文庫」を届けられる
ようになるのではないかと期
待しています。
　せっかくの機会なので、皆
さんから聞きたいことやもっ
とこうしてほしい、という意見
があれば、ぜひお聞かせくださ
い。
生井　学校に直接、中村さん
たちに来てもらうことは可能
ですか。
中村　もちろんです。日程が
合えば伺います。
生井　作り手の方からお話を
していただけると、「わいわい
文庫」の良さが伝わると思いま
す。特に外国籍の子どもたち
が増えている中で、Ver.BLUE
の中に楽しめるものがあると
思うのでぜひお願いしたいで
す。
中村　外国籍の子どもたちへ
の対応については、法律がまだ
整備されていない部分もあり
ます。特別支援学校にいる外

国籍の子どもたちには活用で
きますが、普通校の外国籍の子
どもたちについては現状Ver.
BLUEを使っていただいていま
す。
成松　教科書バリアフリー法
が変わったように、もう少し進
展するといいですね。
磯口　富田林市内の先生方か
らも、「わいわい文庫」を無料で
続けてもらえたらありがたい
という声が多く寄せられてい
ます。保護者の方からも、子ど
もたちが変わったという声を
いただいており、先生方も「い
いんだな」と実感してくれてい
ます。ぜひ、いろいろなジャン
ルの本や、中学生向けの図書を
増やしていただけたらありが
たいです。
生井　子どもたちはどう変
わったんですか。
磯口　たとえば、本を読むの
が苦手だった子が、「わいわい
文庫」を自分なりにカスタマイ
ズして本を読むようになりま
した。本を読むことで言葉遣
いが丁寧になってきたと担任
の先生やお母さんから聞いて

すごくうれしかったです。ま
た、「わいわい文庫」で読んで
もらうことによって、言葉の意
味が分かるようになったとい
う反応も多かったです。
入川　小学部の低学年のクラ
スで「へんしんシリーズ」（あき
やまただし作・絵、金の星社）
が人気です。最初は大型絵本
で楽しんでいましたが、後から
マルチメディアDAISYにもあ
ることを知って、さらに夢中に
なりました。1年生から3年生
までが一緒に声に出して楽し
んでいました。
山根　「へんしんシリーズ」の
ような、言葉遊びが入った本
は、どう作るかとても悩みまし
た。子どもたちが一緒に言葉
の変化の面白さを感じてくれ
ているのであれば、よかったで
す。
入川　「11ぴきのねこ」シリー
ズ（馬場のぼる作、こぐま社）
も人気です。本とマルチメディ
アDAISYのどちらもあるとい
うのがすごく良くて、紹介しや
すいです。
宮下　視覚障害のある方から、

「マルチメディアDAISYを使っ
て孫に読み聞かせをしている」
という話を聞いたことがあり
ます。自分は紙の本だと読み
聞かせはできないけれど、マ
ルチメディアDAISYだと、一
緒に見て読み聞かせることが
できるという話をされていま
した。音を消して利用してい
ると聞いて、そういう活用の仕
方もあるんだなと思いました。
ご本人は「自分は目が見えない
けれども、読み聞かせができる
ことがすごくうれしい」と言っ
ていて印象に残っています。

中村　素晴らしいです。「わい
わい文庫」のいろいろな可能性
を見つけていってほしいです。
藤田　本当に貴重な活動に参
加させていただき、音訳者自身
も成長させていただきました。
ただ、製作スタッフの負担が大
きいのではと感じることもあ
ります。「わいわい文庫」のよ
うな取り組みをもっと広げて
いくために、財団の体制をさら
に充実させていただけたらと
願っています。
池辺　本日は長時間お付き合
いいただき、本当にありがと
うございました。「わいわい文
庫」を応援してくださる皆さん
に集まっていただき、たくさん
の励ましの言葉をいただけた
ことに心から感謝しています。
やはり、熱意のある方々を一人
でも多く増やしていくことが、

「わいわい文庫」の未来にとっ
て重要だと改めて感じました。
　皆さんに「非常に良い取り
組みですね」と言っていただ
けるのですが、そこからさらに
広げるにはどうすればいいの
か。また、読書のバリアフリー
だけでなく、障害のある方々へ
の理解が社会全体でまだ十分
ではないという問題もありま
す。これは、一朝一夕には進ま
ない話ですが、継続的に取り組
むべき課題だと考えています。
製作においては、効率良く作品
を作れる体制をどう構築して
いくかも課題としてあります。
これからも皆さんからいただ
いたご意見をもとに、製作・普
及に努めてまいりたいと思い
ます。引き続き、どうぞよろし
くお願いいたします。
成松　今回の座談会の締めく

くりとして、最後に一言お話
しさせていただきます。私自
身、長年「読書バリアフリー」
をテーマに活動してきた中で、
改めて感じるのは、この取り組
みが決して特殊な話ではなく
みんなに関わる話だというこ
とです。特殊な話だという意
識を持つと、どうしても「専門
の人がやればいい」と思われが
ちです。でも、財団さんが出版
社を回り「一緒にやっていきま
しょう」というスタンスで「わ
いわい文庫」を始められたこと
は特筆すべきことです。出版
社もそれぞれができる範囲で
協力してくださっています。
　図書館、学校、出版社、音訳
ボランティアの皆さんといっ
たさまざまな立場の人たちが
協力しながら、バリアをいか
に下げていくかということが
大きなテーマになっています。

「わいわい文庫」は、この取り
組みを10年以上続けてこられ
たことで実証していると思い
ます。藤田さんのように音訳
を長く続けてこられた方も、視
覚障害の方だけを対象にして
きた活動を広げる結果になっ

たと思いますし、少しずつ他の
分野の人のことを知ることに
よって解決することがあるの
ではないかと、皆さんのお話を
伺って改めて思いました。
　本日は長時間にわたり本当
にありがとうございました。

山根 英子（やまね えいこ）　伊藤忠記念財団 電子図書普及事業部 職員

脚注
※1 わいわい文庫：財団が製作している

「マルチメディアDAISY図書」の愛称。
※2 東京小中学生センター：財団が1977

年から2011年まで板橋区大谷口で
運営していた児童館。

※3 マルチメディアDAISY：音声と一緒
に文字や画像が表示される電子図書
の国際標準規格。

※4 日本昔話の旅：全国の図書館等のご
協力のもと地域の昔話や伝説をマル
チメディアDAISY化し、わいわい文
庫「Ver.BLUE」に収納。

※5 わいわい文庫活用術：学校や図書館
の方々にお寄せいただいた「わいわ
い文庫」の実践事例集。

※6 Ver.BLUE：財団オリジナルのマルチ
メディアDAISY図書。著作権者の了
承を得て、障害の有無に関わらず楽
しめる作品を収納。

※7 サピエ図書館：全国視覚障害者情報
提供施設協会が運営。点字・録音図
書目録の検索や点字データ、DAISY
データなどのダウンロードができる。
https://www.sapie.or.jp/cgi-
bin/CN1WWW

※8 デイジー子どもゆめ文庫：日本障害
者リハビリテーション協会が製作・
提供しているマルチメディアDAISY
図書。https://yume.jsrpd.jp/
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2011年に閉館した東京小中学生
センター2階の様子を示すコラー
ジュ画像。わいわいスタジオ、ホ
ール、本の部屋『わいわい文庫』の
写真があり、中央にフロア図が配
置されている。サイドには当時
の野外活動参加しょうバッジと、
財団のキャラクター『わいわいベ
ア』のぬいぐるみが写っている。

今後の事業の将来展望

わいわいベア50周年バージョン
の立ち絵。右手に「50th」と書か
れた黄色い旗を掲げ、左手で花
束を抱えているわいわいベア。
花束には本の形をしたフラワー
ピックが刺さっている。

2011年に閉館した東京小中学生
センター2階の様子を示すコラー
ジュ画像。わいわいスタジオ、ホ
ール、本の部屋『わいわい文庫』の
写真があり、中央にフロア図が配
置されている。サイドには当時
の野外活動参加しょうバッジと、
財団のキャラクター『わいわいベ
ア』のぬいぐるみが写っている。

東京小中学生センター2階 閉館時の様子（2011年）

★
★
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今後の事業の将来展望

今後の事業の将来展望

わいわいベア50周年バージョン
の立ち絵。右手に「50th」と書か
れた黄色い旗を掲げ、左手で花
束を抱えているわいわいベア。
花束には本の形をしたフラワー
ピックが刺さっている。



伊藤忠記念財団の今後の展望

元職員インタビュー①

しばた としあき
1977年４月、東京小中学生センター（以下、センター）の職員として入職。1995年
4月から2006年3月までセンターの3代目館長を務めた後、助成事業部に異動し「病
院・施設子ども読書活動費助成」を立ち上げる。2011年の東日本大震災発生の際は、
東北の読書ボランティアを訪問して、被災地支援の実施に繋げた。2013年定年退
職。現在は、都内の放課後子ども教室にて勤務中

しばた としあきさんの写真。

●財団に就職した頃の思い出
　1977年、東京小中学生センターの職員として採用されました。入職した4月はセ
ンターの建物がまだできていなかったので、日本橋のオフィスビル内にあった財団
事務局で研修を受けていました。4月末のセンター竣工とともに事務局を移動。5月
5日にセンターを開館し、そこで働き始めました。
　開館当時は若者がしらけ世代と言われる時代で、そういう中で新しい児童館を始
めることは、楽しみな反面、どんな子どもたちがやって来るのかと不安もありまし
た。でも、初代館長のいとうあきひこ先生は本当に素晴らしいかたで、目的と手段
をもって挑めば反応は返ってくるという哲学をお持ちだったんです。実際、職員が
そうやって接すると子どもたちはしっかりと応えてくれました。ねん1回の「おば
け大会」も、職員のアドバイスを子どもたちがどんどん吸収してくれて、創意工夫
に溢れた時間になって楽しかったですね。

●子ども文庫助成事業の担当に
　2006年、当時のみぞぐち事務局長から「病院や施設の読書支援のための助成プロ
グラムを立ち上げてほしい」と話があり助成事業部に異動しました。事務局長がた
またま訪問した病院で、治療を頑張りながら読書を心の支えにしている子どもの存
在を目にして、助成の枠を子ども文庫以外にも広げなければ！となったわけです。
それで私に白羽の矢が立ったのですが、当時文庫のことを何も知らなかったので、
各地のボランティアさんに連絡してお話を伺ったり参考になりそうな講座があれ
ば受講したりして、とにかくあちこち回って情報を集めました。4月に異動して6月
にはもう京都の団体を取材していましたね。とにかく足踏みするよりも始めること
が大切だ、ということでプログラムの雛形をつくりました。
　プログラムの新設が決まってからは各地で積極的に宣伝したのですが、その中で

「助成で購入した児童書を病院に置いたままにしてもよいですか」という問い合わ
せをいただいたりもしました。助成じゅりょう者以外への寄贈は認めていないもの
の、財団の最終目標は「必要な子どもたちの手元に本が届くこと」です。病院や施設
で過ごす子どもたちのためには、本がボランティアの手元にあるよりも施設内に置
く方が当然手に取りやすい。そこで、ボランティアの管理下に置いてくれるのであ
れば、病院や施設に保管いただくので問題ないですよ、といった対応を取ったりも
しました。せっかく訪問をして現場を見ているわけなので、規程に縛られるのでは
なく血の通った助成をしたいと思い、皆さんのお話を聞いていましたね。

●東日本大震災と被災地支援
　毎年度末に開催する子ども文庫助成の贈呈式も思い出ぶかいです。訪問でお話し
た方々と再会できるので、式当日は会場中で「おめでとうござ

います」と言って回るんです。同じ地域の方々がお友達になれるように取り次い
だりしてね。じゅりょう者の方々は名刺をお持ちでないかたも多いので、財団で
贈呈式用の名刺を作成したりもしました。
　そのことが、2011年3月11日の東日本大震災の時にかなりの威力を発揮しまし
た。その年は3月4日が贈呈式でちょうど1週間後に地震が発生。それからは日本
じゅうから財団宛にメールや電話の嵐でした。「贈呈式にいらっしゃった岩手の
まるまるさんは大丈夫ですか」、「助成金を返すので東北の支援に回してください」
と皆さんおっしゃいました。助成金の辞退はお断りして、今すぐ先方に連絡は取
れないので分かり次第お知らせする、とお返事しましたが、全国の読書ボランテ
ィアの方々の繋がりの強さを実感した出来事でした。皆さん私利私欲なく他の人
のために動ける方々なんです。素晴らしい方々ばかりです。
　その後、約1カ月後の4月25日から3日間、岩手・宮城・福島の三県を状況調査の
ために訪問して、避難所や小学校、えんや移動図書館しゃで子どもたちに本を届
けようとしている地元の方々にたくさんお会いしました。自分たちも大変な中、
本当に頭の下がる思いでした。そこで、その方々を通常の助成とは別に緊急支援
しようということで、「被災地読書支援」を計画し、その年の現地訪問の予算を充
てて実施しました。これがのちの「被災地支援」に繋がりました。

●これからの子どもたちのために
　財団は寄付金をいただいて運営しているので、「費用たい効果」も求められま
す。職員の想いだけではどうにもならない時がある。センター時代、キャンプの
教育的効果を定量的に示そうとしたこともありました。数字がすべてではないで
すが、「この事業は子どもたちのためになっている」と多くの人が納得できる情報
を財団は示さなければならない。
　私は、人生で大切なことはすべて東京小中学生センターと子ども文庫助成から
学びました。センターでも文庫でも、そこにいるおとなたちは常に向上心と目的
をもって活動していました。そうした大人が周りにいるということは、子どもた
ちにとって非常に大事なことです。
　子どもたちのためには、「夢をもて」、「がんばれ」のような抽象的な声かけだけ
ではだめです。おとなたちも一緒に成長するんだという気概をもって、そのため
の環境をつくることが大切です。それぞれの子どもに、合うことと合わないこと
がある。それなら大人がとことん付き合って、その子がやりたいことのために役
立ちそうな情報を出してあげればいい。本もそうした情報のひとつですね。自分
ごととして子どもと向き合うことが大切です。財団には、今後もそうした意志を
もって事業を進めてもらいたいと思います。

（2024年8月26日（月）インタビュー）

2011年4月に岩手県大船渡市を訪問した際の写真。NPO法人おはなしころりん主
宰の江刺由紀子さんと柴田さんが向かい合って話をしている。

●財団に就職した頃の思い出
　1977年、東京小中学生センターの職員として
採用されました。入職した4月はセンターの建
物がまだできていなかったので、日本橋のオフ
ィスビル内にあった財団事務局で研修を受けて
いました。4月末のセンター竣工とともに事務
局を移動。5月5日にセンターを開館し、そこで
働き始めました。
　開館当時は若者がしらけ世代と言われる時代
で、そういう中で新しい児童館を始めることは、
楽しみな反面、どんな子どもたちがやって来る
のかと不安もありました。でも、初代館長の伊藤
昭彦先生は本当に素晴らしい方で、目的と手段
をもって挑めば反応は返ってくるという哲学を
お持ちだったんです。実際、職員がそうやって接
すると子どもたちはしっかりと応えてくれまし
た。年1回の「おばけ大会」も、職員のアドバイス
を子どもたちがどんどん吸収してくれて、創意
工夫に溢れた時間になって楽しかったですね。

●子ども文庫助成事業の担当に
　2006年、当時の溝口事務局長から「病院や施
設の読書支援のための助成プログラムを立ち上
げてほしい」と話があり助成事業部に異動しま
した。事務局長がたまたま訪問した病院で、治療
を頑張りながら読書を心の支えにしている子ど
もの存在を目にして、助成の枠を子ども文庫以
外にも広げなければ！となったわけです。それ
で私に白羽の矢が立ったのですが、当時文庫の

ことを何も知らなかったので、各地のボランテ
ィアさんに連絡してお話を伺ったり参考になり
そうな講座があれば受講したりして、とにかく
あちこち回って情報を集めました。4月に異動し
て6月にはもう京都の団体を取材していました
ね。とにかく足踏みするよりも始めることが大
切だ、ということでプログラムの雛形をつくり
ました。
　プログラムの新設が決まってからは各地で積
極的に宣伝したのですが、その中で「助成で購入
した児童書を病院に置いたままにしてもよいで
すか」という問い合わせをいただいたりもしま
した。助成受領者以外への寄贈は認めていない
ものの、財団の最終目標は「必要な子どもたちの
手元に本が届くこと」です。病院や施設で過ごす
子どもたちのためには、本がボランティアの手
元にあるよりも施設内に置く方が当然手に取り
やすい。そこで、ボランティアの管理下に置いて
くれるのであれば、病院や施設に保管いただく
ので問題ないですよ、といった対応を取ったり
もしました。せっかく訪問をして現場を見てい
るわけなので、規程に縛られるのではなく血の
通った助成をしたいと思い、皆さんのお話を聞
いていましたね。

●東日本大震災と被災地支援
　毎年度末に開催する子ども文庫助成の贈呈式
も思い出深いです。訪問でお話した方々と再会
できるので、式当日は会場中で「おめでとうござ

います」と言って回るんです。同じ地域の方々が
お友達になれるように取り次いだりしてね。受
領者の方々は名刺をお持ちでない方も多いので、
財団で贈呈式用の名刺を作成したりもしました。
　そのことが、2011年3月11日の東日本大震災
の時にかなりの威力を発揮しました。その年は
3月4日が贈呈式でちょうど1週間後に地震が発
生。それからは日本中から財団宛にメールや電
話の嵐でした。「贈呈式にいらっしゃった岩手の
○○さんは大丈夫ですか」、「助成金を返すので
東北の支援に回してください」と皆さん仰いま
した。助成金の辞退はお断りして、今すぐ先方に
連絡は取れないので分かり次第お知らせする、
とお返事しましたが、全国の読書ボランティア
の方々の繋がりの強さを実感した出来事でした。
皆さん私利私欲なく他の人のために動ける方々
なんです。素晴らしい方々ばかりです。
　その後、約1カ月後の4月25日から3日間、岩
手・宮城・福島の三県を状況調査のために訪問
して、避難所や小学校、園や移動図書館車で子ど
もたちに本を届けようとしている地元の方々に
たくさんお会いしました。自分たちも大変な中、
本当に頭の下がる思いでした。そこで、その方々
を通常の助成とは別に緊急支援しようというこ
とで、「被災地読書支援」を計画し、その年の現地
訪問の予算を充てて実施しました。これがのち
の「被災地支援」に繋がりました。

●これからの子どもたちのために
　財団は寄付金をいただいて運営しているので、

「費用対効果」も求められます。職員の想いだけ
ではどうにもならない時がある。センター時代、
キャンプの教育的効果を定量的に示そうとした
こともありました。数字がすべてではないです
が、「この事業は子どもたちのためになっている」
と多くの人が納得できる情報を財団は示さなけ
ればならない。
　私は、人生で大切なことはすべて東京小中学
生センターと子ども文庫助成から学びました。
センターでも文庫でも、そこにいる大人たちは
常に向上心と目的をもって活動していました。
そうした大人が周りにいるということは、子ど
もたちにとって非常に大事なことです。
　子どもたちのためには、「夢をもて」、「がんば
れ」のような抽象的な声かけだけではだめです。
大人たちも一緒に成長するんだという気概をも
って、そのための環境をつくることが大切です。
それぞれの子どもに、合うことと合わないこと
がある。それなら大人がとことん付き合って、そ
の子がやりたいことのために役立ちそうな情報
を出してあげればいい。本もそうした情報のひ
とつですね。自分ごととして子どもと向き合う
ことが大切です。財団には、今後もそうした意志
をもって事業を進めてもらいたいと思います。

（2024年8月26日（月）インタビュー）

伊藤忠記念財団の今後の展望

元職員インタビュー①

柴田 俊明（しばた としあき） 

1977年４月、東京小中学生センター（以下、センタ
ー）の職員として入職。1995年4月から2006年3
月までセンターの3代目館長を務めた後、助成事業
部に異動し「病院・施設子ども読書活動費助成」を立
ち上げる。2011年の東日本大震災発生の際は、東北
の読書ボランティアを訪問して、被災地支援の実施
に繋げた。2013年定年退職。現在は、都内の放課後
子ども教室にて勤務中

2011年4月に岩手県大船渡市を訪問した際の写真。NPO法人おはなしころりん主宰の江刺由紀子さんと

96 97伊藤忠記念財団 50周年記念誌



伊藤忠記念財団の今後の展望

元職員インタビュー②

やべ たけし
1983年4月、東京小中学生センター（以下、センター）の職員として入職。2006年4月よりセンターの4代目館長を務める。
センターの終了を受け、2010年4月に「電子図書普及事業」を立ち上げ、障害のある子どもたちの読書支援のため「わい
わい文庫」（マルチメディアデイジー規格）の製作と普及を進める。2021年定年退職。現在、新宿区立とやま図書館館長

やべ たけしさんの写真。

●財団に就職した頃の思い出
　正式な入職は1983年ですが、学生の頃からボランティアでセンターに出入りしていたので、18歳から60歳までお世話
になったことになります。私は小学校の先生を目指していましたが、大学よねんせいの時の教育実習があまりしっくり
と来ず、一方でセンターの理念には感銘を受けていたので、そちらに就職したいと思うようになりました。初代伊藤昭
彦館長の子どもたちとの関わり方が素晴らしかったんです。適切な課題を与えさえすれば、初めて出会った子どもたち
でもこんなに団結するのかと感動しました。なので、採用が決まった時は大変嬉しかったです。
　働き始めた頃は、昭和の時代なのでもの凄い勢いで叱られる毎日でしたが、やりたいことができて楽しかった。本当
に濃いキャラクターの小中学生たちと関わることができました。「教える」・「育てる」というよりは「一緒にやる」。仲
間づくりを意識していましたね。当時の子どもたちは今も連絡を取り合っていたりするようです。

●電子図書普及事業の立ち上げ
　センターの館長に就任した時など、大変な時期も多々ありました。2009年頃にセンター閉館の話となり、新規事業の
立ち上げについて検討した時のことも忘れられないです。センターに通ってくれていた子どもたちのためにも、長続き
する事業にしなければ、と。具体的に何をするか考えるうちに、財団が設立当初から続けている読書推進に関連する事
業にしようということになり、「弱視の子どもたちは紙の本での読書が難しい」という情報を得たこともあって、「障害
のある子どものための読書支援」という事業のおおわくが定まりました。
　恥ずかしながらそれまで障害者の読書支援についての知識はなく、視覚障害以外にも弱視や肢体不自由、発達障害な
ど、さまざまな理由で紙の本では読めない子どもたちがいるんだということを徐々に知っていきました。読書支援に力
を入れている横浜市立盲特別支援学校に相談に伺い、読書工房のなりまつさんを紹介いただけたりもして。そのうちマ
ルチメディアデイジー図書の情報も得て、よし、これでいってみようとなったわけです。作品を製作するために出版社
回りもしました。著作権法第37条第3項のもと事業を進めているので出版社への断りは必要ないのですが、やはり大切
な著作物を扱うわけなので。慣れないことだったので、資料を差し出す時は手が震えていましたね。

●「わいわい文庫」の普及に向けて
　2011年3月に財団による初のマルチメディアデイジー図書が完成しました。でも、いざ出来上がってみるとよう改善
の塊でした。たとえば、作品が流出しないようにコピーガードを固くしたのですが、「障害のある子どものための事業な
のに、新たな障害を生み出してどうする」と言われたり。仰るとおりですね。あとは読み物がおおかっ

たので、知的障害の子どもたちに適した絵本を増やしてほしいと感想をいただいたりも
しました。2012年の第2回製作・寄贈からは、いただいたご意見を反映して、「わいわい文
庫」という名前もつけました。
　それから毎年新しい作品を製作しつつ、必要な子どもたちに届けるために、バージョ
ンブルー（障害の有無に関わらず閲覧可能な作品）や活用じゅつ、しょえいポスターの製
作も始めました。2015年に始めた「日本昔話の旅」はその一例です。各地域の図書館にた
だ寄贈するのではなく、「一緒につくりませんか？」と呼びかけました。自分たちが関わ
ったものには当然皆さん関心を示しますし、活用したくなりますから。「百人一首」の作
品を製作した時は、任天堂、都内の高校5から6校、特別支援学校、音訳者、本当にたくさ
んの方々のご協力のもと、作品をつくりあげることができました。
　わいわい文庫の利用者の反応で印象ぶかいものもたくさんあります。普段ラジオなど
他の音には反応しないのに、わいわい文庫の昔話の音訳には耳を傾けていた女の子。あ
るシリーズの1作目をわいわい文庫で読んで、続きが気になり時間をかけつつも紙の本を
読み通した男の子。寄贈先の方々からは、わいわい文庫で子どもたちの読書意欲が増し
たという感想をよくいただきます。障害があると読書から縁遠いという思い込みもまだ
あるかもしれませんが、まったくそんなことはありません。財団には今後もわいわい文
庫の製作と普及を通して、より多くの子どもたちに読書の機会を届けてほしいです。

●これからの子どもたちのために
　今、私は図書館で働いています。利用者の中には未就学じ、低学年とその保護者も多く
います。親子を対象としたイベントも多く実施していますが、昔に比べて大人の変化を
感じています。遊びの経験が足りていないのかもしれません。センター時代の経験から
工作会も実施していますが、保護者の手元が危なくヒヤリとすることや几帳面すぎる点
を感じます。割箸鉄砲の銃身なんて長さが見本と違っても大丈夫なんです。その会に、た
またま来ていた高学年を誘ってみました。最初は集中して自分の銃を作っていましたが、
やがて力を合わせて何秒で全部のまとを倒せるか、などリーダーシップを発揮し、あっ
というまに集団遊びに育てていました。い年齢同士の交流機会が減りつつある昨今でも、
場所さえ設ければこういう姿をまだ見ることができるんだな、と印象に残っています。
　これからの子どもたちのために大切なことは、成長の機会を与えられる大人の育成だ
と思います。しっかりと経験を積んだ大人が子どもたちの周りにたくさん存在するべき
です。良い人間関係の構築は生きる力に繋がります。財団としても、大人も子どもも成
長できるような場所を提供できるといいですね。わいわい文庫の普及や子ども文庫助成
の継続を通して、子どものため、子どもの読書のために必要な対応はどんなことか。子ど
もたちだけではなく、環境をつくるおとなたちを育てることも意識して、今後も検討と
実践を積み重ねてください。

（2024年8月26日（月）インタビュー）

2018年12月、国立京都国際会館で開催されたエイタックカンファレンスにて、わいわい
文庫の展示と事業説明をする矢部さんの写真。

●財団に就職した頃の思い出
　正式な入職は1983年ですが、学生の頃から
ボランティアでセンターに出入りしていたので、
18歳から60歳までお世話になったことになり
ます。私は小学校の先生を目指していましたが、
大学4年生の時の教育実習があまりしっくりと
来ず、一方でセンターの理念には感銘を受けて
いたので、そちらに就職したいと思うようにな
りました。初代伊藤昭彦館長の子どもたちとの
関わり方が素晴らしかったんです。適切な課題
を与えさえすれば、初めて出会った子どもたち
でもこんなに団結するのかと感動しました。な
ので、採用が決まった時は大変嬉しかったです。
　働き始めた頃は、昭和の時代なのでもの凄い
勢いで叱られる毎日でしたが、やりたいことが
できて楽しかった。本当に濃いキャラクターの
小中学生たちと関わることができました。「教え
る」・「育てる」というよりは「一緒にやる」。仲間
づくりを意識していましたね。当時の子どもた
ちは今も連絡を取り合っていたりするようです。

●電子図書普及事業の立ち上げ
　センターの館長に就任した時など、大変な時
期も多々ありました。2009年頃にセンター閉
館の話となり、新規事業の立ち上げについて検
討した時のことも忘れられないです。センター
に通ってくれていた子どもたちのためにも、長
続きする事業にしなければ、と。具体的に何をす
るか考えるうちに、財団が設立当初から続けて

いる読書推進に関連する事業にしようというこ
とになり、「弱視の子どもたちは紙の本での読書
が難しい」という情報を得たこともあって、「障
害のある子どものための読書支援」という事業
の大枠が定まりました。
　恥ずかしながらそれまで障害者の読書支援に
ついての知識はなく、視覚障害以外にも弱視や
肢体不自由、発達障害など、さまざまな理由で紙
の本では読めない子どもたちがいるんだという
ことを徐々に知っていきました。読書支援に力
を入れている横浜市立盲特別支援学校に相談に
伺い、読書工房の成松さんを紹介いただけたり
もして。そのうちマルチメディアDAISY図書の
情報も得て、よし、これでいってみようとなった
わけです。作品を製作するために出版社回りも
しました。著作権法第37条第3項のもと事業を
進めているので出版社への断りは必要ないので
すが、やはり大切な著作物を扱うわけなので。慣
れないことだったので、資料を差し出す時は手
が震えていましたね。

●「わいわい文庫」の普及に向けて
　2011年3月に財団による初のマルチメディア
DAISY図書が完成しました。でも、いざ出来上
がってみると要改善の塊でした。たとえば、作品
が流出しないようにコピーガードを固くしたの
ですが、「障害のある子どものための事業なのに、
新たな障害を生み出してどうする」と言われた
り。仰るとおりですね。あとは読み物が多かっ

たので、知的障害の子どもたちに適した絵本を
増やしてほしいと感想をいただいたりもしまし
た。2012年の第2回製作・寄贈からは、いただ
いたご意見を反映して、「わいわい文庫」という
名前もつけました。
　それから毎年新しい作品を製作しつつ、必要
な子どもたちに届けるために、Ver.BLUE（障害
の有無に関わらず閲覧可能な作品）や活用術、書
影ポスターの製作も始めました。2015年に始
めた「日本昔話の旅」はその一例です。各地域の
図書館にただ寄贈するのではなく、「一緒につく
りませんか？」と呼びかけました。自分たちが
関わったものには当然皆さん関心を示しますし、
活用したくなりますから。「百人一首」の作品を
製作した時は、任天堂、都内の高校5〜6校、特別
支援学校、音訳者、本当にたくさんの方々のご協
力のもと、作品をつくりあげることができました。
　わいわい文庫の利用者の反応で印象深いもの
もたくさんあります。普段ラジオなど他の音に
は反応しないのに、わいわい文庫の昔話の音訳
には耳を傾けていた女の子。あるシリーズの1
作目をわいわい文庫で読んで、続きが気になり
時間をかけつつも紙の本を読み通した男の子。
寄贈先の方々からは、わいわい文庫で子どもた
ちの読書意欲が増したという感想をよくいただ
きます。障害があると読書から縁遠いという思
い込みもまだあるかもしれませんが、まったく
そんなことはありません。財団には今後もわい
わい文庫の製作と普及を通して、より多くの子
どもたちに読書の機会を届けてほしいです。

●これからの子どもたちのために
　今、私は図書館で働いています。利用者の中に
は未就学児、低学年とその保護者も多くいます。
親子を対象としたイベントも多く実施していま
すが、昔に比べて大人の変化を感じています。遊
びの経験が足りていないのかもしれません。セ
ンター時代の経験から工作会も実施しています
が、保護者の手元が危なくヒヤリとすることや
几帳面すぎる点を感じます。割箸鉄砲の銃身な
んて長さが見本と違っても大丈夫なんです。そ
の会に、たまたま来ていた高学年を誘ってみま
した。最初は集中して自分の銃を作っていまし
たが、やがて力を合わせて何秒で全部の的を倒
せるか、などリーダーシップを発揮し、あっとい
う間に集団遊びに育てていました。異年齢同士
の交流機会が減りつつある昨今でも、場所さえ
設ければこういう姿をまだ見ることができるん
だな、と印象に残っています。
　これからの子どもたちのために大切なことは、
成長の機会を与えられる大人の育成だと思いま
す。しっかりと経験を積んだ大人が子どもたち
の周りにたくさん存在するべきです。良い人間
関係の構築は生きる力に繋がります。財団とし
ても、大人も子どもも成長できるような場所を
提供できるといいですね。わいわい文庫の普及
や子ども文庫助成の継続を通して、子どものた
め、子どもの読書のために必要な対応はどんな
ことか。子どもたちだけではなく、環境をつくる
大人たちを育てることも意識して、今後も検討
と実践を積み重ねてください。

（2024年8月26日（月）インタビュー）

伊藤忠記念財団の今後の展望

元職員インタビュー②

矢部 剛（やべ たけし） 

1983年4月、東京小中学生センター（以下、センタ
ー）の職員として入職。2006年4月よりセンターの
4代目館長を務める。センターの終了を受け、2010
年4月に「電子図書普及事業」を立ち上げ、障害のあ
る子どもたちの読書支援のため「わいわい文庫」（マ
ルチメディアDAISY規格）の製作と普及を進める。
2021年定年退職。現在、新宿区立戸山図書館館長

2018年12月、国立京都国際会館で開催されたATACカンファレンスにて、わいわい文庫の展示と事業説明を実施
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伊藤忠記念財団の今後の展望

子どもたちの読書環境をよりよくするために

いけべ まさかず
伊藤忠商事株式会社に入社。繊維部門（現繊維カンパニー）、人事・総務部
を経て、2022年4月より、伊藤忠記念財団に入職。2022年5月より伊藤忠記
念財団の常務理事・事務局長に就任。ビジネスでの社会貢献に加え、読書
推進活動は、未来を担う子どもたちのためにも必要不可欠との思いで活動

いけべ まさかずの写真

●財団活動のこれまでと現状
　当財団は、1974年の設立以降、「次世代を担う青少年の健全な育成」を掲
げ、子どもの読書を支援する事業を軸として活動を行ってまいりました。
50年もの間、活動を続けてこられたことに、深い感慨を覚えています。
　あらためて、これまで当財団の活動に関わっていただいたすべての方々
に、感謝申し上げたいと思います。この50年の間、子どもの読書に情熱を
注ぎ、子どもたちと触れ合ってきた家庭文庫や読み聞かせボランティアの
方々、公共図書館や学校の先生がた、そして、子どもの読書に関わる専門家
の先生がたと出会うことができました。これらの出会いを通じて得た多く
の知見は、当財団の貴重な財産となりました。
　当財団は、「子ども文庫助成事業」と「電子図書普及事業」の二つの事業を
柱として活動していますが、いずれの事業も、全国各地に財団職員が足を
運び、読書支援に取り組まれている方々への訪問を通して現場の子どもた
ちの読書環境を知り、その改善のお役にたてるよう活動を行っています。
この活動を通じて、子どもの読書は、子どもの五感に働きかけ、子どものも
つさまざまな能力や可能性を引き出す力をもち、読書（本）を通じた、人と
人との信頼関係の醸成にもつながるものであると確信しております。
　近年、急速に進むデジタル化社会において、子どもの読書環境にも変化
が表れています。既に、電子書籍が広まりつつあり、多様な本に簡単にア
クセスできる環境も整いつつあります。デジタル端末での読書機会は今後
急速に増えていくものと思います。また、オンラインの読書セミナーや交
流会も増えています。特にコロナかの影響でオンラインイベントが一般化
し、多くの読書会や研修会に、地理的な制約を超えて、さまざまな場所にい
る人が参加できるようになりました。デジタル化によって、あらたな読書
スタイル、読書コミュニティが広がっていくことが予想されます。
　また、近年、法整備が進む「読書バリアフリー」の推進においては、当財
団では、障害があるために通常の書籍では読むことが難しい子どもたちの
読書環境の改善のため、2010年よりマルチメディアデイジー規格の電子図
書「わいわい文庫」を製作、配布しています。これまでのCD､ DVD等のメ
ディアでの提供だけでなく、インターネットによるウェブ配信により、よ
り多くの子どもたちに「わいわい文庫」を利用してもらえるよう、今後検討
を重ねてまいりたいと思います。

●財団活動の今後
　これからの社会は、過去50年をはるかに上回るスピードで変化を遂げて
いくことが予想されます。デジタル化に加え、人口減少が進む社会では、
多くの分野で、持続可能性の問題が明らかになっています。特に人材の確
保、地域社会の維持は、大きな課題となっており、子どもの読書推

進活動においても例外ではありません。
　子どもの読書推進活動における人材不足は、子どもの読書環
境にも影響を与えています。この状況に対応し、子どもの読書
環境を維持し、向上させるためには、読書に関わる団体や個人が
連携し、一体となって取り組むことが重要です。当財団は、人材
育成の機会を他団体と協力して企画し、次世代の支援者を育成
することを目指していきます。また、地域社会の中で読書活動
を活性化させるため、地域社会との連携にも力を入れていきま
す。
　さらに、全国の公共図書館や学校と情報交換の場を設け、共通
の課題を共有することで、子どもの読書推進活動をより効果的
に進めることができると考えています。
　当財団は、全国各地で読書支援に取り組む方々を訪問し、子ど
もたちの読書環境を直接確認し、生の情報を収集することで、現
場の実情を理解し、より適切な支援の実施に努めてまいりまし
た。今後引き続き、現場の実情に応じた支援活動を行ってまい
ります。
　また、当財団の「子ども文庫助成事業」や「電子図書普及事業」
が、十分に認知されていないという問題を踏まえ、今後はこれら
の事業の周知活動を強化し、広く知っていただけるよう努めま
す。これらの取り組みを通じて、子どもたちの読書環境の改善
を進めてまいります。
　子どもにとっての読書は、いつの時代でも価値のある活動で
す。これからも子どもたちに本を届け、読書環境を整え、その環
境を継続的に改善していくことが、子どもの読書に関わる私た
ちおとなたちの責務であると思います。
　当財団は、今後も、子どもの読書に関わる多くの方々と交流
し連携を深め、より良い読書環境の構築を目指してまいります。
そして、子どもたちの未来を見据え、「すべての子どもたちに読
書の喜びを」をテーマに、読書推進活動の支援を続けてまいりま
す。
　これからも、子どもの読書推進活動に関わるすべての方々の
ご支援とご協力を賜りますよう、心よりお願い申し上げます。

2024年3月、2023年度贈呈式の懇親会にてじゅりょう者と談笑
する池辺。

●財団活動のこれまでと現状
　当財団は、1974年の設立以降、「次世代を担
う青少年の健全な育成」を掲げ、子どもの読書を
支援する事業を軸として活動を行ってまいりま
した。50年もの間、活動を続けてこられたこと
に、深い感慨を覚えています。
　あらためて、これまで当財団の活動に関わっ
ていただいたすべての方々に、感謝申し上げた
いと思います。この50年の間、子どもの読書に
情熱を注ぎ、子どもたちと触れ合ってきた家庭
文庫や読み聞かせボランティアの方々、公共図
書館や学校の先生方、そして、子どもの読書に関
わる専門家の先生方と出会うことができました。
これらの出会いを通じて得た多くの知見は、当
財団の貴重な財産となりました。
　当財団は、「子ども文庫助成事業」と「電子図
書普及事業」の二つの事業を柱として活動して
いますが、いずれの事業も、全国各地に財団職
員が足を運び、読書支援に取り組まれている
方々への訪問を通して現場の子どもたちの読
書環境を知り、その改善のお役にたてるよう活
動を行っています。この活動を通じて、子ども
の読書は、子どもの五感に働きかけ、子どもの
もつさまざまな能力や可能性を引き出す力を
もち、読書（本）を通じた、人と人との信頼関係
の醸成にもつながるものであると確信してお
ります。
　近年、急速に進むデジタル化社会において、子
どもの読書環境にも変化が表れています。既に、

電子書籍が広まりつつあり、多様な本に簡単に
アクセスできる環境も整いつつあります。デジ
タル端末での読書機会は今後急速に増えていく
ものと思います。また、オンラインの読書セミナ
ーや交流会も増えています。特にコロナ禍の影
響でオンラインイベントが一般化し、多くの読
書会や研修会に、地理的な制約を超えて、さまざ
まな場所にいる人が参加できるようになりまし
た。デジタル化によって、あらたな読書スタイ
ル、読書コミュニティが広がっていくことが予
想されます。
　また、近年、法整備が進む「読書バリアフリー」
の推進においては、当財団では、障害があるため
に通常の書籍では読むことが難しい子どもたち
の読書環境の改善のため、2010年よりマルチメ
ディアDAISY規格の電子図書「わいわい文庫」
を製作、配布しています。これまでのCD､ DVD
等のメディアでの提供だけでなく、インターネ
ットによるウェブ配信により、より多くの子ども
たちに「わいわい文庫」を利用してもらえるよう、
今後検討を重ねてまいりたいと思います。

●財団活動の今後
　これからの社会は、過去50年をはるかに上回
るスピードで変化を遂げていくことが予想され
ます。デジタル化に加え、人口減少が進む社会
では、多くの分野で、持続可能性の問題が明らか
になっています。特に人材の確保、地域社会の維
持は、大きな課題となっており、子どもの読書推

進活動においても例外ではありません。
　子どもの読書推進活動における人材不足は、
子どもの読書環境にも影響を与えています。こ
の状況に対応し、子どもの読書環境を維持し、向
上させるためには、読書に関わる団体や個人が
連携し、一体となって取り組むことが重要です。
当財団は、人材育成の機会を他団体と協力して
企画し、次世代の支援者を育成することを目指
していきます。また、地域社会の中で読書活動を
活性化させるため、地域社会との連携にも力を
入れていきます。
　さらに、全国の公共図書館や学校と情報交換
の場を設け、共通の課題を共有することで、子ど
もの読書推進活動をより効果的に進めることが
できると考えています。
　当財団は、全国各地で読書支援に取り組む
方々を訪問し、子どもたちの読書環境を直接確
認し、生の情報を収集することで、現場の実情を
理解し、より適切な支援の実施に努めてまいり
ました。今後引き続き、現場の実情に応じた支援
活動を行ってまいります。

　また、当財団の「子ども文庫助成事業」や「電
子図書普及事業」が、十分に認知されていないと
いう問題を踏まえ、今後はこれらの事業の周知
活動を強化し、広く知っていただけるよう努め
ます。これらの取り組みを通じて、子どもたちの
読書環境の改善を進めてまいります。
　子どもにとっての読書は、いつの時代でも価
値のある活動です。これからも子どもたちに本
を届け、読書環境を整え、その環境を継続的に改
善していくことが、子どもの読書に関わる私た
ち大人たちの責務であると思います。
　当財団は、今後も、子どもの読書に関わる多く
の方々と交流し連携を深め、より良い読書環境
の構築を目指してまいります。そして、子どもた
ちの未来を見据え、「すべての子どもたちに読書
の喜びを」をテーマに、読書推進活動の支援を続
けてまいります。
　これからも、子どもの読書推進活動に関わる
すべての方々のご支援とご協力を賜りますよう、
心よりお願い申し上げます。

伊藤忠記念財団の今後の展望

2024年3月。贈呈式の懇親会にて受領者の皆様と

子どもたちの読書環境をよりよくするために

池辺 昌和 （いけべ まさかず） 

伊藤忠商事株式会社に入社。繊維部門（現繊維カン
パニー）、人事・総務部を経て、2022年4月より、伊
藤忠記念財団に入職。2022年5月より伊藤忠記念
財団の常務理事・事務局長に就任。ビジネスでの社
会貢献に加え、読書推進活動は、未来を担う子ども
たちのためにも必要不可欠との思いで活動
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伊藤忠記念財団 50周年記念企画

展示企画

伊藤忠記念財団50年のあゆみ　すべての子どもたちに読書の喜びを
展示期間：2025年1月10日（金）から2月2日（日）
会場：教文館9F ナルニアこく 店内ナルニアホール（東京都中央区銀座4丁目5の1）
教文館ナルニアこくにて、50年の歩みを振り返る記念展示を実施。過去50年の年表や子ども文庫助
成事業・電子図書普及事業の現在の事業紹介に加え、東京小中学生センター時代の資料も展示した。

教文館ナルニアこくでの記念展示のポスター画像。縦長の板に「わいわい文庫」と毛筆で書いた看板、
座って本を読むわいわいベアのニードルフェルト、児童書が並ぶ本棚の写真、わいわい文庫の青と白
のCD盤面1枚ずつの写真が掲載されている。

展示会場の風景の写真。中央の丸テーブルにわいわいベアのぬいぐるみとポスターを配置。入口か
ら向かって右の壁に財団の50年の歩みをまとめた年表パネル（A1サイズ）を3枚展示。向かって正面
の壁には、東京小中学生センター時代のセンターきやオリジナルTシャツ、わいわい文庫の看板など
を展示している。東京小中学生センターのセンターきは15年ぶりに掲げられた。

展示会場に設置したわいわい文庫試聴コーナーの写真。展示期間中、パソコンでわいわい文庫（バー
ジョン・ブルー）を再生して、来場者が閲覧できるようにした。パソコンを載せたテーブルには、冊
子『わいわい文庫活用じゅつ』も4冊設置。パソコン上部の壁には2022年から2024年までに製作した
わいわい文庫のしょえいポスターのパネルと、再生中の作品リストのパネルも展示した。

関連イベント
子ども文庫の今とこれから
2025年1月22日（水）　開催
杉山きく子さん（東京子ども図書館理事、当財団子ども文庫助成選考委員）をお招きし、当財団職員
の野尻、二瓶とともに、東京子ども図書館と協働で作成した『子どものための文庫の手引き』の紹介
と、文庫訪問や杉山さんのふっとの文庫運営のエピソードについて講演会を実施した。

1月22日の講演会開始前のナルニアこく店内の様子の写真。店内の本棚を脇によせ、スライドと講師
席をてんないおくに、その正面に客席を設置。当日は33名のご参加をいただいた。

伊藤忠記念財団50周年企画展示「未来につなぐ子どもの読書」
展示期間：2025年2月5日（水）から3月2日（日）
会場：伊藤忠　エスディージーズ　スタジオ　ギャラリー（東京
都港区北青山2丁目3の1 伊藤忠　ガーデン B1F）伊藤忠商事東
京本社ビル横の伊藤忠　エスディージーズ　スタジオ　ギャラ
リーにて、財団の過去50年の歩みと現在の事業を紹介する企画展
示を実施。期間中、子どもを対象によっつのイベントも開催した。

会場入口に設置した展示ステートメントのターポリンバナーの
写真。青い下地のデザインで、黄色い服を着た子どもたちが本を
触ったり聴いたり眺めたり、それぞれの方法で読んでいる様子の
イラストが描かれている。ステートメントの文章は「財団の取り
組みを通して、今を生きる子どもたち、そして、家庭や仕事、ボラ
ンティア活動の中で子どもと関わる多くのおとなたちに、「本が
身近にある生活の豊かさ、楽しさ」が広まることを願います。」と
いう文章で締められている。

会場に設置したフォトスポットの写真。子どもたちと本を読むこ
とが大好きなわいわいベアと記念の一枚を撮影できるフォトス
ポット。白いレースのカーテンの向こう側から本を持ったわいわ
いベアが覗いているデザイン。わいわいベアの後ろには青空と草
原が広がっている。

会場内に設置した子ども文庫コーナーの写真。黄緑のマットを木
製の低い本棚8台でL字型に囲み、子ども文庫の空間を再現した。
本棚には財団の「子どもの本100冊助成」の図書リストに掲載して
ある全550冊を実際に並べて、来場者が思い思いに読書ができる
空間にした。会期中は親子で絵本を読みあう姿も多く見られた。

会場内に設置したわいわい文庫体験ブースの写真。パソコン1
台、iPad2台を常設して、わいわい文庫のバージョンブルー（障害
の有無に関わらず視聴可能な作品）の操作を体験できるようにし
た。パソコン・iPadの設置台の脇には、わいわい文庫について説
明する青い下地のターポリンバナーも設置。

伊藤忠記念財団50年のあゆみ～すべての子どもたちに読書の喜びを～
展示期間：2025年1月10日（金）～2月2日（日）
会場：教文館9F ナルニア国 店内ナルニアホール（東京都中央区銀座4丁目5-1）
教文館ナルニア国にて、50年の歩みを振り返る記念展示を実施。過去50年の年表や子ども文庫助成
事業・電子図書普及事業の現在の事業紹介に加え、東京小中学生センター時代の資料も展示した。

伊藤忠記念財団50周年企画展示「未来につなぐ子どもの読書」
展示期間：2025年2月5日（水）～3月2日（日）
会場：ITOCHU SDGs STUDIO GALLERY（東京都港区北青山2丁目3-1 Itochu Garden B1F）
伊藤忠商事東京本社ビル横のITOCHU SDGs STUDIO GALLERYにて、財団の過去50年の歩みと
現在の事業を紹介する企画展示を実施。期間中、子どもを対象に4つのイベントも開催した。

～関連イベント～
子ども文庫の今とこれから
2025年1月22日（水）　開催
杉山きく子さん（東京子ども図書館理事、当財団子
ども文庫助成選考委員）をお招きし、当財団職員の
野尻、二瓶とともに、東京子ども図書館と協働で作
成した『子どものための文庫の手引き』の紹介と、
文庫訪問や杉山さんの風渡野文庫運営のエピソー
ドについて講演会を実施した。

伊藤忠記念財団 50周年記念企画

記念展示ポスター

会場入口の展示ステートメント。「財団の取り組みを通して、今を生きる子どもたち、そ
して、家庭や仕事、ボランティア活動の中で子どもと関わる多くの大人たちに、「本が身
近にある生活の豊かさ、楽しさ」が広まることを願います。」

会場内に子ども文庫を再現したコーナーを設置。「子どもの本100冊助成」
の図書リストに掲載してある全550冊を並べて、思い思いに読書ができる空
間にした。会期中は親子で絵本を読み合う姿も多く見られた

パソコン1台、iPad2台を常設して、わいわい文庫のVer.Blue（障害の有
無に関わらず視聴可能な作品）の操作を体験できるようにした

会場に設置したフォトスポット。子どもたちと本を読む
ことが大好きなわいわいベアと、記念の一枚を

50年の歩みをまとめた年
表を展示。センター旗も
15年ぶりに掲げられた

わいわい文庫視聴
コーナーも設置

講演会開始前の店内。
当日は33名のご参加をいただいた

展示企画
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関連イベント
・しゅわよみ！手話による絵本の読み語り
2月9日（日）開催（会場：伊藤忠　エス　ディー　ジー　ズ　スタジオ　ギャラリー
ない）
特定非営利活動法人しゅわえもんのスタッフをお招きし、手話による絵本の読み語
りと手話の体験を実施。（対象：5歳から小学校6年生）
・自分だけの「みーせーて絵本」をつくってみよう！
2月23日（日）開催（会場：伊藤忠　エス　ディー　ジー　ズ　スタジオ RADIO 
STATION）
絵本作家のスギヤマカナヨさんをお招きし、絵本『みーせーて』の読み聞かせと、ハ
ンドスタンプによる絵本作成を実施。（対象：3歳から小学校6年生）
・さわって楽しむ宇宙　インクルーシブ天文のススメ
2月24日（月）開催（会場：伊藤忠　エス　ディー　ジー　ズ　スタジオ RADIO 
STATION）
京都大学名誉教授のみねしげしん先生をお招きし、宇宙の天体や生命について触図
や模型を使いながら考えるワークショップを実施。（対象：小学校3年生から小学校6
年生）
・東京子ども図書館　おはなしのじかん
3月2日（日）開催（会場：伊藤忠　エス　ディー　ジー　ズ　スタジオ　ギャラリー
ない）
公益財団法人東京子ども図書館のスタッフをお招きし、昔話などの物語を本を見ず
にお話するストーリーテリングを実施。「おはなしのろうそく」（東京子ども図書館
刊）に収載されたものを中心に語っていただいた。（対象：3歳から小学校1年生/小
学校2年生から6年生）

展示会場内の子ども文庫コーナーに設置したわいわいベアのぬいぐるみの写真。会
期中は抱きしめながら本を読む子どもたちの姿も見られた。

「子どものための文庫の手引き—小さな図書室をつくりたいあなたへ」製作

（こうざい）東京子ども図書館との設立50周年協働事業として、これから文庫を始め
たいかた、文庫活動に関心のあるかたのための手引きを製作。子ども文庫の運営方
法の一例をイラストも交えつつ紹介し、子ども文庫の歴史や、蔵書の参考用の図書リ
ストも掲載した。2025ねん春に、東京子ども図書館の賛助会員・購読会員、及び当財
団2024年度子ども文庫助成じゅりょう者に無料で送付予定。

「未来につなぐ子どもの読書」展の子ども文庫コーナーに『子どものための文庫の手
引き』の見本を設置している様子の写真。会期中、来場者が閲覧できるようにした。

『子どものための文庫の手引き』の表紙画像。きみどりいろの表紙の中央に『子ども
のための文庫の手引き　小さな図書室をつくりたいあなたへ』と題字が掲載されて
いる。題字の周りには、手引きの中で登場する、親子や本を読む子どもたちのイラス
トがちりばめられている。

資料編

わいわいベアの後ろ姿の立ち絵
のイラスト。3段の木製の本棚の
最上段から本を選ぼうとしてい
る。本棚には大小さまざまかつ
色とりどりの本が並んでいる。

関連イベント
・しゅわよみ！手話による絵本の読み語り
2月9日（日）開催（会場：伊藤忠　エス　ディー　ジー　ズ　スタジオ　ギャラリー
ない）
特定非営利活動法人しゅわえもんのスタッフをお招きし、手話による絵本の読み語
りと手話の体験を実施。（対象：5歳から小学校6年生）
・自分だけの「みーせーて絵本」をつくってみよう！
2月23日（日）開催（会場：伊藤忠　エス　ディー　ジー　ズ　スタジオ RADIO 
STATION）
絵本作家のスギヤマカナヨさんをお招きし、絵本『みーせーて』の読み聞かせと、ハ
ンドスタンプによる絵本作成を実施。（対象：3歳から小学校6年生）
・さわって楽しむ宇宙　インクルーシブ天文のススメ
2月24日（月）開催（会場：伊藤忠　エス　ディー　ジー　ズ　スタジオ RADIO 
STATION）
京都大学名誉教授のみねしげしん先生をお招きし、宇宙の天体や生命について触図
や模型を使いながら考えるワークショップを実施。（対象：小学校3年生から小学校6
年生）
・東京子ども図書館　おはなしのじかん
3月2日（日）開催（会場：伊藤忠　エス　ディー　ジー　ズ　スタジオ　ギャラリー
ない）
公益財団法人東京子ども図書館のスタッフをお招きし、昔話などの物語を本を見ず
にお話するストーリーテリングを実施。「おはなしのろうそく」（東京子ども図書館
刊）に収載されたものを中心に語っていただいた。（対象：3歳から小学校1年生/小
学校2年生から6年生）

展示会場内の子ども文庫コーナーに設置したわいわいベアのぬいぐるみの写真。会
期中は抱きしめながら本を読む子どもたちの姿も見られた。

「子どものための文庫の手引き—小さな図書室をつくりたいあなたへ」製作

（こうざい）東京子ども図書館との設立50周年協働事業として、これから文庫を始め
たいかた、文庫活動に関心のあるかたのための手引きを製作。子ども文庫の運営方
法の一例をイラストも交えつつ紹介し、子ども文庫の歴史や、蔵書の参考用の図書リ
ストも掲載した。2025ねん春に、東京子ども図書館の賛助会員・購読会員、及び当財
団2024年度子ども文庫助成じゅりょう者に無料で送付予定。

「未来につなぐ子どもの読書」展の子ども文庫コーナーに『子どものための文庫の手
引き』の見本を設置している様子の写真。会期中、来場者が閲覧できるようにした。

『子どものための文庫の手引き』の表紙画像。きみどりいろの表紙の中央に『子ども
のための文庫の手引き　小さな図書室をつくりたいあなたへ』と題字が掲載されて
いる。題字の周りには、手引きの中で登場する、親子や本を読む子どもたちのイラス
トがちりばめられている。

～関連イベント～
・しゅわよみ！～手話による絵本の読み語り
2月9日（日）開催（会場：ITOCHU SDGs STUDIO GALLERY内）
特定非営利活動法人しゅわえもんのスタッフをお招きし、手話による絵本の読み語りと手話の体験を
実施。（対象：5歳〜小学校6年生）
・自分だけの「みーせーて絵本」をつくってみよう！
2月23日（日）開催（会場：ITOCHU SDGs STUDIO RADIO STATION）
絵本作家のスギヤマカナヨさんをお招きし、絵本『みーせーて』の読み聞かせと、ハンドスタンプによ
る絵本作成を実施。（対象：3歳〜小学校6年生）
・さわって楽しむ宇宙～インクルーシブ天文のススメ
2月24日（月）開催（会場：ITOCHU SDGs STUDIO RADIO STATION）
京都大学名誉教授の嶺重慎先生をお招きし、宇宙の天体や生命について触図や模型を使いながら考え
るワークショップを実施。（対象：小学校3年生〜小学校6年生）
・東京子ども図書館　おはなしのじかん
3月2日（日）開催（会場：ITOCHU SDGs STUDIO GALLERY内）
公益財団法人東京子ども図書館のスタッフをお招きし、昔話などの物語を本を見ずにお話するストー
リーテリングを実施。「おはなしのろうそく」（東京子ども図書館刊）に収載されたものを中心に語っ
ていただいた。（対象：3歳〜小学校1年生/小学校2年生〜6年生）

展示会場に設置したわいわいベアのぬいぐるみ。
抱きしめながら本を読む子どもたちの姿も見られた

「未来につなぐ子どもの読書」会場にも、
手引きの見本を設置した

（公財）東京子ども図書館との設
立50周年協働事業として、これ
から文庫を始めたい方、文庫活動
に関心のある方のための手引き
を製作。子ども文庫の運営方法の
一例をイラストも交えつつ紹介
し、子ども文庫の歴史や、蔵書の
参考用の図書リストも掲載した。
2025年春に、東京子ども図書館
の賛助会員・購読会員、及び当財
団2024年度子ども文庫助成受領
者に無料で送付予定。 『子どものための文庫の手引き』の表紙

「子どものための文庫の手引き—小さな図書室をつくりたいあなたへ」製作

伊藤忠記念財団 50周年記念企画
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資料編

わいわいベアの後ろ姿の立ち絵
のイラスト。3段の木製の本棚の
最上段から本を選ぼうとしてい
る。本棚には大小さまざまかつ
色とりどりの本が並んでいる。

資料編



子ども文庫功労賞 受賞者一覧

子ども文庫功労賞について
1984年、伊藤忠記念財団設立10周年を記念して、長年子どもの読書啓発活動に貢献してきた個人を表彰
する賞を新設しました。毎年「子ども文庫助成」と同じ時期に、候補者を他薦で募集しています。

以下、年度　受賞者　団体名　都道府県名　市区町村の順に読み上げ
1984（昭和59）　石井 桃子　かつら文庫　東京都　杉並区
　小林 静江　ふきのとう文庫　北海道　札幌市
　瀬林 杏子　せばやし子ども文庫　滋賀県　近江八幡市
　土屋 滋子　土屋児童文庫　東京都　世田谷区
1985（昭和60）　いぬい とみこ　ムーシカ文庫　東京都　練馬区
　小河内 芳子　児童図書館研究会　東京都　小金井市
　斉藤 尚吾　日本親子読書センター　千葉県　柏市
1986（昭和61）　金森 好子　クローバー子ども図書館　福島県　郡山市
　松岡 享子　東京子ども図書館　東京都　中野区
　大月 ルリ子　鴨の子文庫　兵庫県　神戸市
1987（昭和62）　川島 恭子　くめがわ電車図書館　東京都　東村山市
　オパール・ダン　国際児童文庫協会　イギリス　ロンドン
1988（昭和63）　木下 揚三　鉄ン子文庫　北海道　室蘭市
　末廣 いく子　富士まち文庫　東京都　保谷市
　中川 徳子　雨の日文庫　京都府　松原市
1989（平成がん）　安達 みのり　そよ風文庫　大阪府　豊中市
　川端 英子　のぞみ文庫　宮城県　仙台市
　渡辺 順子　すずらん文庫　東京都　練馬区
1990（平成2）　佐々 梨代子　東京子ども図書館　東京都　中野区
　佐藤 峻　ふたば図書館　宮城県　丸森町
1991（平成3）　片倉 幸子　絹の道文庫　東京都　八王子市
　唐井 永津子　汐見台文庫　神奈川県　横浜市
1992（平成4）　福山 恭子　ひまわり文庫　大阪府　茨木市
　横田 幸子　熊本子どもの本研究会　熊本県　熊本市
1993（平成5）　栗山 規子　大沢家庭文庫　東京都　三鷹市
　廣井 ひより　なかよし文庫　東京都　多摩市
1994（平成6）　新田 琴子　蓬莱子ども文庫　福島県　福島市
　穂岐山 禮　ホキ文庫　高知県　高知市
1995（平成7）　佐藤 宗夫　みどり子ども図書館　愛知県　名古屋市
　富本 京子　山の木文庫　東京都　世田谷区
1996（平成8）　上野 勝子　キラキラ文庫　大阪府　寝屋川市
　潮平 俊　みやとり文庫　沖縄県　石垣市
1997（平成9）　川端 春枝　京都アンデルセンハウスこども文庫　京都府　京都市
　鈴木 檀　星の子文庫　奈良県　奈良市
1998（平成10）　落合 美知子　おんがくとおはなしのちいさいおうち　埼玉県　川口市
　藤井 早苗　ふじい文庫　千葉県　ふなばし市
1999（平成11）　保月 信子　クローバー文庫　東京都　東大和市
　吉岡 素子　バオバブ文庫　兵庫県　尼崎市
2000（平成12）　渋谷 益左右　私設ゆりがおか児童図書館　神奈川県　川崎市
　清水 達也　遊本館　静岡県　静岡市
　山本 ますみ　えほんのへや文庫　大阪府　羽曳野市
2001（平成13）　志々目 彰　どよう文庫　東京都　八王子市
　平塚 ミヨ　すいよう文庫　東京都　くにたち市
2002（平成14）　平井 冨久子　かしの木文庫　奈良県　生駒市
　細川 律子　はまなす文庫　石川県　河北郡
2003（平成15）　青木 啓子　三国ヶ丘文庫　大阪府　堺市
　西内 巳佳子　出会い文庫　高知県　香美郡
2004（平成16）　浅川 玲子　やまばと文庫　山梨県　甲府市
　上田 裕美子　おあしす文庫　石川県　羽咋市
2005（平成17）　関 日奈子　風の子文庫　東京都　練馬区
　徳永 明子　きりん文庫かすが　福岡県　かすが市
2006（平成18）　今井 美代子　あかしあ文庫　東京都　小平市
　山口 祥子　カンガルーぶんこ　滋賀県　彦根市
2007（平成19）　虎渡 進　大欠なかよしバス図書館　秋田県　鹿角市
　中田 光子　かもしか文庫　奈良県　大和郡山市
2008（平成20）　林 眞紀　すまうら文庫　兵庫県　神戸市
　宮田 智子　松川でいご文庫　沖縄県　那覇市
2009（平成21）　江口 清美　福岡市手作り布の絵本の会　福岡県　福岡市
　長谷川 立子　ウーフ文庫　埼玉県　戸田市
　森嶋 瑤子　国際児童文庫協会UK支部　イギリス　ロンドン
2010（平成22）　犬飼 明子　プーさん文庫　岡山県　岡山市
2011（平成23）　佐波 佳子　たんぽぽ文庫　山梨県　都留市
2012（平成24）　小原 康子　ブルーベリー文庫　福岡県　福岡市
　河野 凉子　なかよし文庫　新潟県　上越市
2013（平成25）　小畑 乃武子　小畑文庫/おはなしの森文庫　山口県　下関市
　矢野 よし　子ども図書館/布絵本文庫おてんとさま　山形県　天童市
2014（平成26）　安田 誠子　ひよどり電車文庫　北海道　札幌市
　山本 淑子　ひがし文庫　山口県　岩国市
2015（平成27）　岩出 景子　野の花文庫　大阪府　高槻市
　杉嶋 壽子　親と子の本の広場　あいいく館　広島県　大竹市
　松尾 福子　まつお文庫　宮城県　仙台市
2016（平成28）　相川 照子　くりの実文庫　東京都　小金井市
　中尾 幸　竹の子文庫　兵庫県　西宮市
　野々瀬 協子　ファミール文庫　千葉県　千葉市
2017（平成29）　坂井 淑子　ゆりの会　長崎県　長崎市
　細谷 みどり　みどり文庫　千葉県　千葉市
2018（平成30）　藤井 幸子　野の花ぶんこ　奈良県　奈良市
　藤浪 和子　まゆーら文庫　和歌山県　和歌山市
　丸山 明栄　国際児童文庫協会　神奈川県　横浜市
2019（令和がん）　上田 正一　ピッピ文庫　北海道　苫小牧市
　山本 安彦　みやの子ども文庫　山口県　山口市
2020（令和2）　志村 妙子　柿の木文庫　東京都　町田市
　古川 よし子　どんぐり文庫　愛知県　犬山市
2021（令和3）　岩田 美津子　てんやく絵本ふれあい文庫　大阪府　大阪市
　高橋 美知子　うれし野こども図書室　岩手県　盛岡市
　渡邉 満洲子　きらきら文庫　愛知県　北設楽郡
2022（令和4）　大原 寿美　高知こどもの図書館　高知県　高知市
　春林 公子　ガーデン文庫　千葉県　千葉市
2023（令和5）　段 千恵子　てんとうむし文庫　静岡県　三島市
　正置 友子　青山台文庫　大阪府　吹田市
2024（令和6）　梅田 惠子　おはなし会昔っコ　福岡県　福津市
　北村 惠美子　びわこビブリオ道場　滋賀県　彦根市

全92名

※出典：受賞時の年次報告書

子ども文庫助成事業 歴代選考委員一覧

以下、氏名　肩書　任期（年度）　備考の順に読み上げ」
小暮 正夫　社団法人日本児童文学者協会　会長　2006から2006　
中多 泰子　社団法人日本図書館協会児童青少年委員会　委員　2006から2009　※委員長（2007から
2010）
佐藤 凉子　特定非営利活動法人図書館の学校　理事　2006から2009　
松岡 享子　財団法人東京子ども図書館理事長　2006から2009　
岩沢 佳子　児童図書館研究会　会員　2007から2012　
田中 光則　社団法人日本書籍出版協会事務局長　2007から2012　
藤本 朝巳　フェリス女学院大学英文学部教授　2007から2012　※委員長（2010から2012）
汐崎 順子　慶應義塾大学文学部非常勤講師　2010から2015　※委員長（2013から2015）
広瀬 恒子　親子読書地域文庫全国連絡会　代表　2010から2015　
渡辺 順子　東京布の絵本連絡会　代表 / すずらん文庫主宰　2010から2015　
川上 郁雄　早稲田大学大学院　日本語教育研究科　教授　2013から2015　
戸畑 勇太郎　子どもの読書推進会議　前事務局長　2013から2013　
山室 眞知子　日本医学図書館協会　会員　2013から2018　
笠原 良郎　国際子ども図書館を考える全国連絡会　会長　子どもの読書推進会議　副代表　2014か
ら2019　
島 弘　日本大学　文理学部　非常勤講師　2016から2021　※委員長（2016から2021）
大塚 佳苗　親子読書地域文庫全国連絡会　会員　2016から2021　
代田 知子　日本子どもの本研究会　理事　2016から2021　
宮川 健郎　武蔵野大学文学部 日本文学文化学科　教授　一般財団法人大阪国際児童文学振興財団　
理事長　2016から2021　
石井 光恵　日本女子大学 名誉教授　2019から2024　※委員長（2022から2024）
設楽 敬一　公益社団法人全国学校図書館協議会　顧問　2020から現在　
栗山 由香　親子読書地域文庫全国連絡会　会員　2022から現在　
杉山 きく子　公益財団法人東京子ども図書館　理事　2022から現在　
土居 安子　一般財団法人大阪国際児童文学振興財団　理事・総括専門員　2022から現在　
福田 晴代　一般社団法人日本子どもの本研究会　理事・編集委員長　2022から現在　

※委員ご就任当時の肩書を掲載しております。現役委員のみ、2024年7月時点の肩書を掲載

P47　英語メッセージの日本語文

ICBA オパール・ダン名誉会長より
　伊藤忠記念財団がこれまでの50年の間、国内外の文庫に優れた本を提供し、モノリンガルの子ども
だけでなく日本につながるバイリンガルの子ども達をも支えてくださったことに敬意を表し、心より
お祝い申し上げます。
　この50年の間に世界は、そして私達を取り巻く社会は変わり、海外で育つ日本の子どもの数も増え
ました。このようなバイリンガルの子ども達が、幼いうちに日本語を身につけるには、彼らが親以外
の大人や年上の子ども達と日本語を話す機会に恵まれ、それを楽しいと感じ、もっと話したいという
意欲が掻き立てられなければなりません。学校のような堅苦しい雰囲気の中では、生涯にわたって言
葉や文化への興味を育むのは難しいのです。
　海外でのIC(国際児童)日本語文庫は、文庫という日本のアイディアを応用した日本人コミュニティ
文庫です。幼い子ども達は、そこを楽しいと感じ、そこで他の大人と絵本を分かち合い、または絵本を
持ち帰って家庭で楽しむことで、無理なく日本語を身につけていきます。ロンドンで育ったIC日本語
文庫の卒業生は、大学生になった今、日本人であることに誇りを感じ、文庫はとても幸せな経験だっ
たと話してくれました。
　海外に住む日本の子ども達に、幼少のうちに日本語を身につける機会を提供してくださる伊藤忠記
念財団の世界的なご支援に、心より感謝申し上げます。

子ども文庫助成事業 歴代選考委員一覧
氏名 肩書 任期（年度） 備考

小暮 正夫 社団法人日本児童文学者協会　
会長 2006-2006

中多 泰子 社団法人日本図書館協会　
児童青少年委員会　委員 2006-2009 ※委員長

（2007-2010）

佐藤 凉子 特定非営利活動法人図書館の学校　
理事 2006-2009

松岡 享子 財団法人東京子ども図書館　
理事長 2006-2009

岩沢 佳子 児童図書館研究会　会員 2007-2012

田中 光則 社団法人日本書籍出版協会　
事務局長 2007-2012

藤本 朝巳 フェリス女学院大学　
英文学部教授 2007-2012 ※委員長

（2010-2012）

汐﨑 順子 慶應義塾大学文学部　
非常勤講師 2010-2015 ※委員長

（2013-2015）

広瀬 恒子 親子読書地域文庫全国連絡会　
代表 2010-2015

渡辺 順子 東京布の絵本連絡会　代表 / 
すずらん文庫主宰 2010-2015

川上 郁雄 早稲田大学大学院　
日本語教育研究科　教授 2013-2015

戸畑 勇太郎 子どもの読書推進会議　
前事務局長 2013-2013

山室 眞知子 日本医学図書館協会　会員 2013-2018

氏名 肩書 任期（年度） 備考

笠原 良郎
国際子ども図書館を考える全国
連絡会　会長 
子どもの読書推進会議　副代表

2014-2019

島 弘 日本大学　文理学部　
非常勤講師 2016-2021 ※委員長

（2016-2021）

大塚 佳苗 親子読書地域文庫全国連絡会　
会員 2016-2021

代田 知子 日本子どもの本研究会　理事 2016-2021

宮川 健郎
武蔵野大学文学部 日本文学文化
学科　教授 
一般財団法人大阪国際児童文学
振興財団　理事長

2016-2021

石井 光恵 日本女子大学 名誉教授 2019-2024 ※委員長
（2022-2024）

設楽 敬一 公益社団法人全国学校図書館協議会　
顧問 2020-現在

栗山 由香 親子読書地域文庫全国連絡会　
会員 2022-現在

杉山 きく子 公益財団法人東京子ども図書館　
理事 2022-現在

土居 安子 一般財団法人大阪国際児童文学
振興財団　理事・総括専門員 2022-現在

福田 晴代 一般社団法人日本子どもの本研究会　
理事・編集委員長 2022-現在

ICBA オパール・ダン名誉会長より
　伊藤忠記念財団がこれまでの50年の間、国内外
の文庫に優れた本を提供し、モノリンガルの子ども
だけでなく日本につながるバイリンガルの子ども達
をも支えてくださったことに敬意を表し、心よりお
祝い申し上げます。
　この50年の間に世界は、そして私達を取り巻く社
会は変わり、海外で育つ日本の子どもの数も増えま
した。このようなバイリンガルの子ども達が、幼い
うちに日本語を身につけるには、彼らが親以外の大
人や年上の子ども達と日本語を話す機会に恵まれ、
それを楽しいと感じ、もっと話したいという意欲が
掻き立てられなければなりません。学校のような堅
苦しい雰囲気の中では、生涯にわたって言葉や文化
への興味を育むのは難しいのです。
　海外でのIC(国際児童)日本語文庫は、文庫という
日本のアイディアを応用した日本人コミュニティ文
庫です。幼い子ども達は、そこを楽しいと感じ、そこ
で他の大人と絵本を分かち合い、または絵本を持ち
帰って家庭で楽しむことで、無理なく日本語を身に
つけていきます。ロンドンで育ったIC日本語文庫の
卒業生は、大学生になった今、日本人であることに
誇りを感じ、文庫はとても幸せな経験だったと話し
てくれました。
　海外に住む日本の子ども達に、幼少のうちに日本
語を身につける機会を提供してくださる伊藤忠記念
財団の世界的なご支援に、心より感謝申し上げます。

From ICBA Honorary President Opal Dunn
　Sincere congratulations to Itochu Foundation on the 
number of young monolingual and bilingual (Double) 
Japanese chi ldren they have supported through 
provisions of quality picture books to Bunko in Japan 
and overseas during the last 50 years.
　World Society has changed during this period; the 
number of Japanese children growing-up outside Japan 
has increased. For these bilingual children acquiring 
Japanese during their very early years is natural, if they 
are motivated, feel good and have opportunities to 
socialise and join in spoken Japanese exchanges with 
different adults and older children. Being instructed in a 
formal school-learning atmosphere is not how positive 
life-long language and cultural interests are absorbed.
　International Children’s Japanese Bunko outside 
Japan has adapted to provide Japanese Community 
Bunko in which young children feel good and can, 
effortlessly, absorb how to speak Japanese whilst 
sha r i ng p i c t u re books w i t h o the r mo the r s and 
borrowing them to enjoy share-reading at home. 
University students, IC Bunko Graduates, confident in 
feeling Japanese, tell us that Japanese Bunko was their 
happiest experience growing-up in London.
　Thank you, Itochu Foundation, for your support world-
wide to make this early-years Japanese developmental 
exper ience poss ible for Japanese chi ldren l iv ing 
overseas in non-Japanese language countries.
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※出典：受賞時の年次報告書

子ども文庫功労賞 受賞者一覧
子ども文庫功労賞について

1984年、伊藤忠記念財団設立10周年を記念して、長年子どもの読書啓発活動に貢献してきた個人を
表彰する賞を新設しました。毎年「子ども文庫助成」と同じ時期に、候補者を他薦で募集しています。

年度 受賞者 団体名 都道府県名 市区町村

1984（昭和59）

石井 桃子 かつら文庫 東京都 杉並区
小林 静江 ふきのとう文庫 北海道 札幌市
瀬林 杏子 せばやし子ども文庫 滋賀県 近江八幡市
土屋 滋子 土屋児童文庫 東京都 世田谷区

1985（昭和60）
いぬい とみこ ムーシカ文庫 東京都 練馬区
小河内 芳子 児童図書館研究会 東京都 小金井市
斉藤 尚吾 日本親子読書センター 千葉県 柏市

1986（昭和61）
金森 好子 クローバー

子ども図書館 福島県 郡山市

松岡 享子 東京子ども図書館 東京都 中野区
大月 ルリ子 鴨の子文庫 兵庫県 神戸市

1987（昭和62）
川島 恭子 くめがわ電車図書館 東京都 東村山市
オパール・ダン 国際児童文庫協会 イギリス ロンドン

1988（昭和63）
木下 揚三 鉄ン子文庫 北海道 室蘭市
末廣 いく子 富士町文庫 東京都 保谷市
中川 徳子 雨の日文庫 京都府 松原市

1989（平成元）
安達 みのり そよ風文庫 大阪府 豊中市
川端 英子 のぞみ文庫 宮城県 仙台市
渡辺 順子 すずらん文庫 東京都 練馬区

1990（平成2）
佐々 梨代子 東京子ども図書館 東京都 中野区
佐藤 峻 ふたば図書館 宮城県 丸森町

1991（平成3）
片倉 幸子 絹の道文庫 東京都 八王子市
唐井 永津子 汐見台文庫 神奈川県 横浜市

1992（平成4）
福山 恭子 ひまわり文庫 大阪府 茨木市
横田 幸子 熊本子どもの本研究会 熊本県 熊本市

1993（平成5）
栗山 規子 大沢家庭文庫 東京都 三鷹市
廣井 ひより なかよし文庫 東京都 多摩市

1994（平成6）
新田 琴子 蓬莱子ども文庫 福島県 福島市
穂岐山 禮 ホキ文庫 高知県 高知市

1995（平成7）
佐藤 宗夫 みどり子ども図書館 愛知県 名古屋市
富本 京子 山の木文庫 東京都 世田谷区

1996（平成8）
上野 勝子 キラキラ文庫 大阪府 寝屋川市
潮平 俊 みやとり文庫 沖縄県 石垣市

1997（平成9）
川端 春枝 京都アンデルセン

ハウスこども文庫 京都府 京都市

鈴木 檀 星の子文庫 奈良県 奈良市

1998（平成10）
落合 美知子 おんがくとおはなし

のちいさいおうち 埼玉県 川口市

藤井 早苗 ふじい文庫 千葉県 船橋市

1999（平成11）
保月 信子 クローバー文庫 東京都 東大和市
吉岡 素子 バオバブ文庫 兵庫県 尼崎市

2000（平成12）
渋谷 益左右 私設ゆりがおか

児童図書館 神奈川県 川崎市

清水 達也 遊本館 静岡県 静岡市
山本 ますみ えほんのへや文庫 大阪府 羽曳野市

2001（平成13）
志々目 彰 どよう文庫 東京都 八王子市
平塚 ミヨ 水よう文庫 東京都 国立市

2002（平成14）
平井 冨久子 かしの木文庫 奈良県 生駒市
細川 律子 はまなす文庫 石川県 河北郡

2003（平成15）
青木 啓子 三国ヶ丘文庫 大阪府 堺市
西内 巳佳子 出会い文庫 高知県 香美郡

年度 受賞者 団体名 都道府県名 市区町村

2004（平成16）
浅川 玲子 やまばと文庫 山梨県 甲府市
上田 裕美子 おあしす文庫 石川県 羽咋市

2005（平成17）
関 日奈子 風の子文庫 東京都 練馬区
徳永 明子 きりん文庫かすが 福岡県 春日市

2006（平成18）
今井 美代子 あかしあ文庫 東京都 小平市
山口 祥子 カンガルーぶんこ 滋賀県 彦根市

2007（平成19）
虎渡 進 大欠なかよしバス

図書館 秋田県 鹿角市

中田 光子 かもしか文庫 奈良県 大和郡山市

2008（平成20）
林 眞紀 すまうら文庫 兵庫県 神戸市
宮田 智子 松川でいご文庫 沖縄県 那覇市

2009（平成21）

江口 清美 福岡市手作り布の
絵本の会 福岡県 福岡市

長谷川 立子 ウーフ文庫 埼玉県 戸田市

森嶋 瑤子 国際児童文庫協会
UK支部 イギリス ロンドン

2010（平成22）犬飼 明子 プーさん文庫 岡山県 岡山市
2011（平成23）佐波 佳子 たんぽぽ文庫 山梨県 都留市

2012（平成24）
小原 康子 ブルーベリー文庫 福岡県 福岡市
河野 凉子 なかよし文庫 新潟県 上越市

2013（平成25）
小畑 乃武子 小畑文庫/おはなし

の森文庫 山口県 下関市

矢野 よし 子ども図書館/布絵
本文庫おてんとさま 山形県 天童市

2014（平成26）
安田 誠子 ひよどり電車文庫 北海道 札幌市
山本 淑子 ひがし文庫 山口県 岩国市

2015（平成27）

岩出 景子 野の花文庫 大阪府 高槻市

杉嶋 壽子 親と子の本の広場　
あいいく館 広島県 大竹市

松尾 福子 まつお文庫 宮城県 仙台市

2016（平成28）
相川 照子 くりの実文庫 東京都 小金井市
中尾 幸 竹の子文庫 兵庫県 西宮市
野々瀬 協子 ファミール文庫 千葉県 千葉市

2017（平成29）
坂井 淑子 ゆりの会 長崎県 長崎市
細谷 みどり みどり文庫 千葉県 千葉市

2018（平成30）
藤井 幸子 野の花ぶんこ 奈良県 奈良市
藤浪 和子 まゆーら文庫 和歌山県 和歌山市
丸山 明栄 国際児童文庫協会 神奈川県 横浜市

2019（令和元）
上田 正一 ピッピ文庫 北海道 苫小牧市
山本 安彦 みやの子ども文庫 山口県 山口市

2020（令和2）
志村 妙子 柿の木文庫 東京都 町田市
古川 よし子 どんぐり文庫 愛知県 犬山市

2021（令和3）
岩田 美津子 てんやく絵本

ふれあい文庫 大阪府 大阪市

髙橋 美知子 うれし野こども図書室 岩手県 盛岡市
渡邉 満洲子 きらきら文庫 愛知県 北設楽郡

2022（令和4）
大原 寿美 高知こどもの図書館 高知県 高知市
春林 公子 ガーデン文庫 千葉県 千葉市

2023（令和5）
段 千恵子 てんとうむし文庫 静岡県 三島市
正置 友子 青山台文庫 大阪府 吹田市

2024（令和6）
梅田 惠子 おはなし会昔っコ 福岡県 福津市
北村 惠美子 びわこビブリオ道場 滋賀県 彦根市

※委員ご就任当時の肩書を掲載しております。現役委員のみ、2024年7月時点の肩書を掲載
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被災地支援の経緯

※2012（平成24）年度から2022（令和4）年度の「被災地支援」は、伊藤忠株主
の皆様からの寄付金をもとに実施。

■2011（平成23）年度
▶「活動資金の支援」
◇東日本大震災　
震災直後、子どもたちのために避難所で読み聞かせを始めようという読書ボ
ランティアグループを訪ね、緊急支援として、岩手県・宮城県・福島県でそ
の活動を計画している6団体（文庫連絡会、地域文庫など）を支援。（計150万
円と、計1,500冊の児童図書を寄贈）

■2012（平成24）年度
▶「広域的支援活動を行う団体への支援」
東日本大震災の被災地で広域的な読書支援活動を行う、ふたつの団体、「み
やぎ子どもの文化を支援する会」に100万円、「公益社団法人シャンティ国際
ボランティア会」に150万円を支援し、団体が行う支援活動継続を応援。（計
250万円）
▶「被災地支援」
東日本大震災の被災地で、図書を希望している団体、施設（小学校、保育園、
家庭文庫など）の15団体に、各団体が希望する「子どもの本100冊図書セッ
ト」（小学校低学年向け、中学年向け、高学年向け）を寄贈。この年度は合計
18セットを寄贈。図書の購入は被災地域の書店に発注。（計250万円）

■2013（平成25）年度
▶「東南アジアに絵本を贈ろう　いん　東北」
子どもの読書啓発を行う7団体の協力を得て、絵本セット510冊で実施。被災
地の子どもたちに、公益社団法人シャンティ国際ボランティア会が実施する

「絵本を届ける運動」に参加してもらう。（約113万円）
［2014（平成26）年に内閣府の承認を得る］
▶「被災地支援」
東日本大震災の被災地で、図書を希望している団体・施設（小学校、公民館、
保育園など）の11団体に、各団体が希望する「子どもの本100冊図書セット」
21セットを寄贈。（計280万円）
＊岩手県6件、宮城県４件、福島県１件

■2014（平成26）年度
▶「東南アジアに絵本を贈ろう　いん　東北」
岩手県、福島県2団体のご協力のもと、参加者数210名、絵本セット200冊で実
施。（約45万円）

［内閣府の承認が秋までかかり、協力を得ていた7団体中2団体の協力となる］
▶「被災地支援」
この年度より、公益社団法人全国学校図書館協議会にご協力いただき、児童
書を必要としている被災地の学校に特化した寄贈を開始。（寄贈先10校［岩
手県3校、宮城県3校、福島県4校］で、計145万円）

■2015（平成27）年度
▶「東南アジアに絵本を贈ろう　いん　東北」
岩手県、宮城県、福島県の7団体のご協力のもと、参加者数440
名、絵本セット450冊で実施。（約100万円）
▶「被災地支援」
東日本大震災の被災地で児童書を必要としている学校へ寄贈。

（寄贈先11校［岩手県4校、宮城県3校、福島県4校］、計170万円）

■2016（平成28）年度
▶「東南アジアに絵本を贈ろう　いん　東北」
岩手県、宮城県、福島県の7団体のご協力のもと、参加者数462
名、絵本セット450冊で実施。（約100万円）
▶「被災地支援」
東日本大震災の被災地で児童書を必要としている学校へ寄贈。

（寄贈先10校［岩手県3校、宮城県4校、福島県3校］、計150万円）

■2017（平成29）年度
▶「東南アジアに絵本を贈ろう　いん　東北」
岩手県、宮城県の5団体のご協力のもと、参加者数399名、絵本セ
ット390冊で実施。（約100万円）
▶「被災地支援」
東日本大震災の被災地で児童書を必要としている学校へ寄贈。

（寄贈先8校［岩手県4校、宮城県2校、福島県2校］、計124万円）

■2018（平成30）年度
▶「東南アジアに絵本を贈ろう　いん　東北」
岩手県、宮城県、福島県の6団体のご協力のもと、参加者数399
名、絵本セット390冊で実施。（約100万円）
▶「被災地支援」
東日本大震災及び西日本豪雨の被災地で児童書を必要としてい
る学校へ寄贈。（寄贈先14校［岩手県3校、宮城県4校、福島県3校、
愛媛県1校、岡山県3校］、計301万円）

■2019（令和がん）年度
▶「東南アジアに絵本を贈ろう　いん　東北」
岩手県、宮城県の4団体のご協力のもと、参加者数418名、絵本セ
ット390冊で実施。（約100万円）
▶「被災地支援」
東日本大震災及び西日本豪雨、令和元年東日本台風の被災地で
児童書を必要としている学校へ寄贈。（寄贈先12校［岩手県1校、
宮城県2校、福島県6校、広島県2校、栃木県1校］、計約176万円）

被災地支援の経緯

■2011（平成23）年度
▶「活動資金の支援」
◇東日本大震災　
震災直後、子どもたちのために避難所で読み聞かせを始めようという読書ボランティアグループを訪
ね、緊急支援として、岩手県・宮城県・福島県でその活動を計画している6団体（文庫連絡会、地域文庫
など）を支援。（計150万円と、計1,500冊の児童図書を寄贈）

■2012（平成24）年度
▶「広域的支援活動を行う団体への支援」
東日本大震災の被災地で広域的な読書支援活動を行う2つの団体、「みやぎ子どもの文化を支援する
会」に100万円、「公益社団法人シャンティ国際ボランティア会」に150万円を支援し、団体が行う支援
活動継続を応援。（計250万円）
▶「被災地支援」
東日本大震災の被災地で、図書を希望している団体、施設（小学校、保育園、家庭文庫など）の15団体
に、各団体が希望する「子どもの本100冊図書セット」（小学校低学年向け、中学年向け、高学年向け）
を寄贈。この年度は合計18セットを寄贈。図書の購入は被災地域の書店に発注。（計250万円）

■2013（平成25）年度
▶「東南アジアに絵本を贈ろうin東北」
子どもの読書啓発を行う7団体の協力を得て、絵本セット510冊で実施。被災地の子どもたちに、公益
社団法人シャンティ国際ボランティア会が実施する「絵本を届ける運動」に参加してもらう。（約113
万円）

［2014（平成26）年に内閣府の承認を得る］
▶「被災地支援」
東日本大震災の被災地で、図書を希望している団体・施設（小学校、公民館、保育園など）の11団体に、
各団体が希望する「子どもの本100冊図書セット」21セットを寄贈。（計280万円）
＊岩手県6件、宮城県４件、福島県１件

■2014（平成26）年度
▶「東南アジアに絵本を贈ろうin東北」
岩手県、福島県2団体のご協力のもと、参加者数210名、絵本セット200冊で実施。（約45万円）

［内閣府の承認が秋までかかり、協力を得ていた7団体中2団体の協力となる］
▶「被災地支援」
この年度より、公益社団法人全国学校図書館協議会にご協力いただき、児童書を必要としている被災
地の学校に特化した寄贈を開始。（寄贈先10校［岩手県3校、宮城県3校、福島県4校］で、計145万円）

※2012（平成24）年度〜2022（令和4）年度の「被災地支援」は、伊藤忠株主の皆様からの寄付金をもとに実施。

■2015（平成27）年度
▶「東南アジアに絵本を贈ろうin東北」
岩手県、宮城県、福島県の7団体のご協力のもと、参加者数440名、絵本セット450冊で実施。（約100
万円）
▶「被災地支援」
東日本大震災の被災地で児童書を必要としている学校へ寄贈。（寄贈先11校［岩手県4校、宮城県3校、
福島県4校］、計170万円）

■2016（平成28）年度
▶「東南アジアに絵本を贈ろうin東北」
岩手県、宮城県、福島県の7団体のご協力のもと、参加者数462名、絵本セット450冊で実施。（約100
万円）
▶「被災地支援」
東日本大震災の被災地で児童書を必要としている学校へ寄贈。（寄贈先10校［岩手県3校、宮城県4校、
福島県3校］、計150万円）

■2017（平成29）年度
▶「東南アジアに絵本を贈ろうin東北」
岩手県、宮城県の5団体のご協力のもと、参加者数399名、絵本セット390冊で実施。（約100万円）
▶「被災地支援」
東日本大震災の被災地で児童書を必要としている学校へ寄贈。（寄贈先8校［岩手県4校、宮城県2校、
福島県2校］、計124万円）

■2018（平成30）年度
▶「東南アジアに絵本を贈ろうin東北」
岩手県、宮城県、福島県の6団体のご協力のもと、参加者数399名、絵本セット390冊で実施。（約100
万円）
▶「被災地支援」
東日本大震災及び西日本豪雨の被災地で児童書を必要としている学校へ寄贈。

（寄贈先14校［岩手県3校、宮城県4校、福島県3校、愛媛県1校、岡山県3校］、計301万円）

■2019（令和元）年度
▶「東南アジアに絵本を贈ろうin東北」
岩手県、宮城県の4団体のご協力のもと、参加者数418名、絵本セット390冊で実施。（約100万円）
▶「被災地支援」
東日本大震災及び西日本豪雨、令和元年東日本台風の被災地で児童書を必要としている学校へ寄贈。

（寄贈先12校［岩手県1校、宮城県2校、福島県6校、広島県2校、栃木県1校］、計約176万円）
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■2020（令和2）年度
▶「東南アジアに絵本を贈ろう　いん　東北
岩手県の2団体のご協力のもと、参加者数305名、絵本セット310冊で実施。（約80万円）
▶「被災地支援」
東日本大震災、令和元年東日本台風、令和2年7月豪雨の被災地で児童書を必要として
いる学校へ寄贈。（寄贈先12校［岩手県4校、宮城県3校、福島県1校、長野県3校、福岡県1
校］、計約198万円）

■2021（令和3）年度
▶「東南アジアに絵本を贈ろう　いん　東北」
岩手県の2団体のご協力のもと、参加者数240名、絵本セット240冊で実施。（約65万円）
▶「被災地支援」
東日本大震災及び令和2年7月豪雨の被災地で児童書を必要としている学校へ寄贈。（寄
贈先15校［岩手県2校、宮城県4校、福島県4校、福岡県3校、熊本県2校］、計約217万円）

■2022（令和4）年度
▶「東南アジアに絵本を贈ろう　いん　東北」
岩手県の2団体のご協力のもと、参加者数約320名、絵本セット320冊で実施。（約83万円）
▶「被災地支援」
東日本大震災、平成30年7月豪雨、令和4年台風第15号の被災地で児童書を必要としてい
る小学校へ寄贈。（寄贈先14校［岩手県3校、宮城県1校、福島県6校、岡山県2校、静岡県2
校］、計約198万円）

■2023（令和5）年度
▶「東南アジアに絵本を贈ろう　いん　東北」
岩手県の2団体のご協力のもと、参加者数約350名、絵本セット350冊で実施。（約90万円）
▶「被災地支援」
東日本大震災及び令和5年奥能登地震、令和5年台風第13号、令和5年7月豪雨の被災地で
児童書を必要としている学校へ寄贈。（寄贈先13校［岩手県1校、宮城県2校、福島県6校、
石川県1校、秋田県3校］、計約188万円）

■2024（令和6）年度
▶「東南アジアに絵本を贈ろう　いん　東北」
岩手県、宮城県の3団体のご協力のもと、参加者数約435名、絵本セット435冊で実施。（約
133万円）
▶「被災地支援」
東日本大震災及び令和6年能登半島地震、令和5年7月豪雨の被災地で児童書を必要とし
ている学校、幼稚園へ寄贈。（寄贈先9校1えん［岩手県2校、宮城県1校、福島県3校、石川
県3校、秋田県1えん］、計約154万円）

子ども文庫助成事業
都道府県別助成件数

1975年度から2024年度

以下、購入費、病院、100冊、功労賞、特別支援学校、合計の順に数字を掲載
北海道　89　8　30　4　1、132
青 森　14　ゼロ　2　ゼロ　1　17
岩 手　57　2　21　1　1　82
みやぎ　49　ゼロ　23　3　ゼロ　75
秋 田　17　1　7　1　ゼロ　26
山 形　12　ゼロ　6　2　ゼロ　20
福 島　43　4　9　2　ゼロ　58
茨 城　16　2　7　ゼロ　ゼロ　25
栃 木　25　1　3　ゼロ　4　33
群 馬　9　3　3　ゼロ　ゼロ　15
埼 玉　52　1　18　2　1　74
千 葉　54　5　11　5　ゼロ　75
東 京　87　13　28　18　5、151
神奈川　60　8　22　4　ゼロ　94
新 潟　17　3　9　1　ゼロ　30
富 山　14　ゼロ　8　ゼロ　ゼロ　22
石 川　23　1　6　2　2　34
福 井　30　2　14　ゼロ　3　49
山 梨　17　4　5　2　4　32
長 野　30　7　13　ゼロ　1　51
岐 阜　46　ゼロ　9　ゼロ　2　57
静 岡　50　1　13　2　ゼロ　66
愛 知　39　3　22　3　4　71
三 重　28　2　9　ゼロ　ゼロ　39
滋 賀　30　2　15　3　1　51
京 都　43　4　31　2　2　82
大 阪　106　16　53　8　ゼロ　183
兵 庫　45　3　18　4　1　71
奈 良　37　2　9　4　ゼロ　52
和歌山　30　2　14　1　1　48
鳥 取　17　ゼロ　10　ゼロ　1　28
しまね　19　1　4　ゼロ　6　30
岡 山　13　ゼロ　6　1　3　23
広 島　38　2　16　1　8　65
山 口　30　1　5　3　ゼロ　39
徳 島　24　1　7　ゼロ　ゼロ　32
香 川　24　2　6　ゼロ　ゼロ　32
愛 媛　16　ゼロ　6　ゼロ　ゼロ　22
高 知　25　ゼロ　5　3　ゼロ　33
福 岡　89　3　28　4　ゼロ　124
佐 賀　36　1　11　ゼロ　1　49
長 崎　27　ゼロ　12　1　2　42
熊 本　34　4　19　1　ゼロ　58
大 分　22　1　4　ゼロ　1　28
宮 崎　17　1　9　ゼロ　ゼロ　27
かごしま　33　1　10　ゼロ　1　45
沖 縄　35　1　12　2　ゼロ　50
海 外　67　1　313　2　ゼロ　383
合計　1735　120　921　92　57　ゼロ

全助成件数　2925件、※「100冊」の枠には、日本人学校・日本語補習授業校167件の実績を含む

ひょうをあらわした日本地図。都道府県ごとに合計助成件数の数字が振られている。北海道は132件、青森県
は17件、岩手県は82件、宮城県は75件、秋田県は26件、山形県は20件、福島県は58件、茨城県は25件、栃木県は
33件、群馬県は15件、埼玉県は74件、千葉県は75件、東京都は151件、神奈川県は94件、新潟県は30件、富山県は
22件、石川県は34件、福井県は49件、山梨県は32件、長野県は51件、岐阜県は57件、静岡県は66件、愛知県は71
件、三重県は39件、滋賀県は51件、京都府は82件、大阪府は183件、兵庫県は71件、奈良県は52件、和歌山県は48
件、鳥取県は28件、島根県は30件、岡山県は23件、広島県は65件、山口県は39件、徳島県は32件、香川県は32件、
愛媛県は22件、高知県は33件、福岡県は124件、佐賀県は49件、長崎県は42件、熊本県は58件、大分県は28件、宮
崎県は27件、かごしまけんは45件、沖縄県は50件、海外は383件。全助成件数2,925件。

■2020（令和2）年度
▶「東南アジアに絵本を贈ろう　いん　東北
岩手県の2団体のご協力のもと、参加者数305名、絵本セット310冊で実施。（約80万円）
▶「被災地支援」
東日本大震災、令和元年東日本台風、令和2年7月豪雨の被災地で児童書を必要として
いる学校へ寄贈。（寄贈先12校［岩手県4校、宮城県3校、福島県1校、長野県3校、福岡県1
校］、計約198万円）

■2021（令和3）年度
▶「東南アジアに絵本を贈ろう　いん　東北」
岩手県の2団体のご協力のもと、参加者数240名、絵本セット240冊で実施。（約65万円）
▶「被災地支援」
東日本大震災及び令和2年7月豪雨の被災地で児童書を必要としている学校へ寄贈。（寄
贈先15校［岩手県2校、宮城県4校、福島県4校、福岡県3校、熊本県2校］、計約217万円）

■2022（令和4）年度
▶「東南アジアに絵本を贈ろう　いん　東北」
岩手県の2団体のご協力のもと、参加者数約320名、絵本セット320冊で実施。（約83万円）
▶「被災地支援」
東日本大震災、平成30年7月豪雨、令和4年台風第15号の被災地で児童書を必要としてい
る小学校へ寄贈。（寄贈先14校［岩手県3校、宮城県1校、福島県6校、岡山県2校、静岡県2
校］、計約198万円）

■2023（令和5）年度
▶「東南アジアに絵本を贈ろう　いん　東北」
岩手県の2団体のご協力のもと、参加者数約350名、絵本セット350冊で実施。（約90万円）
▶「被災地支援」
東日本大震災及び令和5年奥能登地震、令和5年台風第13号、令和5年7月豪雨の被災地で
児童書を必要としている学校へ寄贈。（寄贈先13校［岩手県1校、宮城県2校、福島県6校、
石川県1校、秋田県3校］、計約188万円）

■2024（令和6）年度
▶「東南アジアに絵本を贈ろう　いん　東北」
岩手県、宮城県の3団体のご協力のもと、参加者数約435名、絵本セット435冊で実施。（約
133万円）
▶「被災地支援」
東日本大震災及び令和6年能登半島地震、令和5年7月豪雨の被災地で児童書を必要とし
ている学校、幼稚園へ寄贈。（寄贈先9校1えん［岩手県2校、宮城県1校、福島県3校、石川
県3校、秋田県1えん］、計約154万円）

■2020（令和2）年度
▶「東南アジアに絵本を贈ろうin東北
岩手県の2団体のご協力のもと、参加者数305名、絵本セット310冊で実施。（約80万円）
▶「被災地支援」
東日本大震災、令和元年東日本台風、令和2年7月豪雨の被災地で児童書を必要としている学校へ寄贈。

（寄贈先12校［岩手県4校、宮城県3校、福島県1校、長野県3校、福岡県1校］、計約198万円）

■2021（令和3）年度
▶「東南アジアに絵本を贈ろうin東北」
岩手県の2団体のご協力のもと、参加者数240名、絵本セット240冊で実施。（約65万円）
▶「被災地支援」
東日本大震災及び令和2年7月豪雨の被災地で児童書を必要としている学校へ寄贈。

（寄贈先15校［岩手県2校、宮城県4校、福島県4校、福岡県3校、熊本県2校］、計約217万円）

■2022（令和4）年度
▶「東南アジアに絵本を贈ろうin東北」
岩手県の2団体のご協力のもと、参加者数約320名、絵本セット320冊で実施。（約83万円）
▶「被災地支援」
東日本大震災、平成30年7月豪雨、令和4年台風第15号の被災地で児童書を必要としている小学校へ
寄贈。

（寄贈先14校［岩手県3校、宮城県1校、福島県6校、岡山県2校、静岡県2校］、計約198万円）

■2023（令和5）年度
▶「東南アジアに絵本を贈ろうin東北」
岩手県の2団体のご協力のもと、参加者数約350名、絵本セット350冊で実施。（約90万円）
▶「被災地支援」
東日本大震災及び令和5年奥能登地震、令和5年台風第13号、令和5年7月豪雨の被災地で児童書を必
要としている学校へ寄贈。

（寄贈先13校［岩手県1校、宮城県2校、福島県6校、石川県1校、秋田県3校］、計約188万円）

■2024（令和6）年度
▶「東南アジアに絵本を贈ろうin東北」
岩手県、宮城県の3団体のご協力のもと、参加者数約435名、絵本セット435冊で実施。（約133万円）
▶「被災地支援」
東日本大震災及び令和6年能登半島地震、令和5年7月豪雨の被災地で児童書を必要としている学校、
幼稚園へ寄贈。

（寄贈先9校1園［岩手県2校、宮城県1校、福島県3校、石川県3校、秋田県1園］、計約154万円）

被災地支援の経緯
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子ども文庫助成事業
都道府県別助成件数

1975年度から2024年度

以下、購入費、病院、100冊、功労賞、特別支援学校、合計の順に数字を掲載
北海道　89　8　30　4　1、132
青 森　14　ゼロ　2　ゼロ　1　17
岩 手　57　2　21　1　1　82
みやぎ　49　ゼロ　23　3　ゼロ　75
秋 田　17　1　7　1　ゼロ　26
山 形　12　ゼロ　6　2　ゼロ　20
福 島　43　4　9　2　ゼロ　58
茨 城　16　2　7　ゼロ　ゼロ　25
栃 木　25　1　3　ゼロ　4　33
群 馬　9　3　3　ゼロ　ゼロ　15
埼 玉　52　1　18　2　1　74
千 葉　54　5　11　5　ゼロ　75
東 京　87　13　28　18　5、151
神奈川　60　8　22　4　ゼロ　94
新 潟　17　3　9　1　ゼロ　30
富 山　14　ゼロ　8　ゼロ　ゼロ　22
石 川　23　1　6　2　2　34
福 井　30　2　14　ゼロ　3　49
山 梨　17　4　5　2　4　32
長 野　30　7　13　ゼロ　1　51
岐 阜　46　ゼロ　9　ゼロ　2　57
静 岡　50　1　13　2　ゼロ　66
愛 知　39　3　22　3　4　71
三 重　28　2　9　ゼロ　ゼロ　39
滋 賀　30　2　15　3　1　51
京 都　43　4　31　2　2　82
大 阪　106　16　53　8　ゼロ　183
兵 庫　45　3　18　4　1　71
奈 良　37　2　9　4　ゼロ　52
和歌山　30　2　14　1　1　48
鳥 取　17　ゼロ　10　ゼロ　1　28
しまね　19　1　4　ゼロ　6　30
岡 山　13　ゼロ　6　1　3　23
広 島　38　2　16　1　8　65
山 口　30　1　5　3　ゼロ　39
徳 島　24　1　7　ゼロ　ゼロ　32
香 川　24　2　6　ゼロ　ゼロ　32
愛 媛　16　ゼロ　6　ゼロ　ゼロ　22
高 知　25　ゼロ　5　3　ゼロ　33
福 岡　89　3　28　4　ゼロ　124
佐 賀　36　1　11　ゼロ　1　49
長 崎　27　ゼロ　12　1　2　42
熊 本　34　4　19　1　ゼロ　58
大 分　22　1　4　ゼロ　1　28
宮 崎　17　1　9　ゼロ　ゼロ　27
かごしま　33　1　10　ゼロ　1　45
沖 縄　35　1　12　2　ゼロ　50
海 外　67　1　313　2　ゼロ　383
合計　1735　120　921　92　57　ゼロ

全助成件数　2925件、※「100冊」の枠には、日本人学校・日本語補習授業校167件の実績を含む

ひょうをあらわした日本地図。都道府県ごとに合計助成件数の数字が振られている。北海道は132件、青森県
は17件、岩手県は82件、宮城県は75件、秋田県は26件、山形県は20件、福島県は58件、茨城県は25件、栃木県は
33件、群馬県は15件、埼玉県は74件、千葉県は75件、東京都は151件、神奈川県は94件、新潟県は30件、富山県は
22件、石川県は34件、福井県は49件、山梨県は32件、長野県は51件、岐阜県は57件、静岡県は66件、愛知県は71
件、三重県は39件、滋賀県は51件、京都府は82件、大阪府は183件、兵庫県は71件、奈良県は52件、和歌山県は48
件、鳥取県は28件、島根県は30件、岡山県は23件、広島県は65件、山口県は39件、徳島県は32件、香川県は32件、
愛媛県は22件、高知県は33件、福岡県は124件、佐賀県は49件、長崎県は42件、熊本県は58件、大分県は28件、宮
崎県は27件、かごしまけんは45件、沖縄県は50件、海外は383件。全助成件数2,925件。

子ども文庫助成事業
都道府県別助成件数
1975年度～2024年度

購入費 病院 100冊 功労賞 特別支援 
学校 計

北海道 89 8 30 4 1 132
青 森 14 0 2 0 1 17
岩 手 57 2 21 1 1 82
宮 城 49 0 23 3 0 75
秋 田 17 1 7 1 0 26
山 形 12 0 6 2 0 20
福 島 43 4 9 2 0 58
茨 城 16 2 7 0 0 25
栃 木 25 1 3 0 4 33
群 馬 9 3 3 0 0 15
埼 玉 52 1 18 2 1 74
千 葉 54 5 11 5 0 75
東 京 87 13 28 18 5 151
神奈川 60 8 22 4 0 94
新 潟 17 3 9 1 0 30
富 山 14 0 8 0 0 22
石 川 23 1 6 2 2 34
福 井 30 2 14 0 3 49
山 梨 17 4 5 2 4 32
長 野 30 7 13 0 1 51
岐 阜 46 0 9 0 2 57
静 岡 50 1 13 2 0 66
愛 知 39 3 22 3 4 71
三 重 28 2 9 0 0 39
滋 賀 30 2 15 3 1 51

購入費 病院 100冊 功労賞 特別支援 
学校 計

京 都 43 4 31 2 2 82
大 阪 106 16 53 8 0 183
兵 庫 45 3 18 4 1 71
奈 良 37 2 9 4 0 52
和歌山 30 2 14 1 1 48
鳥 取 17 0 10 0 1 28
島 根 19 1 4 0 6 30
岡 山 13 0 6 1 3 23
広 島 38 2 16 1 8 65
山 口 30 1 5 3 0 39
徳 島 24 1 7 0 0 32
香 川 24 2 6 0 0 32
愛 媛 16 0 6 0 0 22
高 知 25 0 5 3 0 33
福 岡 89 3 28 4 0 124
佐 賀 36 1 11 0 1 49
長 崎 27 0 12 1 2 42
熊 本 34 4 19 1 0 58
大 分 22 1 4 0 1 28
宮 崎 17 1 9 0 0 27
鹿児島 33 1 10 0 1 45
沖 縄 35 1 12 2 0 50
海 外 67 1 313 2 0 383

合計
1,735 120 921 92 57 0

2,925
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20
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※「100冊」の枠には、日本人学校・日本語補習授業校167件の実績を含む
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わいわい文庫 製作数

以下、年度　総数　（白版　バージョンブルー）　備考の順に読み上げ
2011　31　（31 　0）　・現在、寄贈していない
2012　38　（38 　0） 　・「わいわい文庫」の名称で寄贈開始　・寄贈時期の変更　・紙芝居風作品提供開始　・コピーガードシステムの変更
2013　58　（37　21）　・わいわい文庫活用じゅつ製作開始
・バージョンブルー製作開始　・しょえいポスター配布開始
2014　55　（31　24）　・縦書き作品製作開始
2015　61　（36　25）　・絵本の文字表示の変更    ･日本昔話の旅開始
2016　66　（46　20）　・日本昔話の旅　方言版テキスト開始
2017　70　（50　20）　・わいわい文庫 Area Map（分類ひょう）配布開始
2018　74　（53　21）　・ホームページにて蔵書検索システム開始
2019　83　（59　24）　※ 読書バリアフリー法の成立　※ ギガスクール構想の取組みが始まる
2020　91　（69　22）　・国立国会図書館へ提供開始
2021　72　（55　17）　
2022　66　（52　14）　・わいわい文庫活用じゅつのホームページをリニューアル
2023　70　（47　23）　・ホームページで、わいわい文庫のお試し再生
2024　57　（40　17）　
合計　861※　（613　
248）　※わいわい文庫（2012から2024）の合計すう

わいわい文庫 分類-対象別作品数（2012から2024）

以下、分類　幼児から低学年　低学年から中学年　中学年から高学年　高学年以上　計の順に読み上げ
01_物語　2　28　32　15　77
01_物語_昔話　22　147　13　0　182
01_物語_神話　0　0　4　0　4
02_詩　3　3　5　11　22
03_ノンフィクション　0　2　3　8　13
04_伝記　0　0　8　6　14
05_絵本　153　54　14　2　223
06_紙芝居風　51　2　0　1　54
07_言葉　17　7　2　1　27
08_生き方　1　1　1　4　7
09_社会　4　6　19　11　40
10_戦争と平和　0　2　6　2　10
11_宇宙　0　1　4　5　10
12_地球　1　2　5　3　11
13_生き物　7　30　16　4　57
14_人の体　2　7　5　1　15
15_植物　0　11　2　0　13
16_食べ物　9　7　5　0　21
17_乗り物　6　13　7　2　28
18_スポーツ　1　6　0　17　24
19_アウトドア　0　2　6　1　9
計　279　331　157　94　861

わいわい文庫 寄贈団体数

以下、年度　寄贈団体数　（学校　図書館　その他）の順に読み上げ
2011　1,154　（953　190　11）
2012　572　（420　131　21）
2013　670　（478　138　54）
2014　909　（662　159　88）
2015　1,022　（697　223　102）
2016　1,121　（735　274　112）
2017　1,231　（799　302　130）
2018　1,318　（859　312　147）
2019　1,431　（942　328　161）
2020　1,475　（980　351　144）
2021　1,453　（957　361　135）
2022　1,413　（925　362　126）
2023　1,419　（901　393　125）
2024　1,454　（914　405　135）
　16,642　（11,222　3,929　1,491）

2025年2月10日現在

わいわい文庫 寄贈数 団体別推移

わいわい文庫寄贈数団体別推移の線グラフ　2025年2月10日現在。
特別支援学校寄贈団体数：2011年度＝946、2012年度＝374、2013年度＝368、2014年度＝
399、2015年度＝395、2016年度＝394、2017年度＝397、2018年度＝387、2019年度＝378、
2020年度＝372、2021年度＝352、2022年度＝336、2023年度＝337、2024年度＝344。
普通校寄贈団体数：2011年度＝7、2012年度＝46、2013年度＝110、2014年度＝263、2015
年度＝302、2016年度＝341、2017年度＝402、2018年度＝472、2019年度＝564、2020年度
＝608、2021年度＝605、2022年度＝589、2023年度＝564、2024年度＝570。
図書館寄贈団体数：2011年度＝190、2012年度＝131、2013年度＝138、2014年度＝159、
2015年度＝223、2016年度＝274、2017年度＝302、2018年度＝312、2019年度＝328、2020
年度＝351、2021年度＝361、2022年度＝362、2023年度＝393、2024年度＝405。
その他寄贈団体数：2011年度＝11、2012年度＝21、2013年度＝54、2014年度＝88、2015年
度＝102、2016年度＝112、2017年度＝130、2018年度＝147、2019年度＝161、2020年度＝
144、2021年度＝135、2022年度＝126、2023年度＝125、2024年度＝135。

わいわい文庫 製作数

わいわい文庫 分類-対象別作品数（2012～2024）

わいわい文庫 寄贈団体数

わいわい文庫 寄贈数 団体別推移

2025年2月10日現在

年度 総数 （白版 Ver.BLUE） 備考
2011 31 （31 0） ・現在、寄贈していない

2012 38 （38 0） ・「わいわい文庫」の名称で寄贈開始　・寄贈時期の変更
・紙芝居風作品提供開始　・コピーガードシステムの変更

2013 58 （37 21） ・わいわい文庫活用術製作開始
・Ver.BLUE製作開始　・書影ポスター配布開始

2014 55 （31 24） ・縦書き作品製作開始
2015 61 （36 25） ・絵本の文字表示の変更    ･日本昔話の旅開始
2016 66 （46 20） ・日本昔話の旅　方言版テキスト開始
2017 70 （50 20） ・わいわい文庫 Area Map（分類表）配布開始
2018 74 （53 21） ・ホームページにて蔵書検索システム開始

2019 83 （59 24） ※ 読書バリアフリー法の成立
※ GIGAスクール構想の取組みが始まる

2020 91 （69 22） ・国立国会図書館へ提供開始
2021 72 （55 17）
2022 66 （52 14） ・わいわい文庫活用術のホームページをリニューアル
2023 70 （47 23） ・ホームページで、わいわい文庫のお試し再生
2024 57 （40 17）
合計 861※ （613 248） ※わいわい文庫（2012〜2024）の合計数

分類 幼児〜低学年 低学年〜中学年 中学年〜高学年 高学年以上 計
01_物語 2 28 32 15 77
01_物語_昔話 22 147 13 182
01_物語_神話 4 4
02_詩 3 3 5 11 22
03_ノンフィクション 2 3 8 13
04_伝記 8 6 14
05_絵本 153 54 14 2 223
06_紙芝居風 51 2 1 54
07_言葉 17 7 2 1 27
08_生き方 1 1 1 4 7
09_社会 4 6 19 11 40
10_戦争と平和 2 6 2 10
11_宇宙 1 4 5 10
12_地球 1 2 5 3 11
13_生き物 7 30 16 4 57
14_人の体 2 7 5 1 15
15_植物 11 2 13
16_食べ物 9 7 5 21
17_乗り物 6 13 7 2 28
18_スポーツ 1 6 17 24
19_アウトドア 2 6 1 9

計 279 331 157 94 861

年度 寄贈団体数 （学校 図書館 その他）
2011 1,154 （953 190 11）
2012 572 （420 131 21）
2013 670 （478 138 54）
2014 909 （662 159 88）
2015 1,022 （697 223 102）
2016 1,121 （735 274 112）
2017 1,231 （799 302 130）
2018 1,318 （859 312 147）
2019 1,431 （942 328 161）
2020 1,475 （980 351 144）
2021 1,453 （957 361 135）
2022 1,413 （925 362 126）
2023 1,419 （901 393 125）
2024 1,454 （914 405 135）

16,642 （11,222 3,929 1,491）
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読書バリアフリー研究会 実施記録

以下、年度　会場　参加者数　年度総数の順に読み上げ
2010　東京・東京小中学生センター　26 　
　東京・東京小中学生センター　35 　
　大阪・大阪市立中央図書館　42 　103 
2011　東京・東京小中学生センター　21 　
　大阪・大阪市立中央図書館　29 　
　京都・京都アスニー　27 　
　東京・東京小中学生センター　15 　
　東京・こどもの城　51 　
　静岡・JR静岡駅ビル　パルシェ　23 　166　
2012　大阪・大阪市立中央図書館　58 　
　岡山・岡山県立図書館　73 　131　
2013　大阪・大阪市立中央図書館　51 　
　島根・島根県立図書館　28 　
　東京・こどもの城　47 　
　みやぎ・宮城県視覚障害者情報センター　32 　
　福岡・福岡県立図書館　56 　
　広島・広島市立中央図書館　22 　236　
2014　東京・こどもの城　46 　
　東京・こどもの城　33 　
　岩手・岩手県立図書館　33 　
　愛知・愛知県図書館　43 　
　大阪・大阪市立中央図書館　53 　
　徳島・徳島県立図書館　35 　
　高知・高知県教育センター分館　43 　286 
2015　東京・東京都立多摩図書館　66 　
　和歌山・和歌山県立図書館　38 　
　大阪・大阪市立中央図書館　71 　
　北海道・札幌市中央図書館　49 　
　熊本・くまもとしんとしんプラザ図書館　38 　
　佐賀・佐賀県立図書館　46 　
　沖縄・宜野湾市民図書館　33 　341　
2016　東京・東京都立多摩図書館　55 　
　埼玉・埼玉県立久喜図書館　81 　
　三重・三重県立図書館　55 　
　岐阜・岐阜県図書館　70 　
　長野・県立長野図書館　48 　
　山梨・山梨県立図書館　22 　
　山形・山形県立図書館 遊学館　51 　
　秋田・秋田県立図書館　30 　412

2017　滋賀・滋賀県立図書館　34 　
　大阪・大阪府立中央図書館　67 　
　東京・東京都立多摩図書館　118 　
　茨城・茨城県立図書館　43 　
　山口・山口県立山口図書館　40 　
　大分・大分県立図書館　150 　
　富山・富山県立図書館　30 　
　石川・石川県立図書館　21 　503　
2018　東京・国立国会図書館 国際子ども図書館　121 　
　福井・福井県立図書館　44 　
　宮崎・宮崎県立図書館　87 　
　鹿児島・鹿児島県立図書館　49 　
　愛媛・愛媛県立図書館　57 　
　兵庫・兵庫県立図書館　28 　
　高知・オーテピア　64 　
　香川・香川県立図書館　47 　497　
2019　東京・国立国会図書館 国際子ども図書館　144 　
　新潟・新潟県立図書館　70 　
　群馬・高崎市立中央図書館　35 　
　奈良・奈良県立図書情報館　32 　
　愛知・愛知県図書館　70 　
　青森・青森市民ホール　45 　
　福島・福島県立図書館　22 　
　長崎・ミライon図書館　72 　490　
2020　東京・国立国会図書館 国際子ども図書館　中止　
　千葉・千葉市生涯学習センター　中止　
　栃木・宇都宮市立中央図書館　中止　
　鳥取・鳥取県立図書館　中止　
　岡山・岡山県立図書館　中止　
　奈良・奈良市立北部図書館　中止　
　大阪・大阪市立中央図書館　中止　
　神奈川・小田原市立図書館　中止　
2021　東京・国立国会図書館 国際子ども図書館【オンデマンド配信】　674 　674　
2022　島根・島根県立図書館　17 　
　鳥取・鳥取県立図書館　139 　
　石川・石川県立図書館　37 　
　栃木・宇都宮市立中央図書館　25 　218　
2023　岡山・岡山県立図書館　59 　
　広島・広島県情報プラザ　71 　
　東京・国立国会図書館 国際子ども図書館【オンデマンド配信】　1727 　
　高知・オーテピア　73 　
　みやぎ・日立システムズホール仙台　28 　1,958　
2024　北海道・かでる2・7 北海道りつ道民活動センター　204 　
　東京・国立国会図書館 国際子ども図書館【オンデマンド配信】　1,759 　
　大阪・大阪市立中央図書館　126 　2,089

総数　8104

読書バリアフリー研究会 実施記録
年度 会場 参加者数 年度総数

2010 東京・東京小中学生センター 26 
東京・東京小中学生センター 35 
大阪・大阪市立中央図書館 42 103 

2011 東京・東京小中学生センター 21 
大阪・大阪市立中央図書館 29 
京都・京都アスニー 27 
東京・東京小中学生センター 15 
東京・こどもの城 51 
静岡・JR静岡駅ビル　パルシェ 23 166

2012 大阪・大阪市立中央図書館 58 
岡山・岡山県立図書館 73 131

2013 大阪・大阪市立中央図書館 51 
島根・島根県立図書館 28 
東京・こどもの城 47 
宮城・宮城県視覚障害者情報センター 32 
福岡・福岡県立図書館 56 
広島・広島市立中央図書館 22 236

2014 東京・こどもの城 46 
東京・こどもの城 33 
岩手・岩手県立図書館 33 
愛知・愛知県図書館 43 
大阪・大阪市立中央図書館 53 
徳島・徳島県立図書館 35 
高知・高知県教育センター分館 43 286 

2015 東京・東京都立多摩図書館 66 
和歌山・和歌山県立図書館 38 
大阪・大阪市立中央図書館 71 
北海道・札幌市中央図書館 49 
熊本・くまもと森都心プラザ図書館 38 
佐賀・佐賀県立図書館 46 
沖縄・宜野湾市民図書館 33 341

2016 東京・東京都立多摩図書館 55 
埼玉・埼玉県立久喜図書館 81 
三重・三重県立図書館 55 
岐阜・岐阜県図書館 70 
長野・県立長野図書館 48 
山梨・山梨県立図書館 22 
山形・山形県立図書館 遊学館 51 
秋田・秋田県立図書館 30 412

年度 会場 参加者数 年度総数
2017 滋賀・滋賀県立図書館 34 

大阪・大阪府立中央図書館 67 
東京・東京都立多摩図書館 118 
茨城・茨城県立図書館 43 
山口・山口県立山口図書館 40 
大分・大分県立図書館 150 
富山・富山県立図書館 30 
石川・石川県立図書館 21 503

2018 東京・国立国会図書館 国際子ども図書館 121 
福井・福井県立図書館 44 
宮崎・宮崎県立図書館 87 
鹿児島・鹿児島県立図書館 49 
愛媛・愛媛県立図書館 57 
兵庫・兵庫県立図書館 28 
高知・オーテピア 64 
香川・香川県立図書館 47 497

2019 東京・国立国会図書館 国際子ども図書館 144 
新潟・新潟県立図書館 70 
群馬・高崎市立中央図書館 35 
奈良・奈良県立図書情報館 32 
愛知・愛知県図書館 70 
青森・青森市民ホール 45 
福島・福島県立図書館 22 
長崎・ミライon図書館 72 490

2020 東京・国立国会図書館 国際子ども図書館 中止
千葉・千葉市生涯学習センター 中止
栃木・宇都宮市立中央図書館 中止
鳥取・鳥取県立図書館 中止
岡山・岡山県立図書館 中止
奈良・奈良市立北部図書館 中止
大阪・大阪市立中央図書館 中止
神奈川・小田原市立図書館 中止

2021 東京・国立国会図書館 国際子ども図書館【オンデマンド配信】 674 674
2022 島根・島根県立図書館 17 

鳥取・鳥取県立図書館 139 
石川・石川県立図書館 37 
栃木・宇都宮市立中央図書館 25 218

2023 岡山・岡山県立図書館 59 
広島・広島県情報プラザ 71 
東京・国立国会図書館 国際子ども図書館【オンデマンド配信】 1,727 
高知・オーテピア 73 
宮城・日立システムズホール仙台 28 1,958

2024 北海道・かでる2・7 北海道立道民活動センター 204 
東京・国立国会図書館 国際子ども図書館【オンデマンド配信】 1,759 
大阪・大阪市立中央図書館 126 2,089

総数 8,104
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わいわい文庫バージョンブルー 日本昔話の旅 88作品 2015
から2024

日本昔話の旅88作品の表紙画像が、2ページにわたり日本の
北から南へと地域順に並べられている。
山とばしにあったポロモイ、北海道。キンキラキンのキン、
青森県。おさつのなげた大石、岩手県。三本の櫛の歯、宮城
県。田沢の辰子、秋田県。ねずみのすもうとり、山形県。あぶ
ねぇ、あぶねぇ、福島県。額田のたっさい、茨城県。カッパレ
もち、茨城県茨城町。そうめん地蔵、栃木県。天狗山の天狗、
栃木県下野市。てじろのさる、群馬県。見沼のふえ、埼玉県。
かっぱのわび証文、埼玉県所沢市。とんぼのやどり木、埼玉
県所沢市。やっこ稲荷、埼玉県熊谷市。雨を降らせた竜、千葉
県。大多喜の大蛇、千葉県大多喜町。かせぎめ、東京都。道陸
神、東京都稲城市。青龍にのってあらわれた妙見さま、東京
都稲城市。舌をぬかれたお獅子、東京都稲城市。坂浜の一番
鶏、東京都稲城市。梅若伝説、東京都墨田区。おいてけぼり、
東京都墨田区。狸ばやし、東京都墨田区。ひのっぱらのキツ
ネ、東京都日野市。いいゆだな、東京都日野市。思いの森・恋
の森、東京都新宿区。お豆腐地蔵、東京都新宿区。ねこじた、
神奈川県。とんでもくい、神奈川県横浜市。トラ猫ばやし、神
奈川県相模原市。みるなのくら、新潟県。風の神と子ども、新
潟県燕市。おじいさんとふしぎな光、富山県。長老むじな、石
川県。嫁威しの面、福井県。東尋坊、福井県坂井市。鬼の千里
靴、山梨県。かものひっこし、長野県。牛にひかれて、長野県
小諸市。天狗の水、長野県小諸市。きんけい長者、長野県小諸
市。化身した観音さま、長野県小諸市。

太郎吉の怪力　天下無双力士雷電ものがたり、長野県東御
市。養老の泉、岐阜県。大蛇と四十八滝、岐阜県高山市。屁
こき嫁さ、岐阜県高山市。宇津ノ谷峠の十団子、静岡県。か
しき長者、愛知県。膳貸し岩、愛知県田原市。ハチの恩がえ
し、三重県。大入道ものがたり、三重県四日市市。みいでら
のかね、滋賀県。宇治の橋姫さん、京都府。てんまのとらや
ん、大阪府。滝壺に落ちた刀、大阪府箕面市。おばあさんの
石臼、兵庫県。カタコユリとギフチョウ、兵庫県神戸市。コ
ノハナサクヤヒメと雨ごい、兵庫県神戸市。わらしべ長者、
奈良県。井戸のこわい仁王さん、奈良県御所市。かみながひ
め、和歌山県。天狗がたてたお寺、和歌山県由良町。因幡の
白うさぎ、鳥取県。うつぶきやまの天女、鳥取県倉吉市。コ
ブ取り爺い、島根県。ももたろう、岡山県。ももたろう番外
編 ようしょうざんの巻、岡山県浅口市。いのう　ぶだゆう
物の怪物語、広島県。まぁだまだわからん、山口県。紙芝居 
青木とう太郎、徳島県。力蔵さん、香川県。道後温泉の鷺石
と玉の石、愛媛県。又吾とえんこう、高知県。えつとぼうさ
ま、福岡県。湯のくぼ伝説、福岡県糟屋郡。三郎丸の大くす
とカッパ、福岡県嘉麻市。おとわ観音由来(大歳の火)、佐賀
県。竜女 おすわ、長崎県。てんぐのかくれみの、熊本県。炭
焼き小五郎と玉津姫、大分県。海幸彦と山幸ひこ、宮崎県。
鹿児島、鹿児島県。クスクェーのおはなし、沖縄県。ガーナ
ー森とシーサーのお話、沖縄県豊見城市。豊見城の王様わん
おうそ ハーリー由来物語、沖縄県豊見城市。

わいわい文庫Ver.BLUE 日本昔話の旅 88作品 2015～2024

北海道 長野・東御

山形 愛知

栃木・下野 京都

埼玉・熊谷 兵庫 ・神戸

東京・稲城 鳥取

東京・墨田 広島

神奈川 高知

富山 長崎

長野 沖縄

青森 岐阜

福島 愛知・田原

群馬 大阪

千葉 奈良

東京・稲城 鳥取・倉吉

東京・日野 山口

神奈川・横浜 福岡

石川 熊本

長野・小諸 沖縄・豊見城

岩手 岐阜・高山

茨城 三重

埼玉 大阪・箕面

千葉・大多喜 奈良・御所

東京・稲城 島根

東京・日野 徳島

神奈川・相模原 福岡・糟屋

福井 大分

長野・小諸 沖縄・豊見城

宮城 岐阜・高山

茨城・茨城 三重・四日市

埼玉・ 所沢 兵庫

東京 和歌山

東京・墨田 岡山

東京・新宿 香川

新潟 福岡・嘉麻

福井・坂井 宮崎

長野・小諸

秋田 静岡

栃木 滋賀

埼玉・所沢 兵庫・神戸

東京・稲城 和歌山・由良

東京・墨田 岡山・浅口

東京・新宿 愛媛

新潟・燕 佐賀

山梨 鹿児島

長野・小諸
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調査研究報告書一覧

以下、ナンバー	 発行月	
テーマ	 助成先の順に読み上げ
1	 1976（昭和51）ねん5月	
子どもの遊びと学習に関する研究	 岡本包治（立教大学教授）
2	 1977（昭和52）ねん8月	
東京都の中学校・高等学校における中途脱落生徒の実態と対策－児童青少年健全育成の方策を探る－	
現代青少年問題調査会　福田垂穂（明治学院大学教授）
3	 1978（昭和53）ねん12月	
中・高校生のグループ・団体活動－その実態と評価－	 現代教育研究会　河野重男（お茶の水女子
大学教授）
4	 1979（昭和54）ねん11月	
ボランティアリズムの日米研究　児童青少年の社会参加への動機づけをめぐるアクションリサーチ－デモンストレーション
と効果測定の日米比較研究－	 国際青少年問題研究会　坂口順治（東洋大
学教授）
5	 1980（昭和55）ねん11月	
地域社会における子どもの教育的・社会的環境に関する研究	 教育行動科学研究会　原芳男（東京工業大
学助教授）
6	 1981（昭和56）ねん9月	
現代青少年の人間関係に関する研究－親子関係・教師生徒関係・友人関係の特質と生活感情－	
児童青年心理研究会　加藤隆勝（筑波大学教授）
7	 1982（昭和57）ねん10月	
運動量の減少が子どもの発育に及ぼす影響に関する研究－わが国の小児骨折、肥満、脊柱そくわん症について－	
小児発育研究調査会　日比逸郎（国立小児病院小児科医長）
8	 1983（昭和58）ねん11月	
受験体制をめぐる意識と行動－現代の学校文化に関する実証的研究－	 学校社会学研究会　山村賢明（筑波大学教
授）
9	 1984（昭和59）ねん11月	
少子化時代における都市児童の健全育成に関する総合的研究	 日本児童育成学会　少子化と児童問題研究
委員会　五島貞次（東洋大学教授）
10	 1985（昭和60）ねん10月	
東京小中学生センターの地域定着度に関する調査	 青少年育成施設研究会　岡本包治（立教大
学教授）
11	 1986（昭和61）ねん11月	
児童非行の芽を促進させる不健全性要因に関する学際的研究	 児童非行研究会　西平直喜（山梨大学教授）
12	 1987（昭和62）ねん2月	
人格的交わり（コミュニケーション）における青少年の感受性に関する研究	 関係の教育研究会　稲生勁吾（青山学院大
学教授）
13	 1987（昭和62）ねん3月	
放課後の子どもたち－子どもの校外生活に関する調査研究－	 子どもの校外生活に関する研究会　深谷昌
志（放送大学教授）
14	 1987（昭和62）ねん7月	
青少年の食生活に関する調査研究	 青少年食生活研究会　苫米地孝之助（東京
家政大学教授）
15	 1987（昭和62）ねん11月	
青少年のメディア活用能力育成のための教育（メディア教育）に関する研究	 現代メディア教育研究会　高桑康雄（上智
大学教授）
16	 1988（昭和63）ねん3月	
青少年の野外教育活動に関する研究－「少年自然の家」における活動による実証的考察－	
青少年野外活動研究会　坂本昇一（千葉大学教授）
17	 1989（平成がん）ねん8月	
現代の青少年問題の背景と対策に関する研究	 青少年問題対策研究会　稲村博（筑波大学
助教授）
18	 1989（平成がん）ねん9月	
コミュニティ施設利用の子どもの人間形成に及ぼす学術的研究	 児童育成研究会　岡本奎六（成城大学教授）
19	 1990（平成2）ねん9月	
子どものい文化体験に関する学際的研究	 い文化体験教育研究会　八野正男（東京学
芸大学名誉教授／聖徳大学教授）
20	 1990（平成2）ねん11月	
高校生と雇用従業者の社会参加と生活意識に関する調査報告	 社会参加問題研究会　本間康平（立教大学
教授）
21	 1991（平成3）ねん7月	
野外文化教育としての生活体験の調査研究	 野外文化教育研究会　森田勇造（野外文化
研究所所長）
22	 1991（平成3）ねん7月	
地域社会における青少年の世代間交流体験の意義と課題達成の方向を探る調査研究	
世代間交流研究会　森井利夫（文教大学教授）
23	 1992（平成4）ねん3月	
登校拒否じに対するキャンプ療法の効果	 幼少年キャンプ研究会　飯田稔（筑波大学
助教授）
24	 1992（平成4）ねん8月	
諸外国における青少年の自然体験に関する調査研究	 自然体験活動国際研究会　内田忠平（こく
りつ那須かし少年自然の家所長）
25	 1992（平成4）ねん12月	
生命を大切にする子どもを育てる教育に関する研究－家庭、学校、地域社会の連携により－	
児童生命教育研究会　斎藤歖能（横浜国立大学教授）
26	 1993（平成5）ねん10月	
地域における児童の生活文化に関する研究	 児童の生活文化研究会　吉沢英子（大正大
学教授）
27	 1994（平成6）ねん3月	
地域における青少年の健全育成－ユースワーカーの活動とその養成に関する国際比較研究－	
ユースワーク研究会　松原康雄（明治学院大学教授）
28	 1995（平成7）ねん1月	
児童の感性・自己表現力を育てる地域の総合的表現活動プログラムの開発研究－国際比較による分析・考察－	
児童表現活動研究会　小林美実（宝仙学園短期大学教授）
29	 1995（平成7）ねん3月	
不登校じ家族のサポートに関する臨床的研究	 家族療法研究会　佐藤悦子（立教大学教授）
30	 1996（平成8）ねん9月	
子どもたちの生活世界－「小・中学生の生活と意識についての調査」報告書－	 青少年文化研究会　藤田英典（東京大学教
授）
31	 1996（平成8）ねん7月	
小・中学生の道徳性を育てる学校がい教育に関する研究－にち・独比較研究－	 道徳性育成研究会　米山弘（玉川大学教授）
32	 1996（平成8）ねん11月	
子ども（幼児､小・中学生）の戸外活動の実態及び教育効果に関する学際的研究	 子どもの戸外活動研究会　神宮英夫（東京
学芸大学助教授）
33	 1997（平成9）ねん11月	
地域における国際理解教育の推進に関する実証的研究	 国際理解教育研究会　中西晃（目白学園女
子短期大学教授）
34	 1999（平成11）ねん1月	
災害時における児童および青少年の精神保健支援のあり方に関する研究	 児童の災害精神保健研究会　田中哲郎（国
立公衆衛生院母子保健学部長）
35	 1999（平成11）ねん11月	
障害児との共生のための教育・福祉活動に関する調査研究－家庭・学校・地域の連携をめざして－	
共生教育福祉研究会　小林芳文（横浜国立大学教授）
36	 2001（平成13）ねん2月	
21世紀を展望した子どもの人間形成に関する総合的研究	 21世紀の教育研究会　山崎高哉（京都大学
大学院教授）
37	 2002（平成14）ねん3月	
児童の心の健康づくり対策に関する福祉・保健及び教育学的総合的研究	 児童の心の健康づくりに関する研究会　詫
間晋平（川崎医療福祉大学大学院教授）
38	 2003（平成15）ねん3月	
中学生の問題行動の発現要因に関する総合的研究	 中学生の問題行動研究会　磯貝芳郎（東京
学芸大学名誉教授）
39	 2004（平成16）ねん1月	
子どもの危機管理の実態とその改善方策に関する調査研究－家庭・学校・地域の連携をめざして－	
子どもの危機管理研究会　家田重晴（中京大学教授）
40	 2006（平成18）ねん3月	
子どもぶんこプロジェクト報告書	 子どもぶんこプロジェクト専任担当：高橋
樹一郎

東京小中学生センター利用者、野外活動参加者数の推移

1977年から2010年までの、東京小中学生センターの施設
利用者、野外活動参加者の数が一覧ひょうであらわされて
いる。年度ごとの数値は省略。
1977年から2010年までの参加者数の合計は、施設利用者
数735510にん（内訳は、小学生低学年265203にん、小学生
高学年325303にん、中学生120239にん、特別行事参加者
数24765にん）、野外活動参加者数14150にん（内訳は、ジ
ュニアサマースクール4157にん、ジュニアウインタース
クール4184にん、わいわいチャレンジキャンプ夏538人、
わいわいチャレンジキャンプ冬128人、森のくらし夏434
人、森のくらし冬396人、ジュニアハイキング1528にん、
ファミリーハイキング1018にん、ファミリーキャンプ542
人、ホップステップキャンプ162人、フレンドシップキャ
ンプ73人、森の道場90人、ジュニアサマースクール900人）

調査研究報告書一覧

以下、ナンバー 発行月 
テーマ 助成先の順に読み上げ
1 1976（昭和51）ねん5月 
子どもの遊びと学習に関する研究 岡本包治（立教大学教授）
2 1977（昭和52）ねん8月 
東京都の中学校・高等学校における中途脱落生徒の実態と対策－児童青少年健全育成の方策を探る－ 
現代青少年問題調査会　福田垂穂（明治学院大学教授）
3 1978（昭和53）ねん12月 
中・高校生のグループ・団体活動－その実態と評価－ 現代教育研究会　河野重男（お茶の水女子
大学教授）
4 1979（昭和54）ねん11月 
ボランティアリズムの日米研究　児童青少年の社会参加への動機づけをめぐるアクションリサーチ－デモンストレーション
と効果測定の日米比較研究－ 国際青少年問題研究会　坂口順治（東洋大
学教授）
5 1980（昭和55）ねん11月 
地域社会における子どもの教育的・社会的環境に関する研究 教育行動科学研究会　原芳男（東京工業大
学助教授）
6 1981（昭和56）ねん9月 
現代青少年の人間関係に関する研究－親子関係・教師生徒関係・友人関係の特質と生活感情－ 
児童青年心理研究会　加藤隆勝（筑波大学教授）
7 1982（昭和57）ねん10月 
運動量の減少が子どもの発育に及ぼす影響に関する研究－わが国の小児骨折、肥満、脊柱そくわん症について－ 
小児発育研究調査会　日比逸郎（国立小児病院小児科医長）
8 1983（昭和58）ねん11月 
受験体制をめぐる意識と行動－現代の学校文化に関する実証的研究－ 学校社会学研究会　山村賢明（筑波大学教
授）
9 1984（昭和59）ねん11月 
少子化時代における都市児童の健全育成に関する総合的研究 日本児童育成学会　少子化と児童問題研究
委員会　五島貞次（東洋大学教授）
10 1985（昭和60）ねん10月 
東京小中学生センターの地域定着度に関する調査 青少年育成施設研究会　岡本包治（立教大
学教授）
11 1986（昭和61）ねん11月 
児童非行の芽を促進させる不健全性要因に関する学際的研究 児童非行研究会　西平直喜（山梨大学教授）
12 1987（昭和62）ねん2月 
人格的交わり（コミュニケーション）における青少年の感受性に関する研究 関係の教育研究会　稲生勁吾（青山学院大
学教授）
13 1987（昭和62）ねん3月 
放課後の子どもたち－子どもの校外生活に関する調査研究－ 子どもの校外生活に関する研究会　深谷昌
志（放送大学教授）
14 1987（昭和62）ねん7月 
青少年の食生活に関する調査研究 青少年食生活研究会　苫米地孝之助（東京
家政大学教授）
15 1987（昭和62）ねん11月 
青少年のメディア活用能力育成のための教育（メディア教育）に関する研究 現代メディア教育研究会　高桑康雄（上智
大学教授）
16 1988（昭和63）ねん3月 
青少年の野外教育活動に関する研究－「少年自然の家」における活動による実証的考察－ 
青少年野外活動研究会　坂本昇一（千葉大学教授）
17 1989（平成がん）ねん8月 
現代の青少年問題の背景と対策に関する研究 青少年問題対策研究会　稲村博（筑波大学
助教授）
18 1989（平成がん）ねん9月 
コミュニティ施設利用の子どもの人間形成に及ぼす学術的研究 児童育成研究会　岡本奎六（成城大学教授）
19 1990（平成2）ねん9月 
子どものい文化体験に関する学際的研究 い文化体験教育研究会　八野正男（東京学
芸大学名誉教授／聖徳大学教授）
20 1990（平成2）ねん11月 
高校生と雇用従業者の社会参加と生活意識に関する調査報告 社会参加問題研究会　本間康平（立教大学
教授）
21 1991（平成3）ねん7月 
野外文化教育としての生活体験の調査研究 野外文化教育研究会　森田勇造（野外文化
研究所所長）
22 1991（平成3）ねん7月 
地域社会における青少年の世代間交流体験の意義と課題達成の方向を探る調査研究 
世代間交流研究会　森井利夫（文教大学教授）
23 1992（平成4）ねん3月 
登校拒否じに対するキャンプ療法の効果 幼少年キャンプ研究会　飯田稔（筑波大学
助教授）
24 1992（平成4）ねん8月 
諸外国における青少年の自然体験に関する調査研究 自然体験活動国際研究会　内田忠平（こく
りつ那須かし少年自然の家所長）
25 1992（平成4）ねん12月 
生命を大切にする子どもを育てる教育に関する研究－家庭、学校、地域社会の連携により－ 
児童生命教育研究会　斎藤歖能（横浜国立大学教授）
26 1993（平成5）ねん10月 
地域における児童の生活文化に関する研究 児童の生活文化研究会　吉沢英子（大正大
学教授）
27 1994（平成6）ねん3月 
地域における青少年の健全育成－ユースワーカーの活動とその養成に関する国際比較研究－ 
ユースワーク研究会　松原康雄（明治学院大学教授）
28 1995（平成7）ねん1月 
児童の感性・自己表現力を育てる地域の総合的表現活動プログラムの開発研究－国際比較による分析・考察－ 
児童表現活動研究会　小林美実（宝仙学園短期大学教授）
29 1995（平成7）ねん3月 
不登校じ家族のサポートに関する臨床的研究 家族療法研究会　佐藤悦子（立教大学教授）
30 1996（平成8）ねん9月 
子どもたちの生活世界－「小・中学生の生活と意識についての調査」報告書－ 青少年文化研究会　藤田英典（東京大学教
授）
31 1996（平成8）ねん7月 
小・中学生の道徳性を育てる学校がい教育に関する研究－にち・独比較研究－ 道徳性育成研究会　米山弘（玉川大学教授）
32 1996（平成8）ねん11月 
子ども（幼児､小・中学生）の戸外活動の実態及び教育効果に関する学際的研究 子どもの戸外活動研究会　神宮英夫（東京
学芸大学助教授）
33 1997（平成9）ねん11月 
地域における国際理解教育の推進に関する実証的研究 国際理解教育研究会　中西晃（目白学園女
子短期大学教授）
34 1999（平成11）ねん1月 
災害時における児童および青少年の精神保健支援のあり方に関する研究 児童の災害精神保健研究会　田中哲郎（国
立公衆衛生院母子保健学部長）
35 1999（平成11）ねん11月 
障害児との共生のための教育・福祉活動に関する調査研究－家庭・学校・地域の連携をめざして－ 
共生教育福祉研究会　小林芳文（横浜国立大学教授）
36 2001（平成13）ねん2月 
21世紀を展望した子どもの人間形成に関する総合的研究 21世紀の教育研究会　山崎高哉（京都大学
大学院教授）
37 2002（平成14）ねん3月 
児童の心の健康づくり対策に関する福祉・保健及び教育学的総合的研究 児童の心の健康づくりに関する研究会　詫
間晋平（川崎医療福祉大学大学院教授）
38 2003（平成15）ねん3月 
中学生の問題行動の発現要因に関する総合的研究 中学生の問題行動研究会　磯貝芳郎（東京
学芸大学名誉教授）
39 2004（平成16）ねん1月 
子どもの危機管理の実態とその改善方策に関する調査研究－家庭・学校・地域の連携をめざして－ 
子どもの危機管理研究会　家田重晴（中京大学教授）
40 2006（平成18）ねん3月 
子どもぶんこプロジェクト報告書 子どもぶんこプロジェクト専任担当：高橋
樹一郎

No 発行月 テーマ 助成先
1 1976（昭和51）年5月 子どもの遊びと学習に関する研究 岡本包治（立教大学教授）

2 1977（昭和52）年8月 東京都の中学校・高等学校における中途脱落生徒の実態と対策 
－児童青少年健全育成の方策を探る－

現代青少年問題調査会 
福田垂穂（明治学院大学教授）

3 1978（昭和53）年12月 中・高校生のグループ・団体活動 
－その実態と評価－

現代教育研究会 
河野重男（お茶の水女子大学教授）

4 1979（昭和54）年11月
ボランティアリズムの日米研究 
児童青少年の社会参加への動機づけをめぐるアクションリサーチ 
－デモンストレーションと効果測定の日米比較研究－

国際青少年問題研究会 
坂口順治（東洋大学教授）

5 1980（昭和55）年11月 地域社会における子どもの教育的・社会的環境に関する研究 教育行動科学研究会 
原芳男（東京工業大学助教授）

6 1981（昭和56）年9月 現代青少年の人間関係に関する研究 
－親子関係・教師生徒関係・友人関係の特質と生活感情－

児童青年心理研究会 
加藤隆勝（筑波大学教授）

7 1982（昭和57）年10月 運動量の減少が子どもの発育に及ぼす影響に関する研究 
－わが国の小児骨折、肥満、脊柱側わん症について－

小児発育研究調査会 
日比逸郎（国立小児病院小児科医長）

8 1983（昭和58）年11月 受験体制をめぐる意識と行動 
－現代の学校文化に関する実証的研究－

学校社会学研究会 
山村賢明（筑波大学教授）

9 1984（昭和59）年11月 少子化時代における都市児童の健全育成に関する総合的研究
日本児童育成学会 
少子化と児童問題研究委員会 
五島貞次（東洋大学教授）

10 1985（昭和60）年10月 東京小中学生センターの地域定着度に関する調査 青少年育成施設研究会 
岡本包治（立教大学教授）

11 1986（昭和61）年11月 児童非行の芽を促進させる不健全性要因に関する学際的研究 児童非行研究会 
西平直喜（山梨大学教授）

12 1987（昭和62）年2月 人格的交わり（コミュニケーション）における青少年の感受性に関する研究 関係の教育研究会 
稲生勁吾（青山学院大学教授）

13 1987（昭和62）年3月 放課後の子どもたち 
－子どもの校外生活に関する調査研究－

子どもの校外生活に関する研究会 
深谷昌志（放送大学教授）

14 1987（昭和62）年7月 青少年の食生活に関する調査研究 青少年食生活研究会 
苫米地孝之助（東京家政大学教授）

15 1987（昭和62）年11月 青少年のメディア活用能力育成のための教育 
（メディア教育）に関する研究

現代メディア教育研究会 
高桑康雄（上智大学教授）

16 1988（昭和63）年3月 青少年の野外教育活動に関する研究 
－「少年自然の家」における活動による実証的考察－

青少年野外活動研究会 
坂本昇一（千葉大学教授）

17 1989（平成元）年8月 現代の青少年問題の背景と対策に関する研究 青少年問題対策研究会 
稲村博（筑波大学助教授）

18 1989（平成元）年9月 コミュニティ施設利用の子どもの人間形成に及ぼす学術的研究 児童育成研究会 
岡本奎六（成城大学教授）

19 1990（平成2）年9月 子どもの異文化体験に関する学際的研究 異文化体験教育研究会 
八野正男（東京学芸大学名誉教授／聖徳大学教授）

20 1990（平成2）年11月 高校生と雇用従業者の社会参加と生活意識に関する調査報告 社会参加問題研究会 
本間康平（立教大学教授）

21 1991（平成3）年7月 野外文化教育としての生活体験の調査研究 野外文化教育研究会 
森田勇造（野外文化研究所所長）

22 1991（平成3）年7月 地域社会における青少年の世代間交流体験の意義と課題達成の方向を探る調査研究 世代間交流研究会 
森井利夫（文教大学教授）

23 1992（平成4）年3月 登校拒否児に対するキャンプ療法の効果 幼少年キャンプ研究会 
飯田稔（筑波大学助教授）

24 1992（平成4）年8月 諸外国における青少年の自然体験に関する調査研究 自然体験活動国際研究会 
内田忠平（国立那須甲子少年自然の家所長）

25 1992（平成4）年12月 生命を大切にする子どもを育てる教育に関する研究 
－家庭、学校、地域社会の連携により－

児童生命教育研究会 
斎藤歖能（横浜国立大学教授）

26 1993（平成5）年10月 地域における児童の生活文化に関する研究 児童の生活文化研究会 
吉沢英子（大正大学教授）

27 1994（平成6）年3月 地域における青少年の健全育成 
－ユースワーカーの活動とその養成に関する国際比較研究－

ユースワーク研究会 
松原康雄（明治学院大学教授）

28 1995（平成7）年1月 児童の感性・自己表現力を育てる地域の総合的表現活動プログラムの開発研究 
－国際比較による分析・考察－

児童表現活動研究会 
小林美実（宝仙学園短期大学教授）

29 1995（平成7）年3月 不登校児家族のサポートに関する臨床的研究 家族療法研究会 
佐藤悦子（立教大学教授）

30 1996（平成8）年9月 子どもたちの生活世界 
－「小・中学生の生活と意識についての調査」報告書－

青少年文化研究会 
藤田英典（東京大学教授）

31 1996（平成8）年7月 小・中学生の道徳性を育てる学校外教育に関する研究 
－日・独比較研究－

道徳性育成研究会 
米山弘（玉川大学教授）

32 1996（平成8）年11月 子ども（幼児､小・中学生）の戸外活動の実態及び教育効果に関する学際的研究 子どもの戸外活動研究会 
神宮英夫（東京学芸大学助教授）

33 1997（平成9）年11月 地域における国際理解教育の推進に関する実証的研究 国際理解教育研究会 
中西晃（目白学園女子短期大学教授）

34 1999（平成11）年1月 災害時における児童および青少年の精神保健支援のあり方に関する研究 児童の災害精神保健研究会 
田中哲郎（国立公衆衛生院母子保健学部長）

35 1999（平成11）年11月 障害児との共生のための教育・福祉活動に関する調査研究 
－家庭・学校・地域の連携をめざして－

共生教育福祉研究会 
小林芳文（横浜国立大学教授）

36 2001（平成13）年2月 21世紀を展望した子どもの人間形成に関する総合的研究 21世紀の教育研究会 
山﨑髙哉（京都大学大学院教授）

37 2002（平成14）年3月 児童の心の健康づくり対策に関する福祉・保健及び教育学的総合的研究 児童の心の健康づくりに関する研究会 
詫間晋平（川崎医療福祉大学大学院教授）

38 2003（平成15）年3月 中学生の問題行動の発現要因に関する総合的研究 中学生の問題行動研究会 
磯貝芳郎（東京学芸大学名誉教授）

39 2004（平成16）年1月 子どもの危機管理の実態とその改善方策に関する調査研究 
－家庭・学校・地域の連携をめざして－

子どもの危機管理研究会 
家田重晴（中京大学教授）

40 2006（平成18）年3月 子どもBUNKOプロジェクト報告書 子どもBUNKOプロジェクト
専任担当：髙橋樹一郎

調査研究報告書一覧
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東京小中学生センター利用者、野外活動参加者数の推移

1977年から2010年までの、東京小中学生センターの施設
利用者、野外活動参加者の数が一覧ひょうであらわされて
いる。年度ごとの数値は省略。
1977年から2010年までの参加者数の合計は、施設利用者
数735510にん（内訳は、小学生低学年265203にん、小学生
高学年325303にん、中学生120239にん、特別行事参加者
数24765にん）、野外活動参加者数14150にん（内訳は、ジ
ュニアサマースクール4157にん、ジュニアウインタース
クール4184にん、わいわいチャレンジキャンプ夏538人、
わいわいチャレンジキャンプ冬128人、森のくらし夏434
人、森のくらし冬396人、ジュニアハイキング1528にん、
ファミリーハイキング1018にん、ファミリーキャンプ542
人、ホップステップキャンプ162人、フレンドシップキャ
ンプ73人、森の道場90人、ジュニアサマースクール900人）

東京小中学生センター利用者、野外活動参加者数の推移

(注)  ・特別行事： 1990年度までは、「センターまつり」「ジュニア文化祭」「卒業お祝い会」参加者数
  1991年度からは、「センターまつり」「ジュニアバザール」「卒業お祝い会」参加者数
  1993年度からは、「センターまつり」「卒業お祝い会」参加者数／2008年度からは、「センターまつり」参加者数
 ・休　　館： 2001年5月7日から6月19日までは補修工事のため休館
  2005年10月からは、月曜日及び火曜日の二日間
  2009年4月からは、月曜日及び火曜日・木曜日の三日間／2010年1月から、閉館
 ・ジュニアサバイバルスクール(対象：中学生)は年間会員数／1978〜1982年度はプレ実施

※1 豪雪のため中止　※2 東日本大震災のため中止

種別
施設利用者数 野外活動参加者数

年度
小学生
低学年

小学生
高学年 中学生 小　計 特別行事

参加者
ジュニア
サマー

スクール

ジュニア
ウインター
スクール

わいわい
チャレンジ
キャンプ夏

わいわい
チャレンジ
キャンプ冬

森の
くらし

夏

森の
くらし

冬
ジュニア

ハイキング
ファミリー
ハイキング

ファミリー
キャンプ

ホップ
ステップ
キャンプ

フレンド
シップ

キャンプ
森の
道場

ジュニア
サバイバル
スクール

1977
（昭和52）年度 15,680 15,973 5,171 36,824 2,056 35 88 0 0 0 0 52 36 0 0 0 0 0

1978
（昭和53）年度 14,458 15,670 10,695 40,823 1,399 102 131 0 0 0 0 45 37 0 0 0 0 13

1979
（昭和54）年度 13,756 13,542 8,743 36,041 1,418 105 96 0 0 0 0 66 49 0 0 0 0 25

1980
（昭和55）年度 12,500 13,465 5,870 31,835 1,482 166 中止※1 0 0 0 0 84 48 0 0 0 0 26

1981
（昭和56）年度 10,408 12,393 5,753 28,554 1,468 176 148 0 0 0 0 81 50 0 0 0 0 27

1982
（昭和57）年度 9,232 15,666 4,064 28,962 1,668 186 164 0 0 0 0 67 55 0 0 0 0 12

1983
（昭和58）年度 9,572 11,981 4,323 25,876 1,366 174 182 0 0 0 0 86 48 0 0 0 0 36 

1984
（昭和59）年度 6,890 15,373 3,439 25,702 1,324 172 187 0 0 0 0 82 44 0 0 0 0 49 

1985
（昭和60）年度 8,040 11,030 4,976 24,046 1,165 166 192 0 0 0 0 52 59 0 0 0 0 44 

1986
（昭和61）年度 7,077 10,858 4,181 22,116 1,215 197 201 0 0 0 0 56 90 0 0 0 0 39 

1987
（昭和62）年度 8,118 6,933 3,720 18,771 960 180 202 0 0 0 0 41 34 0 0 0 0 41 

1988
（昭和63）年度 6,692 11,290 2,868 20,850 1,072 173 171 0 0 0 0 45 27 0 0 0 0 36 

1989
（平成元）年度 6,615 12,113 2,900 21,628 1,163 185 200 0 0 0 0 63 94 0 0 0 0 38 

1990
（平成2）年度 7,404 9,306 3,752 20,462 954 189 195 0 0 0 0 74 109 0 0 0 0 30 

1991
（平成3）年度 6,600 9,662 4,051 20,313 440 177 187 0 0 0 0 79 71 33 0 13 0 19 

1992
（平成4）年度 5,310 8,086 3,278 16,674 638 165 185 0 0 0 0 57 50 63 0 7 0 32 

1993
（平成5）年度 5,613 7,106 2,940 15,659 340 163 196 0 0 0 0 76 79 33 0 10 0 34 

1994
（平成6）年度 7,138 8,515 2,799 18,452 351 169 185 0 0 0 0 56 38 39 0 19 0 29 

1995
（平成7）年度 6,857 7,824 3,229 17,910 374 141 168 0 0 0 0 78 0 17 0 10 0 37 

1996
（平成8）年度 8,637 8,336 2,727 19,700 317 140 175 42 0 0 0 50 0 43 0 7 0 26 

1997
（平成9）年度 7,500 8,202 2,427 18,129 382 150 181 42 0 0 0 58 0 44 0 0 0 30 

1998
（平成10）年度 8,769 8,990 3,586 21,345 344 137 120 51 0 0 0 41 0 38 0 0 0 32 

1999
（平成11）年度 11,602 7,369 2,417 21,388 411 115 126 62 40 0 0 48 0 35 0 0 0 31 

2000
（平成12）年度 7,717 8,969 2,940 19,626 369 115 122 64 44 0 0 36 0 34 0 0 0 27 

2001
（平成13）年度 6,205 7,469 1,928 15,602 284 112 99 54 44 0 0 37 0 37 0 0 0 17 

2002
（平成14）年度 7,135 9,375 1,474 17,984 262 102 82 56 0 0 0 18 0 41 0 7 0 18 

2003
（平成15）年度 7,405 7,775 2,595 17,775 292 81 71 57 0 0 0 0 0 34 58 0 0 20 

2004
（平成16）年度 5,566 9,656 3,204 18,426 266 99 83 58 0 0 0 0 0 24 64 0 0 21 

2005
（平成17）年度 6,451 6,601 3,352 16,404 211 85 47 52 0 0 0 0 0 27 40 0 0 24 

2006
（平成18）年度 6,994 6,666 2,067 15,727 228 0 0 0 0 90 77 0 0 0 0 0 0 14 

2007
（平成19）年度 5,718 8,714 2,251 16,683 199 0 0 0 0 83 77 0 0 0 0 0 26 19 

2008
（平成20）年度 5,556 6,858 1,571 13,985 170 0 0 0 0 90 82 0 0 0 0 0 38 27

2009
（平成21）年度 1,988 3,537 948 6,473 177 0 0 0 0 95 87 0 0 0 0 0 26 18

2010
（平成22）年度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 76 73 0 0 0 0 0 中止※2 9

合　計
265,203 325,303 120,239 710,745 24,765 4,157 4,184 538 128 434 396 1,528 1,018 542 162 73 90 900

0 735,510 14,150
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施設プログラム参加者数

1977年から2009年までの、東京小中学生センタ
ーの施設プログラム参加者の数が2ページにわ
たり一覧ひょうであらわされている。年度ごと
の数値は省略。
1977年から2009年までの参加者数の合計は、開
館記念センターまつり参加者数11162にん、実
行委員数497人、納涼お化け大会（2日間）参加
者数18404にん、実行委員数982人、ジュニア文
化祭（2日間）参加者数11627にん、実行委員数
249人、新春ゲーム大会参加者数2509にん、水曜
クラブ（手作りクラブ）開催回数1,220回、参加
者数19180にん、週間わなげチャンピオン大会
開催回数1,420回、参加者数29584にん、わなげ
グランドチャンピオン大会開催回数77回、参加
者数1125にん、卒業お祝い会参加者数1426にん

おはなし会開催回数95回、参
加者数2348にん、社会科見学
参加者数156人、TOKYOフィ
ールドワーク参加者数316人、
里山で遊ぼう参加者数23人、
少年活動ボランティアリーダ
ー講習会参加者数計4070にん

（内訳は、春期1417にん、秋期
1430にん、冬期1223にん）、本
の講座参加者数359人、サブリ
ーダー活動回数334回、登録者
数837人

施設プログラム参加者数
種別 開館記念

センターまつり
納涼お化け大会

（2日間）
ジュニア文化祭

（2日間）
新春

ゲーム大会
水曜クラブ

（手作りクラブ）
週間わなげ

チャンピオン大会
わなげグランド

チャンピオン大会
卒業

お祝い会
年度 参加者数 実行委員数 参加者数 実行委員数 参加者数 実行委員数 参加者数 開催回数 参加者数 開催回数 参加者数 開催回数 参加者数 参加者数

1977
（昭和52）年度 1,200 0 596 21 781 15 117 34 720 24 600 1 14 75

1978
（昭和53）年度 490 6 829 18 848 18 90 39 559 42 1,222 2 19 62

1979
（昭和54）年度 442 12 669 33 913 23 110 45 655 42 1,167 2 23 63

1980
（昭和55）年度 396 524 43 1,024 14 84 42 542 48 1,346 2 31 62

1981
（昭和56）年度 405 14 577 24 1,005 10 93 45 537 48 1,425 3 44 58

1982
（昭和57）年度 489 3 842 31 1,104 17 100 41 618 47 1,345 2 29 74

1983
（昭和58）年度 394 11 526 31 906 15 98 42 539 48 1,146 3 45 66

1984
（昭和59）年度 407 17 561 29 861 7 68 44 623 52 1,273 2 32 56

1985
（昭和60）年度 376 20 524 38 744 20 55 45 682 49 1,045 2 30 45

1986
（昭和61）年度 426 13 585 31 717 22 66 40 691 48 1,245 2 31 72

1987
（昭和62）年度 260 15 569 28 660 17 77 40 586 51 1,056 3 47 40

1988
（昭和63）年度 312 16 593 22 720 22 65 36 566 46 855 3 45 41

1989
（平成元）年度 399 26 452 41 723 24 45 41 707 45 972 2 30 41

1990
（平成2）年度 314 20 383 35 621 25 97 45 741 45 896 3 43 49

1991
（平成3）年度 206 12 555 32 0 0 66 44 917 48 891 3 44 47

1992
（平成4）年度 210 12 544 16 0 0 99 41 592 45 785 1 16 43

1993
（平成5）年度 301 18 501 23 0 0 54 19 234 42 898 2 29 39

1994
（平成6）年度 288 9 573 27 0 0 58 39 689 35 790 3 42 54

1995
（平成7）年度 337 11 565 35 0 0 53 43 855 38 790 2 27 37

1996
（平成8）年度 283 20 594 31 0 0 93 41 912 35 795 1 13 34

1997
（平成9）年度 324 17 731 20 0 0 66 41 593 45 861 2 29 58

1998
（平成10）年度 306 18 573 39 0 0 100 38 783 41 878 3 47 38

1999
（平成11）年度 370 22 563 40 0 0 62 42 864 39 796 2 30 41

2000
（平成12）年度 338 15 522 42 0 0 48 39 445 34 522 2 29 31

2001
（平成13）年度 251 20 387 32 0 0 77 39 625 22 348 2 31 33

2002
（平成14）年度 225 13 568 32 0 0 136 43 559 46 746 2 32 37

2003
（平成15）年度 265 16 771 35 0 0 80 17 215 51 905 3 46 27

2004
（平成16）年度 230 20 580 23 0 0 99 21 253 47 666 3 41 36

2005
（平成17）年度 199 30 599 25 0 0 32 19 240 47 762 3 47 12

2006
（平成18）年度 198 18 400 24 0 0 97 12 199 46 797 3 41 30

2007
（平成19）年度 174 14 395 29 0 0 63 33 570 44 749 3 48 25

2008
（平成20）年度 170 17 362 28 0 0 61 50 549 48 681 3 42 0

2009
（平成21）年度 177 22 391 24 0 0 0 20 320 32 331 2 28 0

合　計 11,162 497 18,404 982 11,627 249 2,509 1,220 19,180 1,420 29,584 77 1,125 1,426

おはなし会
社会科見学 TOKYO

フィールドワーク
里山で
遊ぼう

種別 少年活動ボランティアリーダー講習会
本の講座

サブリーダー

開催回数 参加者数 年度 春期 秋期 冬期 小計 活動回数 登録者数

0 0 0 0 0 1977
（昭和52）年度 0 0 0 0 0 0 0

0 0 45 0 0 1978
（昭和53）年度 26 25 29 80 0 0 0

0 0 24 0 0 1979
（昭和54）年度 28 0 28 56 0 0 0

0 0 15 0 0 1980
（昭和55）年度 51 53 48 152 0 0 0

0 0 6 0 0 1981
（昭和56）年度 63 38 39 140 0 0 0

0 0 8 0 0 1982
（昭和57）年度 56 74 31 161 0 0 0

0 0 14 0 0 1983
（昭和58）年度 44 77 66 187 0 7 8

0 0 8 0 0 1984
（昭和59）年度 72 67 52 191 0 11 27

0 0 15 0 0 1985
（昭和60）年度 68 60 49 177 0 9 25

0 0 11 0 0 1986
（昭和61）年度 63 50 51 164 0 11 18

0 0 4 0 0 1987
（昭和62）年度 49 45 32 126 0 10 33

0 0 6 0 0 1988
（昭和63）年度 42 46 39 127 0 11 40

0 0 0 0 0 1989
（平成元）年度 40 54 40 134 0 13 36

0 0 0 0 0 1990
（平成2）年度 52 51 33 136 0 11 30

0 0 0 0 0 1991
（平成3）年度 61 109 74 244 0 13 30

0 0 0 0 0 1992
（平成4）年度 101 126 95 322 0 14 38

0 0 0 0 0 1993
（平成5）年度 98 96 81 275 0 13 34

0 0 0 0 0 1994
（平成6）年度 81 90 84 255 0 14 37

0 0 0 29 0 1995
（平成7）年度 76 85 73 234 0 16 44

0 0 0 85 0 1996
（平成8）年度 67 64 60 191 0 10 45

0 0 0 48 0 1997
（平成9）年度 59 49 42 150 0 15 46

14 158 0 51 0 1998
（平成10）年度 31 38 18 87 0 13 34

17 315 0 30 0 1999
（平成11）年度 21 27 22 70 0 15 39

20 323 0 16 0 2000
（平成12）年度 15 14 27 56 0 12 31

9 155 0 57 0 2001
（平成13）年度 0 17 17 34 16 9 27

6 245 0 0 0 2002
（平成14）年度 17 10 10 10 9 56 62 17 31

5 167 0 0 0 2003
（平成15）年度 17 0 21 38 38 12 34

6 154 0 0 0 2004
（平成16）年度 19 20 0 39 27 15 17 27

5 162 0 0 0 2005
（平成17）年度 28 20 16 64 26 13 23

2 121 0 0 18 2006
（平成18）年度 17 0 22 39 0 12 28

3 176 0 0 5 2007
（平成19）年度 20 13 15 48 50 10 29

6 310 0 0 0 2008
（平成20）年度 10 0 0 10 59 20 15 25

2 62 0 0 0 2009
（平成21）年度 15 12 0 27 46 11 18

95 2,348 156 316 23 合　計 1,417 1,430 1,223 4,070 359 334 837
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野外教育活動 実習地一覧

ジュニアサマースクール（小学よ年生から中学生）
1977年度：群馬県立バラギ高原青少年野外活動センター ／ 1978年度：もとすこ青少年スポー
ツセンター
1979年度：栃木県民の森キャンプ場 ／ 1980年度：那須国民休暇村キャンプ場
1981年度：鹿沢国民休暇村キャンプ場 ／ 1982年度：群馬県立おおはら教育キャンプ場
1983年度：群馬県ほたか青少年旅行村・ほうだいぎキャンプ場 ／ 1984年度：群馬県立せいもう
野外教育センター
1985年度：山梨県立県民の森グリーンロッジキャンプ場 ／ 1986年度：鹿沢国民休暇村キャン
プ場
1987年度：静岡県県民の森キャンプ場 ／ 1988年度：那須国民休暇村キャンプ場
1989年度：群馬県立北毛青年の家教育キャンプ場 ／ 1990年度：富士市保健休養林まるび自然
公園キャンプ場
1991年度：こまで池キャンプ場 ／ 1992年度：群馬県立バラギ高原青少年野外活動センター
1993年度：静岡県県民の森キャンプ場 ／ 1994年度：那須国民休暇村キャンプ場
1995から2005年度：おんたけ銀河村キャンプ場

ジュニアウインタースクール（小学よ年生から中学生）
1977から2005年度：こくりつ那須かし少年自然の家

わいわいチャレンジキャンプ夏（小学1年生から小学3年生）
1996年度：神奈川県こどもの国 ／ 1997年度：神奈川県立愛川ふれあいの村
1998年度：埼玉県青少年総合野外活動センター ／ 1999年度：神奈川県立足柄ふれあいの村
2000年度：埼玉県青少年総合野外活動センター ／ 2001年度：神奈川県立愛川ふれあいの村
2002年度：神奈川県立足柄ふれあいの村 ／ 2003年度：こくりつ信州高遠少年自然の家
2004年度：神奈川県立足柄ふれあいの村 ／ 2005年度：神奈川県立足柄ふれあいの村

わいわいチャレンジキャンプ冬（小学1年生から小学3年生）
1999から2001年度：こくりつ那須かし少年自然の家

森のくらし夏（小学1年生から中学生）
2006年度：おにし青少年野外活動センター ／ 2007から2010年度：おんたけ銀河村キャンプ場

森のくらし冬（小学1年生から中学生）
2006から2010年度：こくりつ那須かし少年自然の家

ジュニアハイキング（小学よ年生から中学生）
1977度：奥多摩・日の出山 ／ 1978年度：奥多摩・ほにたやま ／ 1979年度：奥多摩・みとうさん
1980年度：丹沢・ふろうざん ／ 1981年度：奥多摩・おおだけさん ／ 1982年度：高尾・じんばさ
ん
1983年度：奥多摩・せんげんれい ／ 1984年度：丹沢・おおのやま ／ 1985年度：奥多摩・まきよ
せやま（笹尾根）
1986年度：奥多摩・みとうさん ／ 1987年度：箱根･明神明星（雨天：小田原城、おおわくだに）
1988年度：高尾・じんばさん ／ 1989年度：茨城・筑波山（雨天：宇宙センター、ケーブル登山）
1990年度：相模・せきろうざん ／ 1991年度：奥多摩・棒のおれやま ／ 1992年度：奥多摩・ほに
たやま
1993年度：丹沢・ふろうざん ／ 1994年度：箱根･かみやま ／ 1995年度：奥多摩・せんげんれい
1996年度：高尾・じんばさん ／ 1997年度：奥多摩・高水三山 ／ 1998年度：南足柄・矢倉岳
1999年度：箱根･きんときざん（雨天：乙峠） ／ 2000年度：奥多摩・御岳、日の出山
2001年度：箱根･みょうじんがたけ（渋滞：箱根スカイライン） ／ 2002年度：高尾・じんばさん

ファミリーハイキング（小・中学生を含む家族）
1977年度：箱根駒ヶ岳神山 ／ 1978年度：箱根・金時ざん ／ 1979年度：箱根・金時ざん　
1980年度：西沢渓谷 ／ 1981年度：奥多摩・ごせんやま（渋滞：倉戸山） ／ 1982年度：筑波
さん
1983年度：秩父・みつみね神社、妙法岳 ／ 1984年度：甲斐・扇山 ／ 1985年度：奥武蔵・高
山不動、黒山さんたき
1986年度：秩父・ほどさん ／ 1987年度：埼玉・じょうみねさん ／ 1988年度：奥多摩・御
岳、日の出山
1989年度：西沢渓谷 ／ 1990年度：箱根･湯坂道 ／ 1991年度：丹沢・大山 ／ 1992年度：箱
根･金時ざん
1993年度：にゅうかさやま ／ 1994年度：筑波さん

ファミリーキャンプ（小・中学生を含む家族）
1991年度：神奈川県立足柄ふれあいの村 ／ 1992年度：高原パーク横瀬
1993年度：横浜市こども自然公園青少年野外活動センター ／ 1994年度：神奈川県立足柄
ふれあいの村
1995年度：神奈川県立愛川ふれあいの村 ／ 1996年度：高原パーク横瀬
1997年度：神奈川県立足柄ふれあいの村 ／ 1998年度：休暇村那須キャンプ場
1999年度：ホールアース自然学校キャンプ場 ／ 2000年度：おのがわこレイクショア野外
活動センター
2001年度：こくりつ信州高遠少年自然の家 ／ 2002年度：こくりつ磐梯青年の家
2003年度：こくりつ信州高遠少年自然の家 ／ 2004年度：おのがわこレイクショア野外活
動センター
2005年度：神奈川県立足柄ふれあいの村

ホップステップキャンプ（小学1年生から小学6年生/運営スタッフ：中学生・高校生）
2003年度：神奈川県立足柄ふれあいの村 ／ 2004年度：群馬県立おにし青少年野外活動セ
ンター
2005年度：群馬県立おにし青少年野外活動センター

フレンドシップキャンプ（中学3年生）
1991から1996・2002年度：西丹沢ほうきざわ山荘

森の道場（中学生・高校生）
2007年度：ラボランドくろひめ ／ 2008年度：横浜市少年自然の家 南伊豆臨海学園 
2009年度：信州犀川交流センター

キャンプの記録と作文集の表紙画像。
わいわい32、1995ジュニアサマースクールの記録。すいんぐ4、2007ウインターキャンプの
記録。どんまい1、1999わいわいチャレンジキャンプ夏の記録。

野外教育活動 実習地一覧
ジュニアサマースクール（小学4年生～中学生）
1977年度：群馬県立バラギ高原青少年野外活動センター ／ 1978年度：本栖湖青少年スポーツセンター
1979年度：栃木県民の森キャンプ場 ／ 1980年度：那須国民休暇村キャンプ場
1981年度：鹿沢国民休暇村キャンプ場 ／ 1982年度：群馬県立大原教育キャンプ場
1983年度：群馬県武尊青少年旅行村・宝台樹キャンプ場 ／ 1984年度：群馬県立西毛野外教育センター
1985年度：山梨県立県民の森グリーンロッジキャンプ場 ／ 1986年度：鹿沢国民休暇村キャンプ場
1987年度：静岡県県民の森キャンプ場 ／ 1988年度：那須国民休暇村キャンプ場
1989年度：群馬県立北毛青年の家教育キャンプ場 ／ 1990年度：富士市保健休養林丸火自然公園キャンプ場
1991年度：駒出池キャンプ場 ／ 1992年度：群馬県立バラギ高原青少年野外活動センター
1993年度：静岡県県民の森キャンプ場 ／ 1994年度：那須国民休暇村キャンプ場
1995〜2005年度：おんたけ銀河村キャンプ場

ジュニアウインタースクール（小学4年生～中学生）
1977〜2005年度：国立那須甲子少年自然の家

わいわいチャレンジキャンプ夏（小学1年生～小学3年生）
1996年度：神奈川県こどもの国 ／ 1997年度：神奈川県立愛川ふれあいの村
1998年度：埼玉県青少年総合野外活動センター ／ 1999年度：神奈川県立足柄ふれあいの村
2000年度：埼玉県青少年総合野外活動センター ／ 2001年度：神奈川県立愛川ふれあいの村
2002年度：神奈川県立足柄ふれあいの村 ／ 2003年度：国立信州高遠少年自然の家
2004年度：神奈川県立足柄ふれあいの村 ／ 2005年度：神奈川県立足柄ふれあいの村

わいわいチャレンジキャンプ冬（小学1年生～小学3年生）
1999〜2001年度：国立那須甲子少年自然の家

森のくらし夏（小学1年生～中学生）
2006年度：おにし青少年野外活動センター ／ 2007〜2010年度：おんたけ銀河村キャンプ場

森のくらし冬（小学1年生～中学生）
2006〜2010年度：国立那須甲子少年自然の家

ジュニアハイキング（小学4年生～中学生）
1977度：奥多摩・日の出山 ／ 1978年度：奥多摩・本仁田山 ／ 1979年度：奥多摩・三頭山
1980年度：丹沢・不老山 ／ 1981年度：奥多摩・大岳山 ／ 1982年度：高尾・陣馬山
1983年度：奥多摩・浅間嶺 ／ 1984年度：丹沢・大野山 ／ 1985年度：奥多摩・槇寄山（笹尾根）
1986年度：奥多摩・三頭山 ／ 1987年度：箱根･明神明星（雨天：小田原城、大涌谷）
1988年度：高尾・陣馬山 ／ 1989年度：茨城・筑波山（雨天：宇宙センター、ケーブル登山）
1990年度：相模・石老山 ／ 1991年度：奥多摩・棒の折山 ／ 1992年度：奥多摩・本仁田山
1993年度：丹沢・不老山 ／ 1994年度：箱根･神山 ／ 1995年度：奥多摩・浅間嶺
1996年度：高尾・陣馬山 ／ 1997年度：奥多摩・高水三山 ／ 1998年度：南足柄・矢倉岳
1999年度：箱根･金時山（雨天：乙峠） ／ 2000年度：奥多摩・御岳、日の出山
2001年度：箱根･明神ヶ岳（渋滞：箱根スカイライン） ／ 2002年度：高尾・陣馬山

ファミリーハイキング（小・中学生を含む家族）
1977年度：箱根駒ヶ岳神山 ／ 1978年度：箱根・金時山 ／ 1979年度：箱根・金時山　
1980年度：西沢渓谷 ／ 1981年度：奥多摩・御前山（渋滞：倉戸山） ／ 1982年度：筑波山
1983年度：秩父・三峯神社、妙法岳 ／ 1984年度：甲斐・扇山 ／ 1985年度：奥武蔵・高山不動、黒山三滝
1986年度：秩父・宝登山 ／ 1987年度：埼玉・城峯山 ／ 1988年度：奥多摩・御岳、日の出山
1989年度：西沢渓谷 ／ 1990年度：箱根･湯坂道 ／ 1991年度：丹沢・大山 ／ 1992年度：箱根･金時山
1993年度：入笠山 ／ 1994年度：筑波山

ファミリーキャンプ（小・中学生を含む家族）
1991年度：神奈川県立足柄ふれあいの村 ／ 1992年度：高原パーク横瀬
1993年度：横浜市こども自然公園青少年野外活動センター ／ 1994年度：神奈川県立足柄ふれあいの村
1995年度：神奈川県立愛川ふれあいの村 ／ 1996年度：高原パーク横瀬
1997年度：神奈川県立足柄ふれあいの村 ／ 1998年度：休暇村那須キャンプ場
1999年度：ホールアース自然学校キャンプ場 ／ 2000年度：小野川湖レイクショア野外活動センター
2001年度：国立信州高遠少年自然の家 ／ 2002年度：国立磐梯青年の家
2003年度：国立信州高遠少年自然の家 ／ 2004年度：小野川湖レイクショア野外活動センター
2005年度：神奈川県立足柄ふれあいの村

ホップステップキャンプ（小学1年生～小学6年生/運営スタッフ：中学生・高校生）
2003年度：神奈川県立足柄ふれあいの村 ／ 2004年度：群馬県立おにし青少年野外活動センター
2005年度：群馬県立おにし青少年野外活動センター

フレンドシップキャンプ（中学3年生）
1991〜1996・2002年度：西丹沢箒沢山荘

森の道場（中学生・高校生）
2007年度：ラボランドくろひめ ／ 2008年度：横浜市少年自然の家 南伊豆臨海学園 
2009年度：信州犀川交流センター

キャンプの記録と作文集
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海外留学助成事業

以下、回 / 年度　　留学先　人数の順に読み上げ
第1回　1990　（平成2）
　　・タビストック研究所（イギリス）　
　　・チェンマイ大学（タイ）　
　　・フィリピン大学（フィリピン）　3
第2回　1991　（平成3）
　　・ウィスコンシン州立大学オークレア校（アメリカ）　
　　・エクセター大学（イギリス）　
　　・オハイオ州立大学（アメリカ）　
　　・オレゴン州立大学付属アジア太平洋地域研究センター（アメリカ）　
　　・ペンシルベニア州立大学（アメリカ）　5
第3回　1992　（平成4）
　　・カールスルーエ大学（ドイツ）　
　　・カリフォルニア大学ロサンゼルス校（アメリカ）　
　　・シンガポール大学（シンガポール）　
　　・スタンフォード大学（アメリカ）　
　　・ペンシルベニア大学（アメリカ）　
　　・マンチェスター大学（イギリス）　6
　継続　・ペンシルベニア州立大学（アメリカ）　1
第4回　1993　（平成5）
　　・スタンフォード大学（アメリカ）　
　　・ニューメキシコ大学（アメリカ）　
　　・ミシガン大学（アメリカ）　
　　・ミュンヘン大学（ドイツ）　
　　・リーズポリテクニック大学（イギリス）　5
　継続　・ウィスコンシン州立大学（アメリカ）　　
　　・カリフォルニア大学ロサンゼルス校（アメリカ）　
　　・シンガポール大学（シンガポール）　
　　・スタンフォード大学（アメリカ）　
　　・マンチェスター大学（イギリス）　
　　・州立カールスルーエ美術館（ドイツ）　6
第5回　1994　（平成6）
　　・ダルハウジー大学（カナダ）　
　　・ペンシルベニア大学（アメリカ）　
　　・ボストン大学（アメリカ）　
　　・ホマトン大学（イギリス）　
　　・ミネソタ大学（アメリカ）　
　　・ロンドン大学（イギリス）　6
　継続　・コーネル大学（アメリカ）　
　　・ニューメキシコ大学（アメリカ）　
　　・ミシガン大学（アメリカ）　
　　・ミュンヘン大学（ドイツ）　
　　・リーズメトロポリタン大学（イギリス）　5
第6回　1995　（平成7）
　　・ウォーリック大学（イギリス）　
　　・コロンビア大学ティーチャーズカレッジ（アメリカ）　
　　・サンディエゴ州立大学（アメリカ）　
　　・シモンズ大学（アメリカ）　
　　・シラキュース大学（アメリカ）　
　　・フランス国立ブローニュビヤンクール コンセルバトワール・スーペリウール（フランス）　6
　継続　・ダルハウジー大学（カナダ）　
　　・ボストン大学（アメリカ）　
　　・ミネソタ大学（アメリカ）　
　　・ロンドン大学（イギリス）　4
第7回　1996　（平成8）
　　・アート・インスティテュート・オブ・シカゴ（アメリカ）　　
　　・カリフォルニア大学ロサンゼルス校（アメリカ）　
　　・コロンビア大学（アメリカ）　
　　・ジョージワシントン大学（アメリカ）　
　　・ノッティンガム大学（イギリス）　
　　・ミシガン大学（アメリカ）　6
　継続　・ウォーリック大学（イギリス）　
　　・コロンビア大学ティーチャーズカレッジ（アメリカ）　
　　・サンディエゴ州立大学（アメリカ）　
　　・シモンズ大学（アメリカ）　
　　・シラキュース大学（アメリカ）　
　　・フランス国立ブローニュビヤンクール コンセルバトワール・スーペリウール（フランス）　6
第8回　1997　（平成9）
　　・オックスフォード大学（イギリス）　
　　・サンフランシスコ州立大学（アメリカ）　
　　・ノースカロライナ州立大学（アメリカ）　
　　・ハーバード大学（アメリカ）　
　　・ミネソタ大学（アメリカ）　5
　継続　・アート・インスティテュート・オブ・シカゴ（アメリカ）　
　　・カリフォルニア大学ロサンゼルス校（アメリカ）　
　　・コロンビア大学（アメリカ）　
　　・ノッティガム大学（イギリス）　
　　・ミシガン大学（アメリカ）　5
第9回　1998　（平成10）
　　・ジョージワシントン大学（アメリカ）　
　　・スタンフォード大学（アメリカ）　
　　・バーミンガム大学（イギリス）　
　　・マギル大学（カナダ）　4
　継続　・オックスフォード大学（イギリス）　
　　・サンフランシスコ州立大学（アメリカ）　
　　・ノースカロライナ州立大学（アメリカ）　
　　・ハーバード大学（アメリカ）　4
第10回　1999　（平成11）
　　・サセックス大学（イギリス）　
　　・サンフランシスコ州立大学（アメリカ）　
　　・ボローニャ大学（イタリア）　
　　・ロンドン大学（イギリス）　
　　・MCPハーネマン大学（アメリカ）　5
　継続　・ジョージタウン大学（アメリカ）　
　　・ジョージワシントン大学（アメリカ）　
　　・マギル大学（カナダ）　3
第11回　2000　（平成12）
　　・オイリュトミウム　シュトゥットガルト（ドイツ）　
　　・カリフォルニア統合学研究所（アメリカ）　
　　・コロンビア大学ティーチャーズカレッジ（アメリカ）　
　　・コンコルディア大学（カナダ）　
　　・ハンブルク大学（ドイツ）　
　　・レスター大学（イギリス）　
　　・ローハンプトン大学（イギリス）　7
　継続　・カルフォルニア州立大学サンフランシスコ校（アメリカ）　
　　・ボローニャ大学（イタリア）　
　　・ロンドン大学（イギリス）　3
第12回　2001　（平成13）
　　・カンザス大学（アメリカ）　
　　・ブリティッシュコロンビア大学（カナダ）　
　　・フロリダ州立大学（アメリカ）　
　　・マイアミ大学（アメリカ）　
　　・ミュンヘン大学（ドイツ）　
　　・モンタナ大学（アメリカ）　6
　継続　・オイリュトミウム　シュトゥットガルト（ドイツ）　
　　・カリフォルニア統合学研究所（アメリカ）　
　　・コロンビア大学ティーチャーズカレッジ（アメリカ）　
　　・コンコルディア大学（カナダ）　
　　・ハンブルク大学（ドイツ）　
　　・レスター大学（イギリス）　6
第13回　2002　（平成14）
　　・アライアント国際大学（アメリカ）　
　　・オーストラリア国立シドニー大学（オーストラリア）　
　　・コロンビア大学ティーチャーズカレッジ（アメリカ）　
　　・ジョージワシントン大学（アメリカ）　
　　・ロンドン大学（イギリス）　
　　・ロンドン大学（イギリス）　6
　継続　・カンザス大学（アメリカ）　　
　　・ブリティッシュコロンビア大学（カナダ）　
　　・フロリダ州立大学（アメリカ）　
　　・マイアミ大学（アメリカ）　
　　・モンタナ大学（アメリカ）　5
第14回　2003　（平成15）
　継続　・アライアント国際大学（アメリカ）　
　　・ジョージワシントン大学（アメリカ）　
　　・ロンドン大学（イギリス）　3

助成件数 70（のべ件数 121）

留学した国
アメリカ　39　イギリス　16　イタリア　1　オーストラリア　1　カナダ　4　シンガポール　1　タイ　1　ドイ

ツ　5　フィリピン　1　フランス　1　助成件数　70　全10か国

日本留学助成事業

以下、回 / 年度　　留学先　出身こく　人数の順に読み上げ
第1回　1992　（平成4）
　　・慶應義塾大学　　
　　・千葉大学　　
　　・筑波大学　　
　　・東京学芸大学×2
　　・中国3
　　・韓国2
5
第2回　1993　（平成5）
　　･関西学院大学
　　･慶應義塾大学　
　　･千葉大学　
　　･東京学芸大学×4
　　･中国4　
　　･韓国2　
　　･台湾1　
　　7
第3回　1994　（平成6）
　　･関西学院大学　
　　･慶應義塾大学　　
　　･千葉大学　　
　　･筑波大学　　
　　･東京学芸大学×2　　
　　･早稲田大学
　　･中国2　
　　･韓国2
　　･台湾2
　　･スリランカ1
　　7
第4回　1995　（平成7）
　　･大阪市立大学　
　　･大阪教育大学　　
　　･京都女子大学　　
　　･埼玉大学　　
　　･筑波大学×2　　
　　･東京大学×2　　
　　･同志社大学　　
　　･日本体育大学
　　･中国5　
　　･韓国2
　　･台湾3
　　10
第5回　1996　（平成8）
　　･愛知学院大学　　
　　･大阪教育大学　　
　　･大阪市立大学　　
　　･筑波大学　　
　　･東京大学　　
　　･東京外国語大学　　
　　･東京学芸大学　　
　　･広島大学　　
　　･明治学院大学
　　･中国4
　　･韓国2
　　･台湾1
　　･インド1
　　･ブラジル1
　　9
第6回　1997　（平成9）
　　･大阪教育大学×3　　
　　･慶應義塾大学　　
　　･埼玉大学　　
　　･上越教育大学　　
　　･筑波大学　　
　　･東京大学　　
　　･梅花女子大学　　
　　･横浜国立大学
　　･中国5
　　･韓国2
　　･台湾2
　　･タイ1
　　10
第7回　1998　（平成10）
　　･大阪教育大学×2　　
　　･熊本大学　　
　　･筑波大学　　
　　･東京大学×2　　
　　･日本女子大学　　
　　･北海道教育大学
　　･中国3
　　･韓国2
　　･台湾1
　　･ペルー1
　　･ミャンマー1
　　8
第8回　1999　（平成11）
　　･大阪教育大学　　
　　･九州大学　　
　　･東京大学×3　　
　　･東京学芸大学　　
　　･日本大学　　
　　･兵庫教育大学
　　･中国5
　　･韓国1
　　･スリランカ1
　　･マレーシア1
　　8
第9回　2000　（平成12）
　　･大阪教育大学×2　　
　　･大阪大学　　
　　･お茶の水女子大学×2　　
　　･上越教育大学　　
　　･上智大学　　
　　･聖和大学　　
　　･東京学芸大学　　
　　･図書館情報大学
　　･中国4
　　･韓国2
　　･台湾3
　　･シンガポール1
　　10
第10回　2001　（平成13）
　　･お茶の水女子大学　　
　　･埼玉大学　　
　　･図書館情報大学　　
　　･九州大学　　
　　･群馬大学　　
　　･東京学芸大学　　
　　･日本社会事業大学　　
　　･梅花女子大学　　
　　･北海道大学　　
　　･鳴門教育大学
　　･中国3
　　･韓国5
　　･台湾1
　　･イラン1
　　10
第11回　2002　（平成14）
　　･お茶の水女子大学　　
　　･関西学院大学　　
　　･千葉大学　　
　　･東京学芸大学×2　　
　　･図書館情報大学　　
　　･鳴門教育大学　　
　　･福岡教育大学　　
　　･ぶっきょう大学　　
　　･早稲田大学
　　･中国3
　　･韓国3
　　･台湾1
　　･イラン1
　　･インドネシア1
　　･ネパール1
　　10
　継続　･早稲田大学
　　　　･韓国1　1
第12回　2003　（平成15）
　　･東京大学　　
　　･福岡女子大学　
　　･中国1
　　･韓国1
　2
　継続　･早稲田大学
　　　　･韓国1　1

助成件数 96（のべ件数 98）

出身こく

中国　42　韓国　26　台湾　15　インド　1　イラン　2　インドネシア　1　シンガポール　1　スリランカ　2　タ
イ　1　ブラジル　1　ペルー　1　マレーシア　1　ネパール　1　ミャンマー　1　助成96件数　全14か国

海外留学助成事業

留学した国 出身国

日本留学助成事業
回 / 年度 留学先 人数

第1回
1990

（平成2）

・タビストック研究所（イギリス）
・チェンマイ大学（タイ）
・フィリピン大学（フィリピン） 3

第2回
1991

（平成3）

・ウィスコンシン州立大学オークレア校（アメリカ）
・エクセター大学（イギリス）
・オハイオ州立大学（アメリカ）
・オレゴン州立大学付属アジア太平洋地域研究セン

ター（アメリカ）
・ペンシルベニア州立大学（アメリカ） 5

第3回
1992

（平成4）

・カールスルーエ大学（ドイツ）
・カリフォルニア大学ロサンゼルス校（アメリカ）
・シンガポール大学（シンガポール）
・スタンフォード大学（アメリカ）
・ペンシルベニア大学（アメリカ）
・マンチェスター大学（イギリス） 6

継続 ・ペンシルベニア州立大学（アメリカ） 1

第4回
1993

（平成5）

・スタンフォード大学（アメリカ）
・ニューメキシコ大学（アメリカ）
・ミシガン大学（アメリカ）
・ミュンヘン大学（ドイツ）
・リーズポリテクニック大学（イギリス） 5

継続

・ウィスコンシン州立大学（アメリカ） 　
・カリフォルニア大学ロサンゼルス校（アメリカ）
・シンガポール大学（シンガポール）
・スタンフォード大学（アメリカ）
・マンチェスター大学（イギリス）
・州立カールスルーエ美術館（ドイツ） 6

第5回
1994

（平成6）

・ダルハウジー大学（カナダ）
・ペンシルベニア大学（アメリカ）
・ボストン大学（アメリカ）
・ホマトン大学（イギリス）
・ミネソタ大学（アメリカ）
・ロンドン大学（イギリス） 6

継続

・コーネル大学（アメリカ）
・ニューメキシコ大学（アメリカ）
・ミシガン大学（アメリカ）
・ミュンヘン大学（ドイツ）
・リーズメトロポリタン大学（イギリス） 5

第6回
1995

（平成7）

・ウォーリック大学（イギリス）
・コロンビア大学ティーチャーズカレッジ（アメリカ）
・サンディエゴ州立大学（アメリカ）
・シモンズ大学（アメリカ）
・シラキュース大学（アメリカ）
・フランス国立ブローニュビヤンクール コンセルバ

トワール・スーペリウール（フランス） 6

継続

・ダルハウジー大学（カナダ）
・ボストン大学（アメリカ）
・ミネソタ大学（アメリカ）
・ロンドン大学（イギリス） 4

第7回
1996

（平成8）

・アート・インスティテュート・オブ・シカゴ（アメリカ） 　
・カリフォルニア大学ロサンゼルス校（アメリカ）
・コロンビア大学（アメリカ）
・ジョージワシントン大学（アメリカ）
・ノッティンガム大学（イギリス）
・ミシガン大学（アメリカ） 6

継続

・ウォーリック大学（イギリス）
・コロンビア大学ティーチャーズカレッジ（アメリカ）
・サンディエゴ州立大学（アメリカ）
・シモンズ大学（アメリカ）
・シラキュース大学（アメリカ）
・フランス国立ブローニュビヤンクール コンセルバ

トワール・スーペリウール（フランス） 6

回 / 年度 留学先 出身国 人数

第1回
1992

（平成4）

・慶應義塾大学 ・中国3
・千葉大学 ・韓国2
・筑波大学
・東京学芸大学×2 5

第2回
1993

（平成5）

･関西学院大学 ･中国4
･慶應義塾大学 ･韓国2
･千葉大学 ･台湾1
･東京学芸大学×4 7

第3回
1994

（平成6）

･関西学院大学 ･中国2
･慶應義塾大学 ･韓国2
･千葉大学 ･台湾2
･筑波大学 ･スリランカ1
･東京学芸大学×2
･早稲田大学 7

第4回
1995

（平成7）

･大阪市立大学 ･中国5
･大阪教育大学 ･韓国2
･京都女子大学 ･台湾3
･埼玉大学
･筑波大学×2
･東京大学×2
･同志社大学
･日本体育大学 10

第5回
1996

（平成8）

･愛知学院大学 ･中国4
･大阪教育大学 ･韓国2
･大阪市立大学 ･台湾1
･筑波大学 ･インド1
･東京大学 ･ブラジル1
･東京外国語大学
･東京学芸大学
･広島大学
･明治学院大学 9

第6回
1997

（平成9）

･大阪教育大学×3 ･中国5
･慶應義塾大学 ･韓国2
･埼玉大学 ･台湾2
･上越教育大学 ･タイ1
･筑波大学
･東京大学
･梅花女子大学
･横浜国立大学 10

第7回
1998

（平成10）

･大阪教育大学×2 ･中国3
･熊本大学 ･韓国2
･筑波大学 ･台湾1
･東京大学×2 ･ペルー1
･日本女子大学 ･ミャンマー1
･北海道教育大学 8

回 / 年度 留学先 出身国 人数

第8回
1999

（平成11）

･大阪教育大学 ･中国5
･九州大学 ･韓国1
･東京大学×3 ･スリランカ1
･東京学芸大学 ･マレーシア1
･日本大学
･兵庫教育大学 8

第9回
2000

（平成12）

･大阪教育大学×2 ･中国4
･大阪大学 ･韓国2
･お茶の水女子大学×2 ･台湾3
･上越教育大学 ･シンガポール1
･上智大学
･聖和大学
･東京学芸大学
･図書館情報大学 10

第10回
2001

（平成13）

･お茶の水女子大学 ･中国3
･埼玉大学 ･韓国5
･図書館情報大学 ･台湾1
･九州大学 ･イラン1
･群馬大学
･東京学芸大学
･日本社会事業大学
･梅花女子大学
･北海道大学
･鳴門教育大学 10

第11回
2002

（平成14）

･お茶の水女子大学 ･中国3
･関西学院大学 ･韓国3
･千葉大学 ･台湾1
･東京学芸大学×2 ･イラン1
･図書館情報大学 ･インドネシア1
･鳴門教育大学 ･ネパール1
･福岡教育大学
･佛教大学
･早稲田大学 10

継続 ･早稲田大学 ･韓国1 1

第12回
2003

（平成15）

･東京大学 ･中国1
･福岡女子大学 ･韓国1 2

継続 ･早稲田大学 ･韓国1 1
助成件数 96

（のべ件数 98）

回 / 年度 留学先 人数

第8回
1997

（平成9）

・オックスフォード大学（イギリス）
・サンフランシスコ州立大学（アメリカ）
・ノースカロライナ州立大学（アメリカ）
・ハーバード大学（アメリカ）
・ミネソタ大学（アメリカ） 5

継続

・アート・インスティテュート・オブ・シカゴ（アメリカ）
・カリフォルニア大学ロサンゼルス校（アメリカ）
・コロンビア大学（アメリカ）
・ノッティガム大学（イギリス）
・ミシガン大学（アメリカ） 5

第9回
1998

（平成10）

・ジョージワシントン大学（アメリカ）
・スタンフォード大学（アメリカ）
・バーミンガム大学（イギリス）
・マギル大学（カナダ） 4

継続

・オックスフォード大学（イギリス）
・サンフランシスコ州立大学（アメリカ）
・ノースカロライナ州立大学（アメリカ）
・ハーバード大学（アメリカ） 4

第10回
1999

（平成11）

・サセックス大学（イギリス）
・サンフランシスコ州立大学（アメリカ）
・ボローニャ大学（イタリア）
・ロンドン大学（イギリス）
・MCPハーネマン大学（アメリカ） 5

継続
・ジョージタウン大学（アメリカ）
・ジョージワシントン大学（アメリカ）
・マギル大学（カナダ） 3

第11回
2000

（平成12）

・オイリュトミウム　シュトゥットガルト（ドイツ）
・カリフォルニア統合学研究所（アメリカ）
・コロンビア大学ティーチャーズカレッジ（アメリカ）
・コンコルディア大学（カナダ）
・ハンブルク大学（ドイツ）
・レスター大学（イギリス）
・ローハンプトン大学（イギリス） 7

継続
・カルフォルニア州立大学サンフランシスコ校（アメリカ）
・ボローニャ大学（イタリア）
・ロンドン大学（イギリス） 3

第12回
2001

（平成13）

・カンザス大学（アメリカ）
・ブリティッシュコロンビア大学（カナダ）
・フロリダ州立大学（アメリカ）
・マイアミ大学（アメリカ）
・ミュンヘン大学（ドイツ）
・モンタナ大学（アメリカ） 6

継続

・オイリュトミウム　シュトゥットガルト（ドイツ）
・カリフォルニア統合学研究所（アメリカ）
・コロンビア大学ティーチャーズカレッジ（アメリカ）
・コンコルディア大学（カナダ）
・ハンブルク大学（ドイツ）
・レスター大学（イギリス） 6

第13回
2002

（平成14）

・アライアント国際大学（アメリカ）
・オーストラリア国立シドニー大学（オーストラリア）
・コロンビア大学ティーチャーズカレッジ（アメリカ）
・ジョージワシントン大学（アメリカ）
・ロンドン大学（イギリス）
・ロンドン大学（イギリス） 6

継続

・カンザス大学（アメリカ） 　
・ブリティッシュコロンビア大学（カナダ）
・フロリダ州立大学（アメリカ）
・マイアミ大学（アメリカ）
・モンタナ大学（アメリカ） 5

第14回
2003

（平成15）
継続

・アライアント国際大学（アメリカ）
・ジョージワシントン大学（アメリカ）
・ロンドン大学（イギリス） 3

助成件数 70
（のべ件数 121）

アメリカ イギリス イタリア オーストラリア カナダ シンガポール タイ ドイツ フィリピン フランス 助成件数
39 16 1 1 4 1 1 5 1 1 70

中国 韓国 台湾 インド イラン インドネシア シンガポール スリランカ タイ ブラジル ペルー マレーシア ネパール ミャンマー 助成件数
42 26 15 1 2 1 1 2 1 1 1 1 1 1 96 全14か国全10か国
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###財務諸表（2023年度分）

####貸借対照表

2024（令和6）ねん3月31日現在（単位：千円）

資産の部

当年度

1　流動資産　

現預金　36,290

その他流動資産　786

流動資産合計　37,076

2　固定資産　

基本財産　5,673,179

特定資産　175,847

その他固定資産　388

固定資産合計　5,849,414

資産合計　5,886,491

前年度

1　流動資産　

現預金　32,452

その他流動資産　830

流動資産合計　33,283

2　固定資産　

基本財産　4,948,558

特定資産　170,236

その他固定資産　659

固定資産合計　5,119,453

資産合計　5,152,736

負債の部

当年度

1　流動負債　12,993

2　固定負債　29,081

負債合計　42,074

前年度

1　流動負債　8,574

2　固定負債　27,793

負債合計　36,367

正味財産の部

当年度　　

1　指定正味財産　396,766

2　一般正味財産　5,447,651

正味財産合計　5,844,416

負債及び正味財産合計　5,886,491

前年度

1　指定正味財産　392,443

2　一般正味財産　4,723,925

正味財産合計　5,116,368

負債及び正味財産合計　5,152,736

（注）単位未満四捨五入のため、内訳と合計は必ずしも一致しません。

####正味財産増減 計算書

2023（令和5）ねん4月1日から2024（令和6）ねん3月31日まで（単位：千円）

当年度　　

1　一般正味財産増減の部　　　　　　

1.経常増減の部　　　　　　

（１）経常収益　　　　　　

①基本財産運用益　　114,806　

②特定資産運用益　　1,261　　　

③受取寄付金　　5,860　　　

受取寄付金振替額　　18,660　　　

④その他収入　　50　　　

経常収益 計　　140,638　　　　

（２）経常費用　　　　　　

①事業費　　　　　　

１ 子ども文庫助成事業費　　77,031　　　

２ 電子図書普及事業費　　46,992　　　

（事業費　小計）　（　124,023　）　

②管理費　　16,615　　　　

経常費用 計　　140,638　　　　

評価損益等調整前当期経常増減額　　0　　　

評価損益等計　　723,725　　　　

当期経常増減額　　723,725　　　
当年度　　

2.経常がい増減の部　　　　　　

当期経常がい増減額　　0　　　　

当期一般正味財産増減額　　723,725　　　

一般正味財産期首残高　　4,723,925　　

一般正味財産期末残高　　5,447,651　

2　指定正味財産増減の部　　　　　　

受取寄付金（指）　　22,983　　

基本財産運用益　　6,436　　

一般正味財産への振替額　　マイナス 25,096　　

当期指定正味財産増減額　　4,323　　

指定正味財産期首残高　　392,443　　

指定正味財産期末残高　　396,766　　　

3　正味財産期末残高　　5,844,416　

前年度　

1　一般正味財産増減の部　　　　　　

1.経常増減の部　　　　　　

（１）経常収益　　　　　　

①基本財産運用益　　106,115　

②特定資産運用益　　1,261　

③受取寄付金　　　5,962　

受取寄付金振替額　　4,304　

④その他収入　　35　

経常収益 計　　117,678　

（２）経常費用　　　　　　

①事業費　　　　　　

１ 子ども文庫助成事業費　63,812　

２ 電子図書普及事業費　　38,922　

（事業費　小計）　　（　102,734　）

②管理費　　　14,944　

経常費用 計　　　117,678　

評価損益等調整前当期経常増減額　　　0　

評価損益等計　　　　29,043　

当期経常増減額　　　　29,043　

2.経常がい増減の部　　　　　　

当期経常がい増減額　　　300　

当期一般正味財産増減額　　　29,343　

一般正味財産期首残高　　　4,694,583　

一般正味財産期末残高　　　4,723,925　
　　　　　　
2　指定正味財産増減の部　　　　　　

受取寄付金（指）　　　24,340　

基本財産運用益　　　6,436　

一般正味財産への振替額　　　マイナス 10,740　

当期指定正味財産増減額　　　　20,036　

指定正味財産期首残高　　　372,407　

指定正味財産期末残高　　　392,443　

3　正味財産期末残高　　　　5,116,368　

（注）単位未満四捨五入のため、内訳と合計は必ずしも一致しません。

####寄付金・正味財産の推移（単位：千円）

以下、年度 / 寄付金 / 寄付金累計 / 正味財産の順に読み上げ

平成30年度 / 36,068 / 5,625,487 / 4,738,367

令和がんねん度 / 30,845 / 5,656,332 / 4,639,002

令和2年度 / 30,015 / 5,686,347 / 4,910,323

令和3年度 / 29,679 / 5,716,026 / 5,066,990

令和4年度 / 30,302 / 5,746,328 / 5,116,368

令和5年度 / 28,843 / 5,775,171 / 5,844,416

伊藤忠記念財団は、基本財産の運用益および、伊藤忠商事ならびにグループ会社、そして、個人の皆様からのご寄付を基に活動して
まいりました。これまでの皆様のご厚意とご協力に心から感謝申し上げます。

今後とも、当財団の活動を継続していくために、皆様からの変わらぬご支援とご協力を賜りますよう、お願い申し上げます。

※毎年の寄付者一覧は、当財団年次報告書に記載しています。

貸借対照表

寄付金・正味財産の推移

正味財産増減 計算書

2024（令和6）年3月31日現在（単位：千円）

2023（令和5）年4月1日から2024（令和6）年3月31日まで（単位：千円）
（注）単位未満四捨五入のため、内訳と合計は必ずしも一致しません。

（注）単位未満四捨五入のため、内訳と合計は必ずしも一致しません。

（単位：千円）

資産の部 負債の部

科　目 当年度 前年度 科　目 当年度 前年度

Ⅰ　流動資産 Ⅰ　流動負債 12,993 8,574

　　現預金 36,290 32,452 Ⅱ　固定負債 29,081 27,793

　　その他流動資産 786 830 　　負債合計 42,074 36,367

流動資産合計 37,076 33,283

Ⅱ　固定資産

　　基本財産 5,673,179 4,948,558 正味財産の部

　　特定資産 175,847 170,236 Ⅰ　指定正味財産 396,766 392,443

　　その他固定資産 388 659 Ⅱ　一般正味財産 5,447,651 4,723,925

固定資産合計 5,849,414 5,119,453 正味財産合計 5,844,416 5,116,368

資産合計 5,886,491 5,152,736 負債及び正味財産合計 5,886,491 5,152,736

年度 寄付金 寄付金累計 正味財産

平成30年度 36,068 5,625,487 4,738,367

令和元年度 30,845 5,656,332 4,639,002

令和2年度 30,015 5,686,347 4,910,323

令和3年度 29,679 5,716,026 5,066,990

令和4年度 30,302 5,746,328 5,116,368

令和5年度 28,843 5,775,171 5,844,416

科　目 当年度 前年度

Ⅰ　一般正味財産増減の部

　　1.経常増減の部

　　（１）経常収益

　　①基本財産運用益 114,806 106,115

　　②特定資産運用益 1,261 1,261

　　③受取寄付金 5,860 5,962

　　　受取寄付金振替額 18,660 4,304

　　④その他収入 50 35

経常収益 計 140,638 117,678

　　（２）経常費用

　　①事業費

　　-１ 子ども文庫助成事業費 77,031 63,812

　　-２ 電子図書普及事業費 46,992 38,922

（事業費　小計） （ 124,023 ） （ 102,734 ）

　　②管理費 16,615 14,944

経常費用 計 140,638 117,678

評価損益等調整前当期経常増減額 0 0

評価損益等計 723,725 29,043

当期経常増減額 723,725 29,043

科　目 当年度 前年度

　　２.経常外増減の部

当期経常外増減額 0 300

当期一般正味財産増減額 723,725 29,343

　　一般正味財産期首残高 4,723,925 4,694,583

　　一般正味財産期末残高 5,447,651 4,723,925

Ⅱ　指定正味財産増減の部

　　受取寄付金（指） 22,983 24,340

　　基本財産運用益 6,436 6,436

　　一般正味財産への振替額 △ 25,096 △ 10,740

　　当期指定正味財産増減額 4,323 20,036

　　　指定正味財産期首残高 392,443 372,407

　　　指定正味財産期末残高 396,766 392,443

Ⅲ　正味財産期末残高 5,844,416 5,116,368

伊藤忠記念財団は、基本財産の運用益および、伊藤忠商事ならびにグループ会社、そして、個人の皆様か
らのご寄付を基に活動してまいりました。これまでの皆様のご厚意とご協力に心から感謝申し上げます。
今後とも、当財団の活動を継続していくために、皆様からの変わらぬご支援とご協力を賜りますよう、お願
い申し上げます。
※毎年の寄付者一覧は、当財団年次報告書に記載しています。

財務諸表（2023年度分）
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伊藤忠記念財団 歴代役員一覧
＊原則として就任時の肩書を掲載（出典：当時の年次報告書）。現役役員のみ、2024年7月時点の肩書を掲載
●理事長
以下、氏名　肩書　任期（年度）の順に読み上げ
戸崎 誠喜　伊藤忠商事株式会社 取締役社長　1974から1999
米倉 功　伊藤忠商事株式会社 相談役　2000から2003
室伏 稔　伊藤忠商事株式会社 相談役　2004から2009
丹羽 宇一郎　伊藤忠商事株式会社 取締役相談役　2010から2010
小林 栄三　伊藤忠商事株式会社 代表取締役会長　2010から2020
鈴木 善久　伊藤忠商事株式会社 理事　2021から現在
●副理事長
以下、氏名　肩書　任期（年度）の順に読み上げ
山田 清實　伊藤忠エネクス株式会社 取締役会長　2008から2011
小寺 明　伊藤忠エネクス株式会社 取締役会長　2012から2017
竹森 二郎　伊藤忠ロジスティクス株式会社 元代表取締役社長　2018から現在
●常務理事
以下、氏名　肩書　任期（年度）の順に読み上げ
佐々木 千之　財団法人伊藤忠記念財団 事務局長　1974から1982
山本 優　財団法人伊藤忠記念財団 事務局長　1983から1992
栗田 和彦　財団法人伊藤忠記念財団 事務局長　1993から1997
社浦 迪夫　財団法人伊藤忠記念財団 事務局長　1998から2001
溝口 健　財団法人伊藤忠記念財団 事務局長　2002から2008
大久保 弘　財団法人伊藤忠記念財団 事務局長　2009から2012
中島 司　公益財団法人伊藤忠記念財団 事務局長　2013から2014
山岡 隆仁　公益財団法人伊藤忠記念財団 事務局長　2015から2018
石田 三也　公益財団法人伊藤忠記念財団 事務局長　2019から2021
池辺 昌和　公益財団法人伊藤忠記念財団 事務局長　2022から現在
●理事
以下、氏名　肩書　任期（年度）の順に読み上げ
天城 勲　文部省 顧問　1974から2003
井上 薫　第一勧業銀行 取締役名誉会長　1974から1993
茅 誠司　日本学術振興会 会長　1974から1988
城戸 尚夫　国際卓球連盟 会長代理　1974から1993
瀬島 龍三　伊藤忠商事株式会社 取締役副会長　1974から1981
高橋 健二　日本ペンクラブ 会長　1974から1985

堀田 庄三　住友銀行 取締役相談役名誉会長　1974から1990
田中 正夫　伊藤忠商事株式会社 取締役会長　1982から1988
坂本 朝一　日本放送協会 顧問　1986から1999
中村 薫　伊藤忠倉庫株式会社 社長　1989から1999
村井 資長　けいせん女学園大学 学長、早稲田大学 名誉教授　1989から1999
伊部 恭之助　株式会社住友銀行 相談役最高顧問　1991から1999
村本 周三　株式会社第一勧業銀行 相談役　1994から1999
堀田 力　財団法人さわやか福祉財団 理事長　1996から2005
今井 通子　医学博士、登山家　2000から2005
近藤 克彦　株式会社第一勧業銀行 顧問　2000から2005
住 明正　東京大学 教授、気候システム研究センター センター長　2000から2005
降旗 健人　ケーブル・アンド・ワイヤレスIDC株式会社 相談役　2000から2005
森川 敏雄　株式会社住友銀行 取締役会長　2000から2008
松下 倶子　独立行政法人国立少年自然の家 理事長　2004から2008
河上 和雄　弁護士、最高検察庁 元公判部長　2006から2011
工藤 正　株式会社みずほ銀行 理事　2006から2008
中島 映至　東京大学気候システム研究センター センター長　2006から2011
三浦 恵美里　株式会社ミウラドルフィンズ 代表取締役　2006から2011
山田 清實　伊藤忠エネクス株式会社 取締役会長　2006から2006
池田 弘一　アサヒビール株式会社 相談役　2010から2021
數土 文夫　JFEホールディングス株式会社 取締役　2010から2013
古河 潤之助　古河電気工業株式会社 相談役　2010から2017
木本 昌秀　東京大学 大気海洋研究所 副所長 教授　2012から2021
本間 逹三　弁護士　2012から2022
山根 基世　LLPことばの杜 代表　2012から2018
馬田 一　JFEホールディングス株式会社 代表取締役社長　2014から2018
吉田 政雄　古河電気工業株式会社 名誉顧問　2018から現在
橋本 恵子　朗読指導者 ことのはスクエア 代表　2019から現在
林田 英治　JFEホールディングス株式会社 特別顧問　2019から2023
泉谷 直木　アサヒグループホールディングス株式会社 特別顧問　2021から現在
髙薮 縁　東京大学 大気海洋研究所 副所長　2021から2022
羽角 博康　東京大学 大気海洋研究所 気候システム研究系 教授、副所長、（気候システム研究系長）　2023から現在
三浦 正晴　弁護士　2023から現在
柿木 厚司　JFEホールディングス株式会社 特別顧問　2024から現在

伊藤忠記念財団 歴代役員一覧
＊原則として就任時の肩書を掲載（出典：当時の年次報告書）。現役役員のみ、2024年7月時点の肩書を掲載

●理事長

●副理事長

●常務理事

●理事

氏名 肩書 任期（年度）
戸崎 誠喜 伊藤忠商事株式会社 取締役社長 1974〜1999

米倉 功 伊藤忠商事株式会社 相談役 2000〜2003

室伏 稔 伊藤忠商事株式会社 相談役 2004〜2009

丹羽 宇一郎 伊藤忠商事株式会社 取締役相談役 2010〜2010

小林 栄三 伊藤忠商事株式会社 代表取締役会長 2010〜2020

鈴木 善久 伊藤忠商事株式会社 理事 2021〜現在

氏名 肩書 任期（年度）
山田 清實 伊藤忠エネクス株式会社 取締役会長 2008〜2011

小寺 明 伊藤忠エネクス株式会社 取締役会長 2012〜2017

竹森 二郎 伊藤忠ロジスティクス株式会社 元代表取締役社長 2018〜現在

氏名 肩書 任期（年度）
佐々木 千之 財団法人伊藤忠記念財団 事務局長 1974〜1982

山本 優 財団法人伊藤忠記念財団 事務局長 1983〜1992

栗田 和彦 財団法人伊藤忠記念財団 事務局長 1993〜1997

社浦 迪夫 財団法人伊藤忠記念財団 事務局長 1998〜2001

溝口 健 財団法人伊藤忠記念財団 事務局長 2002〜2008

大久保 弘 財団法人伊藤忠記念財団 事務局長 2009〜2012

中島 司 公益財団法人伊藤忠記念財団 事務局長 2013〜2014

山岡 隆仁 公益財団法人伊藤忠記念財団 事務局長 2015〜2018

石田 三也 公益財団法人伊藤忠記念財団 事務局長 2019〜2021

池辺 昌和 公益財団法人伊藤忠記念財団 事務局長 2022〜現在

氏名 肩書 任期（年度）
堀田 庄三 住友銀行 取締役相談役名誉会長 1974〜1990

田中 正夫 伊藤忠商事株式会社 取締役会長 1982〜1988

坂本 朝一 日本放送協会 顧問 1986〜1999

中村 薫 伊藤忠倉庫株式会社 社長 1989〜1999

村井 資長 恵泉女学園大学 学長、早稲田大学 名誉教授 1989〜1999

伊部 恭之助 株式会社住友銀行 相談役最高顧問 1991〜1999

村本 周三 株式会社第一勧業銀行 相談役 1994〜1999

堀田 力 財団法人さわやか福祉財団 理事長 1996〜2005

今井 通子 医学博士、登山家 2000〜2005

近藤 克彦 株式会社第一勧業銀行 顧問 2000〜2005

住 明正 東京大学 教授、気候システム研究センター センター長 2000〜2005

降旗 健人 ケーブル・アンド・ワイヤレスIDC株式会社 相談役 2000〜2005

森川 敏雄 株式会社住友銀行 取締役会長 2000〜2008

松下 倶子 独立行政法人国立少年自然の家 理事長 2004〜2008

河上 和雄 弁護士、最高検察庁 元公判部長 2006〜2011

工藤 正 株式会社みずほ銀行 理事 2006〜2008

中島 映至 東京大学気候システム研究センター センター長 2006〜2011

三浦 恵美里 株式会社ミウラドルフィンズ 代表取締役 2006〜2011

山田 清實 伊藤忠エネクス株式会社 取締役会長 2006〜2006

池田 弘一 アサヒビール株式会社 相談役 2010〜2021

數土 文夫 JFEホールディングス株式会社 取締役 2010〜2013

古河 潤之助 古河電気工業株式会社 相談役 2010〜2017

木本 昌秀 東京大学 大気海洋研究所 副所長 教授 2012〜2021

本間 逹三 弁護士 2012〜2022

山根 基世 LLPことばの杜 代表 2012〜2018

馬田 一 JFEホールディングス株式会社 代表取締役社長 2014〜2018

吉田 政雄 古河電気工業株式会社 名誉顧問 2018〜現在

橋本 恵子 朗読指導者 ことのはスクエア 代表 2019〜現在

林田 英治 JFEホールディングス株式会社 特別顧問 2019〜2023

泉谷 直木 アサヒグループホールディングス株式会社 特別顧問 2021〜現在

髙薮 縁 東京大学 大気海洋研究所 副所長 2021〜2022

羽角 博康 東京大学 大気海洋研究所 気候システム研究系 教授、副所長、（気候システム研究系長） 2023〜現在

三浦 正晴 弁護士 2023〜現在

柿木 厚司 JFEホールディングス株式会社 特別顧問 2024〜現在

氏名 肩書 任期（年度）
天城 勲 文部省 顧問 1974〜2003

井上 薫 第一勧業銀行 取締役名誉会長 1974〜1993

茅 誠司 日本学術振興会 会長 1974〜1988

城戸 尚夫 国際卓球連盟 会長代理 1974〜1993

瀬島 龍三 伊藤忠商事株式会社 取締役副会長 1974〜1981

高橋 健二 日本ペンクラブ 会長 1974〜1985
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●監事
以下、氏名　肩書　任期（年度）の順に読み上げ
出塚 清治　公認会計士　1974から現在
田中 正夫　伊藤忠商事株式会社 総務本部長　1974から1975
深津 嘉寿男　伊藤忠商事株式会社 専務取締役　1976から1977
中村 薫　伊藤忠商事株式会社 常務取締役　1978から1981
三宅 秀乙　伊藤忠商事株式会社 常務取締役　1982から1985
井上 恒夫　伊藤忠商事株式会社 常務取締役　1986から1987
立石 信二　伊藤忠商事株式会社 常務取締役　1988から1990
松村 秀雄　伊藤忠商事株式会社 常務取締役　1991から1994
西川 昇　伊藤忠商事株式会社 常務取締役　1995から1996
白井 哲三郎　伊藤忠商事株式会社 専務取締役　1997から2001
森 哲夫　伊藤忠商事株式会社 執行役員総務部長　2002から2003
三木 邦夫　伊藤忠商事株式会社 総務部長　2004から2004
辰口 久　伊藤忠商事株式会社 CSR・コンプライアンス統括部 部長　2005から2008
小林 文彦　伊藤忠商事株式会社 執行役員総務部長　2009から2009
高田 知幸　伊藤忠商事株式会社 広報部長　2011から2016
栗原 章　伊藤忠商事株式会社 サステナビリティ推進室 室長　2017から2017
田部 義仁　伊藤忠商事株式会社 サステナビリティ推進部 部長　2018から現在
●評議員
以下、氏名　肩書　任期（年度）の順に読み上げ
石谷 博　シーアイ化成株式会社 取締役社長　1999から2004
後藤 茂　株式会社ファミリーマート 取締役社長　1999から2004
今野 由梨　ダイヤルサービス株式会社 代表取締役社長　1999から2001
高城 義太郎　日本児童文学会 会長　1999から2004
富岡 幸生　社団法人日本キャンプ協会 副会長　1999から2004
野間 佐和子　社団法人読書推進運動協議会 会長　1999から2004
藤田 英典　東京大学大学院教育学研究科 教授　1999から2004
松村 秀雄　伊藤忠燃料株式会社 代表取締役社長　1999から2004
森 彬　財団法人公益法人協会 事務局長　1999から2001
米倉 功　伊藤忠商事株式会社 相談役　1999から1999
室伏 稔　伊藤忠商事株式会社 取締役会長　2000から2003
土肥 寿員　財団法人公益法人協会 事務局長　2003から2008
杉浦 力　財団法人能率増進研究開発センター 理事長　2004から2008
丹羽 宇一郎　伊藤忠商事株式会社 代表取締役会長　2004から2008

小峰 紀雄　株式会社小峰書店 代表取締役社長　2005から2010
坂井 光男　プリマハム株式会社 元代表取締役社長　2005から2010
武内 清　上智大学 総合人間科学部教授　2005から2010
豊田 資則　シーアイ化成株式会社 取締役社長　2005から2010
矢内 廣　ぴあ株式会社 代表取締役会長兼社長　2005から2010
米山 弘　鎌倉女子大学 児童学部教授、児童学部長　2005から2010
金沢 俊弘　公益財団法人公益法人協会 専務理事・事務局長　2010から2014
工藤 正　中央不動産株式会社 特別顧問　2010から2011
小林 栄三　伊藤忠商事株式会社 代表取締役会長　2010から2010
西川 善文　株式会社三井住友銀行 顧問　2010から2013
赤松 良夫　伊藤忠商事株式会社 代表取締役、専務執行役員　2011から2016
小西 敏夫　センチュリーメディカル株式会社 元代表取締役社長　2011から2016
小西 紀孝　伊藤忠製糖株式会社 元代表取締役社長　2011から2016
小林 芳文　和光大学 現代人間学部 教授　2011から2020
竹下 晴信　株式会社評論社 代表取締役社長　2011から現在
恒吉 僚子　東京大学 大学院教育学研究科 教授　2011から2014
杉山 清次　みずほフィナンシャルグループ 名誉顧問　2012から2014
奥 正之　株式会社三井住友フィナンシャルグループ 名誉顧問　2014から現在
鈴木 勝治　公益財団法人公益法人協会 専務理事　2015から2022
関 啓子　一橋大学 名誉教授　2015から現在
塚本 隆史　株式会社みずほフィナンシャルグループ 特別顧問　2015から現在
小林 文彦　伊藤忠商事株式会社 代表取締役専務執行役員シーエーオー　2017から2021
丹波 俊人　東京センチュリー株式会社 特別参与　2017から現在
松井 鉄也　プリマハム株式会社 元代表取締役社長　2017から現在
是枝 喜代治　東洋大学 教授　2021から現在
的場 佳子　伊藤忠商事株式会社 執行役員 人事・総務部長　2022から2022
垣見 俊之　伊藤忠商事株式会社 執行役員 人事・総務部長（兼）グループCEOオフィス　2023から現在
長沼 良行　公益財団法人公益法人協会 常務理事　2023から現在

東京小中学生センター
●館長　以下、氏名、任期（年度）の順に読み上げ
伊藤 昭彦　1977から1982
八住 智明　1983から1994
柴田 俊明　1995から2005
矢部 剛　2006から2010
●専門委員（設立時）　以下、氏名、肩書の順に読み上げ
岡本 包治　立教大学 教授
福田 垂穂　明治学院大学 教授

●評議員

●館長
東京小中学生センター

●専門委員（設立時）

●監事
氏名 肩書 任期（年度）
出塚 清治 公認会計士 1974〜現在

田中 正夫 伊藤忠商事株式会社 総務本部長 1974〜1975

深津 嘉寿男 伊藤忠商事株式会社 専務取締役 1976〜1977

中村 薫 伊藤忠商事株式会社 常務取締役 1978〜1981

三宅 秀乙 伊藤忠商事株式会社 常務取締役 1982〜1985

井上 恒夫 伊藤忠商事株式会社 常務取締役 1986〜1987

立石 信二 伊藤忠商事株式会社 常務取締役 1988〜1990

松村 秀雄 伊藤忠商事株式会社 常務取締役 1991〜1994

西川 昇 伊藤忠商事株式会社 常務取締役 1995〜1996

白井 哲三郎 伊藤忠商事株式会社 専務取締役 1997〜2001

森 哲夫 伊藤忠商事株式会社 執行役員総務部長 2002〜2003

三木 邦夫 伊藤忠商事株式会社 総務部長 2004〜2004

辰口 久 伊藤忠商事株式会社 CSR・コンプライアンス統括部 部長 2005〜2008

小林 文彦 伊藤忠商事株式会社 執行役員総務部長 2009〜2009

高田 知幸 伊藤忠商事株式会社 広報部長 2011〜2016

栗原 章 伊藤忠商事株式会社 サステナビリティ推進室 室長 2017〜2017

田部 義仁 伊藤忠商事株式会社 サステナビリティ推進部 部長 2018〜現在

氏名 肩書 任期（年度）
小峰 紀雄 株式会社小峰書店 代表取締役社長 2005〜2010

坂井 光男 プリマハム株式会社 元代表取締役社長 2005〜2010

武内 清 上智大学 総合人間科学部教授 2005〜2010

豊田 資則 シーアイ化成株式会社 取締役社長 2005〜2010

矢内 廣 ぴあ株式会社 代表取締役会長兼社長 2005〜2010

米山 弘 鎌倉女子大学 児童学部教授、児童学部長 2005〜2010

金沢 俊弘 公益財団法人公益法人協会 専務理事・事務局長 2010〜2014

工藤 正 中央不動産株式会社 特別顧問 2010〜2011

小林 栄三 伊藤忠商事株式会社 代表取締役会長 2010〜2010

西川 善文 株式会社三井住友銀行 顧問 2010〜2013

赤松 良夫 伊藤忠商事株式会社 代表取締役、専務執行役員 2011〜2016

小西 敏夫 センチュリーメディカル株式会社 元代表取締役社長 2011〜2016

小西 紀孝 伊藤忠製糖株式会社 元代表取締役社長 2011〜2016

小林 芳文 和光大学 現代人間学部 教授 2011〜2020

竹下 晴信 株式会社評論社 代表取締役社長 2011〜現在

恒吉 僚子 東京大学 大学院教育学研究科 教授 2011〜2014

杉山 清次 みずほフィナンシャルグループ 名誉顧問 2012〜2014

奥 正之 株式会社三井住友フィナンシャルグループ 名誉顧問 2014〜現在

鈴木 勝治 公益財団法人公益法人協会 専務理事 2015〜2022

関 啓子 一橋大学 名誉教授 2015〜現在

塚本 隆史 株式会社みずほフィナンシャルグループ 特別顧問 2015〜現在

小林 文彦 伊藤忠商事株式会社 代表取締役専務執行役員CAO 2017〜2021

丹波 俊人 東京センチュリー株式会社 特別参与 2017〜現在

松井 鉄也 プリマハム株式会社 元代表取締役社長 2017〜現在

是枝 喜代治 東洋大学 教授 2021〜現在

的場 佳子 伊藤忠商事株式会社 執行役員 人事・総務部長 2022〜2022

垣見 俊之 伊藤忠商事株式会社 執行役員 人事・総務部長（兼）グループCEOオフィス 2023〜現在

長沼 良行 公益財団法人公益法人協会 常務理事 2023〜現在

氏名 肩書 任期（年度）
石谷 博 シーアイ化成株式会社 取締役社長 1999〜2004

後藤 茂 株式会社ファミリーマート 取締役社長 1999〜2004

今野 由梨 ダイヤルサービス株式会社 代表取締役社長 1999〜2001

高城 義太郎 日本児童文学会 会長 1999〜2004

富岡 幸生 社団法人日本キャンプ協会 副会長 1999〜2004

野間 佐和子 社団法人読書推進運動協議会 会長 1999〜2004

藤田 英典 東京大学大学院教育学研究科 教授 1999〜2004

松村 秀雄 伊藤忠燃料株式会社 代表取締役社長 1999〜2004

森 彬 財団法人公益法人協会 事務局長 1999〜2001

米倉 功 伊藤忠商事株式会社 相談役 1999〜1999

室伏 稔 伊藤忠商事株式会社 取締役会長 2000〜2003

土肥 寿員 財団法人公益法人協会 事務局長 2003〜2008

杉浦 力 財団法人能率増進研究開発センター 理事長 2004〜2008

丹羽 宇一郎 伊藤忠商事株式会社 代表取締役会長 2004〜2008

氏名 任期（年度）
伊藤 昭彦 1977〜1982

八住 智明 1983〜1994

柴田 俊明 1995〜2005

矢部 剛 2006〜2010

氏名 肩書
岡本 包治 立教大学 教授

福田 垂穂 明治学院大学 教授
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伊藤忠記念財団 年表

以下、年　月　日　当財団主要事項　他組織事項・出来事の順に読み上げ
　1972（昭和47）　5月15日　沖縄本土復帰
　1972（昭和47）　12月14日　瀬島副社長（初代理事）宛の業務部発「育英事業について」（答申報告書）内で「利益の社会還元の一環として、育英
事業3案」が提案されている。提案の一つに「財団法人伊藤忠育英協会を設立し図書館経営を行う」とある　
　1972（昭和47）　12月20日　「育英協会設立計画書」が提出され、その中に「次代を担う小中学生の健全な成長を促進する」目的で、「自宅で勉強
する部屋のない小中学生のために、CI学習センターを設立する。場所は、下町または小住宅の密集地域。当初は東京に1箇所。将来は大阪に１箇
所」との記述がある　
　1973（昭和48）　8月13日　伊藤忠商事戦後再発足25周ねん記念事業対策委員会の社会還元分科会で「寄附」および「財団設立」が決定されたこ
とを受け、総務部より「伊藤忠財団設立構想」が出される　
　1973（昭和48）　10月23日　伊藤忠商事株式会社の越後正一代表取締役社長（当時）により、「伊藤忠記念財団」としての事業が正式に決裁され
る　
　1974（昭和49）　1月31日　財団法人東京子ども図書館設立
　1974（昭和49）　9月17日　財団法人の設立認可申請が行われる。申請添付資料は「設立趣意書」「寄付行為」「事業計画書」「次年度計画」　
　1974（昭和49）　9月28日　上記申請内容にて、設立許可取得　
　1974（昭和49）　9月30日　伊藤忠商事株式会社、財団法人伊藤忠記念財団を設立　
　1974（昭和49）　11月13日　国際児童図書評議会日本支部発足（1985年に日本国際児童図書評議会（JBBY）へ改名）
1975（昭和50）　　4月1日　子ども文庫助成事業を開始　
　1976（昭和51）　　　読書推進運動協議会より子ども文庫助成事業への賛同を得て、助成先推薦・募集の窓口業務を依頼　
　1976（昭和51）　　　青少年に関する諸問題の調査研究報告を発行。2005年まで続く　
　1976（昭和51）　　　　ロッキード事件
　1977（昭和52）　5月5日　東京小中学生センター（児童館）開館。※2009年12月に休館し、2011年3月に閉館。入館者累計は約735,000にん　
　1977（昭和52）　　　ジュニアサマースクール・ジュニアウィンタースクールを開催し始める（小学よねんせいから中学3年生が対象）。2005
年まで続く　
　1979（昭和54）　　　　国際児童ねん
　1979（昭和54）　　　東京小中学生センター　入館者10万にん突破　
　1981（昭和56）　　　　国際障害者ねん
　1983（昭和58）　　　東京小中学生センターでジュニアサバイバルスクールを開催。2011年まで続く　
　1984（昭和59）　4月1日　財団設立10周年を記念して、子ども文庫功労賞を新設　
　1986（昭和61）　　　東京小中学生センターがレクリエーション運動優良団体として表彰される　
　1989（平成がん）　　　海外留学助成事業を開始。2004年まで続き、累計助成者は70名　
　1989（平成がん）　11月9日　ベルリンの壁崩壊
　1989（平成がん）　11月20日　児童の権利に関する条約が国連総会で採択
　1990（平成2）　　　　国際識字年
　1990（平成2）　8月2日　湾岸戦争開始
　1991（平成3）　　　日本留学助成事業を実施。2004年まで続き、累計助成者は96名　
　1991（平成3）　　　東京小中学生センター　入館者50万にん突破　
1995（平成7）　　1月17日　阪神・淡路大震災
　1996（平成8）　　　わいわいチャレンジキャンプを開始。小学1年生から小学3年生までが対象。2005年まで続く　
　1996（平成8）　11月　読書週間50周年の年に、野間読書推進賞特別賞（読書推進運動協議会主催）を受賞　
　2000（平成12）　　　　子ども読書ねん
　2000（平成12）　　　東京小中学生センター、野外活動参加者1万にん突破　
　2001（平成13）　　　設立30周年記念事業として、東京子ども図書館との共同事業「子どもぶんこプロジェクト」を発足。実質よねんかんをか
けて全国の子ども文庫を調査　
　2001（平成13）　10月7日　アフガニスタン紛争開始
　2002（平成14）　4月1日　子どもの本100冊助成を新設。低学年セットから始まり、2003年に中学年、2004年に高学年セットを追加　
2005（平成17）　　　　子ども文庫助成件数が1,000件突破。「子ども文庫功労賞」受賞者が累計50名に　
2006（平成18）　　　　ジュニアキャンプ森のくらしを開催。小学1年生から中学3年生が対象。2010年まで続く　
2007（平成19）　　4月1日　病院・施設子ども読書活動費助成を新設　
2009（平成21）　　　　新規事業検討開始（後の電子図書普及事業）　
2009（平成21）　12月23日　東京小中学生センター　休館　

　2010（平成22）　4月1日　日本人学校／日本語補習授業校への図書助成を開始。2016年まで続き、累計助成件数は167校　
　2010（平成22）　4月1日　電子図書普及事業を開始。文化庁長官の指定団体の認可を受け、著作権法第37条第3項のもと児童書のマルチ
メディアデイジー化を開始　
　2010（平成22）　5月15日　「障害のある子ども達のための読書サポート講座」（げん「読書バリアフリー研究会」）の開催を始める　
　2011（平成23）　3月11日　東日本大震災
　2011（平成23）　3月15日　シリア内戦開始
　2011（平成23）　3月27日　財団初のマルチメディアデイジー図書が完成。「障害のある子ども達に読書の楽しみを マルチメディアデイ
ジー書籍」という名称で、全国の図書館や特別支援学校等1,135団体に寄贈（31作品）　
　2011（平成23）　3月31日　東京小中学生センター　閉館　
　2011（平成23）　4月25日　東日本大震災の被災地を訪問。現地の読書ボランティアの意見をヒアリングし、「東日本大震災緊急支援」の
実施を決定　
　2011（平成23）　7月　財団事務局を板橋から青山の伊藤忠ビルに移転　
　2012（平成24）　1月　内閣総理大臣より公益財団法人の認定を受ける　
　2012（平成24）　1月　伊藤忠商事の社員ボランティアとともに、シャンティ国際ボランティア会の「絵本を届ける運動」への参加を開始　
　2012（平成24）　4月1日　「被災地支援」（旧「伊藤忠商事株主とともに行う被災地100冊助成」）を開始。郵送ぶつ電子化に賛同いただいた
株主様分の費用で児童書100冊を被災地の各小学校に寄贈し始める。その後、東北以外の台風・豪雨被災地も対象に含めつつ、現在は財団
予算で寄贈を継続　
　2012（平成24）　　　第2回寄贈分から、財団製作のマルチメディアデイジー図書に「わいわい文庫」と名前を付ける　
　2013（平成25）　　　第3回寄贈分から、著作権者の了承を得た上で障害の有無に関わらず誰もが利用できるバージョンブルーの寄贈も
開始。また、「わいわい文庫活用じゅつ」の発行も始める　
　2013（平成25）　6月26日　障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（障害者差別解消法）の公布
　2014（平成26）　9月　前年より開始していた、東日本大震災の被災地の子どもたちにシャンティ国際ボランティア会の「絵本を届ける運
動」に参加してもらう活動が、「東南アジアに絵本を贈ろうin東北」という名称で内閣府より承認を得る　
　2014（平成26）　11月　JBBY40周年記念展示「子どもの本の力展―平和というなら、まず子どもたちから始めさせてください」（会場：伊
藤忠青山アートスクエア）に出展し、当財団の事業を紹介　
　2014（平成26）　　　わいわい文庫製作数が100作品突破。バージョンブルーの作品に加えるため、全国の公共図書館と協同で製作する

「日本昔話の旅」シリーズの企画を立ち上げる　
　2017（平成29）　4月1日　子どもの本100冊助成の図書リストに150冊セットを新設。2000年以降に刊行された児童書を中心に紹介　
　2019（令和がん）　6月28日　視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する法律（読書バリアフリー法）公布
　2020（令和2）　3月11日　新型コロナウイルス感染症の世界的な大流行ダブリューエイチオーによるパンデミック宣言
　2020（令和2）　4月1日　子どもの本購入費助成にBプログラム（指定研修会助成）を新設　
　2020（令和2）　11月11日　障害者に対する理解と功績の顕著な港区内の企業等として、港区長から表彰を受ける　
　2021（令和3）　4月1日　病院・施設子ども読書活動費助成の対象に特別支援学校を追加。（げん「特別支援学校図書支援助成」）　
　2021（令和3）　4月1日　子どもの本100冊助成の図書リストに乳幼児図書セットを新設　
　2021（令和3）　7月23日　東京オリンピック開催
　2021（令和3）　11月1日　11月1日から12月12日にかけて、読書バリアフリー研究会オンラインセミナーを開催。新型コロナウイルス感
染症の影響を受け、初のオンデマンド配信を実施　
　2022（令和4）　2月24日　ロシアによるウクライナ侵攻開始
　2023（令和5）　4月1日　子どもの本100冊助成の図書選択方法を変更し、各セットを横断して、財団推薦の全550冊の中から希望の100冊
を自由に選べるようにプログラムを変更　
　2023（令和5）　10月　　イスラエルによるガザ侵攻開始
　2024（令和6）　7月　次年度に向けて、直近5年以内に出版された児童書のみを紹介する「新しい本50冊リスト」を作成。2025年度4月より
子どもの本100冊助成図書リストに追加し、財団推薦の児童書を全600冊とする予定　
　2024（令和6）　9月30日　伊藤忠記念財団設立50周年　
2025（令和7）　　1月10日　1月10日から2月2日にかけて、「伊藤忠記念財団50年のあゆみ　すべての子どもたちに読書の喜びを」を銀座の
教文館ナルニアこく（店内ナルニアホール）で開催　
2025（令和7）　2月5日　2月5日から3月2日にかけて、「伊藤忠記念財団50周年企画展示「未来につなぐ子どもの読書」」を伊藤忠東京本社ビ
ル横の伊藤忠 エスディージーズ スタジオ ギャラリーで開催　

伊藤忠記念財団 年表

年 月 日 当財団主要事項 他組織事項・出来事

1972（昭和47）

5 15 沖縄本土復帰

12 14
瀬島副社長（初代理事）宛の業務部発「育英事業について」（答申報告書）
内で「利益の社会還元の一環として、育英事業3案」が提案されている。
提案の一つに「財団法人伊藤忠育英協会を設立し図書館経営を行う」と
ある

12 20
「育英協会設立計画書」が提出され、その中に「次代を担う小中学生の健
全な成長を促進する」目的で、「自宅で勉強する部屋のない小中学生の
ために、CI学習センターを設立する。場所は、下町または小住宅の密集
地域。当初は東京に1箇所。将来は大阪に１箇所」との記述がある

1973（昭和48）
8 13

伊藤忠商事戦後再発足25周年記念事業対策委員会の社会還元分科会
で「寄附」および「財団設立」が決定されたことを受け、総務部より「伊
藤忠財団設立構想」が出される

10 23 伊藤忠商事株式会社の越後正一代表取締役社長（当時）により、「伊藤忠
記念財団」としての事業が正式に決裁される

1974（昭和49）

1 31 財団法人東京子ども図書館設立

9 17 財団法人の設立認可申請が行われる。申請添付資料は「設立趣意書」「寄
付行為」「事業計画書」「次年度計画」

9 28 上記申請内容にて、設立許可取得
9 30 伊藤忠商事株式会社、財団法人伊藤忠記念財団を設立

11 13 国際児童図書評議会日本支部発足（1985年に日
本国際児童図書評議会（JBBY）へ改名）

1975（昭和50） 4 1 子ども文庫助成事業を開始

1976（昭和51）

読書推進運動協議会より子ども文庫助成事業への賛同を得て、助成先
推薦・募集の窓口業務を依頼
青少年に関する諸問題の調査研究報告を発行。2005年まで続く

ロッキード事件

1977（昭和52）
5 5 東京小中学生センター（児童館）開館。※2009年12月に休館し、2011

年3月に閉館。入館者累計は約735,000人
ジュニアサマースクール・ジュニアウィンタースクールを開催し始める

（小学4年生〜中学3年生が対象）。2005年まで続く

1979（昭和54）
国際児童年

東京小中学生センター　入館者10万人突破
1981（昭和56） 国際障害者年

1983（昭和58） 東京小中学生センターでジュニアサバイバルスクールを開催。2011年
まで続く

1984（昭和59） 4 1 財団設立10周年を記念して、子ども文庫功労賞を新設

1986（昭和61） 東京小中学生センターがレクリエーション運動優良団体として表彰さ
れる

1989（平成元）
海外留学助成事業を開始。2004年まで続き、累計助成者は70名

11 9 ベルリンの壁崩壊
11 20 児童の権利に関する条約が国連総会で採択

1990（平成2）
国際識字年

8 2 湾岸戦争開始

1991（平成3）
日本留学助成事業を実施。2004年まで続き、累計助成者は96名
東京小中学生センター　入館者50万人突破

1995（平成7） 1 17 阪神・淡路大震災

1996（平成8）

わいわいチャレンジキャンプを開始。小学1年生から小学3年生までが
対象。2005年まで続く

11 読書週間50周年の年に、野間読書推進賞特別賞（読書推進運動協議会
主催）を受賞

2000（平成12）
子ども読書年

東京小中学生センター、野外活動参加者1万人突破

2001（平成13）

設立30周年記念事業として、東京子ども図書館との共同事業「子ども
BUNKOプロジェクト」を発足。実質4年間をかけて全国の子ども文庫
を調査

10 7 アフガニスタン紛争開始

2002（平成14） 4 1 子どもの本100冊助成を新設。低学年セットから始まり、2003年に中
学年、2004年に高学年セットを追加

2005（平成17） 子ども文庫助成件数が1,000件突破。「子ども文庫功労賞」受賞者が累
計50名に

2006（平成18） ジュニアキャンプ森のくらしを開催。小学1年生から中学3年生が対象。
2010年まで続く

2007（平成19） 4 1 病院・施設子ども読書活動費助成を新設

2009（平成21）
新規事業検討開始（後の電子図書普及事業）

12 23 東京小中学生センター　休館

年 月 日 当財団主要事項 他組織事項・出来事

2010（平成22）

4 1 日本人学校／日本語補習授業校への図書助成を開始。2016年まで続
き、累計助成件数は167校

4 1 電子図書普及事業を開始。文化庁長官の指定団体の認可を受け、著作権
法第37条第3項のもと児童書のマルチメディアDAISY化を開始

5 15 「障害のある子ども達のための読書サポート講座」（現「読書バリアフリ
ー研究会」）の開催を始める

2011（平成23）

3 11 東日本大震災
3 15 シリア内戦開始

3 27
財団初のマルチメディアDAISY図書が完成。「障害のある子ども達に読
書の楽しみを マルチメディアDAISY書籍」という名称で、全国の図書
館や特別支援学校等1,135団体に寄贈（31作品）

3 31 東京小中学生センター　閉館

4 25 東日本大震災の被災地を訪問。現地の読書ボランティアの意見をヒア
リングし、「東日本大震災緊急支援」の実施を決定

7 財団事務局を板橋から青山の伊藤忠ビルに移転

2012（平成24）

1 内閣総理大臣より公益財団法人の認定を受ける

1 伊藤忠商事の社員ボランティアとともに、シャンティ国際ボランティア
会の「絵本を届ける運動」への参加を開始

4 1
「被災地支援」（旧「伊藤忠商事株主とともに行う被災地100冊助成」）を
開始。郵送物電子化に賛同いただいた株主様分の費用で児童書100冊
を被災地の各小学校に寄贈し始める。その後、東北以外の台風・豪雨被
災地も対象に含めつつ、現在は財団予算で寄贈を継続
第2回寄贈分から、財団製作のマルチメディアDAISY図書に「わいわい
文庫」と名前を付ける

2013（平成25）

第3回寄贈分から、著作権者の了承を得た上で障害の有無に関わらず誰
もが利用できるVer.BLUEの寄贈も開始。また、「わいわい文庫活用術」
の発行も始める

6 26 障害を理由とする差別の解消の推進に関する法
律（障害者差別解消法）の公布

2014（平成26）

9
前年より開始していた、東日本大震災の被災地の子どもたちにシャンテ
ィ国際ボランティア会の「絵本を届ける運動」に参加してもらう活動が、

「東南アジアに絵本を贈ろうin東北」という名称で内閣府より承認を得
る

11
JBBY40周年記念展示「子どもの本の力展―平和というなら、まず子
どもたちから始めさせてください」（会場：伊藤忠青山アートスクエア）
に出展し、当財団の事業を紹介
わいわい文庫製作数が100作品突破。Ver.BLUEの作品に加えるため、
全国の公共図書館と協同で製作する「日本昔話の旅」シリーズの企画を
立ち上げる

2017（平成29） 4 1 子どもの本100冊助成の図書リストに150冊セットを新設。2000年以
降に刊行された児童書を中心に紹介

2019（令和元） 6 28 視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する
法律（読書バリアフリー法）公布

2020（令和2）

3 11 新型コロナウイルス感染症の世界的な大流行/
WHOによるパンデミック宣言

4 1 子どもの本購入費助成にBプログラム（指定研修会助成）を新設

11 11 障害者に対する理解と功績の顕著な港区内の企業等として、港区長から
表彰を受ける

2021（令和3）

4 1 病院・施設子ども読書活動費助成の対象に特別支援学校を追加。（現「特
別支援学校図書支援助成」）

4 1 子どもの本100冊助成の図書リストに乳幼児図書セットを新設
7 23 東京オリンピック開催

11 1
11月1日から12月12日にかけて、読書バリアフリー研究会オンライン
セミナーを開催。新型コロナウイルス感染症の影響を受け、初のオンデ
マンド配信を実施

2022（令和4） 2 24 ロシアによるウクライナ侵攻開始

2023（令和5）
4 1

子どもの本100冊助成の図書選択方法を変更し、各セットを横断して、
財団推薦の全550冊の中から希望の100冊を自由に選べるようにプロ
グラムを変更

10 イスラエルによるガザ侵攻開始

2024（令和6）
7

次年度に向けて、直近5年以内に出版された児童書のみを紹介する「新
しい本50冊リスト」を作成。2025年度4月より子どもの本100冊助成
図書リストに追加し、財団推薦の児童書を全600冊とする予定

9 30 伊藤忠記念財団設立50周年

2025（令和7）

1 10
1月10日から2月2日にかけて、「伊藤忠記念財団50年のあゆみ〜すべ
ての子どもたちに読書の喜びを〜」を銀座の教文館ナルニア国（店内ナ
ルニアホール）で開催

2 5
2月5日から3月2日にかけて、「伊藤忠記念財団50周年企画展示「未来
につなぐ子どもの読書」」を伊藤忠東京本社ビル横のITOCHU SDGs 
STUDIO GALLERYで開催
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編集後記

　2024年9月30日に50周年を迎えた伊藤忠記念財団ですが、財団全体の周年誌をつくるのは初めてのことで
す。３年ほど前、一体何をどこまで載せられるのだろうかと事務局内のキャビネットの中身をひっくり返すと
ころから始めました。存外、設立時の申請書や、初代役員のやり取り、各年度の子ども文庫助成贈呈式や留学
生助成懇親会のアルバムなどが残されており、50年の歴史の整理はそれなりに楽しい作業となりました。（昔
の写真を眺めていると、じつにあっという間に時間が溶けます。）財団が製作した唯一の周年誌といえる『東京
小中学生センター10年のあゆみ』も大変読み応えがありました。こうしてまとめ上げた50周年誌ですが、関わ
ってくださった方々や出来事を、すべて載せ切ることはできなかったという心残りもあります。せっかくな
ので、この場を借りて、東京小中学生センター専門委員であった
ふくだたりほ先生が先述の『10年のあゆみ』に寄せてくださったメッセージを引用します。
　「十二年前のある日、二人の客が私の研究室を訪れた。それが伊藤忠記念財団の初代事務局長佐々木さんと
事務局員瀬戸さんとの最初の出会いだった。（中略）そこで私は、青少年問題の中心が中学生に移りつつある
状況を、集団非行、登校拒否、家庭内暴力・校内暴力・友人関係の希薄化など例證しながら説明し、しかも施策
の真空状態に置かれた小学校上級生から中学生を対象とする、新しいコミュニティ健全育成センターの必要
性を説いたのだった。そしてもし、財団が今からでも事業の方向を修正願えるのならば、私は喜んでお手伝い
させていただきたいと、その日の会談を打ち切ったのであった。（中略）こうして生れたのが東京小中学生セ
ンターであった。」
　財団事務局は当初、「高校生のための学びの場の設置」を計画していましたが、福田先生は昨今の社会の動き
を鑑みて「これからは小中学生のための居場所づくりが必要だ」とご意見をくださり、それが財団のその後の
方針に反映されて東京小中学生センターの設立に至ったのです。その後さんじゅうよ年間、東京小中学生セ
ンターはたくさんの小中学生が自由に過ごせる空間として大いに利用されました。
　東京小中学生センターは2011年に閉館しましたが、財団設立の翌年に始まった子ども文庫助成事業はまだ
続いています。近年は、本を通した子どもたちの居場所づくりのために助成を活用したいというご応募も増
えました。2010年に始まった電子図書普及事業で製作しているマルチメディアデイジー図書「わいわい文庫」
の知名度も少しずつですが上がっています。子どもたちが健全にのびのびと育つためには、場と手段と想い
のすべてが必要です。子どもたちはほうっておいても彼らなりに楽しく過ごすかもしれませんが、それでも、
子どもたちが豊かな時間を過ごせるよう環境を整えることは大人の役割でしょう。

　財団は「すべての子どもたちに読書の喜びを」をテーマに掲げています。今後も引
き続き、「読書」を軸に、未来を生きる子どもたちが豊かで楽しい幼少期を過ごすため
の一助となる事業を続けてまいりますので、これからもどうぞよろしくお願い申し上
げます。
　最後になりましたが、これまでの50年、当財団の事業を支えてくださったすべての
皆さまに心からの感謝を申し上げ、本記念誌の結びに代えさせていただきます。寄付
者の皆さま、各分野の有識者の皆さま、各助成の応募者・じゅりょう者の皆さま、わい
わい文庫の寄贈先の皆さま、各事業にご協力くださったボランティアの皆さま、各助
成・寄贈先の子どもたち、そして、東京小中学生センターの利用者・キャンプの参加
者だったかつての子どもたち。皆さま、実りある50年を、本当にありがとうございま
した。
伊藤忠記念財団　野尻かほ
伊藤忠記念財団　事務局集合写真
財団事務局9名の集合写真。後列左から、中村、池辺、さわじ、岩沢、すが、前列左から、
二瓶、野尻、田中、山根。
事務局
●事務局長：池辺 昌和
●総務部：岩沢 雄一郎、さわじ 悠希
●助成事業部：野尻 かほ、二瓶 紀子
●電子図書普及事業部：中村 信行、山根 英子、田中 あや、すが 邦子

参考文献
・『伊藤忠記念財団 年次報告書』（1976年度から2010年度版）、財団法人伊藤忠記念財
団、1977から2011、
　（2011年度から2023年度版）、公益財団法人伊藤忠記念財団、2012から2024
・『ITOCHU MONTHLY 伊藤忠商事社内報 OCTOBER 2014』、伊藤忠商事株式会
社、2014
・『伊藤忠商事創業150年記念小史 峠越えの道』（改定追補版）、伊藤忠商事株式会社広
報部、2007
・『東京小中学生センター 10年のあゆみ 1977から1987』、財団法人伊藤忠記念財団、
1987

編集後記
　2024年9月30日に50周年を迎えた伊藤忠記念財団ですが、財団全体の周年誌をつ
くるのは初めてのことです。３年ほど前、一体何をどこまで載せられるのだろうかと事
務局内のキャビネットの中身をひっくり返すところから始めました。存外、設立時の申
請書や、初代役員のやり取り、各年度の子ども文庫助成贈呈式や留学生助成懇親会のア
ルバムなどが残されており、50年の歴史の整理はそれなりに楽しい作業となりました。

（昔の写真を眺めていると、実にあっという間に時間が溶けます。）財団が製作した唯一
の周年誌といえる『東京小中学生センター10年のあゆみ』も大変読み応えがありました。
こうしてまとめ上げた50周年誌ですが、関わってくださった方々や出来事を、すべて載
せ切ることはできなかったという心残りもあります。せっかくなので、この場を借りて、
東京小中学生センター専門委員であった福田垂穂先生が先述の『10年のあゆみ』に寄せ
てくださったメッセージを引用します。
　「十二年前のある日、二人の客が私の研究室を訪れた。それが伊藤忠記念財団の初代
事務局長佐々木さんと事務局員瀬戸さんとの最初の出会いだった。（中略）そこで私は、
青少年問題の中心が中学生に移りつゝある状況を、集団非行、登校拒否、家庭内暴力・校
内暴力・友人関係の希薄化など例證しながら説明し、しかも施策の真空状態に置かれた
小学校上級生から中学生を対象とする、新しいコミュニティ健全育成センターの必要性
を説いたのだった。そしてもし、財団が今からでも事業の方向を修正願えるのならば、
私は喜んでお手伝いさせていただきたいと、その日の会談を打ち切ったのであった。（中
略）こうして生れたのが東京小中学生センターであった。」
　財団事務局は当初、「高校生のための学びの場の設置」を計画していましたが、福田先
生は昨今の社会の動きを鑑みて「これからは小中学生のための居場所づくりが必要だ」
とご意見をくださり、それが財団のその後の方針に反映されて東京小中学生センターの
設立に至ったのです。その後34年間、東京小中学生センターはたくさんの小中学生が
自由に過ごせる空間として大いに利用されました。
　東京小中学生センターは2011年に閉館しましたが、財団設立の翌年に始まった子ど
も文庫助成事業はまだ続いています。近年は、本を通した子どもたちの居場所づくりの
ために助成を活用したいというご応募も増えました。2010年に始まった電子図書普及
事業で製作しているマルチメディアDAISY図書「わいわい文庫」の知名度も少しずつで
すが上がっています。子どもたちが健全にのびのびと育つためには、場と手段と想いの
すべてが必要です。子どもたちは放っておいても彼らなりに楽しく過ごすかもしれませ
んが、それでも、子どもたちが豊かな時間を過ごせるよう環境を整えることは大人の役
割でしょう。

　財団は「すべての子どもたちに読書の喜びを」をテーマに掲げています。今後も引き
続き、「読書」を軸に、未来を生きる子どもたちが豊かで楽しい幼少期を過ごすための一
助となる事業を続けてまいりますので、これからもどうぞよろしくお願い申し上げます。
　最後になりましたが、これまでの50年、当財団の事業を支えてくださったすべての皆
さまに心からの感謝を申し上げ、本記念誌の結びに代えさせていただきます。寄付者の
皆さま、各分野の有識者の皆さま、各助成の応募者・受領者の皆さま、わいわい文庫の寄
贈先の皆さま、各事業にご協力くださったボランティアの皆さま、各助成・寄贈先の子ど
もたち、そして、東京小中学生センターの利用者・キャンプの参加者だったかつての子ど
もたち。皆さま、実りある50年を、本当にありがとうございました。

伊藤忠記念財団　野尻夏帆

伊藤忠記念財団　事務局集合写真

事務局
●事務局長　　　　　：池辺 昌和
●総務部　　　　　　：岩沢 雄一郎、澤路 悠希
●助成事業部　　　　：野尻 夏帆、二瓶 紀子
●電子図書普及事業部：中村 信行、山根 英子、田中 文、菅 邦子

参考文献
・『伊藤忠記念財団 年次報告書』（1976年度〜2010年度版）、財団法人伊藤忠記念財団、1977〜2011、
　（2011年度〜2023年度版）、公益財団法人伊藤忠記念財団、2012〜2024
・『ITOCHU MONTHLY 伊藤忠商事社内報 OCTOBER 2014』、伊藤忠商事株式会社、2014
・『伊藤忠商事創業150年記念小史 峠越えの道』（改定追補版）、伊藤忠商事株式会社広報部、2007
・『東京小中学生センター 10年のあゆみ 1977〜1987』、財団法人伊藤忠記念財団、1987

中村・池辺・澤路・岩沢・菅
二瓶・野尻・田中・山根
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